

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◇◆序◆◇　星の勇者様






　──なぜ、人間は騙だまされるのか。

　この問とい掛かけに、ある者はこう答えた。

　人は、分かりやすい筋道ストーリーを欲ほつしており、信じたいものを信じてしまうからだ、と。

　それが真実ならば、世界中で信じられてきたこの伝説を、どう捉とらえるべきであろう……。




　三百年の昔、異世界〝ニッポン〟より訪おとずれし勇者は、闇やみの軍勢を退け、七王国を救い賜たもうた。再び闇やみが蠢うごめけば〝ニッポン〟より新たな勇者が現れ、邪じや悪あくを討うち、永とこ久しえの平和をもたらさん。




　予言をも内包した英サ雄ー譚ガは、多くの人々に希望を与あたえ、心の拠より所どころとされてきた。

　そして今、窮きゆう地ちに陥おちいっている神官見習いの少女もまた、この言い伝えに深い感かん銘めいを受け、分かりやすい筋道ストーリーを信じ続けてきた一人にほかならない。

　彼女は誓ちかっていたのである。勇者様が現れたら、必ずお役に立とうと。だが──。




「──ごめんなさい！　わたしったら、アウラ神に仕える身でありながら、何ということを」

　肩かたの辺りまで伸のびた軽かろやかな金きん髪ぱつを揺ゆらし、ノーリーンは深々と頭を下げた。

　ローブの裾すそを両手でぎゅっと握にぎり締しめ、肩かたを震ふるわせている。ただでさえ小こ柄がらな体が、よりいっそう縮んでしまっているようで、どうにも哀あわれでならない。

　ここ、聖せい都との大だい神しん殿でんは、夕刻ともなれば静せい寂じやくに包まれているのが常である。しかし、すでに茜あかね色いろの斜しや陽ようが差しているというのに、集まった聖職者達のどよめきで騒そう然ぜんとなっていた。

　渦か中ちゆうにいるのは、一人の来客……端たん整せいな顔立ちの青年だ。宝玉の嵌はめ込まれた神秘的なサークレットを被かぶり、刺し繡しゆうの入ったマントですっぽりと身を包んだ姿は、冒ぼう険けん者風といえよう。

　彼はふらりと現れ、この神域に潜ひそんでいた悪あしきモノを討うち果はたしてみせた。それだけでも神官一同を驚きよう愕がくさせるに充じゆう分ぶんだったのだが、まだ事態は「めでたしめでたし」で収まらなかったのである。

　若き冒ぼう険けん者は、手に持った槍やりを見定めるように眺ながめながら、困ったように嘆たん息そくした。

「これは酷ひどいな、光の加護が見る影かげもないじゃないか……。まさか聖せい都との大だい神しん殿でんで、聖せい槍そうを穢けがされてしまうなんてね。それも、戦いが終わった後に」

　そう。つい先さき程ほどまで、この槍やりは神こう々ごうしい光を放っていたのだ。なのに、今や鉄の塊かたまりも同然。

「わたしのせいです。見習いにすぎないわたしが聖せい槍そうに触ふれたから、きっと神様がお怒いかりになったのだわ。ああ、ご恩を仇あだで返してしまうなんて……」

　自責の念に駆かられるノーリーンに、眉び目もく秀しゆう麗れいの若者が、そっと微ほほ笑えみ掛かけてくる。

「君、確かノーリーンちゃんって言ったよね？　もう顔を上げてくれないかい？」

「いいえ、顔向けできません。冒ぼう険けん者様は、悪あしきモノを退治してくださったのに……」

「ぼくはね、七王国を闇やみの軍勢から護まもるため、ひいては君達を笑え顔がおにするため、はるばる来たんだよ。チャーミングな君に、そんなに泣かれてしまったら、元も子もないじゃないか？」

　優やさしい言葉に引き寄せられ、涙なみだに濡ぬれた顔を上げると、爽さわやかな笑え顔がおが迎むかえてくれた。

「……わたしを、お許しくださるの？」

「何を言うんだい。許すも何も、これは見習いの君が泣いて謝って済む話じゃないんだ」

　涼すずしげに眉まゆを開いたまま、優やさ男おとこは不ふ穏おんなことを口にする。

「闇やみの軍勢に対する切り札が一つ失われてしまったんだよ。由々しき事態じゃないか。アウラ教団にどう責任を取ってもらうか……。やはり損失に見合った損害賠ばい償しようを請せい求きゆうすべきだろうね」

「ば、賠ばい償しよう!?」

　ただならぬ話の流れに、神官達のざわめきが一ひと際きわ大きくなった。しかし男は気に掛かけない。

「平和的で紳しん士し的な解決手段さ。トラブルは優ゆう雅がに解決しないと。なにしろ、ぼくは故郷にいた頃ころ、〝ニート〟と呼ばれる不労所得の貴族階級だったものでね。別の世界の話だけど」

「に、にぃと？　ふろう？　別の世界？　……あなた様は一体？」

　異郷の言葉の数々に翻ほん弄ろうされ、オウム返しになりながらも、相手の素す性じようを尋たずねてみる。

　すると彼は、サラサラの髪かみを搔かき上あげて、おかしそうに答えた。

「まだ分からないのかい？　僕は、コミューンの街も救っているから、この国では有名なはずなんだけどね」

　そう言われ、とんでもない事に思い当たり「あっ……」と声を震ふるわせてしまう。

「そのお話、聞いています。先日、河口の街コミューンの対岸に押し寄せた闇やみの軍勢を、光の聖せい剣けんの一ひと太た刀ちで薙なぎ払はらった勇者様がいるって。もしかして、あなた様が──」

「そう、ぼくこそ七王国を救うため、異世界〝ニッポン〟から転移してきた希望の一番星──綺き羅ら☆ぼし勇者テルアキさ！　黄たそ昏がれに染まる空の下、君と縁エンカウント!!」

　テルアキと名乗った男は、決めポーズとばかりに人差し指を突つきつけ、白い歯を輝かがやかせる。

「知ってのとおり、勇者は善良な民たみである君達を護まもる。だからこそ、君達の善意にぼくは期待しているんだ。闇やみの軍勢との戦いには、先立つものが不可欠だからね。そう思わないかい？」

　輝かがやかしいはずの彼の笑え顔がおが歪ゆがんで見えてしまう。いや、ノーリーンの視界に映るすべてが湾わん曲きよくし、ぼやけてゆくようだ。憧あこがれの勇者との邂かい逅こうは、それだけの衝しよう撃げきをもたらしていた。

　思考に霞かすみがかかったように感じられてならない。だが、朧おぼろげな頭でも、はっきり分かることがある。自らが招いたこの事態は、自分で何とかしなければならないのだと。光の聖せい槍そうを失って困り果てている勇者様と、大恩あるアウラ教団の皆みなのために──。








◇◆一◆◇　勇者鑑定士






　──河口の街コミューン。

　古くから交易で栄えたこの街は、神聖王国トリニティの領土にありながらも、商人達による自治共同体としての意識が強い。そのため、国教であるアウラ教の影えい響きようと、教団の干かん渉しようを適度に受けつつ、様々な文化を取り入れ発展した、一風変わった商業都市として知られている。

　こと街の中央には、四方を壁かべで囲まれた広大な商業区画、コミューン・マーケットがあり、古物や食材をはじめ、骨こつ董とう品や芸術品、果ては大道芸の披ひ露ろうまで、売買には事欠かない。

　大いに賑にぎわうこの市場には、今日も今日とて、各地から多くの人々が押し寄せ、目当ての露ろ店てんの前に長ちよう蛇だの列をなしていた。そこかしこで大だい盛せい況きようだ。

　……しかし、光あるところに影かげはあり。

　中には、神が奇き跡せきを起こして人海を割ったのではないかと思うほど、ポツンと一人寂さびしく敷しき物ものの上に座ざしたままの露ろ天てん商しようもいる。

　市場には、数え切れぬくらい人がいるというのに、彼の露ろ店てんには誰だれ一人ひとりやってこない。

「……ま、どうせこうなるって、分かってたんだけどね」

　隈くまのできた目を眠ねむたそうにすぼめ、欠伸あくびをしながらぼやく若い露ろ天てん商しよう。見たところ三み十そ路じ前といったところであろうか。胡坐あぐらをかいたまま、無ぶ精しよう鬚ひげの生えた顎あごをポリポリと搔かく。

　瘦そう身しん瘦そう軀くのこの男──ダウトは、灰色がかったボサボサ頭をしており、身に着けているのは、年季の入ったボロマントと旅たび装しよう束ぞくだ。こんな店主が居い座すわっていれば、客足も遠のくというもの。

　本人にも自覚はあるが、旅から旅への根無し草で、身だしなみを整えるのは苦手なのである。

　ついつい恨うらみがましそうに、繁はん盛じようしている露ろ店てんに目をやっては「ちっ」と舌打ちする始末。

「──あんまり気にしない方がいいよ。あっちは大手だからさ」

　ふいに、くぐもった声で話はなし掛かけられたので、ダウトはそちらに顔を向けた。

　声を掛かけてきたのは、隣となりで露ろ店てんを開いている太たい鼓こ腹ばらの若者だ。人ひと懐なつこい笑えみを湛たたえている。

　見知った顔ではない。馴なれ馴なれしいのはどうも好かないので、無視を決め込もうかとも思ったが、ふてくされているように見られるのも癪しやくだった（実際ふてくされていたわけだが）。

「ご心配どうも。だが、気にしてるわけじゃない。客が寄り付かないのはいつものことだよ」

　相手にされたことが意外だったのか、男は少し嬉うれしそうに応じてくる。

「へぇ。オタク、今日が初日じゃないんだ？」

「いや、あちこちで露ろ店てんは出すが、コミューン・マーケットは初めてだ」

「そうなんだ。こちらは三日目。ここじゃあ、おいらが少しだけ先せん輩ぱいってことだね」

　見たところ、彼は二十そこそこの年ねん齢れいだ。明らかにダウトより年下だが、商売の先せん輩ぱい後こう輩はいに実年ねん齢れいはあまり関係ない。それが僅わずかな日数であっても。

「じゃあ、先せん輩ぱいとして一つ教えてくれないかい？」

「いいよ。何？」

「コミューン・マーケットは、トリニティ最大の市場って聞いたんだが、こうも客の入りに格差が生じるものなのかね？　俺らみたいのが、おこぼれにあずかっても罰ばちは当たらんだろうに」

　ダウトの露ろ店てんは言うに及およばず、この先せん輩ぱいの露ろ店てんとて、先さき程ほどから人っ子ひとり寄りつかない。

「何だ、やっぱ気にしてんじゃん」

　──やかましい。

　図星を指され、つい隣りん人じんを睨にらんでしまう。でも彼に、悪びれた様子はない。

「繰くり返かえすけど、大手の露ろ店てんと比べるのは精神衛生上よくないよ。彼らには、並々ならぬ実績がある。だからこそ自治会に混雑を予想され、ああして壁かべ際ぎわに店を構える栄えい誉よを与あたえられているんだからさ。三百年前の勇者の助言に則のつとってね。曰いわく、大手は壁かべ際ぎわに配置すべし、だよ！」

「……真に受けちゃってまあ」

「当然さ。皆みんなの憧あこがれ、異世界〝ニッポン〟の大市場は、そうした配置が定番らしいからね」

　彼の言うとおり、三百年前に七王国を救った勇者の影えい響きようは未いまだに根強い。そして勇者が故郷の〝ニッポン〟から持ち込んだ種しゆ々じゆ雑ざつ多たの文化や知識は、ありがたがられながらも、長い年月を経るうちに歪わい曲きよくし、中ちゆう途と半はん端ぱな形で伝わっていることが多々ある。

「今は〝ニッポン〟のことはどうでもいい。このままじゃあ、商売あがったりだ」

「な～に、きっと平気だよ。正午の鐘かねが鳴る頃ころには、大手の買い物を終えた人達が、こっちにも足を運んでくれるようになるって。お昼まで、もうちょっとだから」

「正午の鐘かねって言われてもな……あの鐘しよう楼ろう、鳴るのかい？」

　ダウトは、街の河かわ岸ぎし方面に聳そびえる、黒くろ焦こげの塔とうを遠目に見て言った。

「痛ましいよね。この街、少し前に闇やみの軍勢に突とつ如じよ襲しゆう撃げきされたらしいよ。不意を衝つかれて人々はパニックになったけど、若い勇者が現れ、光の聖せい剣けんを振ふるって敵をやっつけたんだって。でもその最さ中なかで、街のシンボルの鐘しよう楼ろうは、あのとおり焼かれちゃったみたい」

「だったら、やっぱ鐘かねなんて……」

「心配いらないって。ほら、あの人が鐘かねを鳴らして知らせてくれるんだってさ」

　言われた方に目をやると、小皿を逆さまにしたような薄うす型がたの鐘かねを持った男が一人佇たたずんでいた。もう片方の手には、木き槌づちがしっかりと握にぎられている。

「ふぅん。あんなゴングみたいなので市場中に響ひびくもんかね」

　文句は言ったものの、幸い近くなのでここには聞こえてくるだろう。

「……ところでさぁ、オタクは一体何を売ってるわけ？　おいらの方はご覧のとおりだけど」

　先せん輩ぱいの露ろ店てんに陳ちん列れつされているのは、どこぞの歌うた姫ひめか踊おどり子こを象かたどった精せい巧こうな人形や、美少女の絵が織り込まれたタペストリー、それにカツラの付属した衣い装しようなど、〝ニッポン〟文化に影えい響きようを受けた蒐集品コレクターズ・アイテムばかりである。取とり扱あつかっている品目は実に分かりやすい。

　対して、ダウトの露ろ店てんには商品らしき物が見当たらないのだから、彼が疑問に思うのも当然であろう。なにせ、敷しき物ものの上に置かれているのは、木製の立て看板一枚だけなのだ。

　それをヒョイと持ち上げ、隣となりに見せてやる。




　──身近な日用品から気になるあの人まで、物品、人物問わず、よろず鑑かん定ていいたします。




　看板を見た先せん輩ぱいは、目を白黒させていた。

「鑑かん定てい士し？」

「ああ。特に〝ニッポン〟や勇者由来の物は詳くわしくてね。あんたの品、何か貸してみな？」

　先せん輩ぱいは少し迷ってから、人形を寄よ越こしてきたので、それを手に取りまじまじと視みた。

「なるほど。比ひ較かく的に新しい物だからアンティークとしての価値は低いが、つくりが丁てい寧ねいだ。特に、ふわりとした髪かみやポーズから、躍やく動どう感が伝わってくる。価格設定も妥だ当とうだな」

「おっ、分かってるね。さっすが！」

「……ただ、人形のモデルになった娘むすめが無名なのは惜おしい。もし今後、この娘こが名を上げるようなら、値ねが一ひと桁けたは変動するだろうさ」

「無名ってのは余計だよ」

　モデルを悪く言ったつもりはないが気に障さわったらしい。彼は人形をひったくると、きな臭そうに疑問をぶつけてきた。

「ところで、鑑かん定てい対象が人物問わず……って、奴ど隷れい商しようみたいに、人に値段をつけるってこと？」

「いや、そういう仕事は受けねえよ。人物鑑かん定ていで一いつ般ぱん的なのは、新人や候補者の鑑かん定ていだな。冒ぼう険けん者ギルドや商隊キヤラバンが人材を登用する際なんかで、第三者プロによる人物評価のお墨すみ付つきを欲ほしがるケースがあるんでね。このご時世、仲間選びに慎しん重ちようになるのも分かる話さ」

「へぇ～、なるほどね。それでオタク、え～と、鑑かん定てい士しの……何だっけ？」

「ダウトだ────」

　隣りん人じんに名乗った途と端たん、あさっての方向から、こちらに向かって靴くつ音おとが近づいてきた。

　そして露ろ店てんの前で、小さな人ひと影かげが足を止める。とうとう客が来たに違ちがいない。

「いらっしゃい！　喜んで！」

　即そく座ざに先せん輩ぱいとの無む駄だ話ばなしを中断し、接客モードに切きり替かえるダウト。

「物品から人物まで、鑑かん定ていなら何でもござれ！　さあお客さん、今日は何を視みましょうか……」

　一いつ気き呵か成せいに流れ出ていた口上が、たちまち勢いを失い、尻しりすぼみになってゆく。それというのも、客の身なりをしっかりと確かく認にんしたためだ。

　目の前にいるのは、ほつれたローブを纏まとった、みすぼらしい少女だった。年の頃ころは十四、五といったところか。背が低いせいか、清せい楚そながらも幼い印象を受ける。身だしなみを整えればそれなりなのだろうが、せっかくの金きん髪ぱつも台無しになるほど乱れていて、大きな瞳ひとみも虚うつろげだ。

　そして背中には、布で包んだ長物が見える。あれは錫しやく杖じようだろうか。いや、形状から察するに槍やりか。この貧ひん相そうな娘むすめが、何であんなものを背負っているのやら……。

　そこまで考え、ダウトは己おのれの悪い癖くせが出たことを自覚した。身なりを事細かに見定めてどうする。こいつは客じゃない。乞こ食じきの手合いだ。

「悪いな、嬢じようちゃん。托たく鉢はつだか物もの乞ごいだか知らんが、ほかをあたってくれ。こっちも客がこなくて干ひ上あがってるんだ。恵めぐんでもらうなら、壁かべ際ぎわの景気のいい連中にたかりな」

「……………………お願いします」

　みすぼらしい娘むすめは小さな唇くちびるを動かし、蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。

　どうやら、きつめに言わないとお引き取りいただけないらしい。仕方ないとばかりに灰色の頭をボリボリと搔かいて立ち上がると、追おい払はらうように手首を振ふってみせる。

「だから、やれる物なんてないって言ってるだろ。商売の邪じや魔まだ。どっか行った、行った」

「お願いします…………鑑かん定ていを、お願いします」

　今度はハッキリと聞こえた。切せつ羽ぱ詰つまった人間が発する、救いを求める声が。

「あなたは、ダウトと名乗っていたわ。あなたが鑑かん定てい士しのダウトさんなのでしょう？」

「……ん、まあ、そうだが」

　向こうの勢いに、たじろぎながら答えた。すると、虚うつろだった彼女の瞳ひとみは、いつの間にか潤うるおいを帯びており、その頰ほおを一筋の雫しずくが流れ落ちてゆく。

「ああ、神様に感謝します！　あちこち歩き回って、ようやく出会うことができたわ！」

　感かん極きわまったように祈いのりを捧ささげると、怒ど涛とうのごとく詰つめ寄よってきた。

「ダウトさんは、勇者様の伝説に誰だれよりもお詳くわしいと聞いています。どうしても、あなたに鑑かん定ていしていただきたい品があるの！」

「ちょっと待ってくれ！　わざわざ俺を訪ねてくれたのは光栄だが、こちとら慈じ善ぜん事業で鑑かん定ていをしてるわけじゃない。その汚きたねえ身なりじゃあ、おまえさん、金なんて持ってないだろ？」

「……先さき程ほどから誤解があるわ。わたしは、ノーリーンといいます。物もの乞ごいではありません。このローブだって多少汚よごれているけれど、至高神アウラを祀まつる大だい神しん殿でんの由ゆい緒しよ正しい神官服なんだから。いくらあなたでも侮ぶ辱じよくは看過できないわ」

　そう言って胸を張った彼女のお腹なかが「ぐぅ～～～～」と鳴った。

「……よく分かったぜ、ノーリーンさんとやら。由ゆい緒しよ正しかろうとも、おまえさんに持ち合わせがないってことがな」

「し、失礼な！　鑑かん定ていのためのお金なら、お師様からお預かりしています！　ほら！」

　彼女はせわしなく巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出そうとし──「あっ！」と、短い悲鳴を上げた。慌あわてるあまり、巾きん着ちやく袋ぶくろを落としてしまったのだ。

　落下の衝しよう撃げきで中身がぶちまけられ、石いし畳だたみの上でいくつもの金貨と銀貨がダンスを踊おどる。

　それは予想外の枚数だった。一いつ瞬しゆん面食らってしまったが、すぐに回収に乗り出す。

「バカ、何やってんだ！」

「あわわわわわわ！」

　しゃがみ込んで、暴れ回る硬こう貨かを必死に搔かき集あつめるダウトとノーリーン。隣となりの店みせの先せん輩ぱいも、拾うのを手伝ってくれたおかげで、思ったより手早く硬こう貨かの回収を終えた。念のため、拾い忘れやネコババがないか彼女に枚数を確かく認にんさせる。

「──大だい丈じよう夫ぶ、全部あるわ。助かりました。何とお礼を言えばいいか」

「……ったく、そんだけ金持ってんのに、何だってまた、やつれてるんだ？　おまえさん、ここしばらく飲まず食わずだろ？」

「これは、鑑かん定ていのための大切なお金なの。お師様……いえ、司祭様からお預かりする際、努ゆめ々ゆめ私事では使わぬよう戒いましめられました。空腹を満たすために使うなんて、もってのほかだわ」

　そう言いながらも、再び「ぐぅ～～～～」と、脱だつ力りよく感のある音色を響ひびかせる。

　溜ため息いきを漏もらすよりない。自身が道中で倒たおれたら、元も子もあるまいに。そうまでして司祭とやらの言いつけを守るとは、律りち儀ぎなのかバカなのか。それとも、司祭から預かったというのは噓うそっぱちで、訳アリの金なのか。年とし端はもいかぬ娘むすめの一人旅というのも妙みような話だ……。

　さりとて、これだけの金きん子すを見せられては、胡う散さん臭くさい客とはいえ追い返すわけにもいくまい。

「……で、俺は何を視みればいい？」

　観念して申し出ると、空腹娘むすめの顔がパアッと明るくなった。いそいそと背負っていた長物を下ろし、その包みを解く。中から出てきたのは、鉄製の古びた短槍ジヤベリンだった。

「どうか、これをお願いします。槍やりの価値だけでなく、どう直せばよいのかも知りたいの。実はその……壊こわれていて」

　槍やりを一目視みて、ダウトの眉み間けんに皺しわが寄る。

　──投とう擲てき用につくられた鉄の槍やりだ。軌き道どうが安定しやすいように、三角形の穂ほは重めになっている。反面、柄えと石いし突づきは最低限の軽量化が図はかられているようだが、これといった装そう飾しよくはなく、名工によるものでないことは明らかだ。そもそも、どこか破損しているわけでもない。

「……ふむ。こいつの鑑かん定ていに、そんな大金は要いらねえよ。銀貨一枚で充じゆう分ぶんだぜ」

「え？」

「中古の鉄製短槍ジヤベリンだ。五年前に出回った型で、隣りん国ごくのラビュリントス製だな。骨こつ董とう品としての価値はゼロと言っていい。それに、壊こわれちゃいないから、直し方もへったくれもないぞ」

「そ、そんなはずは!?」

　鑑かん定てい結果が納なつ得とくいかなかったのか、ノーリーンは青い顔をして訴うつたえかけてくる。

「この槍やりは、今でこそ加護を失っているけれど、光の聖せい槍そうなの！　わたしは、どうすれば槍やりの穢けがれを祓はらい、再び加護を取とり戻もどせるのかお聞きしたくて、こうしてお訪ねしたのだわ！」

「これが聖せい槍そうだって？　こんな槍やりに、加護なんて元々備わっちゃいねえよ」

「いいえ、いいえ！　確かに見たわ、この槍やりが聖なる光に包まれていた様を！　それを、わたしがダメにしてしまって……。このままでは、わたしのせいでアウラ教団は多額の賠ばい償しようをしなければならないの。お師様も頭を抱かかえておいでだったし、貴重な武器を失ったテルアキ様も困り果てておいでのはず……」

「テルアキ？　誰だれ、それ？」

「テルアキ様は七王国を闇やみの軍勢から護まもるため、異世界〝ニッポン〟よりいらした勇者様です」

　眉まゆ根ねの皺しわが、さらに深くなった。

「……なあ、それって、オレ勇者詐さ欺ぎじゃね？」

「オレ……勇者……詐さ欺ぎ……？」

「聞いたことないか？　昨今の七王国じゃあ、自分を〝ニッポン〟からやって来た異世界人だと称しようして、多額の金品を騙だまし取とる詐さ欺ぎが横行してるってな。そうした犯罪を巷ちまたじゃあ、オレ勇者詐さ欺ぎ、って呼んでるんだよ」

　ダウトが説明したように、世界の危機につけ込んだこの嘆なげかわしい詐さ欺ぎ手口は、今や社会問題となっている。七王国の中には、被ひ害がいで国庫が傾かたむいた国もあるとか。

「予言にあるだろ。七王国の再度の危機に、新たな勇者が〝ニッポン〟から現れるって。そのせいで、どこの国もそうした連中を無下にはできねえのさ。ましてやこのトリニティは、七王国最大の宗教国家だ。伝説の勇者は、神々の王たるアウラ神と並んで神聖視されているからな。田舎いなかの神しん殿でんじゃあ相当被ひ害がいに遭あってるようだぜ」

　彼女は俯うつむいたまま、まるで石になったのではないかと思うほどピクリともしない。

「災難だったな。おまえさん、騙だまされたんだよ」

「…………そんなはずない」

　消え入りそうな声で呟つぶやいたかと思いきや、さっきまで固まっていた娘むすめは毅き然ぜんとした態度で顔を上げた。

「絶対に違ちがうわ、テルアキ様が詐さ欺ぎ師なわけないもの！　このコミューンの街を救ったのだってテルアキ様だし、〝ニッポン〟のこともお詳くわしくて……ふ、不老不死の貴族なんだから！」

「そりゃ、勇者というよりすでに怪かい物ぶつだな、そいつ」

「と、とにかく、詐さ欺ぎ師だなんてあり得ないわ。お優やさしくて、見み目め麗うるわしい御お方かたなのに」

「おいおい、見た目で決めつけんなよ。美形の悪党なんざ山ほどいるぜ」

「だいたい、地方の神しん殿でんが詐さ欺ぎに遭あったなんて報告、聖せい都との大だい神しん殿でんにもたらされていません」

「そりゃそうだ。自分の失態をわざわざ知らせないさ。教団内で評価が下がっちまうからな」

「神しん殿でんを任される立派な司祭様達が、そのような貧しい考え方をなさるはずないわ！」

「どうかな。そいつは、ちっとばかり人間ってやつを過大評価しすぎじゃないか？」

「あ、あなたという人は！」

　顔を真っ赤にして怒おこるノーリーン。妄もう信しん的な娘むすめだ。これ以上は付き合っていられない。

　再びダウトは、追おい払はらうように手首をシッシッと振ふった。

「さ、鑑かん定ていは終わりだ」

「まだ終わっていないわ！　いい加減な鑑かん定ていをしないで！」

　グローブに包まれた細い手が、しがみつこうとする。あたかも縋すがらんばかりに。

　ちょうどその時、カ────ンという軽快な音が響ひびいた。

　今のは時報……正午の鐘かねだ。

「ほら、もう正午だ。客も回ってくるかもしれん。おまえさんは、とっとと大お神う殿ちに帰──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、悪お寒かんが走った。凄すさまじい殺気を感じたのだ。今にも摑つかみかかってこようとするノーリーンから。手を払はらいのけようとしたが、もう間に合わない。

　体勢を低くした彼女は、間合いに潜もぐり込んできたかと思うや否いなや、勢いよくこちらの頸けい部ぶを両手でガッチリと摑つかみ、高々と吊つり上あげる。親指が喉のどに食い込んで、呼吸が阻そ害がいされた。

「ごっ……ほ……」
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　身長差などものともしない。重心をやや後方に傾かたむけることで、背せ丈たけに勝まさるダウトのつま先が地面すれすれで届かぬよう、際きわどい体勢を維い持じしている。

　──振ふりほどけねえ！

　足をバタつかせても不動の構えは崩くずれず、顔がみるみる蒼あおざめていった。とても小こ娘むすめの細ほそ腕うでとは思えぬ規格外の腕わん力りよくだ。訳アリなのは大金よりも、むしろこの客の方だったのか。

「ぐぅ、てめぇ……俺に……偽にせの鑑かん定ていをさせて……どうするつもりだ……？」

「グダグダ言ってんじゃねえ！　ちゃんと鑑かん定ていしろおおおおおおおおおおおお!!」

　無害に思えた少女が、別人のように目を血走らせ、吠ほえ猛たける。

　あまりの豹ひよう変へんぶりに驚おどろいた隣となりの先せん輩ぱいも、慌あわてて彼女を引ひき剝はがそうとするが、びくともしない。

　──こいつ、まともじゃない！　この怪かい力りきはおそらく……。

　一いつ瞬しゆんでも相手の気を逸そらして攻こう撃げきの手を緩ゆるめさせようと、ダウトは襲しゆう撃げき者しやを見み据すえ、神経を集中させる──が、抵てい抗こうはそこまで。

　視界が霞かすんできた。そればかりか周囲の雑ざつ音おんも小さくなり、遥はるか彼方かなたから響いてくるように感じてしまう。狂きよう暴ぼうな少女の怒ど声せいも。怯おびえる先輩の悲鳴さえも。

　為なす術すべがないとは、まさにこのこと。さして間を置かずして、薄うすれかけていた意識は泥どろのような暗くら闇やみの中に沈しずんでいってしまった。








◇◆二◆◇　ショウタイム






　微まど睡ろみから、ゆっくりと解放されてゆく目覚めの感覚。それは、ダウトにとって心ここ地ちのよいものではなくなっていた。この重い瞼まぶたを開けたら、昨日まで見ていた世界は変わり果てているかもしれないと、取り留めのない不安に駆かられてしまうから。

「っ……」

　五感がはっきりしてゆくにしたがい、首の辺りに痛みが走った。

　──何だ、妙みようにズキズキする。三日ぶりに眠ねむれて、首を寝ね違ちがえたのか？

　そう考えた矢先、完全に記き憶おくと意識を取とり戻もどした。

「いや違ちがう、寝ねたわけじゃない。俺は確か──」

　とんでもない馬鹿力の乞こ食じき娘むすめに絞しめ落とされたんだ──そう言いかけたが咽むせてしまう。

　一通り咳せき込んでから、喉のどを摩さする。感かん触しよくからすると、首には包帯が巻いてあるようだ。

「くそっ、ひでえ目に遭あっちまった……」

　ぼやきながら上体を起こした。視界に映るのは見慣れない室内だ。いつの間にかベッドで寝ねかされていたことから鑑かんがみると、気を失っている間に、宿らしき一室に運び込まれたらしい。

　そして傍かたわらには、健けな気げに介かい抱ほうしてくれていたのか、神官の少女が椅い子すに座って──。

「うおわああああああああああっ!?　で、出やがったな、怪かい物ぶつ女!!」

　起おき抜ぬけに絶ぜつ叫きようしながら、ベッドの片かた隅すみへと逃にげ出だすダウト。ところが上う手まく這はうことができず、無様にも床ゆかへと落っこちてしまった。

「あっ！　大だい丈じよう夫ぶかしら!?」

「こ、こっち来んじゃねえ！」

　駆かけ寄よろうとしたところを制止すると、彼女は足を止め、頭を下げた。

「さっきはごめんなさい！　わたしったら取り乱して酷ひどいことを……。深く反省しています」

　ダウトは警けい戒かいを緩ゆるめることなくベッドに這はい上あがり、胡坐あぐらをかいて腕うでを組む。

「マジで反省してるのか？」

「はい……」

「さっきの技わざ、すげえヤバかったぞ？　死ぬかと思った」

「ええ、そうでしょうとも！　あれは神しん殿でんで教わった護身術の一つで、ネック・ハンギング・ツリーというの！　三百年前の勇者様来訪と共に〝ニッポン〟から持ち込まれた文化の一つ、格かく闘とう技ぎ〝プロレス〟を、神しん殿でんでは護身術の一つとして──」

　嬉き々きとして説明を始めたノーリーンが、はたと途と中ちゆうで言葉を吞のみ込んだ。こちらの射るような視線に気付いたのだ。

「……おい、もう一度聞くぞ。マジで反省してんのか？」

「は、はい、ごめんなさい。今の失言も含ふくめまして、さらに深い反省を……」

　ダウトは不ふ機き嫌げんそうにベッドから立ち上がると、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせる。

「んで、ここはどこだ？　俺が気絶してから、どれくらい時間が経たった？」

「ここはコミューンの街の宿屋です。あれから、三時間くらい経たったかしら」

「そうかい。この首の包帯は、おまえさんが？」

「応急処置だけですみません。実はわたし、神官といっても見習いの身で……。正規の神官の方々がなさるような治ち癒ゆの神聖術を心得ていないの。きっと修しゆ行ぎようが足りず、わたしの魂たましいが未熟なままだから、未いまだに特オー殊バー技・ス能キルを開花できないのだと思うわ……」

　特オー殊バー技・ス能キル──それは、この世界の住人が、その魂たましいの在り方によって、後天的に一つだけ開花することができる、千せん差さ万ばん別べつの超ちよう常じよう的な力の総そう称しようである。

　一いつ般ぱん的には、厳しい修練を積んだり、危険な試練を乗のり越こえた結果として特オー殊バー技・ス能キルを開花させるケースが多いが、偶ぐう発はつ的に開花に至るケースも少なからず存在している。

「なあ、おまえさんの言う特オー殊バー技・ス能キルは、知力系能力《代行神聖術ホーリーアクト》のことか？」

「ええ。神官の先せん輩ぱい方がたは修しゆ行ぎようを積まれて《代行神聖術ホーリーアクト》を開花なさっているわ。神様に代わり、地上で暮らす人々を神聖術で救わんがために。わたしも、いつか《代行神聖術ホーリーアクト》を開花して──」

「それは絶対にない」

　不ぶ躾しつけに否定すると、夢見る見習い娘むすめは「まあ！」と、頰ほおを膨ふくらませた。

「いくら何でもあんまりだわ！　未来のことなんて分からないのに決めつけて！　わたしだって頑がん張ばれば──」

「決めつけもするさ。特オー殊バー技・ス能キルの理ことわりを知らんのか？　この世界の住人が開花できる特オー殊バー技・ス能キルは、一つの魂たましいにつき一つ、これは絶対条件だ」

「知っているわ、そんなこと。それが何だって言うの？」

「……やっぱり、自覚がないんだな」

「??」

「おまえさん、もう特オー殊バー技・ス能キルを開花させてるんだよ。あの信じられないほどの怪かい力りきと、豹ひよう変へんするかのような狂きよう暴ぼう性は、肉体系能力《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》の特とく徴ちようだ」

　あまりにも信じ難がたい内容に、ノーリーンは興奮しながら反論してくる。

「う、噓うそ！　だって、今までそんな兆候──」

「本当に、思い当たる節はないのかよ？」

「……そういえば、前にメアリちゃんから、時々言こと葉ば遣づかいが乱暴になるから気を付けて、って言われたことがあったけれど」

「メアリちゃん？」

「わたしのお友達です。メアリ・シェルトンちゃん。同じ神官見習いをしていて、たまに〝プロレス〟の試合観戦に付き合ってくれるの」

「おいおい、聖職者の卵のわりに、ずいぶん血の気が多い趣しゆ味みしてんな」

「そ、そんなことないわ！　だって〝プロレス〟は〝ニッポン〟から伝来したものだから、教団で推すい奨しようされているもの」

「……ったく、あっちもこっちも〝ニッポン〟文化に毒されやがって」

　ダウトは辟へき易えきとしながら、話を戻もどすことにする。

「ともあれ、そのお友達の忠告どおりだな。言こと葉ば遣づかいが乱暴になったり、さっき俺に襲おそい掛かかってきたのも、制せい御ぎよできていない《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を、無自覚で発現させていたからだ」

「──あ、あの、それじゃあ、わたしは本当に、もう？」

「繰くり返かえすが、おまえさんが《代行神聖術ホーリーアクト》を開花することはない。絶対に」

　再び断言されたのが相当ショックだったようで、彼女は膝ひざを折ってしまった。そのまま前のめりに両手をついて、肩かたを震ふるわせる。

「何が……何が、いけなかったの？　あんなに、あんなに一いつ所しよ懸けん命めい修しゆ行ぎように励はげんできたのに……！　神様へのお祈いのりだって日々欠かさなかったし、教団で教わる護身術の修練にだって、お師様や先せん輩ぱい方がたのお役に立てればと積極的に取り組んだわ。筋がいいって褒ほめられたから、いっそう頑がん張ばってトレーニングして、だんだん鍛きたえるのが楽しくなってきて──」

「それじゃね？　ストイックなおまえさんの性格が、《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を開花させたんだろ」

「うああああ、わたしのバカ！　トレーニングなんて、ほどほどにすればよかったぁ──!!」

　ついに頭を抱かかえながら咽むせび泣なくノーリーン。

　いずれ知ることになったのだろうが、死し刑けい宣告をしたかのようで後味が悪かった。

「ん……まあ、なんだ。そう悲観したものでもない。《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》は、肉体系能力の中でも最高クラスの特オー殊バー技・ス能キルだ。冷静な思考は犠ぎ牲せいになるが、巨きよ人じん並みの筋力を得て、圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力を実現できる。戦いを生なり業わいにする戦士や傭よう兵へいは、喉のどから手が出るほど欲ほしがってるぜ？」

「…………グスッ、わたし、別に戦士や傭よう兵へいになりたいわけじゃないもの」

「だ、だよな。うん、そうだと思った」

　この世の終わりが来たかのような落ち込みぶりに、思わず怯ひるんでしまう。

「でもさ、ここは、アレだ。これを契けい機きに、つまらん神官なんざこっちから願い下げて、一ひと思おもいに戦士か傭よう兵へいに転職クラス・チエンジして、華はな々ばなしくデビューってのもアリじゃないか？」

　ノーリーンが涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を上げたかと思うと、襟えり元もとに摑つかみかかってきた。

「転職クラス・チエンジなんて嫌いやだわ！　幼くして両親を亡なくしたわたしを、ここまで育ててくれた大だい神しん殿でんの皆みなさんに恩返しがしたくて、神官を目指しているのに！」

「わ、分かってる、そのとおりだとも。転職クラス・チエンジよくない。今のは人生の一つの可能性を提示しただけさ。ほら、考えてみれば、神官全員が《代行神聖術ホーリーアクト》を開花させているわけじゃないだろ？　だったら斜ななめ上いく感じで、肉にく弾だん神官娘むすめってのもイケてんじゃね──」

「…………肉にく弾だん……」

　──いかん。また首をやられるかと思って口走り、余計に彼女を沈しずませてしまった。

　泣く子と地頭には勝てぬとは、よく言ったものだ。ダウトはすっかり弱ってしまった。もう首を絞しめられた怪け我ががどうこうと、責める気にはなれない。

　手を放した見習い娘むすめは、涙なみだを袖そでで拭ぬぐいながら、嗚お咽えつ混じりの声で呟つぶやく。

「勇者様が羨うらやましいわ……。勇者様なら、たくさんの特オー殊バー技・ス能キルを開花できるもの……。わたし、〝ニッポン〟で生まれたらよかったのに……」

　ついに思考が現実逃とう避ひを始めたようだ。しかし、理り屈くつはあっている。

　異世界〝ニッポン〟で生まれた人間には、この世界の理ことわりは通用しない。即すなわち、特オー殊バー技・ス能キルは一つの魂たましいにつき一つ、という規制が働かないのだ。それゆえ、この世界にやってきた異世界人は複数の特オー殊バー技・ス能キルを開花でき、人じん智ちを超こえた力を持つ。まさに、勇者を勇者たらしめる理由だ。

　引き合いに異世界人を出すのもどうかと思うが、この逃とう避ひはダウトにとって渡わたりに船だった。すかさず、彼女が自分のもとを訪おとずれることになった要因へと話題を振ふる。

「それなんだが！　おまえさんが言ってた勇者ナントカも、特オー殊バー技・ス能キルを幾いくつも使えるのかい？」

　彼女はしばらくだんまりだったが、辛しん抱ぼう強づよく返答を待っていると、コクリと首を縦に振ふる。

「……はい。テルアキ様の御み業わざは、複数の特オー殊バー技・ス能キルなしでは成り立たないわ」

「へぇ、おまえさんの前で、そいつは力をひけらかしたってわけか？」

「そんな言い方……。あの御お方かたは、神域に潜もぐり込んだ闇やみのモノを退治しにいらしたのに」

　不ふ愉ゆ快かいそうだが、しゃくり上げるようなことはなくなっていた。少しは落ち着いたらしい。

「そりゃあ悪かったな。んで、おまえさんは何を見た？」

「大だい神しん殿でんにいらしたテルアキ様は、正面階段を颯さつ爽そうと駆かけ上あがり、天に向かって仰おつしやったわ──」




「──光あれ！　我が手に聖せい槍そうを!!」

　茜あかね色いろの空の下、テルアキが胸の前で拳こぶしを握にぎりしめて叫さけぶと、その手に光が灯ともった。

　ノーリーンが息をするのも忘れて見守る中、生じた光はみるみる輝かがやきを増してゆく。そして、高々と拳こぶしが掲かかげられた時には、凝ぎよう視しできないほどに眩まばゆい閃せん光こうの槍やりと化していた。

　燦さん爛らんたる光景を階段の下から見上げる神官達は、袖そでで目を庇かばいながら感かん嘆たんの声を漏もらす。

「おお……何と凄すさまじい光の奔ほん流りゆうか。あれが、武器だというのか……」

「神こう々ごうしきことよ！　あたかも神話の一いつ篇ぺんを、目にしているかのようだ！」

　目もくらむような短槍ジヤベリンを手にしながら、奇き跡せきの体現者は広言する。

「これは、聖なる加護を授さずかった光の武器の一つさ。この光の聖せい槍そうは、悪あしき闇やみのモノを決して逃のがさない。いかに人間になりすまし、神域に潜ひそんでいようともね」

　寝ね耳みみに水とばかりに、神官達は「何と闇やみのモノが！」「我らの近くに!?」と、慌あわてふためいた。しかし、動どう揺ようする人々など意に介かいさず、彼は光の聖せい槍そうを大きく振ふりかぶる。

「この声が聞こえるか闇やみのモノよ？　観念する時だ！　我が一いち撃げきで、お星様になるがいい!!」

　勇ましい攻こう撃げき宣言。優やさ男おとことは思えぬ気き迫はくで、それを投げ放つ。

　一いつ閃せん──。

　光の筋は、大だい神しん殿でんの敷しき地ちを横切り、都市部との境界になっている林の奥へと消えた。輝かがやきが失われ、再び夕ゆう闇やみが帰ってくる。まるで、光の奇き跡せきなど夢ゆめ幻まぼろしであったかのように。




「──で、そのテルアキって奴やつの槍やりは、潜せん伏ぷくしていた闇やみのモノに命中したのかい？」

　ダウトが尋たずねると、ノーリーンは大きく頷うなずいた。

「わたしが確かく認にんしたわ。聖せい槍そうを取りに行くお役目を、仰おおせつかったから」

「詳くわしく聞かせてくれ」

「く、詳くわしく？　え……と、林の中で、聖せい槍そうに貫つらぬかれて息絶えたゴブリンを見つけて……」

　当時のことを思い出したのか、彼女は軽く身み震ぶるいした。ゴブリンは醜しゆう悪あくな姿をした小こ鬼おにである。その串くし刺ざし死体ともなれば、ショッキングだったことは言うまでもない。

「なるほど。ゴブリンは闇やみの軍勢の下したっ端ぱであり尖せん兵ぺいだ。小さな体たい軀くを利用して、人間の子供に扮ふんして街に潜もぐり込み、悪さをする性質がある。聖せい都とに潜せん伏ぷくしていても、おかしくはないな。……それで、おまえさんは槍やりを引ひき抜ぬいて、奴やつの元に持ち帰ったのかい？」

「ええ……。でも、その時には光の加護が失われていて……」

「ふむ。加護を受けた神聖武器が、ゴブリン程度を刺さし貫つらぬいたくらいで穢けがれるわけがないな」

「テルアキ様もそう仰おつしやっていたわ。だから、考えられるとしたら、わたしの仕業で……」

「その消去法は単純すぎる。それとも、槍やりで悪ふざけでもしたか？　跨またがってウェーイとか？」

「するわけないわ、そんなこと！　だいたいウェーイって何かしら？」

「じゃ、もう一つ訊きかせてくれ。ゴブリンの死体を発見した時、槍やりはまだ輝かがやいていたかい？」

「え……？　どうだったかしら……」

　ノーリーンは思い出そうと頭を捻ひねるが、その表情は冴さえなかった。衝しよう撃げき的な勇者との出会いから始まり、彼女にとって異常事態が続いたのだ。記き憶おくも曖あい昧まいになっているのだろう。

「なら質問を変えよう。おまえさん、林に入ってすぐに槍やりを発見できたのか？」

「いえ、少し時間が掛かかったわ。夕方とはいえ、結構暗かったから……」

「そうかい、充じゆう分ぶんな答えだ」

　何が充じゆう分ぶんなのかと首を傾かしげるノーリーンに、満足そうなダウトは所感を述べる。

「おまえさんの話だと、テルアキは少なくとも三つの特オー殊バー技・ス能キルを使っている。即すなわち、武器を瞬しゆん時じに手元へ出現させる装着系能力《連装武器展開マルチウエポン》、距きよ離りと軌き道どうを無視して射しや撃げきや投とう擲てきを命中させる肉体系能力《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》、そして対象を自在に発光させる環かん境きよう系能力《光輝燦然フラツシユ・ライト》」

「待って。《光輝燦然フラツシユ・ライト》は、暗い洞どう窟くつの探たん索さくなどで重宝する特オー殊バー技・ス能キルだわ。あの時、確かに夕ゆう闇やみを照らす光はあったけれど、それは聖せい槍そうが輝かがやいていたからで──」

「同じことだ。俺は、光の聖せい槍そうが偽にせ物ものであったと踏ふんでいる。槍やり自体が普ふ通つうの鉄てつ槍やりだった以上、らしく見せるなら、まずこの特オー殊バー技・ス能キルを疑うべきだ」

「でも、それだとダウトさんの主張がおかしくならないかしら？　仮に光の聖せい槍そうが偽にせ物もので、《光輝燦然フラツシユ・ライト》を使って本物のように見せたのだとしたら、《連装武器展開マルチウエポン》と《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》も使えるテルアキ様は、やっぱり〝ニッポン〟から来た勇者様ということになるもの」

「ああ、そこに小細工がなければ、な」

　ダウトは口くちの端はを歪ゆがめる。

「おまえさん……確か、ノーリーンって言ったよな？　改めて商談をしないか？　あの金で、もう一度俺に依い頼らいするといい。ただし、今度の鑑かん定てい対象は槍やりじゃなく、勇者そのものだ」

「え？」

「俺は何も勇者の伝説に詳くわしいってだけじゃない。勇者を名乗る人間を鑑かん定ていする仕事も請うけ負おってるんだよ。本物か贋にせ者ものかを見定める真しん贋がん鑑かん定ていをな」

「ゆ、勇者様を鑑かん定てい……？　それではダウトさんは、勇者鑑かん定てい士し、ということなのかしら？」

「まあ、そんなもんだ。何にせよこのままじゃあ、おまえさんが恩義を感じている教団の連中も困っちまうんじゃね？　それこそ、恩を仇あだで返すわけにはいかんだろ、どうする？」

　彼女は逡しゆん巡じゆんするも、やがて心を決めたように頷うなずいた。

「……分かりましたお願いします。でも、わたしはテルアキ様を信じているわ。鑑かん定ていの結果、本物の勇者様だと分かれば、次は光の聖せい槍そうの修復に協力してください」

「上等だ。契けい約やく成立だな、ノーリーン」

　手を差し出すと、小さな手が握にぎり返してきた。

「さて、明日には早さつ速そく、聖せい都との大だい神しん殿でんに向けて出発しなきゃならんが、その前にある程度解明しておかないとな。道中でまた暴走されたら命がいくつあっても足りん」

「ううっ……《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のことかしら？」

「正確には、それを発現させるきっかけが何なのかって、話だよ。たとえば、そうだな～」

　先さき程ほどの状じよう況きようを思い出しながら、当て推量をしてみる。

「おまえさん、正午になったら狂きよう暴ぼうになるとか？」

「あるわけないわ、そんなこと」

　正午の鐘かねが鳴った頃ころに暴れ出したものだから、もしやと思ったがハズレのようだ。

「しかしそうなると、豹ひよう変へんしたおまえさんを目もく撃げきしたメアリちゃんとやらと、俺に、何かしらの共通点があるってことになるのか……。まるで思い当たらんが」

「それはそうだわ。年ねん齢れいも性別も、ダウトさんとメアリちゃんでは、似ても似つかないもの。それに、メアリちゃんはいい匂においがするし」

「おい、まるで俺が悪あく臭しゆうを放っているかのような言い方はやめろ」

「少なくとも、いい匂においはしないわ」

「よく言うぜ。おまえさんこそ、この宿にもう一部屋取って沐もく浴よくしておけ。宿代は依い頼らい料から立たて替かえておいてやる。臭くさいのは敵かなわん」

「なっ！　わたしは、そんな──」

　顔を真っ赤にするノーリーン。

　怒おこるだけの元気を取とり戻もどせたなら、それでいい。

　ダウトは、外がい套とう掛かけに吊つるされていたボロマントを取り、それを羽織った。

「一いつ旦たん解明は中断だ。ちゃんと飯食って寝ねろよ。俺は露ろ店てんの片付けがあるんでな。失礼するぜ」

　そう言い残して部屋を出る。

　扉とびらを閉める間ま際ぎわまで、依クラ頼イア主ントはお冠かんむりだったが、あえて取り合うことなく宿を後にした。




　明くる朝──。

　すっかり生気を取とり戻もどしたノーリーンは、コミューンの街を発たつ際、自身を鼓こ舞ぶしていた。

「災難続きの旅だったけれど、大変だった分、聖せい都とに帰れば万ばん事じ上う手まくいくのではないかしら。憂うれいあれば喜びあり、というもの。きっと神様は見守ってくださっているわ」

　確かに、吉きつ凶きようは糾あざなえる縄のごとしである。しかし、ひねくれ者のダウトは思う。泣なきっ面つらに蜂はちがやってくることも、よくある話だと。そして、そういう予感は当たることが多い──。

「このお揃そろいの鱗の鎧スケイル・メイルを見な！　泣く子も黙だまる、街かい道どうのクロコダイルとは、オレ達のことだ！」

「知ってんだぜ？　神官のお嬢じようちゃん、大金を持ってんだろ？」

「昨日マーケットで派手にぶちまけてやがったもんなあ！　もう一回見せてくれよ？」

　道中、こちらの行く手を阻はばんだ五人組の男達は、口々に喋しやべり、ゲラゲラと爆ばく笑しようした。

　曲刀や斧おのを手にしている彼らが、野や盗とうの類であることは想像に難かたくない。

　街かい道どうに出た途と端たん、これである。彼女の災難続きの旅は、最後まで災難に見み舞まわれるようだ。

「ううっ……わたし達、コミューンの街からずっと狙ねらわれていたのかしら」

「みたいだな。だがそんなことより、昨日の話の続きをしよう。気付いたんだよ、俺とメアリって子の共通点が、それぞれの置かれた環かん境きようにあった、ってな」

　状じよう況きようをわきまえず、ドヤ顔で話し始めたダウトに、見習い娘むすめが当とう惑わくする。

「そ、そんなことって、何を言ってるのかしら？　それこそ自じ慢まんげに無む駄だ話ばなしをしている場合じゃないわ。わたし達、襲おそわれているんですよ？　街かい道どうのクロタイツさん達に！」

「クロコダイルだ、クロコダイル！」

「勝手に変態集団みたいな名前にしてんじゃねえ！　ぶっ殺すぞ！」

　野や盗とう達から野次が飛び、ノーリーンが「ひっ」と身を竦すくませる。

　凄すごまれたお返しとばかりに、ダウトはマントの下から、皿を逆さまにしたような小さな鐘かねと、木き槌づちを取り出した。武器を出すと誤解したのか、野や盗とう達が色めき立つ。

　ノーリーンも、こちらの意図がまるで読めないようで、目をパチクリさせるばかりだ。

「そう、こいつが環かん境きようの共通点だ。おまえさんも、さすがに驚おどろいたようだな？」

「ええ、驚おどろいているわ。このピンチでも頑かたくなに無む駄だ話ばなしを続けるあなたの無神経さに」

　もはや連れの男はアテにできぬと覚かく悟ごを決めたのか、彼女は野や盗とう達に向き直って身構えた。

「おまえさんに聞く気がないなら仕方ないか。論より証しよう拠こだ。始めるぞ」

　一方的に宣告すると、木き槌づちを振ふるい、カ──ンと鐘かねを……いや、ゴングを打ち鳴らした。

　瞬しゆん間かん、気温が著いちじるしく下がったような感じがする。つい先さき程ほどまで騒さわがしかった野や盗とう達も、まるで水を打ったように静まり返っていた。敏びん感かんに察知したに違ちがいない。すぐそこにある危機を。

　そして静せい寂じやくを切きり裂さいたのは、高々と上がった雄お叫たけびである。

「SシHOOOOOOOOOヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨOオWウ TIMEタイムだああああ────っ!!」

　日ひ頃ごろの抑よく圧あつから解き放たれた見習い娘むすめは、背負っていた槍やりを放り投げると、嬉き々きとして野や盗とう達に襲おそい掛かかっていった。神官服を纏まとった獣けものさながらに……。




「──平たく言えば、音だったってことさ。片や〝プロレス〟の試合観戦。片やマーケット。本来なら共通する音なんざなさそうだが、鐘しよう楼ろうが焼しよう失しつしたコミューンの市場では、正午の鐘かねの代わりに、ゴングが使われていたことを思い出して、ピーンときたんだ。んで昨日の夕方、市場で頼たのみ込んで譲ゆずってもらったんだよ……って、聞いちゃいないか」

「どっせい！」

　野や盗とうの体を逆さまに持ち上げたノーリーンは、後ろに倒たおれ込み、相手の背面を大地にしこたま打ちつけた。衝しよう撃げきで、彼らのチーム・シンボルの鱗うろこが、儚はかなくも無残に飛び散ってゆく。

「……最後の一人には、ブレーンバスターかよ。宣言どおり見せ技わざのオンパレードだったな」

　今や五人の野や盗とう達は、ぴくぴくと痙けい攣れんしながら、散乱した鱗うろこの上に転がっていた。

　ダウトが説明していた数分間──彼女は武装した敵をものともせず、次々に締しめ技わざや関節技わざ、果ては投げ技わざを極きめていったのである、数の差も体格差もお構いなしに。まさに卓たく越えつした戦せん闘とうセンスといえよう。

　加えて恐おそるべきは、やはり《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》だ。この特オー殊バー技・ス能キルは特とく性せい上、敵の壊かい滅めつなどで本人の戦意が減少すれば解除されるはずである。とはいえ、何かの拍ひよう子しにまたこちらまで襲おそわれては堪たまらない。

　彼女の戦せん闘とう本能が〝ニッポン〟伝来の格かく闘とう技ぎ〝プロレス〟に並々ならぬ影えい響きようを受けているのなら、試合開始のゴングで戦意を向上させるように、その逆も然しかりではなかろうか。

　念には念をとばかりに、再度ゴングを数回に渡わたって打ち鳴らしてみる。

　カン、カン、カン、カン、カ──ン、とけたたましく響ひびいた試合終しゆう了りようの合図は、見事、狂きよう暴ぼう化した獣けものを鎮しずめるに至ったのであった。








◇◆三◆◇　エンカウント






「──お、もう雨が上がったようだ。通り雨で助かったぜ。なあ？」

　木こ陰かげで雨宿りをしていたダウトは、天を仰あおぎながら隣となりに立つ少女へ話はなし掛かける。

「…………」

　むくれ面のノーリーンは、頰ほおを膨ふくらませたままプイとそっぽを向いてしまった。

　旅の初日に野や盗とうを返かえり討うちにしてからというもの、ここ二日間、彼女は常にこの調子だ。

　理由は言うに及およぶまい。断りもなく《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を発現させたことに、ご立腹なのだ。

「おい、そろそろ機き嫌げん直してくれよ？　もう勝手にゴング鳴らしたりしないからさ」

「…………憤フンだ」

　ノーリーンはこちらには目もくれず、木こ陰かげからそそくさと出て街かい道どうを進んでゆく。

　仕方なく、灰色の髪かみを搔かきながらダウトは後に続いた。

「……ったく、無視かよ。面めん倒どうなガキだな、聖せい都とは目と鼻の先だってのによ」

　そう、道の先に見えるのは、頂に雲のかかった霊れい峰ほうと、その麓ふもとに広がる白はく亜あの街。

　あの広大な白き都こそ、神聖王国トリニティの首都──聖せい都とにほかならない。




　雨上がりの聖せい都とは、あちこちに水みず溜たまりこそあるものの、しっかりと路面が舗ほ装そうされているため、田舎いなか町まちのように人の往来で泥どろ水みずが撥はね回っているようなことはない。

　白一色に統一された建築物と相まって、清潔感が強調されているかのようだ。

　広場を歩いていると、すれ違ちがう人々も上品な印象の者が多く、賑にぎわいと謹きん厳げんさを同居させたような、不思議な印象を受ける都市だった。

　ダウトは腹ごしらえに、林りん檎ごをいくつか露ろ店てんで購こう入にゆうすると、歩きながらそれを齧かじる。へそを曲げたままの案内役がエチケット違い反はんを咎とがめるように見上げてくるが、気にしない。

　露ろ店てんの並ぶこの広々とした場所は、神域前広場と呼ばれており、北側は人工林に面していた。その木々の間に延のびる一本道を進めば、緑に囲まれた大だい神しん殿でんへと辿たどり着つけるのである。

　二人で広場を抜ぬけ、その長い林道を歩いていた最中のこと、突とつ然ぜんノーリーンが声を上げた。

「メアリちゃ──ん！」

　見習い娘むすめが手を振ふる先には、水みず溜たまりを避さけながら歩いてくる、神官服姿の少女が一人。

　背せ丈たけはノーリーンより少しだけ高いだろうか。病的なまでに色白の肌はだをしており、ウェーブの掛かかった艶つやのある黒い髪かみと、少しキツイ感じのする切れ長の目が印象的である。この娘むすめが、以前話題に出ていた神官見習いのお友達だろう。確か、メアリ・シェルトンといったか。

　彼女もこちらに気付いたのを見て、ノーリーンは両りよう腕うでを広げて嬉うれしそうに駆かけていった。

「久しぶり、メアリちゃん！」

　言いながら、友人を抱だきしめようとするが、肝かん心じんの相手は身をこなしてかわした。しつこくハグを試みるが、次々と紙一重でかわされてゆく。

「何で!?　お友達なんだから、ギュッてさせてよぉ！」

「絶対に嫌いや。あなた、見かけによらず馬鹿力だから」

「そんなぁ！」

「それに、ずいぶんローブも汚よごれてる。そんなので抱だきつこうと思う方がおかしい」

「もう～」

「こんなことで膨ふくれないで。思ったより元気そうで何よりだけど」

　抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと話すメアリ。

　一足遅おくれてダウトが彼女に近寄ると、ほのかな香りが鼻をくすぐった。香こう水すいだ。ノーリーンの友人にしては、ませていて、冷めた感じのする子供である。

　それに、警けい戒かい心も人一倍のようだ。ダウトの接近に気付くや否いなや、細い目を広げたかと思うと、容よう赦しやない鋭するどい視線を送ってくる。つい気け圧おされるように足を止めてしまった。

「そんなに怖こわい顔しないでくれよ。俺は怪あやしいもんじゃねえ。そいつの連れだ」

「……連れ？　タンクレディとどういう関係？」

「??　タンク何だって？」

　わけが分からず顔をしかめると、ノーリーンが遠えん慮りよがちに口を挟はさんできた。

「あの……それ、わたしのことです。ノーリーン・タンクレディが、フルネームなの」

　リングネームの間ま違ちがいじゃないのか、とダウトは思う。

「それにしてもおまえさん、友人からファミリーネームで呼ばれてんのな？」

「べ、別に気にしていないわ。ファーストネームで呼び合うことだけが友好の示し方じゃないもの。……その、ノーリーンって呼んでもらえたら嬉うれしいことは嬉うれしいけれど」

　つい本音を零こぼして気き恥はずかしくなったのか、彼女は話を戻もどそうとする。

「とにかく、安心してメアリちゃん。その人、怪あやしそうに見えるし、デリカシーに欠けたひねくれ者だけれど、わたしが雇やとった鑑かん定てい士しなの。……勇者様を鑑かん定ていしてもらうために」

「勇者を鑑かん定てい？　何それ」

　説明を受けたものの要領を得ないようで、警けい戒かいを解く様子はない。やりにくい相手だが、教団関係者に疑われたままというのもまずいので、作り笑いを浮うかべて手を差さし伸のべる。

「鑑かん定てい士しのダウトだ。よろしくな」

「……」

　しかし、その手が握にぎり返されることはなかった。

　──こいつも無視かよ？

　まったく、これでは神官見習いという連中そのものに、不信感を抱いだいてしまいそうだ。

　さすがにノーリーンはバツが悪かったのか、誤ご魔ま化かすようにパンと両の掌てのひらを打ち鳴らす。

「そ、それで、メアリちゃんは、これからお出かけだったのかしら？　メアリちゃん、あちこちの神しん殿でんで頼たよりにされてるから大変だよね」

「遠出じゃない。今は、サミエル司祭を捜していて……」

「え？　お師様、いらっしゃらないの？」

「ええ。皆みな、困ってる。勇者テルアキの訪問を受けているのに、司祭がご不在だから」

「テルアキ様が、大だい神しん殿でんに!?」

　金きん髪ぱつを揺ゆらし、不安そうな瞳ひとみでこちらを見上げてきた。先さき程ほどまでのわだかまりは感じられない。だからこそ、ダウトは大だい胆たんな笑えみを返す。

「ちょうどいい。テルアキ様とやらの顔を拝んでやろうじゃないか」

「あの……くれぐれも失礼のないようにお願いします」

「さて、せっかくのご対面だ。無策というわけにはいかんよな……」

　忠告など聞こえていないとばかりに考え込むと、いくらもしないうちに、先さき程ほど買ったばかりの林りん檎ごを一個、メアリに差し出した。

「一つ頼たのまれてくれ。俺のためじゃなく、こいつや大だい神しん殿でんの連中を助けると思ってさ」

　目の前にある熟した赤い果実を見ながら、冷れい淡たんな少女は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。




　大だい神しん殿でんの正面階段では、たくさんの神官が集まり、腰こしを低くしていた。おしなべて彼らの顔には、愛あい想そ笑わらいが張り付いている。困こん惑わくした内心をひた隠かくすように。

　その媚こびるような笑えみが向けられているのは、石段の一番上を椅い子す代わりにして座り込み、これ見よがしに長い脚あしを組む人物──テルアキだ。

　立派な刺し繡しゆう入りのマントに身を包み、勇者としての貫かん禄ろくを感じさせるその風ふう貌ぼう。しかし、引き連れてきた六人ほどの荒あらっぽい取り巻き達が、せっかくの品格を台無しにしていた。

　彼は自身の髪かみを弄いじりながら、眼下の神官達を問とい質ただす。

「……で、いつまでここで待たされるのかな？　ぼくはただ、光の聖せい槍そうの賠ばい償しようをどうするのか、君達が先延ばしにした答えを聞きにきただけなんだけどね。結論は出たんでしょう？」

　すると同調するように、取り巻き達が意気込んで囃はやし立たてる。

「オラ、どう落とし前つけるか、とっとと答えろ！　テルアキさんがお尋たずねしてんだぞ！」

「てめぇら、光の武器をダメにしておきながら、まさか門もん前ぜん払ばらいじゃねえだろうな、コラ？」

　荒あらくれ者もの達の剣けん幕まくに、やむを得ず神官の一人が震ふるえる声で答えた。

「け、決してそのようなことは……。ただ現在、責任者たる司祭が不在でして……」

　テルアキはわざとらしく肩かたを竦すくめ、脚あしを組み直してみせる。

「困ったな。冒ぼう険けんのための装備や資金がどれだけ重要かは、君達にも分かるだろう？　このままじゃあ、次の旅に出られないじゃないか。まさか君達は、このぼくに、そこらの民家に押し入って簞たん笥すや壺つぼを漁あされなんて言うつもりじゃないよね？」

「滅めつ相そうもない！　先さき程ほども申し上げましたように、私どもではいかんともし難がたく……」

「頑かたくなだね。埒らちが明かないじゃないか。ぼくは誰だれと話をしたっていいんだけど。なんなら──そう、この前のチャーミングな見習いの娘むすめでも構わない。あそこにいるようだからね」

　そう言って、彼は人だかりの向こうを、すっと指さした。

　神官達が一いつ斉せいにそちらを振ふり向むく。皆みなの視線の先にいるのは、神官見習いのノーリーン。それに、彼女に連れられてきた旅装の男──ダウトだ。

「おお、戻もどったかノーリーン！　して、首しゆ尾びは？　上う手まくいったのであろうな？」

「勇者様の聖なる槍やりに、再び光の加護を取とり戻もどせたのか？　早く答えよ！」

「おまえのせいで、我々は恥ち辱じよくを受けているのだ。手ぶらで帰ったとは言わさんぞ！」

　口々に喚わめきながら、藁わらをも摑つかむように神官達が迫せまってくる。

　その勢いに押された見習い娘むすめは、すっかり気き後おくれしてしまい、言葉が出てこない。

「──無理しておまえさんが喋しやべる必要はないぜ、任せておけ」

　割って入ったダウトは、彼女の小さな肩かたを摑つかんで後ろに下がらせる。意外そうに見上げてくるノーリーンに微ほほ笑えんで応えると、神官達など差し置き、段上の優やさ男おとこに向かって声を張った。

「あんたが、人ひと騒さわがせな自称勇者様かい？」

　自じ称しようという言葉をあえて強調したためか、周囲の神官達の顔色が一いつ瞬しゆんで青くなった。皆みな、勇者の怒いかりを買いやしないかとヒヤヒヤしているのがよく分かる。

　しかしテルアキはまるで動じない。颯さつ爽そうと立ち上がると、マントをばさりと大きく翻ひるがえした。

「そうだとも。ぼくは七王国を救うため、異世界〝ニッポン〟から転移してきた一番星──綺き羅ら☆ぼし勇者テルアキだ！　昼下がりの大だい神しん殿でんで、君と縁エンカウント!!」

　人差し指をこちらに突つきつけ、並んだ白い歯を爽さわやかに輝かがやかせる。

　そして決めポーズと共に露あらわにしたのは、彼がマントの下に着込んでいた、上下一体の地味な赤いツナギ服だった。側面の白いラインが野や暮ぼったさを際きわ立だたせている。美形と服装の不アン均バラ衡ンスさが凄すさまじく、ダウトは一いつ笑しように付す。

「ネーミングセンスもどうかしてると思ったが、ファッションセンスまでとは恐おそれ入いったぜ」

　すると彼も嘲ちよう笑しようを浮うかべながら、なぜか襟えり元もとのファスナーを下ろし、胸むな板いたを見せつけてきた。

「無知というのは罪なものだ。これは〝ジャージ〟といってね。ぼくの故郷〝ニッポン〟における由ゆい緒しよ正しい貴族の正装フオーマルなんだよ。そんなことも知らないばかりか、この先せん鋭えい的で機能美に富んだデザインを理解できないなんて嘆なげかわしいね、君は」

「バカ言え、〝ジャージ〟ってのはただの運動着だ。それ以上でもそれ以下でもねえ」
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「戯ざれ言ごとを。ぼくはね、〝ニッポン〟にいた頃ころは〝ニート〟と呼ばれる不労所得の貴族階級だったんだ。その高貴な出自のぼくが証言しているんだよ、〝ジャージ〟は〝ニート〟の正装フオーマルだとね！　運動着のわけがないだろう？」

　出だし抜ぬけにダウトは胸を反らすと、息を大きく吸い込んだ。そして──。

「────働け!!」

　突とつ然ぜんの大声に、一同がまごついた。テルアキも薄うすら笑いを浮うかべながらも、訝いぶかしんでいる。

「……何だい、唐とう突とつに叫さけんだりして？」

「おいおい、そんな薄うすい反応でいいのかい？　〝ニート〟なら、もっと過か剰じように反応してくれよ」

「はあ？」

「そもそも〝ニート〟ってのは、貴族階級じゃねえ。仕事に就つこうとしない若じやく年ねん無業者のことだ。労働を強しいられることを何よりも嫌きらう。そして、俺にもその気持ちがよく分かる」

「君の気持ちはどうでもいい。だいたい労働者でないのなら、それは貴族じゃないか？」

「そこが違ちがうんだよ色男。いいこと教えてやる、外出しない〝ニート〟の別べつ称しようは〝自宅警備員〟だ。貴族のイメージとは、かけ離はなれているだろう？」

「じたくけいびいん……？　何をバカな。〝ニート〟を警備兵だとでも言うつもりか？　警けい邏らの見返りで、糧かてを得ているとでも？」

「言わねえよ。〝ニート〟は働かねえ。当然、稼かせぎもねえんだからな」

「語るに落ちたね！　稼かせぎもなく、特権階級の貴族でもないのだとしたら、どうやって生きていけると言うんだい？」

　──掛かかった。

　ダウトは、神経を集中させる。

「語るに落ちてんのはあんただぜ？　そんなことを訊きいてくる時点で、あんたは自分の〝ニッポン〟知識が曖あい昧まいだってアピールしちまってんのさ。知ったかぶりの自覚くらいあるだろ？」

　感情を逆さか撫なですると、取り巻き達が「てめぇ！」といきり立つ。

「やめないか、くだらない言いがかりに踊おどらされるな。ぼくは知ったかぶりなどしていない」

　無論、テルアキとて内心穏おだやかではあるまい。しかし、それをおくびにも出さず、片手を上げて取り巻きを牽けん制せいした。直ちに手下達は鎮しずまったが……。

　ジャラリ──。

　鉄の擦すれる音が聞こえた。彼の上げた腕うでには、いつの間にか短い鎖くさりが巻き付いている。

「何だこれは？　どこかで引ひっ掛かけたか？」

　不ふ機き嫌げんそうに鎖くさりを投げ捨てるテルアキ。

　その様子を見て、ダウトが不敵に笑う。当然、彼は面おも白しろくなかろう。

「……それで？　低てい俗ぞくな言葉でぼくを非難する君は、一体どこのどなたかな？」

「俺は、ダウト。ここの神官見習いに雇やとわれた鑑かん定てい士しだ」

「鑑かん定てい士し？」

「ああ。アウラ教団の代理人みたいなもんさ。話なら俺が聞いてやるよ。誰だれでも話し相手になるって、さっき豪ごう語ごしてただろ？」

　神官達から戸と惑まどいの声が上がる。勝手に代理人を名乗られたのだから無理もない。しかし、誰だれ一人ひとりとして闖ちん入にゆう者を追い出そうとする者はいなかった。論戦で、あのテルアキと互ご角かく以上に渡わたり合あっている──その事実が、神官達を思いとどまらせているのだろう。

　優やさ男おとこも意外な提案に驚おどろいていたようだったが、やがて薄うす笑わらいを浮うかべ、両手を広げてみせた。

「いいだろう。だったら君と話を進めようか。ぼくへの賠ばい償しようをどうするつもりなのか──」

「賠ばい償しようなんてしねえよ。あの聖せい槍そうはただの鉄の短槍ジヤベリン──要は偽にせ物ものだからな。あんたと一いつ緒しよさ」

「……今、何と言った？　まさか君は、このぼくを贋にせ者ものだと言ったのかい？」

「聞きき逃のがしたんなら何度でも言ってやるぜ。あんたは、オレ勇者詐さ欺ぎの常習犯、ニセ勇者だ」

「君はまさか、〝ニート〟の話で、ぼくを贋にせ者もの扱あつかいしているのかな？　だとしたら心外だね。君の話が真実だという証しよう拠こだって、この世にはない。真しん偽ぎの判断がつかないじゃないか」

「確かにな」

「だったら──」

「だったら、何だ？　ここで光の聖せい槍そうのパフォーマンスを見せた自分は、本物の勇者だってのかい？　あれくらいなら、俺にだってできるぜ？」

　ダウトは双そう眸ぼうに鋭するどい光を湛たたえながら、ゆっくりと石段を上る。

　一番上まで上り終えると、マントの下から一本の短たん剣けんを取り出し、辺りに見せびらかした。すかさず、取り巻き達が主人を護まもるように、間に立ちはだかってくる。

「別に、そいつを刺さしゃしねえよ。この短たん剣けんをよく見てくれ、柄つかに猫ねこの絵が描えがかれてるだろ」

「それが、どうかしたのかい？」

「なぁに、あんたの真ま似ね事ごとだよ。あんたはゴブリンを投げ槍やりで刺さし貫つらぬいたようだが、俺はこの短たん剣けんを投げて、礼れい儀ぎ知らずな神官見習いの小こ娘むすめに、お仕置きをしてやろうと思ってさ」

　そう宣言され、自おのずと皆みなの目は、彼を連れてきたノーリーンに注がれた。

「え？　わたし？」

「──違ちげえよ、っと！」

　周囲が彼女に注目した刹せつ那な、ダウトは腕うでを振ふるって、それを投げ放った。

　ガサッと、微かすかに茂しげみを揺ゆらす音が聞こえてくる。

「よし、命中したようだ。誰だれでもいい、何人かで向こうの林を確かく認にんしに行ってくれ。俺がプレゼントした林りん檎ごをないがしろにした糞くそガキを、樹きに縛しばり付つけているんでね」

　要求に応じ、神官二人と、取り巻き二人が、林の中へと分け入った。不ふ審しんそうな顔を並べて。




　──しばらくして、血相を変えて戻もどってきた彼らは、一人の少女を伴ともなっていた。

　連れてこられたのは、神官見習いの少女メアリだ。彼女は、紐ひもで頭の上に林りん檎ごを固定させた奇き妙みような格好をしており、その赤い果実には、猫ねこの絵が描えがかれた短たん剣けんが深々と刺ささっていた。

　そして四人は、異口同音に信じ難がたいものを見たと証言したのである。

「確かに、メアリくんが幹に縄で縛しばり付つけられていて、彼女の頭上の林りん檎ごには……」

「ええ、そうです。あの鑑かん定てい士しが投げた短たん剣けんが刺ささっていました！」

「短たん剣けんの柄つかには、猫ねこの絵が描えがかれていたから間ま違ちがいねえ！」

「とんでもねえ距きよ離りの投とう擲てきだ。これを命中させちまうなんて只ただ者ものじゃねえ……」

　彼らの報告を受け、テルアキは涼すずしげに髪かみを搔かき上あげた。

「これがぼくの真ま似ね事ごとかい？　《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》とは、素す敵てきな特オー殊バー技・ス能キルをお持ちのようだね。でも、いたいけな娘むすめを仕置きと称しようして虐ぎやく待たいするなんて、大人としてどうかと思うけど？」

「ああ、やりすぎたと反省してるところだ。でも、俺の腕うでもあんたに負けてないだろ？」

　いけしゃあしゃあとダウトが答えると、彼の表情が締しまる。

「負けてない？　君は勘かん違ちがいしているよ。ぼくの特オー殊バー技・ス能キルは《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》だけでなく──」

「勘かん違ちがいしてるのは、どっちかね？　そもそも俺は《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》なんて使えないんだよ。今のは、大道芸人が不調な時に使う裏うら技わざの応用……つまり、ただのインチキだ」

　ざわり──。人々から動どう揺ようの声が上がった。テルアキも口くちの端はを固く結ぶ。

「そんなに驚おどろくことじゃないぜ。簡単な仕し掛かけさ。猫ねこの絵が描えがかれた短たん剣けんは、二本あった」

　言いながら、マントの下から短たん剣けんを取り出す。その柄つかには、間ま違ちがいなく猫ねこの絵が。

「二本のうちの一本は、事前に林りん檎ごに刺さしておいて、その娘この頭上に固定しておいた。もう一本のダミーの短たん剣けんは見せびらかした後、マントの下に隠かくし、代わりに用意しておいた細長い石ころを取り出して投げたのさ。茂しげみに入れば、石ころなんて見分けがつかなくなるからな」

　ぽかんと口を開けていた神官が、メアリを問とい質ただす。

「ほ、本当かねメアリくん!?　本当に、その短たん剣けんは初めから？」

「ええ。この林りん檎ごに刺ささっていました」

　抑よく揚ようのない声で、しれっと答えるメアリ。

「それじゃあ、君は彼の協力者ということなのか？」

「……不本意ながら。あの人が、泣きながら頼たのむので仕方なく」

「おいコラ。泣いてまで頼たのんでねえよ。話を盛るな」

　即そく座ざに彼女の話を訂てい正せいするが、神官達にとって些さ細さいなことはどうでもいいようだ。

　ダウトも気を取り直すことにする。今のパフォーマンスで機は熟した。これで、ここから先の発言にこの上ない説得力が生まれることであろう。

「ま、ご覧のとおりだ。短たん剣けんの仕し掛かけは今説明したとおり。問題なのは、ダミーの短たん剣けんと、石ころをすり替かえる瞬しゆん間かんだ。俺の方を見られていたら、インチキを見み抜ぬかれちまう。だから、目くらましが必要だったのさ。その役割を担になったのが、もう一人の神官見習いノーリーンだ」

　神官達から納なつ得とくの声が上がる。

「そうだ！　あの時、鑑かん定てい士し殿どのが見習いに仕置きをすると言い出したから、皆みな、彼女の方に目を向けていた……」

「さあ、理解したところで、一連の小細工を光の聖せい槍そう騒そう動どうに当てはめてみようか？」

　ここからが本題だとばかりに、舌なめずりをする。

「まず、林りん檎ごに刺ささった短たん剣けんが、ゴブリンに刺ささった短槍ジヤベリンに置おき換かえられることは言うまでもないよな。つまり、一連の過程で《魔ブ弾ルのズ射ア手イ》は必要ない。そして、自在に武器を出現させる《連装武器展開マルチウエポン》も同様だ。なにせ、俺のすり替かえに誰だれも気付けなかったんだ。目くらましがあれば、マントの下に隠かくしていた物を、瞬しゆん時じに手にしたように見せるくらいわけない」

　無言の優やさ男おとこからは、すでに甘い微び笑しようは剝はげ落おちている。

「テルアキが目くらましに使ったのは、強い光だ。聖せい槍そうのダミーをマントから取り出す際、薄うす暗ぐらい中で急に激しく発光させれば、直視するのは難しい。それに光ってのは、明度が増せば光源の輪りん郭かくがぼやけるからな、ダミーが短槍ジヤベリンより小さかろうと、サイズの誤ご魔ま化かしが利きくんだ」

　神官達が頷うなずき、口々に「確かに」「それもそうだ」と、賛同の意を示してゆく。

「大方、ダミーの正体は、真っすぐで細長い枝だろうよ。光った枝を、茂しげみの中に投げ込んで光を消せば、俺が投げた石ころと同様、見つかることはまずない。後は適当な奴やつに、ゴブリンの死し骸がいに突つき刺さしておいた短槍ジヤベリンを取りに行かせて、槍やりが穢けがされたと一ひと芝しば居い打てば完成さ。だが、ここで落とし穴があった。夕ゆう闇やみの中、ノーリーンが短槍ジヤベリンを探すのに時間を要したことだ。それは、その時すでに槍やりが光っていなかった可能性を示し唆さしている。この事実は、充じゆう分ぶんインチキを暴あばく取とっ掛かかりになってくれたよ」

「あっ！　槍やりをすぐに発見できたかどうか、わたしに尋たずねたのは、そういうことだったのね」

　得心したノーリーンに頷うなずいて返し、追つい及きゆうに戻もどる。

「ちなみに、このパフォーマンスの肝きもは、目くらましだ。いかに不自然なく、大衆の視界を奪うばうか……そう考えると、自おのずとあんたの本来の特オー殊バー技・ス能キルを特定できるってもんだよ」

　人差し指を相手に突つきつけた。

「環かん境きよう系能力《光輝燦然フラツシユ・ライト》。これこそ光の加護の正体であり、あんたの唯ゆい一いつの特オー殊バー技・ス能キルだ！」

　断言するや否いなや、神官達の輪が「おお」と驚きよう嘆たんに包まれた。テルアキの様子も尋じん常じようではない。図星なのか、煩わずらわしそうに歯を剝むき出だす。憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめて。

「〝ニッポン〟の知識も疑わしければ、特オー殊バー技・ス能キルも一つ。これで異世界からやってきた勇者を騙かたろうなんざ、三百年早えよ」

「黙だまれ……」

「そんなに有名になって金を稼かせぎたけりゃあ、股こ間かんでも光らせて、聖せい都と一周してきたらどうだ？　すっぽんぽんで挑ちよう戦せんすれば、あっという間に名が広まるぜ？」

「黙だまれと言っている!!　浮ふ浪ろう者同然の汚けがらわしいエセ鑑かん定てい士しがっ!!」

　ついに吠ほえた。これまでのイメージを覆くつがえすかのような、粗そ野やな罵ののしりだ。

「……ようやく本ほん性しようを現しやがったな。それでこそ悪党だ」

「その薄うす汚ぎたない口を今すぐ閉じろ！　ぼくを誰だれだと思ってる？」

「ニセ勇者のテルアキ様だろ？　存じ上げてるぜ？」

「違ちがう！　ぼくは本物の勇者だ！　貴様のような下げ衆すがいくら詭き弁べんを弄ろうしようが、ぼくが光の聖せい剣けんを振ふるい、コミューンの街を闇やみの軍勢から救った事実は変わらない！」

「聞いてるよ。俺はそこから来たんだ。あんたが回収し忘れたインチキの証しよう拠こも見つけてる」

「噓うそつきめ！　そんなものあるはずない！　あの大火で──」

　刃やいばを彷ほう彿ふつとさせるダウトの眼光を見て、彼はハッとなった。鎌かまをかけられていることに気付いたのだろう。熱した鉄が水で冷やされるように、沈ちん着ちやくさを取とり戻もどしてゆく。

「……ぼくの戦いは真実だ。インチキの証しよう拠ことやらが本当にあるのなら、見せてみるがいい」

　冷静に切り返されると、ダウトは冗じよう談だんめかして両の掌てのひらを上げた。

「やめておこう。俺の勘かん違ちがいだったかもしれん」

「ふざけた奴やつめ。覚えておけよ、鑑かん定てい士し。君達はすぐに、ぼくに泣いて縋すがりつくことになる。闇やみの軍勢の脅きよう威いがそこにある限り必ずな。その時こそ、もう一度──炎エンカウントだ！」

　テルアキは憎にく々にくしげに言い残すと、マントを翻ひるがえし石段を下りてゆく。寄ってくる取り巻き達を「どけ」と突つき飛とばしながら、林道の向こうへと消えていった。

　一足遅おくれで取り巻き達も逃にげるように退散すると、神官達から歓かん声せいが上がる。

　かの自じ称しよう勇者には、相当思うところがあったのだろう。彼らはこの場の勝者であるダウトに歩み寄るや否いなや、次々に賛辞を贈おくり、その活かつ躍やくを褒ほめ称たたえたのであった。








◇◆四◆◇　おぞましき奸計






　一難去り、大だい神しん殿でんは普ふ段だんの静せい粛しゆくさを取とり戻もどしている。

　ダウトは神官達に快く迎むかえられ、神しん殿でん内の客室をあてがわれた。テルアキの再度の来訪に備え、しばらく逗とう留りゆうしてほしいというのだ。堅かた苦くるしい所だが、宿代が浮うくのはありがたい。

　部屋に入り、ボロマントを外がい套とう掛かけに吊つるす。片かた隅すみに簡素な木製机が置かれていたので、椅い子すに腰こしを下ろし、羊皮紙を広げて手早く一筆したためた。次の一手を打っておくために。

　やがて小腹が空いてきたため、椅い子すを揺ゆり籠かごのようにユラユラさせながら林りん檎ごを齧かじる。すると、遠えん慮りよがちなノックの音が聞こえた。口に林りん檎ごを入れたまま「どうぞ」と答える。

　扉とびらを開けたのはノーリーンだった。

「もう、ダウトさんったらお行ぎよう儀ぎが悪いわ。ここは神域なのよ？」

「開口一番お説教かよ。この部屋は、俺にあてがわれたもんだ。少しは大目に──」

　抗こう議ぎしながら、ふいに違い和わ感かんを覚えた。思わず、椅い子すから立ち上がる。

「──あれ？　おまえさん、何か違ちがくね？」

　尋たずねると、彼女は少しだけ驚おどろいてから、嬉うれしそうにローブの裾すそを指で摘つまんで、見せびらかすようにクルリと回った。

「よくぞ気が付きました！　さすが鑑かん定てい士しだわ。新しい神官服を支給していただいたの」

「なるほど。前のは、ほつれまくったり汚よごれてたりで、酷ひどい有あり様さまだったもんな」

　デザインが同じものとはいえ、こうして新調されたローブを見ると、やはり印象が変わるものだ。いや、改めて仕立てのよさに感じ入ったというべきか。ついつい屈かがみ込んで、手に取りながら丹たん念ねんに確かめてしまう。

「ふむ……。今まで見み逃のがしていたが、こいつは悪くないな。なにしろ手て触ざわりがいい。大量生産を前提にしながらも、それなりの生き地じを使っている証しよう拠こだ。縫ぬい目めも丁てい寧ねいで好感が持てる。見習いにこれだけの物を支給してるんだから、やはりアウラ教団の財力は侮あなどれ────ん？」

　ふと目を転じれば、血走らせた目で睨にらんでくるノーリーンの真っ赤な顔がすぐ傍そばにあった。その凄すさまじい形相を見て、我に返る。

　ローブの鑑かん定ていに勤いそしむあまり、知らず知らずのうちに裾すそをめくり上げ、彼女の白い足を膝ひざ上うえまで露あらわにしてしまっていたのだ。

「待て、これは違ちがうん──」

「憤フン我ガああああああぁぁぁぁ────っ!!」

　雄お叫たけびを上げ、両の拳こぶしを高々と組んだノーリーンは、強きよう烈れつなダブル・スレッジハンマーを哀あわれな鑑かん定てい士しの頭部めがけて叩たたき落おとした。

　ゴッ、という鈍にぶい音を上げて、倒とう伏ふくするダウト。

「ぐぼっ……こいつ、また首を……！」

　狙ねらいが僅わずかにずれ、怒いかりの一いち撃げきは頸けい部ぶに炸さく裂れつした。よりによって、痛めていた部位への追つい撃げきである。これは堪たまらない。もし《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を発現させていたら、首がもげていたのではあるまいか。

　痛みのあまり突つっ伏ぷす変質者の手から、彼女はローブの裾すそを乱暴に引ひき剝はがした。

「もう！　何て人なのかしら？　今の奇き行こうは許されないわ！　この恥はじ知しらず！」

「違ちがう、って言っただろ。不ふ可か抗こう力りよくなことくらい察しろ！」

　またしても始まった言い争い。しかしその矢先に、朗ほがらかな笑しよう声せいが割り込んでくる。

「ほっほっほっ、それくらいにして差し上げなさいノーリーン。鑑かん定てい士し殿どのも悪気があったわけではないのでしょうから」

　開けっ放しの扉とびらから、乾かわいた靴くつ音おとを立てて現れたのは、貫かん禄ろくのある法ほう衣えを着た中年男だった。

　熊と見み紛まがうばかりの大男で、頰ほおから顎あごにかけて、モジャモジャの黒くろ髯ひげに覆おおわれている。しかしその剛ごう毛もうに反し、頭頂部だけ皿でも被かぶっているように髪かみが一本も見当たらない。実に特とく徴ちよう的なヘアスタイルだ。

「はじめまして。貴方あなたのことは、我が愛まな弟で子しノーリーンから聞いていますよ。私は、教きよう王おう猊げい下かより大だい神しん殿でんを任されております、司祭のサミエル・フランシスです。お見知りおきを」

　ニカッと歯を剝むき出だして笑え顔がおを見せる巨きよ漢かん司祭。友好の証あかしのように手を差さし伸のべてきた。

「こちらこそ、よろしく。鑑かん定てい士しのダウトだ」

　握あく手しゆを交かわしながらも、つい目線は彼の頭頂部にいってしまう。

「ん？　私の顔に何か付いていますかな？」

「あ……いや、顔じゃなくて、奇き抜ばつな髪かみ型がただな、と……」

　言うべきではないと思ってはいたが、堪こらえ切れず口走ってしまった。

「ほっほっほっ、世せ俗ぞくの方からすれば奇き抜ばつに見えるのでしょうな。これは、神への信心の証あかしなのです。人の身でありながらも天使の輪を倣ならい、わざと剃そっているのですよ」

「そ、そうだったのか。なにぶん俺はこのとおり俗ぞく物ぶつなもんでね。失礼を許してほしい」

「いえいえ、気になさらないでいただきたい」

「でも、あんた以外の神官で、そんな髪かみ型がたをしてる奴やつは見かけなかったが……」

「ええ、嘆なげかわしい限りです。皆みな、信しん仰こうというものを軽く捉とらえているのではないかと、私は時折、不安に思うのですよ。せめて我が門下生達だけでも、この髪かみ型がたにすべきではないかと主張しているのですが、皆みな揃そろって二の足を踏ふむ始末。実に嘆なげかわしい」

　ダウトが、ちらりとノーリーンを見ると、明らかに彼女は本気で困っていた。

「……なあ、あんた。それ髪かみ型がたじゃなくて、やっぱ、すでに毛根が──」

「わざと剃そっていますので、お間ま違ちがいなきよう」

「……」

　──これ以上、この話題に触ふれるべきではなさそうだ。せっかく大だい神しん殿でんの責任者とこうして会っているのだから、確かく認にんするなら彼の毛根より、もっと大切なことがある。

「一つ確かめてもいいかい？　俺とノーリーンこいつの間で交かわされた契けい約やくは、正式なものとして教団も受理してくれるんだよな？」

「もちろんですとも、ご安心ください」

「なら、よかったぜ。殴なぐられ損になったら敵かなわん」

　首を摩さすりながら皮肉を言うと、ノーリーンはやりすぎたと思ったのか、はにかんでしまう。

　そんな彼女の様子を見て、サミエルが提案してきた。

「先さき程ほどの弟で子しの不始末、師としてお詫わびの言葉もありません。そこでどうでしょう？　せめて、私にお怪け我がの手当てをさせていただけませんかな？」

　せっかくの申し出なので頷うなずくと、椅い子すを勧められたため、遠えん慮りよなく腰かけた。

　椅い子すの背後に回った司祭は、一言「失礼」と断ってから、頸けい部ぶに掌てのひらを翳かざしてくる。

「──聖なるかな。聖なるかな。神よ、彼かの者に小さき奇き跡せきを。内なる癒いやしを高めたまえ」

　ゴツゴツした大きな掌てのひらに柔やわらかな光が灯ともった。

「治ち癒ゆの神聖術か。さすが大だい神しん殿でんの司祭ともなれば、《代行神聖術ホーリーアクト》はお手のものってわけだ」

「それは買かい被かぶりですな。この神聖術は、体の自然治ち癒ゆ力を高める、初歩的なものにすぎません。お恥はずかしながら、私の特オー殊バー技・ス能キルは《下位代行神聖術ロー・ホーリーアクト》です。治ち癒ゆにしろ、防護にしろ、下位の神聖術しか使えないのですよ」

「それでも、大したものだと思うがね……」

　そう、大したものなのである。《代行神聖術ホーリーアクト》をはじめとした知力系能力の特オー殊バー技・ス能キルは、ほかの系統の能力とは一線を画しているといってよい。

　世界には、神聖術をはじめ、魔ま法ほう、召しよう喚かん術、死し霊りよう魔ま術じゆつなど、様々な分野の術が存在しており、教典や魔ま導どう書に記されている。即すなわち、知力系能力とは、古いにしえより連れん綿めんと伝えられてきた、そうした術を行使するための特オー殊バー技・ス能キルなのだ。

　そして術は、もたらされる効果によって、下位、中位、上位、にランク分けされている。

　たとえ《下位代行神聖術ロー・ホーリーアクト》とはいえ、下位ランクの神聖術すべてを扱あつかうことができるのだから、充じゆう分ぶんに有用だろう。ノーリーンが、この特オー殊バー技・ス能キルに憧あこがれるのも無理はない。

　そんな彼女は、師の神聖術を間近に眺ながめながら、決まり悪そうにしている。バツが悪いのはお互たがい様なので、こちらから声を掛かけてみることにした。

「……もう怒おこってねえよ。こっちにも非があるしな」

「え？」

「一応、依クラ頼イア主ントのおまえさんに鑑かん定ていの経過報告をしておく。十中八九、テルアキはニセ勇者だ。噓うそつきだけに、鎖くさりに巻かれるのがお似合いだったからな」

「鎖くさりに巻かれる？　どういう意味かしら？　噓うそつきは泥どろ棒ぼうのはじまり、ということ？」

「そんなところだ。最終的な鑑かん定てい結果は後日報告させてもらう。奴やつこさん、近々復リベ讐ンジするようなことをほざいていただろ？　それを返かえり討うちにしてからの方が、教団も都合がいいはずさ」

　鑑かん定てい士しとしての義務を果たすと、ノーリーンが躊躇ためらいがちに質問を投げかけてきた。

「……ダウトさんは、テルアキ様の特オー殊バー技・ス能キルの正体を次々と解明していたけれど、あの御お方かたの特オー殊バー技・ス能キルが知力系能力の《四大元素魔法ソーサリー》とは考えられないかしら？　《四大元素魔法ソーサリー》には確か、下位の魔ま法ほうで暗くら闇やみを照らす術があったと思うのだけれど」

「それはないな。《四大元素魔法ソーサリー》で行使できる灯あかりの魔ま法ほうは、宙を浮ふ遊ゆうする火の玉を作り出すものだ。目くらましに使えるほど明るくねえし、光の槍やりを演出する光源として荷が重い」

　汎はん用よう性に長たけた知力系能力だが、当然欠点もある。それは、オリジナリティの欠けつ如じよ。書物に記された術しか使えないため、対たい抗こう策を練られやすく、偽ぎ装そうしようにも見み抜ぬかれやすいのだ。

「な、なるほど……。的外れな質問をしてごめんなさい」

「構わんよ。それよりも、まさかおまえさんの口から、テルアキを疑うような質問が飛び出すとは思わなかったな。あのキラキラ野や郎ろうを信じていたんじゃなかったのかい？」

　意地悪く尋たずねると、彼女は伏ふし目めがちになってしまう。

「ええ……。ずっと本物の勇者様だと思っていたわ。あなたを怒いかり任せに罵ば倒とうするテルアキ様のお姿を目にするまでは……」

「へえ、それで？」

「それで……って、それだけだわ。とても勇者様のなさりようには見えなかったのだもの」

　ダウトは意外そうに目を剝むいた。ノーリーンは、特オー殊バー技・ス能キルのインチキや、眉まゆ唾つばものの異世界知識から、彼を疑い出したわけではないという。自分とはまったく異なる着眼点だ。

「わたしの言っていること、おかしいかしら？」

「いや、そういう見方もアリじゃねえの」

　少し愉ゆ快かいになりながら素す直なおに認めると、見習い娘むすめは花が咲さいたような顔を見せてくれる。

「よかった。きっと本物の勇者様なら、いくら腹が立ったからといって、落らく伍ご者しやさながらの残念な人を相手に、ムキになったりしないわ。どんなに大人げないことを言われたって、憐れん憫びんの情と慈じ悲ひの心が先立つはずだもの。そうでしょう？」

「そうでしょうって、同意を求められても返答し難にくいだろうが？　おまえさんが普ふ段だん、俺をどういう目で見ているのか、ひしひしと伝わっちまったからな」

　言った本人に自覚はないようで、首を傾かしげている。

「断っておくが、俺が大人げない発言をしてたのは、野や郎ろうを怒おこらせてボロを出させようとしたからだ。コミューンで証しよう拠こを見つけたと鎌かまをかけたのも当然ブラフ。要は、挑ちよう発はつだよ」

「挑ちよう発はつ？　あの、とびっきり品性を欠くような酷ひどい暴言も？」

「……俺、そこまで酷ひどいこと言ったっけ？」

「言っていたわ。──ゴニョゴニョ光らせて聖せい都と一周しろだとか……」

「は？　ゴニョゴニョ？」

　言わんとすることに見当はついていたが、あえて白々しく惚とぼけてみせる。すると、彼女は爆ばく発はつせんばかりに赤みを増した顔で「う～」と唸うなりながら睨にらんできた。

「おお恐こわ。はいはい、すっ呆とぼけてさーせんでした。股こ間かんね、股こ間かん。確かに言ったわ、裸はだかで股こ間かん光らせろって。でも実際、有名になれると思うだろ？　股こ間かんフラッシュで聖せい都と一周だからな」

「もお、変な想像をしてしまうわ！　股こ間かん股こ間かん、連呼しないで！」

「おまえさんもな」

　むっ、とノーリーンが黙だまり込む。代わって、サミエルが愉ゆ快かいそうに笑った。

「ほっほっほっ。二人とも、すっかり仲良しですなぁ。結構、結構！」

「本気でそう見えたんなら、あんた、自分の目ん玉にも治ち癒ゆの神聖術かけとけ」

「まったくです」

　熊のような司祭は、ひとしきり笑うと、ダウトの肩かたをポンと叩たたく。

「さあ、これで術は終わりです。いかがですかな？」

「おっ、痛みもほとんど感じないな。助かった」

「いえいえ、助かったのはこちらの方ですよ。貴方あなたがいらしてくれてよかった。まさか私の留守中に、あのテルアキという男が大だい神しん殿でんに押し掛かけてくるとは、夢にも思いませなんだ」

「そういや、あんた。さっきまでいなかったよな？」

「ええ、折悪く外出しておりましてな。彼奴きやつめは、私の不在をいいことに、好き勝手振ふる舞まっていたとか。私がいれば、こうガツンと言ってやりましたのに、残念無念」

「…………」

　ダウトは急に、机の上に置いておいた羊皮紙を摑つかむと、それを筒つつ状じように丸めて紐ひもで結んだ。

「なあ、ノーリーン。悪いが、遣つかいを頼たのまれてくれないか？　この街なら、大きな掲けい示じ板ばんがあるだろう。そこに、こいつを貼はり出だしてきてほしい。今すぐに」

「え？　構わないけれど、今なの？」

「ああ、急ぎなんでな」

　師を置き去りに退室してよいものかと思ったのだろう。司祭の様子を窺うかがうが、彼が頷うなずいたので快く引き受けてくれる。

　こちらにペコリと一礼すると、彼女は退室し、行ぎよう儀ぎよく扉とびらを閉めた。




　ノーリーンを見送ったダウトは、険のある目つきで、ゆっくりとサミエルに振ふり返かえった。

「なぜ噓うそをつく？」

　出だし抜ぬけの質問に、熊くま男おとこは瞼まぶたを上下させる。

「噓うそ？　はて、何のことでしょうか？」

「テルアキが押し掛かけてきた時、あんた、本当は外出なんてしてなかっただろ？　この神しん殿でん内のどこかで、身を潜ひそめていたんじゃないのか？」

「ほっほっほっ、そんなまさか。あり得ませんよ、私は確かに外出を──」

「してねえよ。外は通り雨のせいで、あちこちに水みず溜たまりができているんだ。本当に外出していたら、靴くつが濡ぬれていないわけがねえ」

　司祭は俯うつむくように目をやる。少しも湿しめっていない己おのれの革かわ靴ぐつに。

「……それなら誤解ですな。濡ぬれてしまったので、帰ってきた時に靴くつを履はき替かえたのですよ」

「履はき替かえたにしちゃあ、埃ほこりまみれだぜ。納な屋やにでも隠かくれてたのかい？」

　髯ひげ面づらの大男の顔から笑え顔がおが消えた。澱よどんだ瞳ひとみがギョロリとこちらを見つめてくる。

「あんた、大だい神しん殿でんの責任者という立場にありながら、保身に走りやがったな？　身を隠かくしてテルアキの奴やつをやりすごそうとしたんだろう？　手下の神官達を見捨てて」

　サミエルは、ゴワゴワの髯ひげを撫なでながら「ふむ」と、溜ため息いきをつく。

「手下、という言い方は心外ですな。彼ら神官は、同じ教えを守る同志であり、なかには私の愛すべき弟で子し達もおりますゆえ」

　反論する司祭。彼が問題をすり替かえようとしているのは、火を見るより明らかだ。

「話題を変えようってんなら構わないぜ。だったら、次はノーリーンのことだ。あいつに初めて会った時、妙みようだと思わずにはいられなかった。ガキの神官見習いが大金を持たされ、一人であちこちを彷徨さまよってたなんてな。加えて、その金を路銀に使うなと言いい含ふくめられてる始末だ」

「それの何がおかしいのですかな？　不幸にも彼女は、テルアキめに付け入られる要因になってしまったのですぞ。本人も酷ひどく責任を感じておりましたので、私は心を鬼おににして、あの子を旅立たせたのです。聖せい槍そうとやらの価値を確かめ、その修復手段を探し出すために」

「それにしちゃリスキーだろ？　大金を持った見習いのガキなんざ、野や盗とうのいい餌え食じきだ」

　到とう底ていこの男が、ノーリーンの《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を把は握あくしていたとは思えない。

「……確かに、その危険性は否いなめませんでした。ですが、可か愛わいい弟子こには旅をさせよと神のお言葉にもありまする。あえて危地に身を置くことで、彼女は成長できると思ったのです。そして、あの子は見事その試練を乗のり越こえた。これほど誇ほこらしいことがありましょうか」

「聖職者らしい言い分だな。だが、いくら美び辞じ麗れい句くを並べようとも、不自然なものは不自然だ。なにせ、あんた達は追い込まれていたんだからな。見習いの成長を心配している余よ裕ゆうなんてあるわけない。普ふ通つうに考えれば、もっと大人数で事に当たるべきだろうし、見習いよりも正規の神官に託たくすべきだろう」

　ダウトは一度言葉を切ると、語気を強めた。

「そうしなかった理由に思い至った時、真っ先に自分の邪じや推すいを疑ったぜ。いくら何でも悪いように考えすぎだ、ってな。……だが、あんたが手下を見捨てて保身に走る奴やつだと分かった今、それは確信に変わっている」

「…………」

「あんたの本当の狙ねらいは、ノーリーンの失敗だった。勇者の大切な槍やりを壊こわしてしまった少女が、責任を取ろうと危険な旅に出て、悲劇的な結末を迎むかえた──そう大々的に流る布ふすれば、世間から同情を買える。当然、勇者を名乗っているテルアキへの風当たりは強くなり、奴やつはアウラ教団から手を引かざるを得なくなるって算段だ。……とどのつまり、あんたはあいつを生いけ贄にえにすることを選んだんだよ」

　厳しい声で糾きゆう弾だんすると、サミエルは口を大きく横に開き、再び笑えみを浮うかべた。黒くろ髯ひげの中で映はえる白い歯が、不気味なことこの上ない。そしてその異様を助長しているのが、少しも笑っていない彼の目だ。澱よどんだ双そう眸ぼうは瞬まばたき一つせず、こちらを見下ろしていた。

「……されど、私がそのように企たくらんだ証あかしなどないでしょう。それに、もう終わったことです。あの子は、貴方あなたを連れて帰き還かんを果たした。彼女の無事を神に感謝しようではありませんか」

　話にならない。ここに至っても、この男は少しも悪びれていないのだ。ノーリーンが深く恩義を感じ、尽つくそうと懸けん命めいになっていることを知らぬはずないというのに。

「あんたもとんだ俗ぞく物ぶつだったんだな、サミエルさんよ」

　会話は打ち切りだと言わんばかりに、ダウトは部屋の扉とびらを開けて退室を促うながした。

　肩かたを竦すくめながら廊ろう下かに出た大男に、はっきりと告げておく。

「言っておくが、俺の直接の依クラ頼イア主ントはノーリーンだ。もしあいつがあんたに疑念を抱いだき、鑑かん定ていを望めば、俺は容よう赦しやなく鑑かん定ていする。そんな事態に陥おちいらねえことを祈いのってるぜ」

　一方的に言いい渡わたし、力任せに扉とびらを閉めた。相手の反応など待つ気もない。

　程ほどなくして「憤ふん怒ぬっ!!」という怒ど号ごうと、廊ろう下かで桶おけか何かを蹴けり飛ばすけたたましい音が、壁かべ越ごしに反はん響きようしてきた。








◇◆五◆◇　鐘楼は燃えていたか






　薄うすい朝あさ靄もやが立ち込める中──聖せい都との神域前広場に、ノーリーンの元気な声が響ひびく。

「アウラ教～！　ファイオッ！　ファイオッ！」

　日につ課かとしている早朝ランニング。旅の間は疎おろそかにせざるを得なかったが、こうして聖せい都とに帰ってきたからには、欠かすわけにはいかない。

　それにこの広場は、神官の宿舎から近いため、立地条件も申し分ないのだ。

　明け方の澄すんだ空気を吸い、吐はき出だす。体の躍やく動どうを隅すみ々ずみまで実感し、頭が爽さわやかになった。

　こうして、新たな一日が始まる……彼女にとっては。

　だが、無理やり付き合わされるはめになったダウトにしてみれば、もはや拷ごう問もんでしかない。

「ほら、ダウトさん！　周回遅おくれだわ。もっとスピードと声を出して。アウラ教～！　ファイオッ！　ファイオッ！」

「…………」

　走るつもりも大声を出すつもりも毛頭ない。恨うらみがましい眼めを、安あん眠みん妨ぼう害がいの元げん凶きように向けた。

「……おい、待て」

　すでに先を走っている見習い娘むすめを呼び止める。足を止めた彼女に、無気力な声で尋たずねた。

「これ、何？」

「何……って、いつもの早朝ランニングだけれど」

「そんなもんに付き合わせんな。こちとら不ふ眠みん症しようなんだよ」

「なら、なおさらだわ。健全なる精神は健全なる肉体に宿るといいます。いっそ、不ふ眠みん症しようを治しちゃいましょう、ファイオッ！」

「ファイオッじゃねえ！」

　怒ど鳴なると、ランニング娘むすめは頰ほおを膨ふくらませた。

「もう、文句ばかり言って。ダウトさんだって、きちんと動きやすい格好で来ているのに」

　格好など選せん択たくする余地はなかった。ようやく眠ねむれそうだとベッドで微睡まどろんでいたところを、怒ど涛とうの扉とびらノック。仕方なく部屋に入れた彼女に力ずくで引きずり出され、いつものボロマントを纏まとう余よ裕ゆうすら与あたえられず、薄うす着ぎのまま連れて来られたのだから。

　当然ノーリーンも動きやすそうな衣服を着ているが、こちらはやや度がすぎるのも否いなめない。白い半はん袖そでの簡素なシャツに、下着と見み紛まがうほど丈たけの短い紺こん色いろの穿はき物ものを身に着けているのだ。

　昨日ダウトがローブを捲めくった時には激げき怒どしたというのに、今は健康的な太ふと腿ももを堂々と露あらわにしているのは、どうしたことか。

「色々と言いたいことはあるが、まずはその格好だ。おまえさん、脚あし丸出しだぞ？」

　指し摘てきされて恥はずかしくなったのか、途と端たんにシャツの裾すそを引っ張って、下を隠かくそうとする。

「こ、これは、〝ブルマ〟といって〝ニッポン〟から伝えられた、古式ゆかしい運動着の一つだわ。教団から支給されていて……」

「〝ニッポン〟の運動着だってのは知ってるよ。だが、丈たけの違ちがう物も伝えられているはずだろ？　大だい神しん殿でんには、それしかねえのか？」

「いいえ。もう少し丈たけが長めの〝短パン〟や、膝ひざを覆おおう〝スパッツ〟などバリエーションがあるから、どれを支給してもらうかは、人それぞれだったの。でも……」

「でも？」

「わたし達、フランシス門下生の女子は、〝ニッポン〟の歴史を尊ぶために伝統的な〝ブルマ〟で統一すべしと、お師様がお決めになられて……」

「あの頭頂部てつぺんハゲ、もっともらしいこと言いやがって……。大方、露ろ出しゆつ度で決めやがったな」

「お師様に限って、それはないと思うわ」

　あの男に限ったからこそ、それはあるとダウトは思う。

「そもそも〝ニッポン〟では、ご婦人方から苦情殺さつ到とうで廃はい止しされた穿はき物ものだってのに、よくもまあ皆みな、嫌いやがらなかったもんだ……」

「嫌いやがったわ。でもお師様が、それなら髪かみ型がたの方を統一するかね、と仰おつしやられたので皆みな仕方なく」

「……あいつ、そのうち弟で子しの誰だれかに刺さされるんじゃねえの？」

　ノーリーンには聞こえないよう、そっと物ぶつ騒そうな憶おく測そくを呟つぶやいた。

　彼女は、諦あきらめたようなぎこちない笑えみを零こぼす。

「でも、もう慣れたわ。寒い日は、脚あしがスースーするから困っちゃうけれど……」

「それなら、〝ジャージ〟を重ね着するといい。〝ブルマ〟だの〝短パン〟だのは、そうやって暖を取るのもアリなんだよ。一式揃そろって、本来の運動着だ」

「え？　本当に？」

「ああ。テルアキが着ていたから、どんな物かは分かるだろ？」

「ええ！　今度お師様に〝ジャージ〟も認めていただけるようお願いしてみるわ」

　両の手でガッツポーズをする。しかしご機き嫌げんかと思いきや、上うわ目め遣づかいにこちらを窺うかがってきた。

「ん？　何だ？」

「ダウトさんが、こんなにも〝ニッポン〟に詳くわしいのは、もしかして…………」

　そう言ったきり、言葉を継つがない。代わりに頭を横に振ふると、元気な笑え顔がおに戻もどった。

「ううん、何でもないわ。さあ、楽しいランニングを続けましょう！」

　何を言わんとしたのか気になったが、より気き掛がかりなことを、ふと口にしてみる。

「さっきからずっと思っていたんだが……。んなことばっかやってるから《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を開花させちまったんじゃないのか？　続けてていいのかよ？」

　喜び勇んで走り出そうとする羚カモ羊シカのような足が、ぴたりと止まった。




　早朝ランニングを途と中ちゆうで切り上げた二人は、広場のベンチに並んで腰こしを下ろす。

「はぁ……。わたし、これから朝はどうすればいいのかしら……」

　ノーリーンが、すっかり肩かたを落としてしまったので、ダウトは面めん倒どう臭くさそうに助言した。

「何もしなくていいんじゃね？　こんなに朝早く起きないで、寝ねてればいいだろ？」

「そんなこと言われても、習慣で早く起きちゃうもの」

「老人か、おまえは」

「だいたい、急に朝のトレーニングをやめたりしたら、お師様やメアリちゃんが心配するわ。それに《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のことは、知られたくないし……」

　彼女は胸の前で両手を組み、切せつ羽ぱ詰つまった顔で訴うつたえかけてくる。

「ねえダウトさん、教団の皆みんなには《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のこと内ない緒しよにしてもらえないかしら？」

「……構わんが、いつかはバレると思うぞ？」

「分かっているわ。分かってはいるのだけれど……」

　再び、深い溜ため息いきが零こぼれる。

「わたし、やっぱり神官にむいていないのかしら……」

「おまえさん、案外愚ぐ痴ちっぽいのな。気持ちは分かるが、しゃんとしたらどうだ？」

「むっ、余計なお世話です。あなたこそ、しゃんとすべきだわ」

「おいおい、八つ当たりは勘かん弁べんしてくれ」

「八つ当たりじゃないわ。だってダウトさんったら、昨夜から、弛たるみっぱなしだもの。いつまたテルアキ様がやってくるか分からないのだから、対策くらい練っておいたらどうかしら？」

「それなら、一つ手は打ってるよ。腕うで利ききの情報屋を使う。あいつの正体を暴あばくためにな」

「情報……屋……？」

「裏社会では名の知れた奴やつさ。信しん憑ぴよう性の高い情報を、手早く提供する代わり、膨ぼう大だいな報ほう酬しゆうを要求してくる無法者だ。敵に回せば厄やつ介かい極きわまりないが、味方にしておけば心強い」

　見習い娘むすめの顔から、血の気が引いていた。

「そ、その情報屋さんというのは……もしかして、恐こわい御お方かたなのかしら？」

「当然だ。いつぞやのクロタイツ一家が可か愛わいく見えるほどだよ。昨日、おまえさんに張り紙を頼たのんだろ。あれは奴やつとのコンタクト手段だ」

「あれが？　あの張り紙、迷い猫ねこのお知らせだったわ」

「暗号だよ。無関係の人間には、そう見えるように書いている。裏社会じゃあ常じよう套とう手段さ」

「……知らぬこととはいえ、わたしったら裏社会に関わりを……ああ、神様お許しください」

「大おお袈げ裟さだな、気楽に考えろよ。情報によっちゃあ、キラキラ野や郎ろうを丸まる裸はだかにできるんだぜ」

「ま、丸まる裸はだかって……もう。でもそれで、光の聖せい剣けんの謎なぞまで解明できるのかしら」

「コミューンの街を救ったっていうアレのことか？」

「ええ。鐘しよう楼ろうに火の手が上がり、対岸の夜や陰いんに潜ひそんでいた闇やみの軍勢の姿が露あらわとなった時、街の人々は恐きよう怖ふで震ふるえ上あがったと聞いているわ。そこに颯さつ爽そうと現れたのが、テルアキ様！」

「コラ、嬉うれしそうに話すなよ。そのテルアキ様に、おまえさんは追おい詰つめられたんだろうが」

「そ、そうでした。ごめんなさい、つい……」

　呆あきれながらも、ダウトは何か引ひっ掛かかるものを感じていた。しかし、冷たいものがポツリと頰ほおに当たったせいで、そちらに気を取られてしまう。

「ん、雨か？　このところ多いな」

「早く帰りましょう。ずぶ濡ぬれになってしまうわ」

　ノーリーンが慌あわてて立ち上がる。確かに、こんな薄うす着ぎで濡ぬれ鼠ねずみになったら、風か邪ぜをひいてしまうかもしれない。

「つっても、ここからあの長い林道を抜ぬけて大だい神しん殿でんまで戻もどる頃ころには、びしょびしょだな」

　今さらながら、早朝ランニングに付き合ってしまったことを後こう悔かいする。

　さすがに彼女も申し訳なく思ったのか、やや逡しゆん巡じゆんしてから、袖そでを引いてきた。

「……ねえ、ダウトさん。神官の宿舎なら、広場のすぐ近くなの。わたしの部屋で雨宿りしてはどうかしら」

「は？　いや、さすがにそれは──」

「いいから。ここで風か邪ぜをひかれでもしたら、わたし困ってしまうわ」

　ダウトは難色を示したが、腕うでを引かれ、押し切られる形で提案に乗ることになった。




　いかに年とし端はもいかぬ娘むすめとはいえ、ノーリーンもまた女である。本人に招かれたからと言って、その私室を訪ねるのは、がさつなダウトでも抵てい抗こうを覚えずにはいられなかった。

　別に悪いことをしているわけではないというのに、誰だれかに目もく撃げきされやしないかとキョロキョロ見回しながら宿舎に入る。その様は、不ふ審しん者以外の何者でもなかった。

「何でそんなに及および腰ごしなのかしら？　大だいの大人おとながみっともないわ」

「やかましい！　大人だからビビってんだよ。未成年に訴うつたえられたら勝ち目はねえからな」

「??」

　発言の意味が分からないのだろう。見習い娘むすめは小首を傾かしげた。

　幸いだったのは、道中でほかの聖職者とすれ違ちがわなかったことだ。これなら、妙みような噂うわさを立てられ、沽こ券けんに関わるようなこともあるまい。

「──ここです。狭せまい部屋だけど、どうぞ」

　ノーリーンが足を止め、扉とびらを開けた。

　室内の様相に、ダウトは目を見張ってしまう。

　乙おと女めの部屋には、所ところ狭せましとばかりに、奇き怪かいな形状をした器具が並べられていたのだ。ごついバーベルが備え付けられたベンチに、壁かべ際ぎわに並んだ様々な重量のダンベル、胡ナイ桃トク割ラツりカー型のハンドグリッパー、太いバネの両りよう端たんに取っ手がついたエキスパンダーなど、その私生活が容易に想像できるものばかりである。そして極きわめつきは、天井から吊つり下さげられている大きなサンドバッグだ。部屋の中ほどで自己主張しているそれが、部屋の異様さをいっそう際きわ立だてていた。

　呆あつ気けに取とられて凝ぎよう視ししていると、ノーリーンがモジモジしながら抗こう議ぎしてくる。

「そんなに、まじまじ見ないでください。恥はずかしいわ……」

「……うむ、恥はじらう気持ちはよく分かるが、どこをどう恥はずかしく思っているのかが重要だ」

「何かの哲てつ学がく？　かしら？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる見習い娘むすめを捨て置き、部屋に入った。自おのずと、先住民のような器具達に目がいってしまう。

「どれもこれも年季は入ってるが一級品だな。それに、今では入手が難しい物まである。これだけ揃そろえるのに、見習いのお駄だ賃ちんでどうにかなるとは思えんが……」

「さすが鑑かん定てい士しだわ。そのとおりです。これ全部、譲ゆずっていただいたの」

「譲ゆずってもらっただと？　全部でいくらするか分かってんのか？」

「そんなこと言われても……。ある格かく闘とう家さんが引退する際に余興をしたの。稽けい古こ場に置いてある器具の中から、体一つで持ち帰ることができる物があれば、譲ゆずっても構わないって」

「まさか、ここにあるやつ全部……？」

　またしても、恥はずかしそうに見習い娘むすめは身をくねらせた。

「だって、全部欲ほしかったのだもの…………頑がん張ばってしまったわ」

「おまえ……もう、脳ノ味ー噌キ筋ン肉・戦タン車クレ女デイに改名しろ」

　私室を訪おとずれたことで否いや応おうなく納なつ得とくできた。やはりこの娘むすめは、《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を開花すべくして開花したのだと。




　手て渡わたされたタオルで、ダウトは頭を拭ふいた。

　ノーリーンもそれに倣ならい、金色の髪かみを拭ふく。

　ふと見れば、彼女の湿しめったシャツに、白い肌はだが透すけているではないか。いくらお粗そ末まつなペッタン胸でも、これでは目のやり場に困ってしまう。

　己おのれの視線に極力気を遣つかいながら、適当な所に腰こしを下ろす。しかし今度は視界の端はしにサンドバッグが映って、どうにも目め障ざわりでならない。一休みしようにも落ち着かないのだ。

「お邪じや魔まさせてもらって悪いが、横になるスペースもないな」

「横になる……って、人の部屋に来ておいて、何てデリカシーのない人かしら。言っておきますけど、そこのバーベル付きベンチで寝ねないでくださいね。それにベッドもだわ」

「寝ねるか、んなとこで。しかも注意する順序が逆じゃね？　普ふ通つうベッドを先に言うだろ？」

「そこは、人それぞれよ。別に、言う順序が逆だって──」

　抗こう議ぎしていたノーリーンが言葉を吞のみ込んでしまう。閉口するほど、こちらの様子がおかしかったに違ちがいない。まるで憑つかれたように、それでいてハッキリと、ダウトは言い切った。

「──そうか、順序が逆なんだ」

　目を瞬しばたたく見習い娘むすめに詰つめ寄より、勢いよく捲まくし立たてる。

「さっき、おまえさんの話を聞いていて、おかしな感じがしたのは、まさにそれだよ！」

「え？　え？　わたしの話？」

「コミューンの騒そう動どうの話さ。俺があの街で耳にした噂うわさ話ばなしはこうだ。……対岸まで闇やみの軍勢に侵しん攻こうされ、人々は肝きもを冷やしたが、鐘しよう楼ろうを焼かれながらも、駆かけつけたテルアキが聖せい剣けんで軍勢を撃げき破はしたことで難を逃のがれた」

　一度言葉を切ると、前のめりになって続ける。

「だが、おまえさんの話とじゃあ、街の人々が闇やみの軍勢に気付くタイミングと、鐘しよう楼ろうが焼けるタイミングが逆転してるんだ」

「えと、わたしが聞いたのだと……街の人々は、鐘しよう楼ろうから火の手が上がったことで、夜や陰いんに乗じた闇やみの軍勢が対岸にいることに気付いたって……あっ、本当だわ。どういうことかしら？」

「どちらかの情報が間ま違ちがってるってことだろう」

「でも、おかしいとは思えなかったわ。とても臨場感があったもの、メアリちゃんのお話」

　今度はダウトが瞼まぶたを開閉する番だった。

「メアリ？　メアリ・シェルトンのことか？　あいつから聞いたのかよ？」

「ええ。メアリちゃんは、施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーだから、時折あちこちの街を回って、病気の方や怪け我がをしている方に、治ち療りようを施ほどこしているの」

「待て。施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーって、癒いやし隊のことだよな？　あの生意気なガキが？　冗じよう談だんだろ？」

　施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーは、アウラ教団の善行の象しよう徴ちようともいえる一団である。神聖術に長たけた選えりすぐりの神官で構成され、国内各地を巡じゆん礼れいしているため、癒いやし隊の通つう称しようで民衆に親しまれていた。

「失礼だわ、ダウトさん！　メアリちゃんは見習いなのに、死に瀕ひんした人を神聖術で助けたこともあるのよ。まだ不安定で制せい御ぎよできていないみたいだけれど、開花させかけている特オー殊バー技・ス能キルは《中位代行神聖術ミドル・ホーリーアクト》か、それ以上だって言われているんだから！」

　中位といえば達エキ人スパ級ートである。その上……即すなわち、上位ともなれば伝説級レジエンドもいいところだ。あの子がそんな天才児だとは思ってもみなかった。受け入れ難がたい話だが、事実なら認めるよりあるまい。

「分かったよ、話を戻もどそう。癒いやし隊は、騒そう動どうの時、コミューンに立ち寄っていたんだな？」

「ええ。お月様が出ていなくて、とっても暗い夜だった、って聞いているわ」

「確かにリアリティがあるぶん信しん憑ぴよう性が高い。つまり間ま違ちがっていたのは俺が聞いた噂うわさ話ばなしか」

　言いながら、眉み間けんに皺しわが寄る。

「だとすると、一つおかしくなるな。鐘しよう楼ろうを焼かれたのが先なら、なぜ闇やみの軍勢はそんなことをしたのか疑問だ。わざわざ自分達の接近を知らせたりせず、街を奇き襲しゆうすればいい」

「言われてみれば、妙みようだわ……」

「噂うわさ話ばなしで順序の逆転が起こったのも、人を介かいするうちに、話が自然な形になったんだろう。それほど闇やみの軍勢の仕業とするには不自然だ。……となれば、鐘しよう楼ろうを燃やした奴やつは別にいる」

「別って、誰だれが……？」

「最有力の容疑者は、テルアキだな。昨日、俺がコミューンでインチキの証しよう拠こを見つけたってハッタリをかました時に、奴やつはこう言った──そんなものあるはずないあの大火で、と」

「あっ！　街で燃えたのは鐘しよう楼ろうだけだから、そこで何かをしていたということかしら？」

「そういうこった。今思えば、あれは放火を白状したようなものだったのさ」

「でも変だわ。テルアキ様は、なぜ放火なんてしたのかしら？」

「奴やつには必要だったんだろう。月のない夜に、鐘しよう楼ろうを盛せい大だいに燃やすことが」

「わたしには何がなんだか……」

「ノーリーン、最後にもう一つ確かく認にんさせてくれ。闇やみの軍勢の死し骸がいをどうしたか、知ってるか？」

「え？　すぐに取り巻きの人達が燃やしたって、メアリちゃん言っていたけれど……」

　答えを聞いたダウトは、その目に鋭するどい輝かがやきを湛たたえる。そして、確信に満ちた声で呟つぶやいた。

「なるほど────陳ちん腐ぷな英サ雄ー譚ガだ」

　立ち上がると、不思議そうに見上げてくる見習い娘むすめに、借りていたタオルを返す。

「あ、あの、ダウトさん？」

「タオル、ありがとな。雨も上がったようだし、大だい神しん殿でんの部屋に戻もどって一休みするよ」

　そう言い残し、ダウトは退室していった。

　取り残されたノーリーンだったが、鑑かん定てい士しの様子が気になり、後を追って自室を飛び出す。

　廊ろう下かに出るも、すでにその姿はない。代わりに、険しい顔で話す先せん輩ぱい神官達とすれ違ちがった。自おのずと、その会話が聞こえてくる。彼らは張はり詰つめた雰ふん囲い気きで口々に言っていたのだ。

　トリニティの国境に架かかる親おや子こ橋ばしの一つが、闇やみの軍勢によって焼き落とされた──と。














◇◆六◆◇　聖剣、輝くとき






　国境沿いの大河の下流にコミューンの街があるように、上流には二つの橋──親子橋が架かかり、山間部への往来の一助となってきた。

　元々この橋きよう梁りようは、一つの吊つり橋ばしにすぎなかったが、その並びに、煉れん瓦が造りの新たな橋が造られたことによって、親子橋の名で呼ばれるようになったとか。しかしついに、親である吊つり橋ばしは焼しよう失しつの憂うき目めに遭あい、煉れん瓦が橋のみが残されることになったのである。




　もう日も落ちたというのに、煉れん瓦が橋の南側のたもとには、大勢の人々が集結していた。

　紅ぐ蓮れんの篝かがり火びが彼らを照らす。皆みな、アウラ教団の聖職者達だ。戦棍メイスを手にした武装神官、そして衛生要員である施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーが隊列を組み、この地に現れた闇やみの軍勢を迎むかえ撃うたんとしている。

　おそらく橋のたもとにいる人間で、教団と無関係なのは自分達くらいであろう──そう思いながら、テルアキは集団の背後から呼よび掛かけた。

「失礼。君達、道を空けてくれないかな」

　緊きん張ちようした空気を跳はねのける爽さわやかな声。

　一いつ斉せいに振ふり返かえった武装神官達が、こちらの姿を見た途と端たん、威い圧あつされたかのように後ずさる。

　割れた人だかりの間を闊かつ歩ぽするテルアキ。その後を、冒ぼう険けん者崩くずれの取り巻き達が続いた。

　しかし、神官達の人ひと垣がきを抜ぬけたところで、行く手を阻はばむ者がいる。奇き抜ばつな髪かみ型がたをした法ほう衣えの大男だ。その貫かん禄ろくといい、腰こしから下げている装そう飾しよくの施ほどこされた派手な宝ほう剣けんといい、彼が地位のある人物であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん。大方、ここに集った聖職者達の親玉であろう。

「──貴方あなたは確か、テルアキ殿どのと申されたか？」

「そういう君は、初めて見る顔だね？」

「指揮を執とる、司祭のサミエルと申します。この橋はこれより戦場となりますゆえ、お引き取りを」

「戦場になるから来たんじゃないか。綺き羅ら☆ぼし勇者の名にかけて、闇やみの軍勢の侵しん略りやくは見み逃のがせないよ」

「御お気き遣づかい無用です。ニセ勇者ごときに、できることなどございますまい」

「何だって？」

　テルアキが不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめると、取り巻き達が一いつ斉せいにいきり立った。人相の悪い男達が「殺やんのかハゲ？」「もういっぺん言ってみろハゲ！」などと罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。しかも暴言の中に必ず「ハゲ」という単語をピンポイントに含ふくめることを忘れていない。

　当然サミエルは心穏おだやかではないだろう。こめかみに青筋を浮うき立たて、一いつ喝かつする。

「黙だまらっしゃい！　神をも畏おそれぬ不届き者ども！　本来ならばお縄にしてやるところだが、今は有事ゆえ見み逃のがしてやる。さっさと消えるがいい、この詐さ欺ぎ師め！」

「詐さ欺ぎ師とは、ずいぶんな言われようだね」

「憤フン！　貴様がニセ勇者であることは、鑑かん定てい士しのダウト殿どのがすでに見み抜ぬかれておいでだ！」

「それで、その鑑かん定てい士しはどこだい？　見当たらないようだけど？」

「ダウト殿どのは……今、こちらに向かわれている」

　あの男の不在を聞き、正直なところ安あん堵どした。しかしそれを悟さとられまいと大たい言げん壮そう語ごする。

「残念。もう一度、炎エンカウントしたかったよ。でも、どうやら敵は彼の到とう着ちやくを待ってはくれないらしい」

　反論しようとした司祭に対し、自身の唇くちびるに人差し指を立てることで静せい粛しゆくを促うながした。

「聞こえないのかい、大群の足音がさ」

　ギョッとして、耳を澄すますサミエルと神官達。

　辺りが静まり返れば嫌いやでも聞こえてくる。北側の対岸から、数え切れないほどの足音が。

　──ザッ……ザッ……ザッ……ザッ……。

　テルアキは満月の光を頼たよりにして、北岸の薄うす闇やみに目を凝こらす。

　すると橋向こうのたもとには、蠢うごめく無数の影かげが見て取れた。小こ鬼おにのゴブリン、二足歩行の大猪いのししオーク、炎ほのおを纏まとった黒犬ヘルハウンド、巨きよ大だい蚯蚓みみずのワームなど、数え上げればきりがない。

　対岸から轟とどろく獰どう猛もうな唸うなり声に、神官達は一斉に竦すくみ上あがってしまう。

「おお……彼奴きやつらが、橋を焼き落とした闇やみの軍勢か！　何という数だ!!」

　サミエルが脂あぶら汗あせを浮うかべている。急きゆう遽きよ招集をかけ、大急ぎで駆かけつけてきた神官の数などたかが知れていよう。このまま激げき突とつすれば、どんな運命を辿たどるかは誰だれの目にも明らかだ。

　国境を死守すべきか、それとも退くべきか。司祭の逡しゆん巡じゆんは、綺き羅ら☆ぼし勇者の好機となる。

「さあ、君達は下がっていたまえ！」

　テルアキはマントを翻ひるがえすと、単身で駆かけ出だし、颯さつ爽そうと煉れん瓦が橋の中ほどまで躍おどり出でた。

　──ぼくに言われなくとも、こいつらは下がるだろうけどな。本気で闇やみの軍勢に立ち向かう覚かく悟ごなど、持ち合わせている奴やつはいないのだから。

　案の定、彼らは大口を開けて見守るばかりだ。外野ギヤラリーと化した連中なぞ捨て置けばいい。

「光あれ！　我が手に聖せい剣けんを!!」

　勇ゆう敢かんな声を高らかに響ひびかせ、輝かがやく右手を掲かかげた刹せつ那な、眩まばゆさは一気に増し、剣けんの形状を象かたどった。

　そのまま、出現した光の長ちよう剣けんを大きく振ふりかぶる。そして──。

「闇やみの軍勢よ！　聖せい剣けんの一刀にて、お星様になるがいいいいいいいいっ!!」

　雄お叫たけびを上げ、振ふり下ろした。瞬しゆん間かん──世界が白く染まった。目が焼けてしまうのではないかと思うほどの閃せん光こうが駆かけ抜ぬける。

　光が収まろうと、すぐに瞼まぶたを開けられたものではない。サミエル達は袖そでで目を覆おおいながら苦く悶もんしている。やがて、視力を取とり戻もどした彼らを待ち受けていたのは、驚おどろくべき光景だった。

「……ど、どういう、ことだ？」

　あれだけの大群を成し、対岸で蠢うごめいていた闇やみの軍勢の悉ことごとくが、今やピクリとも動かないのだ。月明かりでも分かる。すべてが倒たおれ伏ふし、屍しかばねの山と化していることが。

「どうもこうもないよ。ぼくが光の聖せい剣けんで彼らを葬ほうむった。それだけさ」

　橋の中ほどに立つテルアキは、凜り々りしい姿で言ってのけた。何と勇ましいことか。

　──圧あつ倒とう的てきな特オー殊バー技・ス能キルを見せつけたら、どいつもこいつも同じ顔を並べやがる。驚おどろきと恐きよう怖ふ、そして媚こびが入り混じった醜みにくい顔を。まったく、浅ましい。

　心の中で侮ぶ蔑べつしながらも、取り巻き達に向かって声を張る。

「ほら、何ボサッとしてんの？　このままじゃあ、この橋を使う人達が困っちゃうでしょ？　向こう側、ちゃっちゃと片付けて！」

　指示を受けた荒あらくれ者もの達が、火の灯ともった松たい明まつや、油で満たされた壺つぼを抱かかえて、いそいそと橋を渡わたってゆく。

　そんな手て駒ごまどもに混じり、足早に歩み寄ってくる人物がいた。司祭のサミエルだ。

　彼は膝ひざから滑すべり込むように座すと、しなやかに弧こを描えがいて、額を床しよう版ばんに擦こすりつけた。

「勇者テルアキ殿どの、これは〝ニッポン〟より伝わりし究極の謝罪法〝ジャパニーズ・ドゲザ〟と申します！」

「知ってるよ。磨みがき抜ぬかれた美しいフォームだね」

「恐おそれ入いりまする！」

「それで？　何？」

「私めは愚おろかにも、ダウトなるエセ鑑かん定てい士しの虚きよ言げんに惑まどわされ、貴方様あなたさまにあらぬ疑念を抱いだいてしまいました。数々の御無礼、思い返すと慙ざん愧きに堪たえませぬ。何なに卒とぞお許しくだされぇ～！」

　伏ふしたままの司祭は大おお袈げ裟さに巨きよ体たいを震ふるわせ、おいおいと泣きじゃくった。

　テルアキは片かた膝ひざをつくと、その丸まった背中にポンと手を置く。

「分かったよ。もう顔を上げておくれ。……だいたい、本当は泣いてないんでしょ、君？」

　反射的にサミエルが顔を上げる。澱よどんだ瞳ひとみからは涙なみだなど一筋も流れていなかった。冷ひや汗あせであれば、嫌いやというほど流れているのに。

「わ、私の涙なみだはとうに枯かれ果てているのです。ゆえに、この汗あせこそ我が涙なみだ！」

　──厚かましい男だ。今さら胡ご麻ますりで取り入ろうというのか。

「涙なみだだろうと汗あせだろうと、どっちでもいいよ。ぼくは、君を許したいと思っているんだから」

「おおっ、さすがは勇者テルアキ殿どの！　御心が広い！」

「だから、ぼくが快く許せるように、君の善意を証明してもらいたいんだ」

　雲行きが怪あやしくなったのを感じ取ったのか、サミエルが固かた唾ずを吞のむ。

「そんなに驚おどろかないでよ。善意の証明は君のためでもある。だって、勇者を支し援えんすることは美徳じゃないか。ぼくが本物であることは、もう疑いようがないのだろう？」

「も、もちろん疑ってなどおりませぬ！　神に誓ちかって！」

「だったら、勇者を尊ぶ己おのれの良心に従うといい。どんな要求だろうと応えられるはずだから」

　彼の顔が色を失った。もはや、突つっぱねることなど叶かなわないと悟さとったのだろう。

　テルアキは司祭に優やさしく微ほほ笑えみながら、対岸に幾いくつもの火が灯ともってゆくのを遠目に確かく認にんした。取り巻き達が死し骸がいに火を点つけ、燃やし始めたに違ちがいない。

　──勝った。

　成功を確信すると、高こう揚よう感が込こみ上あげてくる。自じ慢まんの白い歯が緩ゆるやかな弧こを描えがいた。

「さあ、答えてくれ。そして、君の善意を証明してほしい。冒ぼう険けんと戦いに身を投じるぼくに、君達が用意できる最善のものとは、一体何かな？」

「そ、それは……」

　夜風が、煉れん瓦が造りの橋を吹ふき抜ぬけた。その風音に混じり、別人の答えが木霊こだまする。

「──そんなもん決まってるだろ。豚ぶた箱ばこと、臭くさい飯だ」

　すっかり相そう好ごうを崩くずしていた端たん整せいな顔に、再び戦せん慄りつが走はしり抜ぬけた。

　立ち上がり、声のした方を振ふり向むくと、神官達の輪の中から歩み出てくる人ひと影かげがある。

　ボロボロのマントに身を包んだ灰色髪がみの瘦そう身しん瘦そう軀く……間ま違ちがいない、鑑かん定てい士しのダウトだ。

　──大おお詰づめだというのに、厄やつ介かいな奴やつめ！

　勇者をも鑑かん定ていするあの男は、天敵に違ちがいない。できれば二度と会わずに済ませたかった。

　だが同時に、先日の屈くつ辱じよくを晴らしたいと願う自分もいるのだ。あの敗北を喫きつした去り際、啖たん呵かを切った時のように。……だからだろう、恐きよう怖ふよりも闘とう志しの方が己おのれの中で勝まさっていた。

「歓かん迎げいするよ、鑑かん定てい士し。ここでもう一度、怨エンカウントだ！」

　雌し雄ゆうを決するべく、テルアキは不敵に笑った。








◇◆七◆◇　贋者の枷






　橋きよう上じよう──ダウトは、再びテルアキと対たい峙じする。

　衆目が集まる煉れん瓦が橋は、まさに両者にとって決着の場に相応ふさわしい。果たして、どちらが口火を切るのかと、神官達は息を殺して見守っていた。ところが──。

「ダ、ダウト殿どの!?　いらしていたのか!?　来ているのなら来ていると、なぜ一言、私に！」

　予想外にも、この大おお舞ぶ台たいで第一声を上げたのは、危機に瀕ひんしていたサミエルだった。

　ダウトは耳の穴を小指でほじりながら、面めん倒どうそうに応答する。

「敵を欺あざむくにはまず味方からって言うだろ？」

「ふざけないでいただきたい！　司祭たる私を！　神に愛されし私を！　囮おとりのように──」

「俺のことを悪く言えるのかい？　さっき寝ね返がえってただろ、あんた？」

　司祭は目を点にしながら口をすぼめた。鑑かん定てい士しと自じ称しよう勇者を交こう互ごに見ながら「あれは、その、いや……」と、しどろもどろだ。どちらにつくべきか、決めかねているのだろう。

「気にしてねえよ。奴やつこさんを泳がせてくれたおかげで、中々のパフォーマンスが拝おがめたからな」

　憎にくまれ口ぐちで、テルアキの神経を逆さか撫なでする。しかし、敵もさる者だった。

「パフォーマンスか……よくそんなことが言えたものだと呆あきれてしまうよ。ぼくが光の聖せい剣けんを振ふるわなければ、一体どうなっていたことやら。そこの日和ひより見み主義の司祭や、あちらの神官達は、よく理解しているんじゃないかな。だからこそ皆みな、ぼくに感謝している」

「感謝してるだと？　大金をゆすられていたのにか？　バカ言ってんじゃねえぞ、詐さ欺ぎ師が」

「またぼくを贋にせ者もの呼ばわりか、いい加減にしろ。この状じよう況きようで、どう皆みなを謀たばかれたと言うんだ？」

「言わなかったか、パフォーマンスだってな。さっきのは大だい神しん殿でんでの聖せい槍そう詐さ欺ぎのアレンジだ」

　マントの下から、ダウトはいつぞやの短たん剣けんを取り出した。

「光の聖せい剣けんに見せかけたダミーの剣けんは、せいぜいマントに隠かくせるくらいの長さだろう。そいつを《光輝燦然フラツシユ・ライト》で光らせて取り出せば、聖せい槍そうの時と同様、長さも誤ご魔ま化かせる。そして大きく上段に構え、振ふり降ろす瞬しゆん間かんに明度を最大にする！」

　まるで素す振ぶりでもするように、短たん剣けんを振ふるう。そして、それを放り投げた。

　短たん剣けんは弧こを描えがき、橋下の濁だく流りゆうへと消えてゆく。

「高出力の《光輝燦然フラツシユ・ライト》で、神官達ギヤラリーは一時的に視界を奪うばわれているんだ。光を消したダミーの剣けんを河に捨てても、誰だれも気付かないだろう。これなら、仮に身体検査をされても証しよう拠こは出ない」

　説明が一区切りすると、嘲ちよう笑しようが聞こえてくる。嗤わらっているのはテルアキだ。

「くっくっくっ……。笑わせるなよ、鑑かん定てい士し。君の言っていることは、何の説明にもなっちゃいない。それで？　どうやって闇やみの軍勢を倒たおしたんだ、ぼくは？」

　サミエルも強こわ張ばらせた顔を向けてくる。

「そのとおりです……。今のダウト殿どのの説明では不ふ充じゆう分ぶんもいいところ。私もこの目で見たのですぞ。対岸のたもとに群がる闇やみの軍勢を。そして、それをテルアキ殿どのが薙なぎ払はらったのを」

　ダウトは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちした。

「説明はまだ終わってねえよ。途と中ちゆうで口を挟はさんでくんな」

「じゃあ続きを聞かせてもらおうかな。想像力だけは豊かな君から、どんな奇き天て烈れつな作り話が飛び出すのか楽しみだよ」

「だったら、耳かっぽじっとけ。この親子橋の一件は、コミューンの騒そう動どうと酷こく似じしている。違ちがうのは、燃えたのが鐘しよう楼ろうか、吊つり橋ばしか、ってくらいだ」

「どういうことですかな、ダウト殿どの？」

　性しよう懲こりもなく、またしても奇き抜ばつな髪かみ型がたの熊くま男おとこが、横から出しゃばってきた。

「なあサミエル司祭、あんたが大だい神しん殿でんの連中を率いてここに来たのは、闇やみの軍勢が親子橋の一つを焼き落としたって聞いたからだよな？」

「ええ、そうですとも。ですから、私は取り急ぎ馳はせ参さんじた次し第だいでして……」

「それ、おかしな話じゃないか？　守る側ならいざ知らず、なぜ攻せめ手側の闇やみの軍勢が、わざわざ進軍ルートになる橋を焼く必要がある？」

「妙みようと言えば妙みようですが、闇やみの軍勢の考えることなど、我々の常識では測れますまい。失礼ながらダウト殿どのが何を仰おつしやりたいのか存じませぬが、連中が橋を焼き落としたのは事実で──」

「そんなふうに誤ご認にんしちまうのは、術中に嵌はまっている証しよう拠こだ」

　サミエルが素すっ頓とん狂きような表情をする。理解に窮きゆうしているのだろう。

「コミューンの鐘しよう楼ろうも、ここの吊つり橋ばしも、わざわざ燃やして損害を出したのは、人目を引くための演出さ。加えて、信しん憑ぴよう性を与あたえることができる、闇の軍勢が襲撃してきたという法ほ螺ら話に」

「ほ、法ほ螺ら話ですと……？」

「そう、テルアキが薙なぎ払はらった闇やみの軍勢も、パフォーマンスの大おお掛がかりな仕し掛かけの一部だよ」

　突とつ拍ぴよう子しもない一言に、凍こおりつくような沈ちん黙もくが訪おとずれる。しかし、それも一いつ瞬しゆんのこと。

「いやいやいやいや、いくら何でも無理がありますぞ。先刻申し上げたように私は確かに見たのです。蠢うごめく異形の怪かい物ぶつ達を。あれが仮装か作り物の類ということは、ありますまい。ましてや、闇やみの軍勢が人間であるテルアキ殿どのとグルということもあり得ませぬ」

「確かに、あの闇やみの軍勢は本物だ。無論、奴やつらが人間に協力するわけがない。なら、何らかの手段で操あやつったと考えるべきだろう」

「操あやつった？　あの大群を、精神系能力の特オー殊バー技・ス能キルで洗脳していたと？　いくら何でも無茶な」

「いいや、もっとシンプルさ。コミューンの街でも、こいつがすぐさま手下に闇やみの軍勢の死し骸がいを焼かせたと聞いて、ピンときた。仕し掛かけの大群が生きている必要はないんだってな」

　テルアキが射るように睨にらんできた。その視線を真っ向から受ける。

「そう、あれは死し骸がいの群れだったのさ。多数の死し骸がいを人形マリオネツトのように操あやつり、光の聖せい剣けんの演出に合わせて術を解き、動かぬ死し骸がいに戻もどす。これでパフォーマンスは完成する。……つまりテルアキの仲間には、知力系能力《死霊魔術行使ネクロマンシー》の使い手──死霊魔術師ネクロマンサーがいる！」

　息を吞のむサミエル。だが肝かん心じんの優やさ男おとこは、さしたる反応を見せていない。ならば続けるのみだ。

「屍しかばね人にん形ぎようの死し霊りよう魔ま術じゆつは、複数の死し骸がいを同時に使し役えきできる特とく徴ちようから、自動操作が基本になる。だが、おしなべて連中は知能が低いため、単純な命令しか実行できない。せいぜい、国境の親子橋に向かえ、くらいが関の山だろう。だがそれでも、あれだけの軍団に仕立て上げたんだ。大した術者だよ、あんたの協力者は。一体どこのどいつ──」

「──証しよう拠こ」

　涼すずやかな声で話を断たち切きると、勇者を名乗った男は得意げに繰り返す。

「証しよう拠こはあるのかい？　あの闇やみの軍勢が死し骸がいだったっていう証しよう拠こだよ」

　ダウトは灰色の髪かみを搔かきながら、顔をそっぽに向けた。目を狭せばめて、北岸を見やる。

　その仕草が、テルアキには逃とう避ひか降参のように映ったのだろう。

「ないよなぁ？　そう、ないんだよ！　もう全部燃えちゃったんだからさぁ！」

　勝かち誇ほこったような嗤わらい声が、辺りに響ひびく。

「ダウトぉ、愉ゆ快かいな妄もう想そうを聞かせてくれてありがとう。でも、所しよ詮せんは作り話さ。ぼくが勇者であることを覆くつがえすには物足りない。君の負け──」

「あるぜ、証しよう拠こ。よく見てみろよ」

　言われて、彼は初めてこちらの視線の先に目を転じた。

　北側の岸──そこはもう、屍しかばねの山を焼く炎ほのおが一面に…………いや、一面に広がってなどいない。依い然ぜんとして、ポツポツと火が踊おどっているにすぎないのだ。あれは──。

「か……篝かがり火び!?」

　そう、北の岸で燃えているのは篝かがり火びにすぎなかった。

　その赤く揺ゆれる灯あかりの下では、新調した神官服を纏まとった、見知った少女が手を振ふっている。

「見てのとおりだ。あの火は、死し骸がいを焼いてなんていない。ノーリーンの奴やつが頑がん張ばって用意した、詐さ欺ぎ師をペテンにかけるためのカムフラージュだよ」

　種明かしをしながら、向こう岸に手を振ふり返す。こっちに来るよう、功労者を促うながすために。




　ノーリーンは招きに応じ、北側のたもとから大急ぎで走ってきた。

「よお、お疲つかれさん。バッチリだったぜ」

「ああ、よかった……。失敗したらどうしようって、まだ心臓がドキドキしているわ」

　まるで、初めて悪いた戯ずらをした子供のような顔で、見習い娘むすめは胸を撫なで下おろした。

　北側の岸から彼女が登場したことには、サミエルもほかの神官達も驚おどろきの色を隠かくせない。ことテルアキに至っては、まるで狐きつねにつままれたようである。

「どういうことだ……？　向こう岸に行ったあいつらはどうした？」

　訊きくまでもなく「あいつら」とは、取り巻き達のことであろう。

　ノーリーンは少し困ったように、頰ほおを指で搔かいた。

「それは、その……皆みなさん、一暴れしてお疲つかれになったみたいで、眠ねむっていらっしゃるわ」

　連中なら泡あわ吹ふいてお寝ねんねしてるぜ──ダウトには、そう聞こえた。

「何をやっているんだ、役やく立たたずどもめ……」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべる色男を尻しり目めに、ダウトはこれ見よがしに隣となりへ尋たずねる。

「それでノーリーン、死し骸がいの方はどうだった？」

「検分は得意ではないのだけれど、わたしでも分かったわ。切り傷に、刺さし傷きず、打だ撲ぼく傷しようなど、死因と思おぼしき傷は千せん差さ万ばん別べつです。そればかりか、すでに腐ふ乱らんしかけたものもあるほどで……」

　死し骸がいの山を思い出したのか、彼女は青い顔をしながら説明する。しかし、それ以上に蒼あおざめているのはテルアキだった。今こそ、引導を渡わたす時に違ちがいあるまい。

「聞いてのとおりだ。あんたの光の聖せい剣けんの一刀で死んだら、こうはならない。これが動かぬ証しよう拠こだよ。なんなら、これから向こう岸に行って、皆みんなで確かめてみるかい？」

　挑ちよう発はつすると、彼は目を逸そらしながら「ふざけるな……」と吐はき捨すてた。

「あんたの敗因は、コミューンとほぼ同じ手を使ったことだ。鑑かん定てい士しの目は誤ご魔ま化かせねえよ」

「認めないぞ！　死し骸がいの傷なんて、君達が捏ねつ造ぞうしたものかもしれないじゃないか！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぜ、綺き羅ら☆ぼし勇者テルアキ──いいや。本名、ジョバンニ・デバン」

　男の両眼が、皿のように見開かれた。

「隣りん国ごく、迷めい宮きゆう王国ラビュリントスの灯あかり屋。二十一歳独身。それがあんたの正体だ」

「ど、どうして……それを？」

「頼たよりになる情報屋から耳寄りな話を聞けてね。ラビュリントスで、冒ぼう険けん者支援稼業サポーターに勤いそしむ地下迷宮ダンジヨンの灯あかり屋が、一ヶ月前に国境を越こえ、トリニティに来てから行ゆく方え知れずになってる、ってな。その灯あかり屋の人相と特オー殊バー技・ス能キルが、あんたと酷こく似じしていた。特定するには充じゆう分ぶんだ」

　告発を終えると、ダウトは依クラ頼イア主ントの少女に向き直った。穏おだやかな口調で断言する。

「聞いてのとおりだよ、ノーリーン。綺き羅ら☆ぼし勇者テルアキは、異世界転移者でもなければ勇者でもない──これが、俺の最終鑑定フアイナル・リポートだ」

「……はい」

　ノーリーンはギュッと胸に両手を添そえ、結果を受け止めた。そして、元灯あかり屋に問とい掛かける。

「テルアキ様──いえ、ジョバンニさん。どうして詐さ欺ぎ師なんかになってしまったの？　あなたは、地下迷宮ダンジヨンを照らす灯あかり屋として、冒ぼう険けん者さん達から頼たよりにされていたのでしょう？」

　それは物もの柔やわらかな質問だった。当然彼女にも思うところはあったはずなのに、敵意など少しも見せず、只ただ々ただ悪事の理由を尋たずねたのである。だが──。

「何も知らない奴やつが、知ったふうな口を利きくな!!」

　ジョバンニは激げき昂こうした。

「灯あかり屋が冒ぼう険けん者に頼たよりにされる？　そんなわけあるか！　冒ぼう険けん者どもは支援稼業サポーターを見下している。ぼくがいくら剣けんの腕うでを磨みがこうが、特オー殊バー技・ス能キルだけで判断されるんだよ。所しよ詮せん、支援稼業サポーター向きだってな。そればかりか、灯あかりの魔ま法ほうがあれば、用無しだと抜ぬかす奴やつまでいた！」

「そんな……」

　ノーリーンが辛つらそうに瞼まぶたを伏ふせる。特オー殊バー技・ス能キルに悩なやみを持つ身として共感を覚えたのだろう。

「だけどね、そんな冒ぼう険けん者どもも口先ばかりさ。ちょっと手て強ごわい闇やみのモノが現れると、勇者任せにして尻尾しつぽを巻きやがる。この国の連中もそうさ！　どいつもこいつも、ぼくを勇者と見れば散々おだてて、快く金を差し出してくる。ケチ臭くさいそこの司祭だって、仕し舞まいには大金の支し払はらいを快く承しよう諾だくしていたんだ。なのに、貴様が余計なことを！」

　荒あれるニセ勇者を前に、ダウトは冷たく切り返す。

「快くだと？　大金をゆすられて、快く思う奴やつがいるか」

「分かってないね。人間ってやつは、金で安心と免めん罪ざい符ふを買いたがるもんなんだよ！　さっき見ただろ？　こいつらは、闇やみの軍勢に怯おびえて何もできやしない……いや、何もしようとしないんだ。ヤバそうなことは、ぜ～んぶ勇者任せだよ。そのくせ、厄やつ介かい事を他ひ人と任せにしている自分を正当化するために、勇者を持もて囃はやし、金を払はらう。まったく救い難がたい奴やつらだ」

　サミエルが及および腰ごしに「それは……」と弁解しようとするが、誰だれもそちらには気を留めない。

「三百年間、不確かな予言に縋すがりついてきた七王国の人間が、今か今かと待ち望んだものを、ぼくは与あたえてやった。だからこそ、こいつらは喜んで大金を出すんだ。利害の一いつ致ちだよ！」

「詭き弁べんだな、何が利害の一いつ致ちだ？　あんたは、分かりやすい筋道ストーリーを信じた連中に、他ひ人と任まかせにしてきたツケが回ったとでも言いたげだが、根本をはき違ちがえてるぜ！　まさか、相手が喜んで大金を寄よ越こすんだから、自分のしていることが悪事じゃないなんて思ってねえよな？」

「…………」

「いいか、よく聞けよ。オレ勇者詐さ欺ぎなんざに手を染めた時点で、あんたは悪党に堕おちてんだ。どんな屁へ理り屈くつこねようが、騙だまされる奴やつより、騙だます奴やつが悪いに決まってんだよ！」

　ジョバンニが歯は軋ぎしりをしながら睨にらみつけてくる。もはや釈しやく明めいの余地はないだろう。

　いよいよ出番到とう来らいとばかりに、数名の神官を引き連れたサミエルが前に出た。馬ば脚きやくを現したニセ勇者を包囲すると、彼は装そう飾しよく豊かな宝ほう剣けんを突つきつけ、鬼おにの首を取ったように息巻く。

「綺き羅ら☆ぼし勇者テルアキ改め、ジョバンニ・デバン！　神の御み名なにおいて貴き殿でんを拘こう束そくする。勇者を騙かたった罪は重いと知りなさい！」

　詐さ欺ぎ師は観念したように力なく項うな垂だれた……が、そう見えたのも一瞬のこと。即そく座ざにマントを外すと、それを司祭に向かって、覆おおい被かぶせるように投げつけてくる。

　意表を突つかれたことは言うまでもない。あたふたしている間に、サミエルは体当たりを食らって転倒してしまう。手放された剣けんが、けたたましい音を立てて床しよう版ばんの上を転がった。

　すぐさまジョバンニは、面めん食くらう神官達の脇わきをすり抜ぬけ、主を失った剣けんに向かって疾しつ駆くする。

「憤ふん怒ぬぅ！　潔いさぎよく縛ばくにつけぇ！」

　ようやくマントを取とり払はらったサミエルもまた、声こわ高だかに叫さけびながら詐さ欺ぎ師を追走した。怒いかり心頭に発したようで、自らの手で縄を打たねば気が済まぬという勢いだ。

　しかし僅わずかに間に合わない。ジョバンニは剣けんを拾い上げると、返かえり討うちにせんとばかりに流れるような動作でそれを振ふるった。切っ先が、寸分違たがわず標的を捉とらえる。

「か、神よ、私を護まもれええぇぇ──っ!!」

　一転して危機に陥おちいった司祭。彼は罰ばち当あたりな詠えい唱しようと共に、自身の前方に透とう明めいな盾たてを出現させた。防護壁へきを作り出す神聖術である。

　間かん一いつ髪ぱつで術の展開こそ間に合ったものの、いい加減な詠えい唱しようが災わざわいしたのか、斬ざん撃げきの勢いまでは消せなかった。直ちよく撃げきを免まぬがれながらも、不可視の盾たてごとサミエルは吹ふき飛とばされてしまう。

　巨きよ体たいはゴロゴロと転がり、欄らん干かんにぶつかってボールのように大きく弾はずんだ。

「うひぃ！」

　宙を舞まい、濁だく流りゆうの中に落ちる──と思いきや、司祭は必死に手を伸のばし欄らん干かんにしがみついた。

「な、何をしているのだ、おまえ達！　早く私を助けなさい!!」

　詐さ欺ぎ師の捕ほ縛ばくよりも、人命（自分の）を第一にするところは、実に彼らしいとダウトは思う。

　武装神官達が慌あわててサミエルの救助に向かうが、そのせいで足並みが乱れてしまった。

　この隙すきを衝つき、包囲の手て薄うすな北側のたもとを目指してジョバンニが切り込んでゆく。武装神官を次から次へと斬きり伏ふせ、この場から離り脱だつをはかろうとしていた。

「あいつ、強いじゃないか……」

　思わず感心してしまう。剣けんの腕うでを磨みがいたと言っていたが、その言葉に噓うそはなかったのだ。

　すでに、北側の神官達は総そう崩くずれ。たもとまでジョバンニに逃にげられながらも、何とか追おい縋すがって斬きり結んでいる状態だ。

「──ダウトさん、ゴングを！」

　こちらに真しん剣けんな眼まな差ざしを向け、ノーリーンが叫さけぶ。彼女にも分かったのだろう。あの男を止めるのは一筋縄ではいかないと。だが、それは──。

「待て。ゴングを鳴らせば、ここにいる全員に知られるぞ、おまえさんの秘密を」

　忠告はした。だが、自分可か愛わいさに引き下がるような奴やつでないことくらい、もう理解している。

　案にたがわず、彼女は凜りんとして首を横に振ふった。

「あなたは鑑かん定てい士しとして役目をまっとうしてくれたわ。だから、ここからはわたしが役目を果たす番。これは、あの人との諍いさかいの切きっ掛かけをつくった、わたしの戦いだもの！」

「おまえ……」

「それに言っていたでしょう？　いつかはバレるって。きっと、それが今なんだわ」

「……ったく、ずいぶん短い、いつかだったな」

「本当ね」

　少し寂さびしげに微ほほ笑えむ少女。ダウトはそっとゴングを取り出すと、それを打ち鳴らした。

　乾かわいた音色とともに、咆ほう哮こうが上がる。

「──しゃあああああああっ!!　盛り上がってきたぜええぇぇっ!!」

　戦せん鬼きと化したノーリーンは獲え物ものを定め、矢や弾だまのように疾しつ走そうしていった。




　意外な伏ふく兵へいの登場は、敵味方を問わず、皆みなを驚きよう愕がくの渦うずに巻き込んだ。

「速そつ攻こうで沈しずめてやんぞ！　キンタ〇ピーキラキラ野や郎ろうがああぁぁっ!!」

　豹ひよう変へんした見習い娘むすめに、さしものジョバンニも明らかに怯ひるんでいた。

　戦いにおいて、僅わずかでも相手に恐きよう怖ふしてしまった場合、そのまま趨すう勢せいに直結することが多い。

　スピードに乗ったノーリーンは、勢いよく跳ちよう躍やくする。宙で体を捻ひねり、体重の乗った蹴けり──ドロップキックを繰くり出だした。

　直ちよく撃げきの寸前でガードこそされたが、手て練だれの敵を大きく弾はじき飛とばす。

　そして着地するや否いなや、すばやく獣けもののように転がって動き、相手の退路を完全に塞ふさいだ。

「なっ、何だこいつ？　まるで別人じゃないか……!?」

　ジョバンニの息が荒あらい。本能的に感じ取ったのだろう。目の前の少女が、自分を凌しのぐ戦士であることを。そのためか、対者が丸まる腰ごしの娘むすめであろうと、彼には油断も躊躇ためらいも見られない。

　剣けんを上段に構えてじりじり迫せまると、絶ぜつ妙みような間合いで刃やいばを振ふり下ろしてきた。

　凄せい惨さんな血しぶきが上がる……そう多くの者が思ったに違ちがいない。だが──。

「化け物め……！」

　攻こう撃げきした側が震ふるえる声を漏もらす。振ふり下ろされた剣けんは、ノーリーンの頭上僅わずかのところで制止していた。彼女が両の掌てのひらで刀身を挟はさみ込み、完全に勢いを殺してしまったのだ。

　──真しん剣けん白しら刃は取り。

　やはり、とんでもない戦せん闘とうセンスだと、ダウトは舌を巻く。

「憤フン我ガああぁぁ──っ!!」

　気合い一発。荒あらぶる見習い娘むすめは、体たい軀くに勝まさる男を蹴けり飛ばした。

　あまりの衝しよう撃げきに堪たえ切れず、彼は武器を手放し、尻しり餅もちをつく。

　奪うばい取とった剣けんを捨てた戦せん鬼きは、追つい撃げきとばかりに襲おそい掛かかる。座り込んだ獲え物ものの背後を取ると、首に右みぎ腕うでを回し、左手で後頭部を押し絞しめた。

「スリーパー・ホールドか！　極きめやがったな、あいつ……」

　ダウトは、彼女の勝利を確信する──しかしその矢先、背筋に冷たいものが走はしり抜ぬけた。苦しみながらも詐さ欺ぎ師が口角を上げたのだ。相手の企たくらみを悟さとり、咄とつ嗟さに瞼まぶたを閉じながら叫さけぶ。

「目を塞ふさげ、ノーリーン────」

「────光、あれぇぇっ!!」

　紙一重で警告は間に合わなかった。彼女が目を瞑つぶるより早く、絞しぼり出だすように声を発したジョバンニは、自身を光源として最大出力で《光輝燦然フラツシユ・ライト》を放ったのである。こんなものを至近距きよ離りでやられて無事で済むわけがない。

「うあああああああああっ!!」

　堪たまらず技わざを解き、両目を押さえて悶もん絶ぜつするノーリーン。

　武装神官達も巻まき添ぞえを喰くらい、目を覆おおい悲鳴を上げている。

　起死回生の一手を打ったジョバンニは、咳せき込みながら、顎あごまで伝う冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

「ヒヤリとしたよ。さっきのは《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》か？　ただの騙だましやすい小ガ娘キだと侮あなどっていたけど違ちがったみたいだ。……おまえ、特オー殊バー技・ス能キルに恵めぐまれた天才だったんだね？」

　そう言いながら立ち上がると、悶もだえる相手の頭を蹴けり飛ばした。

　いくら彼女でも、視界を奪うばわれていては為す術すべがない。衝しよう撃げきをまともに受け、倒たおれ込んでしまう。そして続けざまに、容よう赦しやない蹴けりが腹にお見み舞まいされた。ゴホッと、体を丸めて吐と血けつする。

「一つ教えてやるよ。ぼくは、おまえら天才が大っ嫌いなんだ！　神だか運命だか知らないが、おまえらはそういったものに依え怙こ贔屓ひいきされ、最高クラスの特オー殊バー技・ス能キルを開花させている。さぞかし、いい気分で人生を謳おう歌かしてきたんだろうね？」

　執しつ拗ような攻こう撃げきはやまない。二に撃げき、三さん撃げきと、非情な蹴けりが小さな体に炸さく裂れつしてゆく。

「それに引ひき換かえ、ぼくのショボい特オー殊バー技・ス能キルは何だ？　まるで道化ハーレクインじゃないか、不公平にも程ほどがある！　ぼくは人気者になりたかった。一流の冒ぼう険けん者になって輝かがやきたかった！　なのに!!」

　怒ど声せいと共に大きく蹴けり上げられ、ノーリーンは宙を浮ういて転がった。

　苦しげに呼吸する彼女を見れば、すでに《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》が解除されていることは容易に知れる。暗くら闇やみの中で無む慈じ悲ひな攻こう撃げきに晒さらされるうち、恐きよう怖ふと苦痛で戦意を削そがれてしまったのだ。

　ジョバンニもまた、興奮と疲ひ労ろうで息を荒あらげていた。そろそろ終わりにしようと思ったのか、落ちていた宝ほう剣けんを拾い上げると、その切っ先を倒たおれ伏ふす少女の胸に当てがった。

「じゃあね天才。凡ぼん人じんの手で、お星様にされる気分ってのは、どういうものなんだろうね」

　残ざん酷こくに言い放ち、ジョバンニは手に力を込こめる────が、剣けんはピクリとも動かない。

　さすがに変だと思ったのだろう、彼は自分の腕うでを見やる。すると──。

「な、何だ、これは!?」

　腕うでには、幾いく重えにも鎖くさりが巻き付いていた。音もなく、前まえ触ぶれもなく、いつの間にか鎖くさりは出現し、利きき手てとその剣けんを巻き取っていたのだ。懸けん命めいに外そうとしても、びくともしない。

「──悪いな、手を出して。おまえさんの戦いだってのは百も承知なんだが、やっぱこれ以上は見過ごせねえよ」

　靴くつ音おとが、ゆっくりとノーリーンに近寄ってくる。

　視界を失っている彼女に、その姿は見えない。だが、聞こえてくる足音と声が、誰だれのものであるかはすぐに理解できたようだ。口元が薄うつすらと微ほほ笑えむ。

「ダウトさん……」

「文句は後でいくらでも聞くさ。おまえさん、すげえ頑がん張ばってたもんな。……だからよ、ここからは大人に任せてくれないか」

　見習い娘むすめの肩かたと膝ひざに両手を回し、優やさしく抱だき上あげる。橋を挟はさんだ南岸には、癒いやし隊が控ひかえているはずだ。きっと大事には至らない。

　一方、ジョバンニは気が気でなかった。無理もない。再び天敵が邪じや魔まをしに現れたのだから。

「……鑑かん定てい士し！　この鎖くさりも貴様の仕業か？　ふざけた真ま似ねを──」

　言いながら迫せまってこようとした彼の足に、またしても鎖くさりが絡からみつき、動きを阻そ害がいする。

「くそっ……この妙みような鎖くさりは、何だというんだ!?」

「分かってんだろ？　天才だの凡ぼん人じんだのと、散々吠ほえ散らかしていたんだからな。ノーリーンこいつの苦く悩のうを少しも考えようとせず、月並みな言葉で括くくりやがって」

「まさか、この鎖くさりは貴様の特オー殊バー技・ス能キル!?」

「そうさ。鑑かん定てい士しふぜいが特オー殊バー技・ス能キルを開花させているとは思わなかったかい？　でも見覚えがあんだろ？　大だい神しん殿でんであんたが大おお威い張ばりしていた時も、そいつが巻き付いていたはずだ」

　そう、ジョバンニがダウトと初めて出会った日、曖あい昧まい模も糊ことした〝ニッポン〟の知識を非難された際にも、いつの間にかこの鎖くさりと同様の物が腕うでに巻き付いていたことがあった。

「あ、あの時の!?　貴様、今までこんな力を隠かくしていたのか……！」

「隠かくしていたわけじゃねえよ。俺の特オー殊バー技・ス能キルが本来の力を発揮するには、面めん倒どうな前提条件をパスしなきゃならねえだけさ。そもそもその鎖くさりは、視界内の標的が虚きよ偽ぎによって急激に生じさせる、血圧や心しん拍ぱく数の上じよう昇しよう、呼吸や声調の異常、体内を流れる微び量りような魔ま力りよくの乱れ、そうした内面の変化に反応して、はじめて実体化できる代しろ物ものだ」

　何を言われているのか理解不能なようで、ニセ勇者が眉まゆを寄せる。

「言い直せば、噓うそをついた時の心の揺ゆらぎで、鎖くさりは形作られている。噓うそ発見器みたいなもんだ」

「噓うそ、発見器……だと？」

「そして、鎖くさりの拘こう束そく力と封ふう印いん力は、標的の心の揺ゆらぎに比例する。噓うそを暴かれた時の恐きよう怖ふ心と、後ろめたさってのは、その揺ゆらぎを最高潮にしてくれるのさ。つまり、あんたを縛しばり付つけているのは、ほかならぬあんた自身ってことだよ」

「何だそれは!?　そんなふざけた特オー殊バー技・ス能キルが──ぐぅ！」

　さらに浸しん食しよくした鎖くさりが、彼の体を雁がん字じ搦がらめにしてしまった。そして胸むな元もとに、錠じようがおろされる。

「ふざけた特オー殊バー技・ス能キルか、俺も同感だよ。あんたの言う天才には程ほど遠とおい能力だ。でもな、ニセ勇者を相手取るだけなら、お誂あつらえ向むきの特オー殊バー技・ス能キルだと自負してるんだぜ。この《贋者の枷ライアー・バインド》は！」

「……ぐうう、いい気になるなよ！」

　鎖くさりの中で、ジョバンニは最後の抵てい抗こうを試みる。いくら嘲あざけられようと、劣れつ等とう感の大元であろうと、《光輝燦然フラツシユ・ライト》は文字どおり彼にとっての光明だ。どんな危機に瀕ひんした時も、その輝かがやきは常に自身を救ってきた。だから、この危地にあって叫さけぶのだ。憎にくき天敵の目を焼やき払はらうために。

「光あれぇぇぇぇ────っ!!」

　ところが、その声に光は応えない。いつもの眩まばゆい輝かがやきが発現しないのだ。
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「どうして──!?」

「一ひと癖くせも二ふた癖くせもある精神系能力を舐なめんなよ。《贋者の枷ライアー・バインド》はその力が最高レベルに達した時、錠じようをおろし、相手の特オー殊バー技・ス能キルを半永久的に封ふう印いんする。言っただろ、鎖くさりの拘こう束そく力と封ふう印いん力はあんた次し第だいだってな。どんなに強がろうが、内心では無自覚な後ろめたさがある証しよう拠こだ」

　巻き付いていた鎖くさりや錠じよう前まえが、徐じよ々じよに黒い粒つぶと化し霧む散さんしてゆく。体の自由は戻もどったが、彼の胸むな元もとには黒い鍵かぎ穴あなのような刻タト印ウーが残されていた。封ふう印いんの証あかしを示すかのように。

「教えてくれ……ぼくはもう《光輝燦然フラツシユ・ライト》が使えないのか？」

「そのとおりだ」

「嫌いやだ……」

　ジョバンニは、しきりに首を横に振ふる。

「嫌いやだよ！　ぼくの輝かがやきを返せ！　返してよぉ!!」

「そいつは無理な相談だ」

　ダウトは、ノーリーンを抱だきかかえながら、哀あわれな詐さ欺ぎ師に背を向けた。

「なにしろあんたの輝かがやきは、とっくの昔に燻くすぶっちまってたんだからな。人を騙だましても構わねえって、自分を正当化した時によ」

　かつて、自らを道化ハーレクインだと嘆なげいた男は、さらなる後こう悔かいの海に落ちた。今はただ、子供のように泣き喚わめくばかりである。








◇◆結◆◇　ヒカリアレ






　神しん殿でん会議──それは、アウラ教団の各神しん殿でんの長である司祭と、中ちゆう枢すうたる教きよう王おう庁ちように在ざい籍せきしている司教のすべてが集つどう会である。

　主に、教団内の意志統一をはかり、教王への具ぐ申しんをまとめる場なのだが、その性質上、査問の様相を呈ていすることも多い。

「──私の責任を問う皆みな様さまの声も、よく分かります。確かに、私は勇者を自じ称しようしたジョバンニという男に翻ほん弄ろうされました」

　会議の席で矢や面おもてに立たされているのは司祭のサミエルだ。詐さ欺ぎ被ひ害がい者とはいえ、独断で武装神官の兵団を国境まで動かし、世間を騒さわがせてしまったのである。国際問題にも発展しかねない以上、その責は無視できない。立場上、糾きゆう弾だんされるのも仕方がないことなのだ──と、普ふ通つうは思うだろう。だが、この男は違ちがう。微み塵じんもそうは思わない。

「ですが！　努ゆめ々ゆめ忘れないでいただきたい！　近年、七王国ではオレ勇者詐さ欺ぎの被ひ害がい件数が急増し、その手口も巧こう妙みようかつ悪質なものになっているということを！　そして、そんな連中の標的になりながらも、我が大だい神しん殿でんからは、銅貨一枚騙だまし取とられなかったという事実を！」

　動どう揺ようの声が室内に広がった。列席者の中には、決まり悪そうに俯うつむく者達もいる。彼らは、多額の金品を騙だまし取とられた神しん殿でんの司祭であろう。

「なぜ、我が大だい神しん殿でんにそれが可能であったかは、言うに及およびません。はじめからジョバンニめを訝いぶかしんでいた私は、直ちに勇者を鑑かん定ていする男……言わば、勇者鑑かん定てい士しの協力を取り付け、被ひ害がいを最小限に押し留とどめたのです！　これも、我が人脈と、警けい戒かい心あってこその成果！」

「しかしですな、そう人を疑ってかかるというのは、聖職者としていかがなものか？」

　批判的な意見が飛び出すと、サミエルは人差し指を立て、左右に振ふった。

「そんな吞のん気きなことを申されていては、あっという間に詐さ欺ぎ師どもの餌え食じきですぞ。骨までしゃぶりつくされましょう」

　ほかに否定的な声は上がらなかった。未いまだ、オレ勇者詐さ欺ぎと無む縁えんの面々とて、平静ではいられまい。これはもはや対岸の火事ではなく、明日の我が身かもしれないのだから。

　巨きよ漢かんの司祭は語気鋭するどく言い放つ。

「私は愚ぐ考こうします。詐さ欺ぎ被ひ害がいの責任者を罰ばつするより前に、その苦い経験を教団の教訓とすることこそ肝かん要ようだと。それでも私を罰ばつしたいというのなら、どうぞご随ずい意いに。だが、私は最後までこう叫さけび続けるでしょう──ストップ詐さ欺ぎ被ひ害がい！　私は絶対に騙だまされない！」

　釈しやく明めい……いや、演説を終えると、拍はく手しゆが鳴った。一つ、二つ、拍はく手しゆの波は室内全体に広がってゆく。熱い言葉が共感を得たのだ。

　サミエルは、列席者達に深く一礼する。伏ふせた汗あせだらけの顔には、してやったりとばかりの邪じや悪あくな笑えみが浮うかんでいたが、それを目にできた者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。

　勢いよく顔を上げた腹黒司祭は、両りよう腕うでを大きく広げて高々に宣言する。

「皆みな様さまのご賛同を得られたこの場をお借りし、私は神の忠実なる使徒として提唱致いたしたく思います──ニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンを！」

　再び、会議の席は拍はく手しゆに包まれた。




　河口の街コミューンの朝は早い。

　集まった商人達は皆みな、マーケットで一ひと稼かせぎしようと、露ろ店てんの準備に余念がないのである。

　そしてこの男もまた、しばらく空けていた持ち場に敷しき物ものを広げ、面めん倒どう臭くさそうに露ろ店てんの再開に取とり掛かかっていた。

「あれ？　ダウト氏？」

　もう準備も終わろうかという頃ころ、声を掛かけられた。

　ダウトが振ふり向むいてみると、見知った太たい鼓こ腹ばらの若者が、こちらに驚おどろき顔を向けている。

「よお、先せん輩ぱい」

「びっくりしたぁ。あの日以来、戻もどってこないんだもん。てっきり廃はい業ぎようしたのかと思ったよ」

「ちと、急な仕事が入ってね。そっちに掛かかりきりだったのさ。ここの配置の契けい約やくは今日までなんでな。たった一日になっちまうが、またよろしく頼たのむよ」

　先せん輩ぱいは人ひと懐なつこい笑えみで「こちらこそ」と、返してくれた。

　準備を終えてしばらくするうちに、マーケットが開場となる。

　もはや恒こう例れいの光景。押し寄せる人の波、長ちよう蛇だの列、そして神の奇き跡せき。相変わらずダウトの露ろ店てんには、人海が割れたように客が寄りつかない。

　もっとも、閑かん古こ鳥どりが鳴いているのは隣となりも同じようで、二人揃そろって苦笑いを交かわしてしまう。

「いやぁ、毎日こう同じ状じよう況きようが続くと、さすがにヘコんじゃいそうだよ。おいらも、もっと商人として名前を売らなきゃいけない、ってことかもね」

「そういや、まだ名前聞いてなかったな」

「言ってなかったっけ？　おいらは──」

　名乗りかけたところで先せん輩ぱいが口を噤つぐむ。急に血の気を失うと、震ふるえる目でこちらを……いや、こちらの露ろ店てんの前に立った客を見た。

　そこにいたのは、肩かたの辺りまで伸のびた金きん髪ぱつを揺ゆらす、神官服姿の小こ柄がらな少女だ。

　彼が恐きよう怖ふするのも仕方ない。いつぞやの乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを思い出してしまったのだろう。

　しかしダウトは、珍ちん客きやくを歓かん迎げいするように微ほほ笑えんで、腰こしを上げる。

「場所を変えた方がいいかい？」

　開口一番の質問に、ノーリーンは申し訳なさそうに首を縦に振ふった。




　街外れの河沿いには、程ほどよい傾けい斜しやの土ど堤てがある。一休みするのに、ちょうどよい角度なのだ。

　ダウトは、野草で敷しき詰つめられた斜しや面めんに横たわると、頭の後ろで両手を組んだ。

　ノーリーンもそれに倣ならうかと思いきや、さすがに寝ね転ころがるのは女子として抵てい抗こうがあったようで、その傍かたわらに腰こしを下ろして膝ひざを抱かかえる。

「──捕つかまったジョバンニさん、ダウトさんに言われたこと、相当こたえたみたい。この前、わたしにも謝ってくださって……。きっと、贖しよく罪ざいの道を探されているのではないかしら。ご自身の本当の輝かがやきを取とり戻もどすために」

　嬉うれしそうに話す見習い娘むすめに、ダウトは「そうかい」と、ぶっきらぼうに返事をした。

「詐さ欺ぎ事件についても、積極的に証言してくださっているようなのだけれど、結局のところ共犯者と目される死霊魔術師ネクロマンサーは、どこの誰だれかも分からないままで……」

「あん？　あいつ、洗いざらいゲロってんじゃないのかよ？」

「相手の素す性じようを知らないそうなの。〝ニッポン〟の知識も、その人物から『異世界手しゆ稿こう』という見慣れない書物を手て渡わたされて学んだそうだわ」

「何だそりゃ？　それで、その手しゆ稿こうは回収できたのかい？」

「いいえ。手しゆ稿こうの内容を覚えたら焼しよう却きやくするよう指示されていたとかで、もう無いそうだわ」

「……なるほど、テメェの痕こん跡せきは消しておこうってわけか。ジョバンニに知識を与あたえて詐さ欺ぎを実行させ、裏で手を貸しながらも、高みの見物を決め込むとはね。まるで、勇者贋作師フエイク・メーカーだな」

「勇者贋作師フエイク・メーカー……。確かに、その呼こ称しようがぴったりくるわ」

「老ろう獪かいな人物像が浮うかぶが、一体どんな顔した奴やつだったんだ？」

「証言によると、瘦やせた老人だったみたい。でも、神官の先せん輩ぱい方がたの中には、投とう獄ごくした取り巻きさんの中にこそ、勇者贋作師フエイク・メーカーがいるのではと疑っている方々もいて……」

「そりゃ見けん当とう違ちがいだな。あの取り巻き達は、ただのならず者だろ？」

「ええ。皆みなさん元冒ぼう険けん者で、お金に困っていたところをジョバンニさんに雇やとわれたそうだわ」

「そんなトコだろうと思ったぜ。連中には荷が勝ちすぎている」

「同感だわ。あれほどの数の死し骸がいを操あやつる人物が、簡単にわたしにやられるとは思えないもの」

「……そうだな。おまえさんも大した腕うでっ節ぷしだと思うが、向こうも相当だろうぜ。軍団規模の一いつ斉せい操作となると、勇者贋作師フエイク・メーカーは《上位死霊魔術行使ハイ・ネクロマンシー》を開花させていると見ていい」

　ノーリーンが息を吞のむ。上位の術者を敵に回していたなんて、にわかに受け入れ難がたいに違ちがいない。詐さ欺ぎ事件の陰かげに、とんでもない奴やつが潜ひそんでいたものだ。

「正直、ゾッとする話だわ。ダウトさんが死し霊りよう魔ま術じゆつにまで詳くわしいことにも驚おどろいたけれど……」

「昔、死霊魔術師ネクロマンサーの知り合いに手を焼かされてね。自おのずと詳くわしくなっちまっただけさ。誰だれかに関わることで知識ってのは増えるもんだよ。〝ニッポン〟についても似たようなもんだ」

「そうかしら。あれだけ〝ニッポン〟に詳くわしいのは、別の理由だと思うのだけれど……」

　小声で疑念を呈ていしたかと思うと、彼女は意を決したように、大きな瞳ひとみを向けてくる。

「思い切ってお尋たずねします。ダウトさんこそ、異世界からいらした勇者様ではないのかしら？」

　唐とう突とつな質問に、目が皿のようになった。程ほどなくして、堪こらえ切れずに呵か々か大たい笑しようしてしまう。

「何だそりゃ、突とつ拍ぴよう子しもないな？」

「だ、だって、あれだけ〝ニッポン〟に精通されているのだもの」

「ただの受け売りだよ。昔、耳にタコができるほど延々と聞かされてきたから、詳くわしくなっただけだ。とんだ物好きと、互たがいに教え合いっこする妙みような約束をしちまったせいでな」

　どれだけ時を経ても、ダウトはその約束を鮮せん明めいに思い出せる──。




「──なら、こうしようよ。キミがこの世界のことを一つ、ボクが理解できるまで教えてくれたら、お返しにボクも一つ、キミが理解するまで教えるから。ボクが暮らした世界のことを」




　栗くり色いろの髪かみをした天てん真しん爛らん漫まんな異い邦ほう人と交かわした、このおかしな約束は、何年にも渡わたって守られ続けてきた。別べつ離りに至る、その瞬しゆん間かんが訪おとずれるまで。

「…………ねえ、ダウトさん？　聞いているのかしら？　ねえ？」

　気が付けば、膨ふくれっ面つらのノーリーンに顔を覗のぞき込まれていた。

「おっと悪わりぃ、少しぼうっとしてた。何の話だっけ？」

「もう。あなたが勇者様ではないのかと、お訊ききしていたところだわ」

「だから、んなわけねえって言ってんだろ。だいたい、俺の特オー殊バー技・ス能キルは一つだけだよ」

「でも、凄すさまじい特オー殊バー技・ス能キルだわ」

「おいおい、そいつは過大評価しすぎだ。《贋者の枷ライアー・バインド》は相手を選ぶ。現におまえさんには、まったく通用しなかったんだぜ？」

「はい？　わたし、そんなことされた覚えはないけれど……」

「マーケットでおまえさんに首を絞しめられた時、抵てい抗こうしようとして咄とつ嗟さに使ったんだよ。相手は大金を持ってた汚きたない身なりの小こ娘むすめだ。噓うその一つや二つはついているだろうって高を括くくってな。でも結果は知ってのとおりさ。おまえさんに仕し掛かけても、鎖くさりは欠片かけらほども出現しなかった。当然だよな、愚ぐ直ちよくなおまえさんは、すべて正直に話していたんだから」

　そう、《贋者の枷ライアー・バインド》には明確な弱点がある。正直者を相手取ると無力に等しいのだ。知性の低い動物や怪かい物ぶつも同様である。そして、危険な敵が必ずしも噓うそつきとは限らないから恐おそろしい。

「納なつ得とくしたかい？　はみ出し者を捕つかまえてバカを言ってるヒマがあるなら、自分の心配をしたらどうだ？　大だい丈じよう夫ぶなのか、おまえさん？」

　いきなり自身のことに話を振ふられ、戸と惑まどうノーリーン。

「お、お陰かげ様さまで！　視力の快復に少々時間は掛かかったけれど、もう大だい丈じよう夫ぶです。それに痛めていた肋ろつ骨こつも、施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーの皆みなさんのおかげで、ほらこのとおり！」

　言って、両りよう腕うででガッツポーズをした。

「でも意外だわ。ダウトさんが、わたしの身を案じてくれるなんて。雨でも降るのかしら」

「調子に乗るな」

　増長娘むすめの額を指で弾はじいてやる。「あいた！」と、短い悲鳴が上がった。

「俺が訊きいたのは、体のことじゃねえ。丈じよう夫ぶだけが取とり柄えの脳味噌筋肉ノーキンに、体の心配をするか」

「なあっ!?」

　彼女は顔を真っ赤にすると、勢いよく立ち上がって怒いかりを露あらわにする。

「相変わらず、デリカシーがない人だわ！　なら、一体何を訊きこうとしたって言うの？」

「おまえさんの立場について、だよ。《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のこと教団の連中に知られたんだろ？」

　思うところがあるのか、ノーリーンは急にしおらしくなると、言葉を選ぶようにして答える。

「……皆みなさん、やはり驚おどろかれていたけれど、酷ひどいことを言ってくる方はいなかったわ」

「へえ。おまえさんを取り巻く環かん境きようが、変わるようなことはなかったのかい？」

「変わったと言えば、いつも雑用を頼たのんでくる先せん輩ぱいが何も言ってこなくなったことかしら」

　微ほほ笑えましい回答に、「そりゃ大きな変化だ」と白い歯を見せて返した。つられて彼女も顔を綻ほころばせる。

「それで、サミエルの奴やつは、何て言ってる？」

「お師様は……聖騎士パラデインを目指してみてはどうかとお勧すすめくださったわ。でも、丁てい重ちようにお断りしたの。教王猊げい下かの近この衛えであらせられる聖騎士パラデインが、立派なお役目であることは承知しています。でもわたしは、迷える人々のすぐ傍そばで寄より添そうことができる身近な神官になりたいから……。わたしの選せん択たく、おかしいかしら？」

　そう尋たずねられ、ダウトはどこか満足そうな顔で返す。

「いいんじゃねえの。向き不向き、好すき嫌きらい、人間には色々あるけどよ。常に賢かしこい道を選ぶ必要はないと思うぜ」

「……ありがとう」

「進路相談の礼なら結構だ。どうしても、ってんなら相談料を置いてけよ」

　軽口を叩たたきながら立ち上がる。マントについた草をはたき落とし、「そろそろ戻もどるわ」と別れを告げ、見習い娘むすめに背を向けた。

　来た道を引き返すように市場へ向かって歩き始めると、背中越ごしに彼女の声が聞こえてくる。

「また力を貸してくださいね！　お師様の提唱で、教団は、ニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンを始めました。きっとダウトさんの協力が必要になるわ！」

「──そんな滑こつ稽けいなキャンペーンなんざ関係なく、ニセ勇者どもは根こそぎ潰つぶしてやるよ」

「えっ？」

　振ふり向むきもせず、険の籠こもった低い声で言ったため、聞き取れなかったのだろう。

　聞き返してきた彼女に、ヒラヒラと手を振ふって応える。

「何でもねえよ、またな」

　その別れの言葉を肯こう定ていと取ったようで、ノーリーンは満面に笑えみを湛たたえて踵きびすを返かえした。こちらに背を向け、真逆の方向へと歩き出す。しっかりとした足取りで。

　去り行く少女を肩かた越ごしに眺ながめ、ダウトはそっと呟つぶやいた。

　愚ぐ者しやの道にこそ光あれ──と。





Episode：01　　Fin.

























◇◆序◆◇　大予言






　領主の城には、塔とうに閉じ込められた予言者がいる──。

　その噂うわさがまことしやかに囁ささやかれてきたのは、トリニティ王国の山間部、ヴィンセント地方だ。

　丘おかの頂には、この地を領する伯はく爵しやく家の居城が建っており、件くだんの塔とうは、その城内にある。

　曰いわく付つきの寂さびしげな塔とうを訪おとずれる者など、普ふ段だんは家人くらいだろう。だが、今日は違ちがっていた。

　東の城門より使用人に招かれ、塔とうの扉とびらの前に立ったのは、法ほう衣えを纏まとった髯ひげ面づらの大男──サミエル・フランシス、その人である。

　扉とびらを叩たたき、声を掛かける。この塔とうに住む予言者である、伯はく爵しやく家の令れい嬢じように。

「先日お目めに掛かかりました、アウラ教団の司祭、サミエルでございます。急にお訪ねしたご無礼、ひらにご容よう赦しやください、ネージュお嬢じよう様さま」

「──お入りください。そろそろいらっしゃる頃ころではないかと思っていました」

　落おち着つき払はらった声が返ってきたので、「失礼します」と断ってから、扉とびらを潜くぐる。

　ここを訪おとずれるのは二度目であった。カーテンを張はり巡めぐらせた塔とう内は以前と変わらない。占うらないの館さながらである。そして、この塔とうの主の姿は、巻貝のように伸のびた螺ら旋せん階段にあった。

　丈たけが短い深しん紅くのヴィンテージドレスを纏まとい、耳から頭の後ろをベールで覆おおった美しい娘むすめが、階段を一歩一歩下りてくる。少女然としたあどけなさを顔立ちに残しながらも、なんと見事なプロポーションであろうか。豊満な胸と長い脚あしは、異性の目を釘くぎ付づけにしてしまうだろう。

　腰こしの辺りまで伸のびた薄うす桃もも色いろのふわりとした長ちよう髪はつが、彼女の歩みに合わせて艶なまめかしく揺ゆれた。

　──まだ御おん年とし十七だと聞いているが、相変わらず何という蠱こ惑わく的な美しさか。

　その美び貌ぼうに、聖職者としてあるまじき邪じや念ねんを抱いだくも、それをおくびにも出さない。すかさず彼女の足元に滑すべり込むと、お得意の〝ジャパニーズ・ドゲザ〟を披ひ露ろうする。

「このサミエル、一生の不覚！　以前、お嬢じよう様さまより賜たまわった予言を軽かろんじ、たいそうな失礼を致いたしました。何なに卒とぞお許しください！　貴女あなた様の特オー殊バー技・ス能キルは真まことのものでございました！」

「あら、やっぱり災難に見み舞まわれたんですね……勇者を騙かたる悪あしき者によって」

「はい。予言のとおりでした。ニセ勇者に翻ほん弄ろうされた我々は、勇者鑑かん定てい士しを雇やとうことで、辛からくも窮きゆう地ちを脱だつした次し第だいでして……。予言を信じていれば、より早く手を打てたというのに」

「それはご苦労様。本日はわざわざ謝罪しにいらしたんですか？」

「恐おそれながら、こうしてお詫わびさせていただき、つきましては今一度、私めの未来を視みてくださればと、まかり越こしました。私めの立身出世が司教に……ひいては、教王に至るか否いなかを」

　虫がいいのは百も承知している。足あし蹴げにされても仕方あるまいと覚かく悟ごしていたが、予想に反し、白い手が差さし伸のべられた。これ幸いとばかり、縋すがるようにその手を取って立ち上がる。

「痛み入りまする。お嬢じよう様さまのご慈じ悲ひ、生しよう涯がい忘れませぬ」

「未来を知りたいとお望みなら、行きましょう。歌と踊おどりと大予言のステージへ」

「え？　何ですと？」

　一方的に言って手を離すと、彼女は幕のように垂れ下がるカーテンの向こうへと身を翻ひるがえした。

　突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとしてしまう。するとカーテンの隙すき間まから顔を覗のぞかせたネージュが、悪いた戯ずらっぽく笑う。

「ほらほら、こっちですよ、ユニークな髪かみ型がたの司祭様」

「お、お嬢じよう様さま、ユニークではありませぬぞ！　この髪かみ型がたは信心の証あかしで──」

　我に返って後を追うと、彼女はクスクスと笑いながら扉とびらを抜ぬけ、屋外へと向かう。

　まるで妖よう精せいか悪あく魔まに惑まどわされているようだ。それでも司祭は、その背中を追うよりなかった。




　昼下がりの陽光の下、ネージュは弾はずむような足取りで西へと歩いてゆく。

　──塔とうから一歩も出ないと噂うわさで聞いていたが、間ま違ちがいだったのだろうか。そう疑問を抱いだきながら前庭アプローチまでついてきたサミエルは、その光景を目にして「何だこれは!?」と唸うなってしまう。

　西側の城門の前には、立派なステージが設営されていたのだ。

　舞ぶ台たいに目をやれば、白い仮面を被かぶり、黒いクロークに身を包んだ不気味な楽団が座している。そして舞ぶ台たい前には、大勢の人だかり。軽く百人以上集まっているのではあるまいか。

「これが、歌と踊おどりと大予言のステージ。〝ニッポン〟でいう〝ナマ・ライブ〟です」

　啞あ然ぜんとする司祭にそう言い残すと、彼女は舞ぶ台たいの上に駆かけ上あがってゆく。

「皆みなさ～ん、集まってくれてありがとう～！」

　大衆に向かい、手を振ふって挨あい拶さつしただけで、割れんばかりの歓かん声せいが上がった。

「今日の〝ナマ・ライブ〟は、スペシャル・ゲストをお迎むかえしています。なんと、アウラ教団が誇ほこる高徳な司祭、サミエル・フランシス様で～す！　はりきって、どうぞ！」

　紹しよう介かいされた以上逃にげるわけにもいかず、当とう惑わくしながら舞ぶ台たい上へと向かった。

「司祭様ったら、はじめは素しろ人うとの予言なんて馬鹿々々しいって言って、未来予知の特オー殊バー技・ス能キルを信じてくれなかったんですよ。ブーブー」

　口を尖とがらせて拗すねる仕草をすると、集まった人々からも「ブーブー」と野次が飛ぶ。

「でもさっき、ご自分の過あやまちを認め、謝罪してくださいました。気持ちが伝わるって素す敵てきですね。これも、熱心に応おう援えんしてくださってる自警団フアン・クラブの皆みなさんのおかげです。ヒューヒュー♪」

　可か愛わいらしくウィンクをする彼女を見て、観客が沸わき上あがった。

「おおっ！　ミヤビちゃんがアウラ教団の司祭に認められたっぺよ!!」

「さすが、オラ達のミヤビちゃんだべ!!」

　しばらく興奮冷めやまぬ群衆を尻しり目めに、サミエルはネージュに耳打ちする。

「あの……ミヤビ、というのは？」

　尋たずねると、彼女は形のよい胸に片手を添そえて答える。

「この魂たましいの真ま名なです。正確には、前世の名と言うべきでしょうか」

「ぜ、前世……ですと？」

「はい。実は、ネージュとして生を受ける前の記き憶おくがあるんです。〝ニッポン〟で五十人近い同どう胞ほう達とセンターを求めて争い、しのぎを削けずってきた──〝アイドル〟のミヤビとしての記き憶おくが」

　サミエルの額から脂あぶら汗あせが噴ふき出だした。ついこの前も感じた悪お寒かん。全身に鳥とり肌はだが立つ。

「自警団フアン・クラブの方々はご存知のことだから、司祭様にも打ち明けちゃいますね。実は先日、大予言をしたんです。ある人物が勇者となり、闇やみの軍勢を討うつ未来を視みてしまったので……」

「そ、その人物とは、一体？」

　愚ぐ問もんだった。案の定、無む邪じや気きな笑え顔がおで、両手の人差し指を自身の頰ほおに当てる。

「もちろん、ミヤビちゃんです☆」

「あ……貴女あなたという女ひ性とは、何と畏おそれ多おおいことを……」

　ネージュ──いや、ミヤビと名乗った女は、唐とう突とつに両手の指でハートマークを象かたどると、そこを覗のぞき込むように、鋭するどい目を向けてきた。

「さて、司祭様の未来ですが……これはいけません。立身出世どころか、失しつ脚きやくしますね」

「げえっ!?」

「でも大だい丈じよう夫ぶ。勇者の導き手になれば、未来は大きく変わりますよ。名声もほしいままです」

「ゆ、勇者の導き手……この、私が？」

「ええ。そうなるために、教団の要職に就つく者としての責務をまっとうしてください。真の勇者が誰だれなのか、大々的にお認めになられることでね」

　彼女は不敵な笑えみでそう告げると、短く呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　瞬しゆん間かん、足元につむじ風が巻き起こった。スタイルのいい体が浮うき上あがり、そのまま宙を自在に舞まう。再び、喝かつ采さいが響ひびき渡わたった。

　天空の踊おどり子こを見上げるサミエルは、驚おどろきを禁じ得ない。

「……何たること、あの空を飛ぶ魔ま法ほうは《四大元素魔法ソーサリー》なのか!?」

　地水火風に属する自然現象を操あやつる《四大元素魔法ソーサリー》は、《代行神聖術ホーリー・アクト》と並んで、知力系能力を代表する特オー殊バー技・ス能キルである。それを難なく使いこなす様を、目にしてしまったのだ。

「未来予知だけでなく、二つ目の特オー殊バー技・ス能キルまで……。まさか、まさか本当に──」

　再び呪じゆ文もんを詠えい唱しようした彼女は、いくつかの炎ほのおの塊かたまりを空中に放つと、それを四散させ、鮮あざやかな真昼の花火を生み出してみせた。

「さあ、はじめましょう。未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビちゃんの〝ナマ・ライブ〟を！」

　高らかな号令で、仮面の演奏者達は、手にした楽器を一いつ斉せいに鳴らし始めた。








◇◆一◆◇　ブドウ畑でつかまえて






　果樹園の間を貫つらぬくなだらかな坂道に、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬける。

　肩かたの辺りまで伸のびた金色の髪かみを揺ゆらした風は、果実の甘い匂においを運んできて、ノーリーンの鼻をそっとくすぐった。

「わあ、ブドウのいい香り……甘くて……酸すっぱくて……それでいて……うえ、酒臭くさっ！」

　香りの中からアルコールの匂においを嗅かぎ取とり、見習い娘むすめは鼻と口を手で押さえる。そして、少し前を歩くボロマントの男に、苦情を言った。

「ダウトさん、風上に立たないでもらえるかしら。お酒の匂においまで漂ただよってくるわ」

「んだとぉ？　おまえさんこそ、俺の風下で勝手に匂におい嗅かいでんじゃねえ」

　振ふり返かえったダウトの赤ら顔を見て、彼女は溜ため息いきをつく。

「まったく。依い頼らい料の前金をあっという間に浪ろう費ひして、昼間からお酒に溺おぼれるなんて」

「うるせー、こちとら吞のまなきゃやってられねーっての」

「ヤケ飲みかしら？　何があったのか知らないけれど……」

「何も糞くそも、おまえさんと再会する前日、有り金全部、持っていかれちまったんだよ」

　ノーリーンが、ぴたりと足を止めた。

「有り金全部って……この前の鑑かん定てい料、あんなにあったのに？　一体誰だれに？」

「あの情報屋さ。あいつ、俺から根こそぎ奪うばっておきながら、溜たまったツケの完済には足りねえから、またすぐ取り立てにくるとか抜ぬかしやがった！」

「どれだけツケてたのか知らないけれど、やっぱりおっかない御お方かたなのね、情報屋さん」

「ああ、血も涙なみだもない奴やつだよ。さっきおまえさんから貰もらった前金だって、いつ取り立てられてもおかしくなかった。だから、そうなる前にワインに変えたのさ。建設的だろ？」

「わたしに同意を求められても困るわ。お酒、飲んだことないのに」

「けっ、酒の味も知らないお子ちゃまが。……だが、おまえさんだって、聞いたことくらいあるんじゃないか？　ここ、ヴィンセント地方が、国内屈くつ指しのワイン生産地だって」

「もちろんだわ。三百年前、行き場をなくした流る浪ろうの民たみが切り拓ひらいた土地だと、大だい神しん殿でんで教わったもの。ワインの原料であるブドウの苗なえ木ぎも、その民たみが持ち込んだものとされていて……」

「お、さすが神官見習い。言い伝えの類はよく知ってるじゃねえか。ここの伯はく爵しやく家は、その流る浪ろうの民たみとやらの末まつ裔えいだって言われているが、こうした伝説はたいていが後付けだ」

「後付け？　どういうことかしら？」

「まず土地ありきってことだよ。ヴィンセント地方は日照時間が長く、雨が少ない。ブドウの栽さい培ばいに最適な土地なのさ。そこに余よ所そ者ものが流れ着いて村をつくったことで、大おお袈げ裟さな言い伝えになったんだろう。でも、それだけ上等なワインってわけだぜ。金を使わないでどうする？」

「だからって、飲酒はほどほどに。お酒は飲んでも飲まれるなと、神様の教えにもあるわ」

「それ、ホントに神の教え？」

「アウラ神のお言葉です！　だって教典に載のっているもの。イッキ飲み厳禁。未成年の飲酒の禁止。加えて神様は、飲酒直後の乗馬も固く戒いましめられたと、記されているわ」

「なら、神は独創性に難ありだな。〝ニッポンどこぞ〟の飲酒マナーで聞いたことあるやつばかりだ」

「だ、だとしても、教典の戒かい律りつが治安を良くしているのは確かだわ！　ほかにも、悪ふざけで所属ギルドのイメージダウンを行うギルドテロの罰ばつ則そく化や、馬車の煽あおり運転禁止だって──」

「分かった、分かった、悪かったよ。アウラ神サイコー！　飲みすぎ、ダメ、絶対！」

　何だかなぁと思いながらも、適当な理解を示して、ムキになった相手を鎮しずめることにした。

「分かってもらえたのなら結構だわ。今後は気を付けてください。お師様も、お酒がお好きでいらっしゃるけれど、常に己おのれを厳しく律しておいでだもの」

　──そんなわけあるか。あのサミエルのことだ、弟で子しの目の無い所で酒色に耽ふけっているに違ちがいあるまい……などと考えた矢先、ふとダウトは、彼のことで耳にした話を思い出した。

「そういや、おまえさん言ってたよな？　サミエルの奴やつ、出先から帰ってこないんだって？」

「ええ」

「平和になったな、おめでとう」

　本心からの発言だったが、見習い娘むすめが頰ほおを膨ふくらませたので「冗じよう談だんだよ」と言い繕つくろっておく。

「もう、冗じよう談だんごとじゃないのに……。お師様から届いたお手紙には、ヴィンセント伯はくの御ご令れい嬢じようが、勇者様だと判明したと書かれていたのよ？　しかも、その勇者様の導き手として、お師様が選ばれて……それで聖せい都とにお戻もどりになれないの。茶化すのは失礼だわ」

「あ～、ここに来る前にも聞かされたな、その高こう尚しような話。でも茶化すも何も、俺はおまえさんから依い頼らいを受けたんだぜ？　手紙にあるお嬢じよう様さまの勇者鑑かん定ていをな」

「そ、それは、教団でニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンを実じつ施ししているからだわ。お師様のお墨すみ付つきだけでは、おいそれと勇者様だと認にん定ていするわけにはいかないという結論になったの。だから、担当のわたしがこうしてダウトさんに──」

「ん？　担当？　見習いのおまえさんが、何の担当だって？」

　訝いぶかしんで尋たずねると、彼女は何を今さらといった調子で答える。

「ダウトさんの担当に決まっているわ。キャンペーン中、あなたの正式な担当を務めるよう、見習いの身ながら内示を頂いたの」

「…………」

　また一つ、悩なやみの種が増えたような気がする。酔よいが醒さめるには充じゆう分ぶんな凶きよう報ほうだった。まだ顔は赤いし、息も酒さけ臭くさいが、もはや素面シラフと言っても差さし支つかえないのではあるまいか。

「正式な担当だってんなら、伯はく爵しやく令れい嬢じようのこと教えてくれよ。まだ聞かされてないもんでね」

「あっ、そうだったわ。ちょっと待って……」

　ノーリーンは懐ふところから手紙を取り出し、時折書面に目を落としながら語り出す。

「名前は、ネージュ・ヴィンセント様。十七歳。彼女は、自分には前世の記き憶おくがあると告白したの。その前世というのが、〝ニッポン〟に住む〝アイドル〟という好戦的な種族で──」

「待て。〝アイドル〟は種族じゃねえ。しかも、好戦的でもねえだろ」

「え？　でも、五十人近い同どう胞ほう達と、戦セン闘トーを求めて争い、しのぎを削けずったって……」

「その手紙がおかしいのか、おまえの頭がおかしいのか、どっちだ？」

　ダウトは眉まゆをひそめ、灰色がかったボサボサ髪がみを搔かく。

「まあいい、何にせよ面めん倒どうな話だぜ。その女は自じ称しよう、異世界転生者ってやつだ」

「異世界……転生者？」

「〝ニッポン〟で一生を終え、その前世の記き憶おくを持ったまま、魂たましいがこの世界に移動して生まれ変わった、と主張するのが奴やつらの特とく徴ちようだよ。連中は、ジョバンニのような自じ称しよう異世界転移者よりも質たちが悪い。身元や素す性じようを明らかにされたところで、何の痛手も受けないからな」

「あ、確かに」

「だからこそ、自じ称しよう異世界転生者の噓うそを暴こうと思ったら、特オー殊バー技・ス能キルのインチキを見破る一手に限定されちまうんだ。そのお嬢じよう様さまの特オー殊バー技・ス能キルを聞いているかい？」

「はい。彼女には二つの特オー殊バー技・ス能キルが確かく認にんされているわ。一つは知力系能力で、ランクこそ分からないけれど《四大元素魔法ソーサリー》だそうです。そしてもう一つは、未来を予知する能力」

「未来予知、だと？」

「ええ。その特オー殊バー技・ス能キルで、ご自身が勇者となり闇やみの軍勢を討うつという大予言をしたそうだわ。それで前世の名前を使って、未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ、と名乗っているとか」

「またふざけた名前を……。何が、未来型魔ま法ほう勇者ミヤビだ」

「違ちがうわ、ダウトさん。未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ様です。途と中ちゆうに、[image: ハート]が入るの」

「んな細かいの、どーでもいいわ！　だいたい最近の自じ称しよう勇者は、名前に☆とか[image: ハート]とか付けなきゃならん決まりでもあんのか？　付けなきゃ死ぬの？　ねえ？」

「わたしに怒おこられても困るわ……」

　もっともだと思いながら、ダウトはバツが悪そうに話を戻もどす。

「それで、ネージュ・ヴィンセント……いや、ミヤビってのは、何が目的だ？　ジョバンニの事件のように、教団に大金をせびってきてんのか？」

「いえ、そういうわけではないわ。伯はく爵しやく令れい嬢じようの彼女が、お金に困っているとは思えないし」

「そういやそうか。いくらトリニティ王国が祭政一いつ致ちの国家とはいえ、貴族には既き得とく権益があるもんな。ましてやヴィンセント地方は、指折りのワイン生産地だ。資産も相当なものだろう。それに確か、ヴィンセント伯はくは最近亡なくなったよな？」

「はい。去年、乗られていた船が沈しずんで亡なくなられたわ。それで遺産は、娘むすめであるミヤビ様が相続されているの。伯はく爵しやく位いは、彼女が十八歳になる一年後に授じゆ与よされるらしいけれど……」

「爵しやく位いは勝手に転がり込んでくるし、金も要いらないとなると、勇者を自じ称しようする動機が見えん」

　匙さじを投げるように言うと、ノーリーンは大きな瞳ひとみを夜空の星々のように瞬しばたたかせた。

「だからこそ、期待できるのではないかしら。きっと、今度こそ本物の勇者様に違ちがいないわ！　だって、あのお師様が見み出いだした御お方かただもの！」

「だといいが。俺から言わせれば、あのハゲが見み出いだしたからこそ胡う散さん臭くさくて仕方ないがね」

「また失礼なことを……。ああ見えて、お師様は凄すごい御お方かたなのよ。ただのハゲではないわ」

「……おまえ今、さりげなく、あいつをハゲって認めたな？」

　しまったとばかり、口を両手で押さえるノーリーン。彼女は誤ご魔ま化かすように目を泳がせた。

　すると折よく何かを見つけたようで、「あら？」と短い声を上げる。

「見て！　あの猫ねこちゃん、さっきの宿場町でも見かけた子だわ」

　見習い娘むすめが指さす後方の道みち端ばたには、確かに一匹ぴきの太った猫ねこがいた。真っ白で毛並みがよく、鈴すずのない赤い首輪を巻いており、どことなく上品な印象を受ける。

「もしかして、お腹なか空いてるのかニャ？　よしよーし、いい子いい子」

　大方、はじめはお茶を濁にごすつもりだったのだろうが、すっかり猫ねこに夢中になってしまったようだ。ローブの裾すそを折って屈かがみ込むと、貴重な保存食の干し芋いもまで与あたえている。

「この子、餌えさを貰もらえると思って、宿場町からずっとついてきちゃったのかしら？」

「いや、もっと前からだよ」

　ダウトが答えると、彼女は「え？」と驚おどろき顔で見上げてくる。

「ほら、そいつをつかまえておくのも大たい概がいにしておけ。城下に着く前に、日が暮れるぞ？」

　そう促うながしたところ、聞き分けよく立ち上がってくれたので、行く先に目を向けた。

　傾けい斜しやに並ぶ民家群と、丘おかの頂に城館が見える。そして、寂さびしげに聳そびえる石造りの塔とうも。




　ゆるい勾こう配ばいにつくられた城下の村は、ある種、異様な様相を呈ていしていた。

　田舎いなかならではの牧歌的な景観を維い持じしつつも、そこかしこに、ド派手なピンク色の横おう断だん幕まくや、幟のぼりがはためき、チラチラと目についてやまないのだ。ダウトは眉まゆ根ねを寄せてしまう。

「えーと……未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ激推しマイ・ラブ、と書かれているようだけれど……」

　頼たのんでもいないのに、幟のぼりの文字をわざわざ読み上げてくれるノーリーン。

「ほかのもあるみたいだわ。未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ爆ばく誕たんの地……それから、未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ推すい薦せんご当地ワイン……」

「ドサクサに紛まぎれて村むら興おこしかよ!?　商しよう魂こん逞たくましいな？」

　視線を周囲に転じてみると、行いき交かう村人達も珍ちん妙みような格好をしていた。頭にピンク色のバンダナを巻き、同色の派手な上着を羽織っているのだ。あたかもお揃そろいのコスチュームのように。

「ダウトさん、村の人達が着ているの〝ハッピ〟だわ！　皆みなさん、凄すごい意気込みね」

「気合い入りすぎだぜ……にしても、おまえさん〝ハッピ〟を知ってたんだな？」

「もちろん、大だい神しん殿でんで習ったもの。なにせ〝ハッピ〟は、〝ニッポン〟の祭事で用いられる伝統的な儀ぎ礼れい服なのでしょう。きっと、村のどこかで謝肉祭カーニバルが行われているのだわ」

「……さすがアウラ教団。ものの見事に、障さわりのない用よう途とだけが伝わっているな──ん？」

　皮肉の最さ中なか、そこの辻つじで露ろ店てんを開いている恰かつ幅ぷくのいい男に目が留まった。顔に見覚えがある。

「あれ？　先せん輩ぱい？」

　声を掛かけると、露ろ天てん商しようは脂あぶらの浮ういた顔を上げ、人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべた。

「おおっ、ダウト氏！　奇き遇ぐうだね！　骨こつ董とう品か何かの鑑かん定ていでこの村に？」

「まあ、そんなところだ……。あんたこそ、こんなド田舎いなかで露ろ店てん開いて、儲もうかるのかい？」

「何言ってるのさ？　この村こそ、おいらの仕入れの本ほん拠きよ地ち。いわば聖地だよ」

「聖地？　ワインの産地が？　あんたの店の商品とじゃ、ずいぶん毛色が違ちが──」

　言いかけて、ハッとなった。改めて、露ろ店てんに並んでいる品々に目を向ける。

　それは、コミューン・マーケットでも目にした蒐集品コレクターズ・アイテムの数々。だが、今回はそこに記された品名に注目せざるを得なかった。思わず、搔かっ攫さらうように人形を鷲わし摑づかみしてしまう。

「み……未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ、１／16スケールモデル……だと？」

「ちょ、ちょっと、ダウト氏？　そんなに強く握にぎり締しめないで？　ミシミシいってるから！」

「こっちのもそうか!?　未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビ等身大タペストリー!!　それに、このカツラの付いた衣い装しようはまさか……ミヤビちゃん仮コス装プレ一・セ式ツトだぁ!?　どんだけ毒されてやがんだ！」

「毒されてるとは心外だなぁ～。ブーブー」

　先せん輩ぱいが口を尖とがらせて少女のごとく拗すねる仕草をする。もちろん可か愛わいくない。

「だいたい何を今さら驚おどろいているのさ？　コミュケの時も同じ品売ってたでしょ？」

「ん、まあ、そうなんだが、事情があってな……。つーか、コミュケ言うな」

　店先で無む駄だ口ぐちを叩たたいていると、ノーリーンも露ろ店てんに顔を覗のぞかせた。

「あら、〝ハッピ〟が売ってるわ。それに、カツラまで。これ、何に使うのかしら──」

　途と端たん、先せん輩ぱいは短い悲鳴を上げ、腰こしを抜ぬかしてしまった。どうやらコミューンの街での暴力沙ざ汰たは、彼の心に消えない傷を刻んでしまったらしい。半泣き顔でこちらに縋すがりついてくる。

「ちょっ、ダウト氏!?　何でまた、あんなおっかない子とつるんでるの!?　正気!?」

「だから事情があるんだって。でも安心してくれ。あいつも、こっちから刺激しない限り、基本的におとなしいから」

「それ、ほとんど猛もう獣じゆう注意の触ふれ込みだよね？」

　幸いにも、こちらの会話までは聞こえていないらしく、猛もう獣じゆうは品定めを続けていた。

　やがて先せん輩ぱいも持ち直してきたので、手を貸して立たせながら、率そつ直ちよくな質問をしてみることに。

「なあ。あんた、ミヤビって娘むすめのこと詳くわしそうだな？」

「もちろん、男の嗜たしなみだよ」

　どんな嗜たしなみだ、と反論したくなる気持ちをグッと抑おさえる。かなり詳くわしそうな印象だ。

「ダウト氏、知ってる？　この辺りにはね、十年以上前から、塔とうに幽ゆう閉へいされた予言者がいる、って噂うわさが囁ささやかれてきたんだ。ほら、あの領主の城が見えるでしょ？　あの塔とうだよ」

　言われて、丘おかの上の城を仰あおぐ。こうして見ると、あの塔とうだけ牢ろう獄ごくのような印象を受けた。

「その予言者が、ミヤビってわけだ。実際のところ彼女の予言は当たったのかい？」

「うん、恐こわいくらいにね。ミヤビたん、ちょっと前まで外の人と接することがなかったから、噂うわさばかりで予言の具体的な内容は分からずじまいだったんだ。でも最近、皆みんなの前に顔を出すようになってくれたから、実際に予言を授さずかった人も結構いて、色々と話を聞いてるよ……」

　そう前置きすると、彼はいつになく真しん剣けんな表情をする。

「翌日、馬車の事故で大怪け我がをすると言い当てたことや、四日後に土ど砂しや崩くずれで家屋が倒とう壊かいすると予言したこともある。それから、七日後に山さん賊ぞくに襲しゆう撃げきされて殺されるって予言もあったね」

「それが全部、当たったってことか……」

「そう。馬車の事故も、土ど砂しや崩くずれも起こった。それに、山さん賊ぞくの襲しゆう撃げきもね。でも予言を聞いていた人は皆みな、準備や対策をしていたおかげで、大事には至らなかったんだ」

　……しかしそれは捉とらえようによっては、予言が外れたとも取れる。誰だれも大怪け我がせず、家屋も埋うまらず、山さん賊ぞくの襲しゆう撃げきで命を落とすこともなかったのだから。それにしても──。

「そんな予知をできる娘むすめが、何でみすみす十年間も虜とりことなっていたのか理解できないな」

「亡なきヴィンセント伯はくが溺でき愛あいしてたそうだよ。愛まな娘むすめに悪い虫が付かないよう徹てつ底ていしたのか……」

「あるいは、麗うるわしの女シ予ビ言ユ者ラを、是ぜが非ひでも独ひとり占じめしたかったのか、か」

　言葉を継つぐと、先せん輩ぱいは少しだけ眉まゆ尻じりを下げた。

「色々ありそうなんだよね。実際、去年伯はく爵しやくが亡なくなってからも、長い間塔とうに籠こもったままだったし……。もっとも今では、村まで来て元気な姿を見せてくれたりするけどさ」

「ふむ。万年引ひき籠こもり女に、どんな心境の変化があったのやら。しかも、出てきた矢先、恥はずかしげもなく勇者を名乗って衆目を集めるなんて、頭がどうかしてるとしか思えな──」

　言いかけて、咄とつ嗟さにダウトは口を噤つぐむ。先せん輩ぱいが血走った眼めを全開にして、無言の圧力を掛かけてきたからだ。彼の前で、伯はく爵しやく令れい嬢じようを悪く言うのは控ひかえた方がいいだろう。

「あ、いや、俺が言いたかったのは、家族が心配してないのかってことだよ。母親とかさ」

　強ごう引いんながらも失言を訂てい正せいすると、大目に見る気になったのか、柔にゆう和わな調子に戻もどってくれた。

「お母さんのロゼッタ伯はく爵しやく夫ふ人じんなら、ミヤビたんを産んですぐに亡なくなってるよ」

「そうなのか。じゃあ、あの城に家族はいないのか？　兄弟とかは？」

「兄弟の話は聞いたことないね。ただ、伯はく爵しやくが亡なくなってからは、亡なき夫人の弟一家が、あの城の居館に移り住んでいるよ。ミヤビたんは塔とうを自室代わりにしているみたいだから」

「……何だかな。事実上、今や外がい戚せきの城ってわけか」

「ダウト氏さぁ、そんなに気になるなら、ミヤビたんの歌と踊おどりと大予言のステージを観みに行くといいよ。ちょうど今日、城で開かい催さいされるからさ、七日に一度の〝ナマ・ライブ〟が」

「〝ナマ・ライブ〟？　何でまた勇者を名乗る奴やつが、そんな見世物みたいな真ま似ねをする？」

「分かってないな～。戦うだけじゃなく、皆みなの心を癒いやすのも勇者の使命……それが、彼女のモットーなんだよ。ミヤビたんマジ天使！」

　先せん輩ぱいは嬉うれしそうにしながら、陳ちん列れつされた商品から、紙し片へんを取った。

「ほら、座席番号付きの入場チケット。おいらとダウト氏の仲だから、お友達価格にするよ」

　そう言われ、ダウトは玩おも具ちやをねだる子供のように、ノーリーンの袖そでを引っ張った。








◇◆二◆◇　オン・ザ・ステージ






　──本当にこんな紙切れで城内に入れるのだろうか。

　懸け念ねんしながらも、ダウトが西の城門でチケットを見せると、半券を切られ、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に中へ通してくれた。

　これなら、こちらの素す性じようを隠かくしたままミヤビを観察できる。いい買い物をしたものだ。

　思えばこのチケットに限らず、先せん輩ぱいから得たものは大きかった。城までの道すがら、村人にミヤビの予言のことを尋たずねて回ったが、彼から聞いた話以上のものは出てこなかったのだから。

「わあ、何だか凄すごいわ……別の世界に来たみたい」

　門を抜けた途と端たん、傍かたわらでノーリーンが絶ぜつ賛さんした。確かに言い得て妙みようである。

　前庭アプローチに設営された豪ごう華かなステージ。そして舞ぶ台たい脇わきに座す十三人の楽団は、白い仮面と黒いクロークで衣い装しようを統一している。まさに怪かい人じんの楽団といっても過言ではないだろう。

　また、舞ぶ台たい正面の客席にはたくさんの人が集つどい、これでもかという熱気に包まれていた。

「見て、ダウトさん！　変わった椅い子すがあるわ。これも〝ニッポン〟由来の物かしら？」

　客席に並んでいる金属製の椅い子すを指差しながら、見習い娘むすめは物もの珍めずらしげに尋たずねてきた。

　こちらもつい鑑かん定てい士しの血が騒さわいでしまい、椅い子すを矯ためつ眇すがめつ見てしまう。

「ああ、こいつは〝パイプイス〟だ。折おり畳たたんで板状にもできる可変椅い子すだよ。市場に出回ってないから、大量に特注したんだろ。金持ちの道楽だな、こうした興行には便利だろうが」

「興行？　もしかしたら今日、〝プロレス〟もやってくださるかしら？」

「あー、どうだろうなー、やるといいなー、歌と踊おどりと大予言と〝プロレス〟を」

　瞳ひとみを輝かがやかせるノーリーンに適当な相あい槌づちで答えながら、チケットに記された座席番号を探す。

　すぐに、同番号のプレートが結ゆい付けられた並び席を見つけたので、揃そろって腰こしを下ろした。

「ううっ、半分も見えない……」

　隣となりから、残念そうな声が零こぼれ出る。背の低い彼女は、視界のほとんどを目の前に座った男の〝ハッピ〟に覆おおわれてしまっているようだ。こればかりはどうにもならない。

「──ご来場の皆みな様さま、本日はお忙いそがしいところをお越こしいただき、ありがとうございます」

　気が付けば、司会と思おぼしき人物がステージに上がり、客席に向かって口上を述べている。落ち着いた物もの腰ごしの大おお柄がらな男だ。頰ほおを覆おおう髯ひげ。頭頂部だけ肌はだが露ろ出しゆつした特とく徴ちよう的な髪かみ型がたで──。

「おい！　あれ、サミエルじゃねえか？　ちゃっかり司会やってるぞ！」

「えっ、本当!?　うう、見えない……」

「──なお、お客様におかれましては、上演中の私語はお慎つつしみいただき、大きな音や、強い光を発生させる特オー殊バー技・ス能キルの使用はご遠えん慮りよください」

「どういう注意喚かん起きしてんだ、あいつ……」

　呆あきれていると、舞ぶ台たい上のサミエルと目が合った。ところが彼は、決まり悪く目を逸そらす。独断でミヤビを勇者と承しよう認にんしたことに後ろめたさを覚えているのかもしれない。

「い、いよいよ開幕であります。七日に一度の至高の一ひと時とき！　〝ナマ・ライブ〟スタート!!」

　動どう揺ようした司会のたどたどしい開幕宣言がなされるや否いなや、上空で幾いくつもの号ごう砲ほうが轟とどろいた。弾はじけた炎ほのおが花はな弁びらのように広がり、空へと吸い込まれてゆく。

　派手な幕開けにより、頭上へ向けられた観客の目に映ったのは、空に浮うかぶ可か憐れんな人ひと影かげ──。

　丈たけ短みじかな深しん紅くのヴィンテージドレスを纏まとった美少女が、宙で座るようにスラリとした脚あしを組んでいた。ゆるふわの薄うす桃もも色いろをした長ちよう髪はつを撫なでると、Ｖサインをしながらウィンクしてみせる。

　嵐あらしのような歓かん声せいが、客席から上がった。

「ミヤビ！　ミヤビ！　ミヤビ！　ミヤビ！」

　響ひびき渡わたるミヤビコール。彼女は踊おどるように宙を舞まうと、ふわりとステージに着地する。まるで、天上から降り立つ女め神がみさながらに。

「……一いつ瞬しゆんで客の心を全部持っていきやがった。まさに偶アイ像ドルだ。とんでもないぜ、あの女」

　ダウトが頰ほおを引きつらせて呟つぶやくと、隣となりの席のノーリーンも固かた唾ずを吞のんでいた。

「ええ。わたしも初めて見たわ、あんなに完かん璧ぺきな片足空気椅い子す。何て凄すごい筋力なのかしら」

「いや、さっきの空気椅い子すじゃねえだろ？　どっちの足も地面についてなかったんだから？」

「あっ、言われてみれば、確かに……。わ、わたしったら……」

　見けん当とう違ちがいを恥はじる声が搔かき消きえた。舞ぶ台たい上の快活な挨あい拶さつと重なってしまったのである。

「皆みなさ～ん、未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビちゃんです。今日も最っ高のステージにしますね☆」

　二人は仕切り直しとばかりに、疑ぎ惑わくの女め神がみを注視する。その一挙一動を見み逃のがさんがために。




　十三人の仮面楽団が奏かなでる旋せん律りつと、ミヤビの凜りんとした歌声のハーモニーは見事なものだった。

　それに加え、曲に合わせたダンスと、魔ま法ほうを使ったパフォーマンスが、観みる者を惹ひきつけてやまない。この熱ねつ狂きよう的な空間を作り上げる才覚は、まさに天性のものといえよう。

　歌い終えた彼女は、後こう奏そうに合わせて短い呪じゆ文もんを唱え上げる。

　すると、どこからともなく白い煙けむりが勢いよく吹ふき出だし、幕のようにステージ全体を覆おおった。

「煙えん幕まくの魔ま法ほうか……。シンプルな下位の魔ま法ほうだが、フィニッシュまで余念がないな」

　感心していると、やがて煙えん霧むが晴れ、舞ぶ台たい上に佇たたずむ歌うた姫ひめが丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをする。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいが吹ふき荒あれるなか、サミエルが負けじと声を大にした。

「続きましては！　皆みな様さまの客席までミヤビが伺うかがいます！　客きやく降おり握あく手しゆ会、スタートです！」

　宣言のとおり、ステップを踏ふんで舞ぶ台たいから降りてきた彼女が、一人一人の観客に礼を言いながら、握あく手しゆをして回っている。ダウトにとって、またとない好機到とう来らいだ。

「ノーリーン、ここであの女に仕し掛かける。挑ちよう発はつでボロを出すかどうか、しっかり視みておけ」

「はい」

　二人が小声で方針を確かく認にんした矢先、少し前の客席から「きゃっ!?」と、悲鳴が上がった。

　見れば、ミヤビがスカートの後ろ側を押さえ、困り顔をしている。

「お……大声を出してすみません。今、誰だれかにお尻しりを触さわられて──」

　その一言は、客席を色めき立たせるのに充じゆう分ぶんだった。

「こいつだ！　こいつが触さわってるとこ、この目で見ただ!!」

「オラ達のミヤビちゃんに、けしからん真ま似ねしくさって!!」

「自警団フアン・クラブの鉄の掟おきてを忘れた裏切り者じゃ、ぶっ殺せ!!」

「ブドウ畑の肥やしにしてやるべさ!!」

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。犯人と思おぼしき一人の若者が、周囲の男衆に羽は交がい絞じめにされ、城外へと連れ出されてゆく。許しを乞こう彼の叫さけび声ごえが空むなしく聞こえていたが、しばらくして静かになった。

「……ノーリーン、やはりここであの女に仕し掛かけるのはやめておく。おとなしくしておこう」

「は、はい」

　正直ビビった二人は、あっさり機を改めることにした。

　会場では、気を取り直したミヤビが握あく手しゆ会を再開し、程ほどなくダウトの元までやってくる。

「応おう援えんありがとうございます。旅の御お方かたですか。ヴィンセントまでの遠路、ご苦労様でした」

　白くしなやかな手が差し出されたので、その手を取り、笑え顔がおをつくって言葉を交かわした。

「あんたこそ、ここ一年大変だったな。ヴィンセント伯はく爵しやくの冥めい福ふくを祈いのらせてもらうよ」

　一いつ瞬しゆん、彼女の眉まゆが跳はねたように見えたが、たちどころに穏おだやかな微び笑しようを浮うかべて手を離す。

「これは、お心こころ遣づかい痛み入ります」

「それにしても、稀き代たいの予言者を娘むすめに持った伯はく爵しやくが、不幸に見み舞まわれるなんてな」

「父は、他国からの帰路、海難事故で亡なくなりました。運命だったと思うよりありません」

「そうかい……。引き留めて悪かったな。中々興味深いステージだったよ」

　別れを告げると、彼女は少し寂さびしげに笑い、続くノーリーンとも握あく手しゆを交かわしていた。




　客席を回り終えた歌うた姫ひめが、ステップを上って舞ぶ台たいへ戻もどってくると、サミエルが声を張る。

「さあ、〝ナマ・ライブ〟のトリを飾かざるのは、お待ちかね、未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビの大予言！　本日のお客様から抽ちゆう選せんで選ばれた一名様は、未来を知ることができるのです！」

　客席から、感かん嘆たんの声が漏もれた。

「皆みなさん、お手持ちのチケット番号をご確かく認にんください。もちろん座席番号でも結構です。これより無む作さく為いで選んだ番号を、ステージ上にてミヤビが発表致いたします！　当選されたお客様は、速すみやかにステージ上までお越こしくださるようお願いします。さて、その番号とは──」

　焦じらすように、再び白い煙けむりが噴ふん出しゆつされ、ステージを覆おおった。楽団の太鼓ドラムが打ち鳴らされる。

　白い靄もやが薄うすれてゆくと、どこから持ってきたのか、ミヤビが紙し片へんの束を持っていた。遠目だが、どうやらチケットの半券のように見える。

　彼女が呪じゆ文もんを唱えながら両りよう腕うでを広げ、半券を紙かみ吹雪ふぶきのように撒まくと、紙し片へん一つ一つが音を立てて燃え上がった。花はな弁びらのように舞まう炎ほのおは、やがて宙に番号を描えがいてゆき──。

「──は？」

　己おのれの目を疑っていると、隣となりで鼻息を荒あらげたノーリーンが、バンバンと肩かたを叩たたいてくる。

「ダウトさんの番号だわ！　神様のお導きだわ！　ほら、早くステージへ上がらないと！」

「痛いっ、痛いって！　馬鹿力で叩たたくな、バカ！」

　客席から追い出され、羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線を浴びながら、ステージに上がってゆく。

　当選者が知ち己きの鑑かん定てい士しと分かり驚きよう愕がくしたのか、サミエルの饒じよう舌ぜつがピタリとやんでいた。

　舞ぶ台たい上。ダウトに向かって、両手の指でハートマークを作ったミヤビは、そこを覗のぞき込む。

　どのくらいの間、そうしていただろうか。やがて、おもむろに息が届くほどの距きよ離りまで迫せまってくると、こちらの耳元で、小さな果実のような唇くちびるを動かした。

「──ロゼワインに気を付けて。口をつけたあなたが、望まぬ眠ねむりに落ちる未来を視みました」

[image: ]

　その囁ささやきは、ダウトにしか聞こえてはいまい。皆みなが当とう惑わくしているが、彼女はどこ吹ふく風だ。

「以上、予言終しゆう了りようです。今回はプライバシー保護のため、秘密にさせていただきました♪」

　客席が「え～」と唸うなるが、予言者は可か愛わいらしくペロッと舌を出すばかり。

　どういうつもりかは知らないが、こちらからすれば肩かた透すかしもいいところである。

「おいおい、当人を蚊か帳やの外に置かないでくれ。今の一方的なのが予言だってのかい？」

「そうですよ。そもそも予言というのは、一方的なものなんです。知らないんですかぁ？」

　人を食ったような態度が、妙みように癇かんに障さわった。握あく手しゆ会の時は猫ねこを被かぶっていたに違ちがいない。

「言っとくが、俺は不ふ眠みん症しようでね。寝ねつけるのなら、願ったり叶かなったりだ」

「本気で言ってます？　予言を賜たまわった幸運に、もっと感謝すべきですよ、鑑かん定てい士しさん？」

　瞬しゆん間かん、背筋が冷たくなった。

　──今、この女は何と言った？

　鑑かん定てい士し、確かにそう言った。サミエルから聞いたのだろうか。いや、ステージに出ずっぱりの二人には、隠かくれて話をする暇ひまなどなかった。無論、事前に聞いていたとも思えない。こちらの来訪をサミエルに知らせていなかったのだから。なら考えられるのは、この女の特オー殊バー技・ス能キルしかない。未来を視みる際に、相手の職業クラスを知り得ることもできるということなのか……。

　何にせよ身元がバレている以上、穏おん便びんに済ますのは難しくなった。方針を変へん更こうするよりない。

「……やれやれ、おとなしくしているつもりだったが、化かし合いはここまでみたいだな。自称異世界転生者のミヤビさんよ。それとも、自称勇者様とお呼びした方がいいかい？」

　挑ちよう発はつじみた物言いに反応し、一いつ斉せいに起立した客席の男衆が、不ふ穏おんな気配を漂ただよわせてきた。

　ノーリーンも立ち上がり、あたふたとしている。唐とう突とつな方針変へん更こうで戸と惑まどっているに違ちがいない。

　ミヤビは両手を握にぎって頰ほお杖づえをつくと、小悪あく魔まさながら、あざといポーズでおどけてみせる。

「ひど～い！　自称を連呼するなんて、ありえな～い！　もう、そんな態度じゃあ、自警団フアン・クラブの皆みなさんが黙だまっていませんよ？　名前も名乗らず、身元を偽いつわろうとした卑ひ劣れつな鑑かん定てい士しさん」

「別に、俺はそういうつもりじゃ……」

「なら聞きたいな～。鑑かん定てい士しさんのカッコいい自己紹しよう介かい。皆みなさんも聞きたいですよね？」

　媚こびるような眼まな差ざしを客席に向ける。

　すると、たちまち「堂々と名乗れ卑ひ怯きよう者！」「気の利きいた自己紹しよう介かいしてみせろ！」「できなきゃブドウ畑に埋うめっぞ！」と、自警団フアン・クラブの皆みなさんから、矢のような催さい促そくが飛んでくる。

　──なんて狂きよう暴ぼうな村人どもだ。ここで会場中を唸うならせる自己紹しよう介かいをしなければ、どんな目に遭あわされるか分かったもんじゃない。今すぐ奇き抜ばつかつ洗練された名乗りを閃ひらめけ、俺っ！

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、ダウトは心を決める。大きくボロマントを翻ひるがえし、声を轟とどろかせた。

「ならば教えてやる！　俺は、アウラ教団に代わり、あんたの真しん贋がんを見定めにやってきた勇者鑑かん定てい士しのダウト！　頂に聳そびえし城館のステージで──エ、縁エンカウントだ!!」

　予想外の見事な名乗りに、客席が「おお」と、どよめく。

　しかし、ノーリーンだけは冷ややかな視線を送ってきていた。うん、言いたいことは分かる。

「ふぅ～ん。少々くどいですが、きちんと自己紹しよう介かいできたことは褒ほめてあげます」

「人を小馬鹿にするのも大たい概がいにしな。今宣言したとおり、俺があんたを鑑かん定ていしてやる。勇者なんだか〝アイドル〟なんだかハッキリしない、ブレブレの勘かん違ちがいお嬢じよう様さまよ」

　今度はこれだけ挑ちよう発はつしても、客席の男衆は息を吞のんだままだ。勇者鑑かん定ていをすると公言され、狼狽うろたえているのだろう。サミエルの承しよう認にんが教団の総意でないと知った以上、混乱するのも無理はない。

「やだやだ、不本意なお話ですね。この期に及およんで、ミヤビちゃんを鑑かん定ていしようだなんて」

「不本意も糞くそもあるか。サミエルごときを手て懐なずけたくらいで、いい気になられちゃ困るぜ」

「ごとき……」

　話に入ってこられない司祭が、一人心を痛めていた。

　しかしダウトは、彼の傷しよう心しんなど歯し牙がにも掛かけず、神経を集中させて、ミヤビに尋たずねた。

「あんたの目的は何だ？　なぜ、こんな騒そう動どうを起こす？」

「騒そう動どうだなんて失礼ですね。ミヤビちゃんは、歌って踊おどれて予言もできる、未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者として、皆みなさんのニーズにお応えしているだけです。分かりやすいのが求められているので」

「ニーズに関しちゃ否定しないさ。人は、分かりやすく、信じたいものを信じちまうもんだからな。だがあんた、そもそも本当に前世の記き憶おくなんてあんのかよ？」

「もちろんです。でなければ、こんな完かん璧ぺきなステージを再現できると思います？」

「中々のステージってのは認めるよ。だが、胡う散さん臭くさいところもたくさんある。あんたは、俺の素す性じようを知っていた。だとすると、あの予言の抽ちゆう選せんだって、本当に無む作さく為いだったか疑わしいぜ」

「そんなの言いがかりです～。もう、さっきから何なんですか？　嫌いやな質問ばかりして？」

　気分を害したとばかりに、腰こしに両手を当てる彼女。その途と端たん、ジャラジャラと金属の擦すれる音がする。そのほっそりとした腕うでには、本人も気付かぬうちに複数の鎖くさりが巻き付いていたのだ。

「ちょっ、何ですかコレ!?　鎖くさりがたくさん、キモ～～イ!!」

　キモくて悪かったなと思いながら、ダウトは確信する。やはり、この女は噓うそだらけだと。

　ミヤビは、汚お物ぶつでも摘つまむようにして鎖くさりを外すと、こちらを睨にらんでくる。

「これ、鑑かん定てい士しさんの仕業ですね？　どんな特オー殊バー技・ス能キルか知りませんが、お喋しやべりがすぎました」

　さすがに見み抜ぬかれたか。明らかに警けい戒かいされてしまったので、今が潮時かもしれない。

「確かにステージで無む駄だ話ばなししすぎちまったな。お詫わびと、予言のお返しに、俺からも一つ忠告しておいてやろう。今後、上空から登場するのは控ひかえた方がいい。パンツ丸見えだったぜ？」

　からかいながら背を向け、舞ぶ台たいを降りてゆくダウト。

　慌あわてて駆かけ寄よってきたノーリーンと連れ立って、城門へと向かう。

「やだ最低～。鑑かん定てい士しさんったら、最後に何を言い残していくかと思えば、そんなことですか？　残念でした～。当然〝ミセパン〟ですから、恥はずかしくありません～！」

　憎にくまれ口ぐちが返ってきたので、肩かた越ごしに振ふり返かえり、遠目ながらも神経を集中させる。しかし、ミヤビの体に、もう鎖くさりは出現しなかった。








◇◆三◆◇　ロゼワイン






　夕焼けに染まった勾こう配ばいを下りながら、ノーリーンが胸を撫なで下おろす。

「ああ、まだ心臓がドキドキしているわ。自警団フアン・クラブの皆みなさんに、どうかされるかと思ったもの」

「同感だ。際きわどいところだったぜ」

「でも、追い込まれたからといって、あの名乗りはいただけなかったわ。まさかジョバンニさんの決め台詞ぜりふを盗とう用ようするだなんて」

「あ、あれは、気の利きいた自己紹しよう介かいをしなければという強きよう迫はく観念に駆かられて、仕方なくだな……」

　見苦しい言い訳に、嘆たん息そくが返ってくる。

「神様のことを独創性がないって文句を言っていたのは、どこのどなただったかしら？」

「ぐぅ……。だ、だがよ、決め台詞ぜりふのパクリはともかく、リスクを冒おかした甲か斐いはあったろ？」

「ええ、まあ……。発現していたものね、《贋者の枷ライアー・バインド》。それも、質問の回答すべてに」

「そういうことだ。あの女が、息をするように噓うそをつく奴やつだってことは間ま違ちがいない」

「でも、ミヤビ様の魔ま法ほうは鮮あざやかで感動したわ。ダウトさんの見立てはどうかしら？」

「ミヤビが、歌と踊おどり、そして抽ちゆう選せん発表の際に使っていた魔ま法ほうは、中位ランクの火フレ炎イム芸・ア術ートの魔ま法ほうだ。攻こう撃げきにも転用できる高精度な代しろ物ものさ。それに、空を飛んでいたのも、中位に該がい当とうする風の飛行魔ま法ほうだな。下位の浮ふ遊ゆう魔ま法ほうだったら、箒ほうきや杖つえなどの触しよく媒ばいに乗る必要がある」

「では、特オー殊バー技・ス能キルの一つは、知力系能力《中位四大元素魔法ミドル・ソーサリー》で決まりかしら？」

「ああ。勇者かどうかはさておき、少なくともあの女は、達エキ人スパ級ートの魔導師ソーサラーってことだよ」

「どうりで凄すごいステージなはずだわ。〝プロレス〟がなかったのは残念だったけれど」

　本気で期待していたのかと呆あつ気けに取とられながらも、見立ての続きを述べる。

「インチキがあるのなら、予知の特オー殊バー技・ス能キルってことになる。正直、もっと揺ゆさぶりたいが、同じ手が通用するとは思えん。サミエルから《贋者の枷ライアー・バインド》のことも伝わるだろうしな」

「あっ！　そういえば、お師様のこと、すっかり忘れていたわ！」

　愛まな弟で子しから衝しよう撃げきの一言が飛び出した。ここに来る要因となった彼が聞いたら涙なみだするだろう。

　何にせよ、サミエルからも話を聞いておかねばなるまい。今から城に引き返すべきか否いなか……そう思案していた矢先、坂の上から〝ハッピ〟を着た背の高い男が駆かけ寄よってくる。

　まさかミヤビの狂フ信ア者ンが報復にきたのだろうか。即そく座ざに身構えると、髪かみ型がたを七三に分けた生き真ま面じ目めそうなノッポの男は〝ハッピ〟を脱ぬいで、愛あい想そよく微ほほ笑えんできた。

「お待ちください、鑑かん定てい士しのダウト様。私はヴィンセント伯はく爵しやく家の使用人でございます」

「使用人が、ミヤビお嬢じよう様さまに何を命じられてきた？　俺もブドウ畑の肥やしにしろ、ってか？」

「滅めつ相そうもない。そもそも私の主人は、お嬢じよう様さまではございません。叔お父じ御ごのアルフレッド様でございます」

　そう告げられ、すぐに先せん輩ぱいの話を思い出す。

「……伯はく爵しやく亡なき後に、城の居館に移り住んだっていう外がい戚せきか？」

「ええ、仰おつしやるとおり。実は、ぜひあなた様を旦だん那な様にお引き合わせしたく、お声掛がけしました。よろしければ、これより当家の晩ばん餐さんにいらっしゃいませんか？」

　これは外がい戚せきの連中と接せつ触しよくするいい機会だ。しかし、サミエルのこともある。

「行ってください、ダウトさん。お師様には、わたしがお話を訊ききにいくわ。この村にも神しん殿でんがあるから、そこで待ち合わせましょう」

　ノーリーンから、もってこいの提案が飛び出した。断る理由はないので首しゆ肯こうする。

「では、東門を通って城内に入りましょう。あちらなら、自警団フアン・クラブの目には触ふれませんので」

　こちらの事情を見み透すかしたように言うと、ノッポの使用人は先に立って歩き出した。




「──こうしてアウラ教団も認める鑑かん定てい士し殿どのと食しよく卓たくを囲めるとは、なんと名めい誉よなことか」

「ええ、まったくそのとおりね。アウラ神も祝福なさることでしょう。めでたいわ」

　贅ぜいを尽つくした宴えん席せきを囲む五人の男女が、口々にダウトの来訪を歓かん迎げいし、杯さかずきを傾かたむけている。

　ミヤビの叔お父じ叔お母ばにあたるアルフレッド夫妻。そしてほかは、夫妻の子供達だ。誰だれも彼も豪ごう奢しやな身なりをしている。大方、今夜の優ゆう雅がな食しよく卓たくとて日にち常じよう茶さ飯はん事じなのであろう。

「豪ごう華かな晩飯にお招きいただいたのには感謝してるよ。で、俺に何の話があるんだい？」

　ダウトがそう切り出すと、彼らの長であるアルフレッドがナプキンで口を拭ふいた。

「お見通しのようだ。実は、貴公にご相談があるのです。姪めいのネージュのことでね」

「やはりな。息のかかった使用人を自警団フアン・クラブに潜もぐり込ませているんだ。何かあるとは思ったぜ」

「目が離はなせんのですよ。あれは、亡なき姉ロゼッタの娘むすめなのですが、昔から手の掛かかる子でして」

　アルフレッドは溜ため息いきをつきながら、椅い子すの背にもたれかかった。

「あの子は長い間、塔とうで幽ゆう閉へい同然の暮らしを義あ兄にに強しいられてきました。しかし昨年、義あ兄にが亡なくなっても塔とうから出ようとせず、社交界にも神しん殿でんの礼拝にも、頑がんとして顔を出さんのです」

「力ずくで連れ出そうとはしなかったのかい？」

「しましたとも。だが、あの子には未来を予知する力があるのでね。我々が連れ出そうとしても、それを予知され、あの手この手で避さけられるものだから、どうすることも」

「なるほど。さすがは予言者、ってわけか」

「お恥はずかしながら、少しは心境が変化するのではと願い、息むす子ことの縁えん談だんを持もち掛かけたこともあったほどです。でも、一いつ顧こだにされず断られました」

　その縁えん談だんに下心はなかったのかと勘かん繰ぐったが、今は黙だまっておくことにした。

「ところが、ようやく塔とうから出てきたかと思えば、何を血迷ったのか、勇者を自じ称しようし、自警団フアン・クラブなんぞを組織して村を闊かつ歩ぽする始末。あまつさえ、教団をも巻き込む大おお騒さわぎを起こすとは……我が姪めいながら神をも畏おそれぬ不届き者です。親も親なら、子も子だ」

「親も親？　それはどういう意味だい？」

「故人を悪く言うのは気が引けますが、私は義あ兄にに疑念を抱いだいているのですよ。姉ロゼッタの産後の死には、後ろ暗い真実が隠かくれているのではないかとね」

「そう疑う根こん拠きよは？」

「義あ兄には伯はく爵しやく家の権けん威いにものを言わせて姉を娶めとったため、姉は一向に心を開こうとはしませんでした。それを彼が歯は痒がゆく思っていたことは間ま違ちがいありません。そして姉の死の直後に、侍じ女じよが一人、行ゆく方えを眩くらませているのです。これは何かあると疑って当然でしょう」

　正直なところ、アルフレッドの邪じや推すいではないかと思う。彼の説は、根こん拠きよとして薄はく弱じやくなのだ。だが、確かに、何かがあったのではないかという疑念は残る。

「伯はく爵しやく家といえど、元を辿たどれば流る浪ろうの民たみ。下げ賤せんな血筋だけあり、一ひと度たび激情に駆かられれば横おう暴ぼうな行為も厭いといません。義あ兄にはそういう粗そ野やな男でしたし、ネージュも伯はく爵しやくの器うつわとは思えない」

「そうは言っても、爵しやく位いや領地ってのは、おいそれと教王に返上できるもんじゃないだろ？」

「ええ、ゆえに困っていましてね。せめて、この騒そう動どうだけでも早々に収めたいと思い、貴公の見立てをお聞かせいただきたいのです。あの子の言っていることが本当なのか、噓うそなのか」

　ダウトは、テーブルに置かれた皿をどかし、そこに両りよう肘ひじをついて答えた。

「悪いな。依クラ頼イア主ントのいない席で、そいつを話すのはルール違い反はんだ」

「ほほう、さすがはプロの方だ。では、こうしましょう」

　彼は両手を打ち鳴らす。すると、先さき程ほどのノッポの使用人が現れ、こちらの目の前に大量の金貨の入った革かわ袋ぶくろを置いた。そして、羊皮紙とペンも用意してくる。

「その革かわ袋ぶくろは、今夜の相談料としてお納めください。代わりに──ネージュをニセ勇者だと鑑かん定ていした証文をお書きいただきたい」

「何……？」

　耳を疑ってしまう。買収の話が出そうな予感はあった。だがそれは、ミヤビを本物の勇者だと認めるよう要求してくるものだとばかり思っていたのだ。なのに、まさか真逆とは……。

「何のつもりだ？　もし、アウラ教団がニセ勇者だと断定したら、あのお嬢じよう様さまは犯罪者になるんだぜ？　そうなれば、ヴィンセント伯はく爵しやく家の名声は地に堕おちるぞ？」

「それも詮せん無なきこと。身内の不ふ祥しよう事じである以上、我々も矢や面おもてに立つのが道理。あの子は昔から情じよう緒ちよ不安定でしたから、妄もう想そうに憑とりつかれていたと我々が証言すれば、貴公の後あと押おしになる」

　──違ちがう。贅ぜい沢たく三ざん昧まいをしてきた連中が、道理を優先するほど殊しゆ勝しようなわけがない。

　ダウトは考えを巡めぐらせた。伯はく爵しやく家へのダメージを覚かく悟ごしてでも、彼らが望むものは何かと。

　思いつくのは、伯はく爵しやく家の権けん威いと資産しかない。先さき程ほど聞いたように、すでに伯はく爵しやく令れい嬢じようと子息の婚こん姻いん計略は失敗に終わっている。ならばこの騒そう動どうこそ、彼女を公的に排はい斥せきできる絶好の機会ではあるまいか。

　身内とはいえ、ニセ勇者を告発する側に回ればアルフレッドらは功労者になる。教団もおいそれと咎とがめ立だてできまい。結果的に、伯はく爵しやく家のすべては彼らに転がり込むという算段か。

「いかがかな、ダウト殿どの？」

　ダウトは渋しぶい顔を浮うかべながら革かわ袋ぶくろに手を伸のばす──そして、それを目の前からどけた。

「相談料は結構。俺はプロの仕事をまっとうするだけだ。外野から指図は受けねえ」

　外がい戚せき達から笑え顔がおが消える。

　しかし、目の前の男だけは違ちがった。眉まゆを下げて微ほほ笑えみ、使用人にワインを持ってこさせる。

「話がまとまらなかったのは残念だ。だが、高名な勇者鑑かん定てい士しと晩ばん餐さんを共にできて、心から嬉うれしく思っています。狡こう猾かつなネージュに正々堂々と立ち向かう勇ゆう敢かんな貴公に、せめてもの餞せん別べつとして、極ごく上じようのロゼワインを用意させました。ご賞味いただきたい」

　テーブルに置かれたのは、赤とも白ともつかぬ、桜色のワインだ。




　──ロゼワインに気を付けて。口をつけたあなたが、望まぬ眠ねむりに落ちる未来を視みました。




　自おのずと、ミヤビの予言が頭をよぎる。彼女のあの言葉は、こちらの素す性じようを知っての発言だ。からかわれた可能性は高い────だが。

「…………いや、遠えん慮りよしておくよ。連れを待たせてるんだ、お暇いとまさせてもらう」

「そうですか、なおのこと残念です。手て荒あらな真ま似ねになってしまって」

　その不ふ穏おんな発言を耳にした刹せつ那な、鈍にぶい衝しよう撃げきが走り、脳が激しく揺ゆさぶられた。何者かに、背後から延えん髄ずいを殴おう打だされたのだ。

　椅い子すから転げ落ち、倒たおれ込んでしまうダウト。朦もう朧ろうとするなか、何とか背後を振ふり返かえる。すると、七三分けのノッポの使用人が瓶びんを手に、こちらを冷たく見下ろしているではないか。

　──よりにもよって、また首かよ！

　文句を言いたくても、口から洩もれるのは吐と息いきだけ。やがて、意識が遠のいてゆく……。








◇◆四◆◇　うちの鑑定士知りませんか？






「──ダウト様でしたら、昨夜お帰りになりましたよ。吞のみすぎて眠ねむくなったと仰おつしやって」

「そうですか……。早朝からたいへん失礼しました」

　応答してくれたノッポの使用人に、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてノーリーンは城館を後にする。

　アテが外れ、足取りが重い。

「もう、ダウトさんったら、どこに行ったのかしら……」

　一晩待っても、待ち合わせの神しん殿でんに現れない鑑かん定てい士しを気に掛かけ、ノーリーンは朝日が昇のぼると早々に、村の中を捜して歩いていた。

　もしかしたら、まだ城館にいるのかもと訪ねてみたのだが、このとおり空から振ぶりである。

　念のため、すでに閉店している酒場の辺りにも足を向けてみたものの、道みち端ばたで目につくのは、小さな掲けい示じ板ばんくらいのもので、彼が路上に転がっているようなことはなかった。

「あ、そうだったわ。素す寒かん貧ぴんの人が、寄り道なんてできるわけないのに……」

　見けん当とう違ちがいを恥はじて独り言ごちた矢先、ふと金欠鑑かん定てい士しの愚ぐ痴ちを思い出した。

「まさか……例の裏社会の情報屋さんが取り立てにきたのかしら？　それで、銅貨一枚すら持っていなかったから──」

　恐おそろしい想像をして「あわわ」と、慌あわてふためいてしまう。

　──もしかしたら、今は一刻を争う事態なのではないかしら。

　思い込んだら一直線。見習い娘むすめは思案した。頭脳労働は苦手だが、そうも言っていられない。

　やがて、はたと思いつく。すぐさま神しん殿でんへとって返すと、筆記用具を借り、机に向かった。

　記き憶おくを頼たよりに、ペンを走らせる。以前目にしたダウトが書いた張り紙。迷い猫ねこのお知らせに偽ぎ装そうした、情報屋とコンタクトを取る暗号文を再現しようというのだ。

　悪あく戦せん苦く闘とうの末に仕上げると、ノーリーンは羊皮紙を手に外へと飛び出した。向かった先は、先さき程ほども通とおりかかった酒場の前の掲けい示じ板ばん。

「これで、お会いできるといいのだけれど……。神様、どうかお願いします」

　貼はり紙がみを掲けい示じ板ばんにくっつけて、祈いのりを捧ささげる。すると──。

「──そんな間ま違ちがいだらけの文面じゃあ、祈いのられた神様も困っちまうよ、お嬢じようちゃん」

　ハスキーな声が背後から聞こえてきた。

　ハッとなって振ふり向むくが、そこには誰だれもいない。空耳だったのかと首を傾かしげていると、足元に、太めの白い猫ねこがチョコンと座って、こちらを見上げていた。

「あれ？　昨日の猫ねこちゃん？　やっぱりこの村の子だったのかしら？」

　屈かがみ込んで、抱だき上あげてみる。口を開けた白猫ねこが、ニャ～と鳴くかと思いきや……。

「違ちがうよ。アタシは、あんたと同じ余よ所そ者ものさ」

　ギョッとするあまり、ノーリーンは腰こしを抜ぬかしてしまった。放り出された猫ねこは、見かけによらず身軽に着地する。

「ね、ね、ね、猫ねこちゃんが、喋しやべっちゃった……」

　毛並みのよい太った白猫ねこは、二足でスクッと立つと、肩かたを竦すくめて両の肉球を上げてみせる。

「しかも立っちゃった!?」

「いちいち五う月る蠅さいねぇ……。あんた、猫ケツ妖ト・精シーを見るのは初めてかい？」

「ケ、ケット？」

「猫ケツ妖ト・精シー。アタシのように、猫ねこの姿をした妖よう精せいのことさ」

「妖よう精せい!?　あなた、妖よう精せいなの？」

　この世には、人間と闇やみのモノだけが暮らすわけではない。大自然を体現する妖よう精せいも、異形の身ながら闇やみの軍勢には属さず、かといって人間にも味方せず、中立の種しゆとして存在している。

　猫ケツ妖ト・精シーは、妖よう精せいにしては珍めずらしく、野山だけでなく人間の街にも姿を現すことが多い。ただ、普ふ段だんは動物の猫ねこのように振ふる舞まっているため、それと気付かないのだ。

「驚おどろいてばかりでごめんなさい。わたし、妖よう精せいを見るのも、お話しするのも初めてで……」

「そうかい。ついでに、情報屋なんて職業クラスの奴やつに会うのも初めてじゃないのかい？」

「え？　……………………ま、まさか、あなたが!?」

「そうだよ──アタシが、情報屋のグランマさ」

[image: ]

　見習い娘むすめの開いた口は、しばらく塞ふさがりそうになかった。




　何度か深呼吸するうち、気分も落ち着いてきた。

　立ち上がってお尻しりの土つち埃ぼこりをはたいてから、猫ねこに向かって行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎをする。

「ご挨あい拶さつが遅おくれてごめんなさい。ノーリーンと言います。アウラ教団の神官見習いで──」

「知ってるよ。道中、あんたらをずっと尾び行こうしていたんだ。隙すきあらば、あの鑑かん定てい士しからツケの残り分を取り立ててやろうと思ってね」

　ダウトが異常なほど警けい戒かいしていたのも、あながち大おお袈げ裟さだったわけではないようだ。

　ちょうど彼の話が出たので、ノーリーンは躊躇ためらわず切り出すことにする。

「あの、グランマさん。ダウトさんを返していただけないかしら？」

「何のことだい？」

「グランマさんが連れ去ったのでしょう？　あの人がツケてばかりの、ろくでなしだから」

「後半には同意するが、前半のは言いがかりだね。ツケの回収に、ろくでなしを拉ら致ちしてどうすんのさ？　鑑かん定てい以外、何の役にも立たない、タダ飯食いだよ？」

「い、言われてみれば確かに。でも、グランマさんの所にもいないとなると一体どこに……」

「何だい、あのろくでなし、失しつ踪そうでもしたのかい？」

「ええ！　ええ、そうなの！　昨夜から行ゆく方え知れずで……。何かご存知ないかしら？」

「悪いけど知らないよ。……でも、情報を搔かき集あつめれば、行ゆく方えが分かるかもしれないねぇ」

「本当!?　なら、ぜひそうしていただきたいのだけれど！」

「おやおや、もうアタシの職業クラスを忘れちまったのかい？　情報が欲しけりゃ、出すものだしな」

　思わぬ要求に顔を引きつらせながら、巾きん着ちやく袋ぶくろを覗のぞき込んだ。ダウトをツケまみれにした情報屋である。果たして、どれほどの額をふっかけてくるのか想像もつかない。

「街で暮らす猫ケツ妖ト・精シーは、何かと物入りなのさ。慈じ善ぜん事業なら御ご免めんだよ。────でも、あんたには昨日、干し芋いもを貰もらっていたね。アレをお代がわりにしといてやる」

　意外すぎる申し出に、見習い娘むすめは弾はじかれたように顔を上げた。

「えっ……いいのかしら？」

「借りを作るのが嫌きらいなだけさ。でも物ぶつ々ぶつ交こう換かんなんて、これきりだよ？」

「はい！　ありがとう、グランマさん！」

　満面に喜色を湛たたえるノーリーンを見て、白猫ねこは少し愉ゆ快かいそうに溜ため息いきをついた。

「商談成立だ。じゃあ、あいつの昨夜の足取りを確かく認にんさせとくれ。知ってる範はん囲いで構わない」

「え……と、ヴィンセント伯はくの城館で暮らす外がい戚せきの方々と、晩ばん餐さんをご一いつ緒しよしたはずだわ。でも、待ち合わせの神しん殿でんには現れなかったの。だから先さき程ほど、お城を訪ねたのだけれど……使用人の方が仰おつしやるには、ダウトさん、吞のみすぎて眠ねむくなったと言って、昨夜のうちに帰ったそうだわ」

　それを聞いた途と端たん、針金のような髭ひげが軽かろやかに跳はねた。

「そうかい。こりゃ思ったよりも楽な仕事になりそうだねぇ」

「どうして？」

「不ふ眠みん症しようの人間が、眠ねむくなったなんて言うのは、おかしな話だと思わないかい？」

「あっ！　本当だわ！」

「噓うそか真まことかはともかく、目を付けるには充じゆう分ぶんな根こん拠きよさ。……おまえ達も、そう思うだろ？」

　グランマが周囲に向かって問とい掛かけると、酒場の屋根や民家の軒のき先さきから、驚おどろくほどの数の猫ねこ達が姿を現し、ニャアニャアと鳴き声を上げる。ノーリーンがたまげたのは言うまでもない。

「うわわわわっ、猫ねこちゃんがいっぱい!!　一体これは!?」

「アタシの特オー殊バー技・ス能キルは《賢き猫の理想郷テイル・ニヤ・ノーグ》といってね、国土規模に及およぶ網あみ目め状の巨きよ大だい結界を張り、結界内の猫ねこすべてと思念伝達を行う環かん境きよう系能力なのさ。猫ねこは皆みな、猫ケツ妖ト・精シーの眷けん属ぞくだから自おのずと広大な情報網もうになる。アタシがこの子達から、偉大なる母グランド・マザーと呼ばれる所以ゆえんだよ」

「それでは、グランマというお名前は本名ではなく……」

「ハハ、もちろん違ちがうよ。通り名さ。ろくでなしの鑑かん定てい士しと同様にね」

「え？　ダウトさんも、通り名だったの？」

　目を剝むくノーリーンを尻しり目めに、グランマが猫ねこ達に号令を発した。すると、愛らしい獣けものの群れは、飛ぶように走り去ってゆく。そして、彼らの女王の姿もいつの間にやら消えていた。

　取り残された道みち端ばたで、見習い娘むすめは一人呟つぶやく。

「わたし、やっぱり何も知らないんだわ、あの人のことを──」








◇◆五◆◇　予言考察






　指先がまるで動かない。

　いやそればかりか、もはや手足が凍こおりつき、感覚も失われていた。今にも深い闇やみの底へ引きずり込もうと睡すい魔まが手を伸のばしてくる。辛かろうじて意識を保っていることが不思議なくらいだ。

　叫さけびたかった──どうしてこんなことをするのかと。でも、唇くちびるは鉛なまりのように重い。

「……ごめんね、キミの意志を尊重できなくて」

　声が聞こえてくる。栗くり色いろの髪かみをしたあの娘この声だ。

「こんなことをするボクを許してくれなんて言わない。憎にくんでくれていい」

　──なぜだ。ずっと一いつ緒しよに長い旅をしてきたじゃないか。一いつ緒しよに戦ってきたじゃないか。

「でも、こうするよりないんだよ。キミを、この先に連れてゆくわけにはいかないから」

　──俺をお荷物だと言うのか。優ゆう秀しゆうな奴やつらがたくさん仲間になったから。

「キミを置き去りにするのは、皆みんなに言われたからとか、そういうのじゃない。ボクは自分の意志で、キミを傷つけ、裏切ってしまった」

　──やめてくれ。これ以上悪びれるな。余計に惨みじめになる。

「残ざん酷こくで身勝手だと分かっていても……ボクは、キミにお願いしたいんだ」

　──眠ねむい。声が子こ守もり唄うたみたいだ。寝ねたくない。だって俺は、ずっとおまえさんを……。

「ボクの消えた世界を、どうか見守って──」




　なぜ、こんなにも頰ほおが冷たいのだろうか。

　そんな疑問が浮うかび、ダウトは自分が床ゆか石いしの上に転がっていることを理解した。

　眠ねむりが浅かったのか、昔の夢を見ていたような気がする。よりにもよって苦い記き憶おくの一いつ片ぺんを。

「いっつ……！」

　意識がハッキリしてくると、頭の後ろから首筋にかけて、鈍にぶい痛みが広がっていった。

　少し前にも、似たようなことがあったなと思う。確かあの時は、暴走したノーリーンに絞しめ落とされたのだ。そして今度は──。

「お目覚めのようですね、ダウト様」

　声を掛かけられ、反射的に起き上がった。即そく座ざに周囲をぐるりと見み渡わたすと、三方が石いし壁かべに囲まれた狭せまい部屋にいることが分かる。そして残りの一方は鉄てつ格ごう子しで遮さえぎられていた。

　その格こう子しを挟はさんだ向こう側に佇たたずんでいるのが、声の主──ノッポの使用人だ。

「……てめぇ、これは何の真ま似ねだ？　それに、ここはどこだ？」

「ここは城の地下牢ろうでございます。旦だん那な様のご指示により、あなた様を軟なん禁きん致いたしました。しかしながらご安心を──」

　使用人は鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから、羊皮紙とペンを牢ろう内に入れる。

「ネージュお嬢じよう様さまがニセ勇者である証文をお書きいただければ、すぐにでも解放致いたします」

「そいつは断ったはずだぜ？　それとも無理矢理書かすため、拷ごう問もんでもする気かい？」

「滅めつ相そうもない。旦だん那な様より、今後お味方していただくあなた様には危害を加えぬよう、申しつけられておりますので。そのかわりに、お食事も差し上げぬよう、きつく言われております」

「兵ひよう糧ろう攻ぜめってわけかよ。あんた、荒あら事ごと慣れしてるな。ただの使用人じゃねえだろ？」

「…………」

「あんたみたいなのが、アルフレッドの私兵にいるんだ。そりゃあ、ミヤビだって自警団フアン・クラブに護まもられたくなるだろうさ。あんたらが文句を言えた筋じゃねえな」

　皮肉たっぷりに毒づいても、相手はまるで動じず、薄うす笑わらいを浮うかべるばかり。

「気が変わられましたら、いつでも仰おつしやってください。また参ります」

　乾かわいた靴くつ音おとを立てて彼は去ってゆく。

　ダウトは石いし壁かべにもたれ掛かかると、大きな溜ため息いきをついた。

「まいったな。しばらく飯めし抜ぬきになりそうだぞ、こりゃ……」

　悲ひ嘆たんに暮れながらも考える。ここから脱だつ出しゆつするとしたら、外部からの助けが不可欠だろう。となれば当然、救助が来るか否いなか、来るならいつか、という見込みが重要になる。自分が拉ら致ちされたことに気付く人間がいるとしたら、ノーリーンを措おいてほかにない。だが──。

「俺が餓が死しするより前に、あの脳味噌筋肉ノーキンがここに辿たどり着つけるとは到とう底てい思えん……」

　まったくもって、お先真っ暗だ。ろくな見通しが立たない。

　肩かたを落としていると、こちらに近づく靴くつ音おとが聞こえた。

　あの使用人め、まだ何か言いたいことでもあるのかと、睨にらみつけてやろうとする──。

「──ダウトさん！　大だい丈じよう夫ぶ？　酷ひどいことされていないかしら？」

　予想を大きく裏切り、金きん髪ぱつの見習い娘むすめが颯さつ爽そうと現れ、小声で囁ささやいてきた。

　失意に暮れていたせいか、牢ろう屋やにやってきた猛もう獣じゆうが、天使のように見える。

「ノーリーン……。おまえさんなら、すぐに助けに来てくれると信じていたぜ！」

「……なぜかしら。感謝されているはずなのに、小馬鹿にされたような気がするわ」

「気のせいだよ、相棒！　おまえさんは、最高の担当者だ！」

「そのお調子ぶりが余計に引ひっ掛かかるのだけれど……。でも、それ以上に気になるのは、どうして捕つかまっているのかだわ。一体、どんな失礼をやらかしてしまったのかしら？」

「おいコラ、俺に落ち度があることを前提にして訊きくな。伯はく爵しやく家の外がい戚せき連中が、ミヤビをニセ勇者だと鑑かん定ていしろと、圧力を掛かけてきたんだよ。それを断ったらこのザマさ」

「おかしな話だわ……。どうして伯はく爵しやく家の方々が、ミヤビ様を贋にせ者ものにしてほしいのかしら？」

「それだけ邪じや魔ま者だってことだろ、連中が伯はく爵しやく家を好き放題する上でな」

「酷ひどいわ、身内なのに……」

「んで、おまえさんはサミエルに会えたのかい？」

「ええ。お師様、ミヤビ様に予言で脅きよう迫はくされているそうなの。それで加担なさったみたい」

「なるほど。それを確かめられれば上々だ。ここに来てくれたことといい、お手て柄がらだったな」

　ノーリーンは気き恥はずかしそうに、頰ほおを搔かく。

「お手て柄がらというほどのことは……。実は、グランマさんとお知り合いになって、ダウトさんの居場所の情報をお願いしたの。そうしたら、猫ねこちゃん達がここを突つき止とめてくれて」

　因いん縁ねんのある名前が飛び出てきたせいで、ダウトは思いっきり頰ほおを引きつらせてしまった。

「グ、グランマ……だと？　おまえさん、あの糞くそ猫ねこを頼たよったのか？」

「ええ。ダウトさんが言ったとおりの凄すご腕うでだったわ」

「早まった真ま似ねを……。あいつにツケたら最後、いずれ骨までしゃぶられるぞ？」

　貴重な体験から忠告してやったというのに、彼女はクスッと笑った。

「ツケていないのでご心配なく。それよりも、早くここから脱だつ出しゆつしましょう？」

「おっと、それもそうだな。じゃあ、早さつ速そくやってくれ」

「はい？　何を？」

「え？　何を、って……鉄てつ格ごう子しを捻ねじ曲まげるんだろ？」

「しないわ！　そんなこと！」

「しないのかよ!?　おまえ、そういうキャラだろ!?」

「どういうキャラかしら!?」

　ついヒートアップしてしまい、互たがいに人差し指を唇くちびるに当てて「し～」と注意し合う。

　騒さわいでどうする。今はクールに、頰ほおを膨ふくらませてしまった見習い娘むすめを諭さとすよりない。

「でもな、ここには鉄てつ格ごう子しの鍵かぎなんて見当たらないだろう？」

「だったら、鍵かぎを持っている人を探して──」

「ダメだ。脱だつ出しゆつのリスクが跳はね上あがるし、時間も掛かかりすぎる」

「う～。でも、こんな固そうな鉄てつ格ごう子し、いくら何でもそう易やす々やすとは……」

「安心しろ。切り札ならある」

　そう言って、ポケットをまさぐった。

「隠かくし持もっていた短たん剣けんと木き槌づちは回収されちまったが、こいつを放置したのは大失態だぜ。大方、用よう途と不明で捨て置いたんだろうが、持ち物検査をやるなら徹てつ底ていすべきだったな外がい戚せきども」

　取り出したのは、もはやお馴な染じみとなった道アイ具テム──ゴングだ。

　しかしそれを見たノーリーンは、こちらの意図を察し、激げき怒どする。

「何てことを考えるのかしら！　助けにきたわたしを、一体何だと──」

　抗こう議ぎの声を無視し、鉄てつ格ごう子しを木き槌づち代わりにして、カ──ンと打ち鳴らす。

「さあ、その怒いかりを、鉄てつ格ごう子しにぶつけてくれ、タンクレディ！」

「憤フン我ガああぁぁ──っ!!」

　気合いの雄お叫たけびと共に、哀あわれな鉄てつ格ごう子しは飴あめ細工さながらグニャリと湾わん曲きよくしたのであった。




　地下牢ろうから抜ぬけ出だしたダウトは、ノーリーンに案内され地上を目指す。

　足音を忍しのばせながら階段を上ると、そこはワインの貯蔵室だった。

「ワインセラーか……。まだ地下ってことは、あの牢ろう獄ごくは地下二階だったのかよ？」

「ええ。この貯蔵室のフロアを少し歩いた先に階段があるから、そこから地上に出られるわ」

　忍しのび込んできただけあって詳くわしい。これなら容易に脱だつ出しゆつできる──そう楽観したのも束つかの間まだった。コッ、コッ、コッ……と、複数の靴くつ音おとが近づいてくる。おそらく二人組であろう。

　揃そろってワイン樽だるの陰かげに身を隠かくす。この袋ふくろ小路こうじで乱らん闘とうは避さけたい。仲間を呼ばれたら厄やつ介かいだ。

　祈いのるように息を潜ひそめていると、向こうは気付かぬまま通過してくれた。だが……。

「まずいな。今の連中、地下牢ろうの方に行ったぞ。脱だつ獄ごくを知られちまう。急ごう」

　頷うなずき合い、足早に貯蔵室を抜ぬけて階段を上ってゆく。

　すると懸け念ねんに違たがわず「囚しゆう人じんが逃にげたぞ！」「牢ろう破やぶりだ！」と、叫さけぶ声が下から響ひびいてきた。

　忍しのび足あしをやめ、一気に階段を駆かけ上あがる。すぐに茜あかね色いろの日差しが差し込んできた。屋外だ。

　階段は、厨ちゆう房ぼうの裏口の脇わきに繫つながっていたようで、窓越ごしにこちらの姿を目にした調理人が悲鳴を上げた。それが皮切りとなって、勝手口の向こうから複数の足音が迫せまってくる。

　ダウト達は一目散に厨ちゆう房ぼうを離はなれ、建物の角を曲がった。

　しかしここにきて、神の気き紛まぐれか悪あく魔まの悪いた戯ずらか。よりにもよって最悪な相手とバッタリ出くわしてしまう。ベールと短めのヴィンテージドレスを纏まとった深しん紅くの魔ま女じよに──。

「ミ、ミヤビ……」

　蒼そう白はくとなり、凍こおりつくダウトとノーリーン。その様子を見て、彼女は愉ゆ悦えつの笑えみを浮うかべた。

「あらら、騒そう々ぞうしいと思ったら、そういうことですか」

　まさに蛇へびに睨にらまれた蛙かえるだった。追手の足音も向かってくる。もはや逃にげ場ばはない。

　今にも絶望しそうになっていると、何を思ったかミヤビは、二人の脇わきを抜ぬけ、建物の角に立った。そして、走ってくる使用人達に声を掛かける。

「騒さわがしいですね、何事ですか？」

「こ、これはお嬢じよう様さま！　なぜ、お嬢じよう様さまがこのような所に？」

「なぜ、ですって？　この城の所有者はミヤビちゃんですよ。主が自分の城を歩き回ることに理由が要いりますか？　それともあなたは、別の者を城主だなどと誤解していませんよね？」

「め、滅めつ相そうもございません！　何なに卒とぞお許しください！」

「よろしい。それで、この騒さわぎは何事です？　不ふ審しん者でも出たんですか？」

「あ、はい、それが、その……」

「何を言い澱よどんでいるのか知りませんが、怪あやしい人ひと影かげなら、さっき東門を出ていきましたよ」

　使用人達は礼を言うと、逃にげるように駆かけてゆく。おそらく東門へ向かったのだろう。

　それを見届けたダウトとノーリーンは、息を殺していた反動で、揃そろって大きく呼吸する。だが、まだ警けい戒かいを解くわけにはいかない。悠ゆう然ぜんとミヤビがこちらに戻もどってきたのだ。

「なぜ、俺達を助けた？」

「別にぃ。ミヤビちゃんは本物の勇者ですから、正々堂々と鑑かん定ていしてもらいたいだけですよ」

　素っ気なく答えながら、近くにある建物を指差す。

「あの納な屋や、使われていませんから、日暮れまで隠かくれていることをお勧すすめします。使用人達は、外を躍やつ起きになって捜すと思いますんで」

「灯とう台だい下もと暗くらしってわけかい。ペテン師が得意とする手法だな。それとも、何かの罠わなかい？」

　彼女の白魚のような指が、ダウトの顎あごを摑つかんだ。そして強ごう引いんに、顔の間近へと引き寄せる。

「鑑かん定てい士しさんったら、助けてもらった分際で、口が減らないんですね？」

「このとおり、疑うたぐり深ぶかい性しよう分ぶんなんでね」

「ふ～ん。性格は残念だけど、目下の隈くまを除けば顔はまあまあかな。ギリ好みの範はん疇ちゆうですよ？」

　柔やわらかそうな唇くちびるで甘く囁ささやき、色香を漂ただよわせる。

　見習い娘むすめが「ななななな……」と、動どう揺ようしながら真っ赤になって凝ぎよう視ししてくるが、ダウトは努めて冷静に、ほくそ笑えんで返した。

「そりゃどうも。いいのかい？　〝アイドル〟は恋れん愛あい禁止だって聞いてるぜ？」

「それは前世の話です。今のミヤビちゃんは、勇者ですから」

「そうかい。でも残念だったな。あいにく俺は、信用し難がたい魔ま性しようの女は趣しゆ味みじゃねえんだ」

　淡たん白ぱくに誘ゆう惑わくを断たち切きると、彼女はつまらなそうに手を離す。

「案外つれないんですね。ま、信じる信じないは、お好きにど～ぞ」

　あっかんべぇ、とばかりに舌を出すと、薄うす桃もも色いろの髪かみを揺ゆらして背を向けた。

「──あの、ミヤビ様！」

　居ても立ってもいられなくなったようで、ノーリーンがその背中を呼び止める。

「その、さっきのは……あ、いえ、危あやういところを助けていただき、ありがとうございました」

　魔ま女じよは肩かた越ごしに振ふり返かえるが、特に何を言うでもなく、魔ま法ほうで宙に身を躍おどらせ飛び去った。




　ミヤビの言葉を全面的に信じたわけではない。

　だが、下手に動くのは危険だったので、ダウトは納な屋やに身を隠かくすことにした。

　これが吉きちと出るか凶きようと出るかは分からないが、ようやく人ひと心ごこ地ちが付いたのは確かだ。

「ねえ、ダウトさん──」

　薄うつすら埃ほこりが積もった床ゆかに腰こしを下ろし、膝ひざを抱かかえたノーリーンが小声で話はなし掛かけてくる。

「ミヤビ様は、素行に問題のある御お方かただけれど……本物の勇者様なのではないかしら？」

「あの女が噓うそまみれなのは、〝ナマ・ライブ〟の時に、おまえさんも知っただろ？」

　室内に置かれた家具や調度品を物色しながら、答えを返す。

「そうだけれど……。贋にせ者ものなら、わたし達を助けたりするかしら？」

「…………」

「それに、《中位四大元素魔法ミドル・ソーサリー》は本物なのでしょう？　これで、未来予知まで本物なら……」

「特オー殊バー技・ス能キルが二つあることになるから、あの女の魂たましいが異世界より来た証明になる、か」

「ええ。未来予知の真しん贋がんを見分けるのに最適なのは、ダウトさんが頂いた予言が当たるかどうかなのだけれど。わたしには、それがどんな予言かも分からないから……」

「それなら、たぶん当たった」

「はい？　え……と、たぶん当たった、って中ちゆう途と半はん端ぱなのは、どういうことなのかしら？」

「俺への予言は、ロゼワインを口にしたら望まぬ眠ねむりに落ちる、というものだった。んで、外がい戚せきとの晩ばん餐さんで出たんだよ、ロゼワインが。ちょうど奴やつらの買収話を断った直後にな」

「まさか、それに眠ねむり薬ぐすりを入れられていたのかしら？」

「さてね。口をつけなかったから、それは分からん」

「え？　飲まなかったということは、予言を信じたの？」

「そういうわけじゃねえ、念には念を入れただけさ。だが、ワインを遠えん慮りよした途と端たん、背後からガツンとやられて気絶しちまった。つまり、ワインに眠ねむり薬ぐすりが仕込まれていた可能性は大だ」

「それで中ちゆう途と半はん端ぱな回答だったのね。確かに、予言が当たったのやら、外れたのやら……」

　混乱するのも仕方ない。これは、卵が先か鶏にわとりが先か、といった因果性のジレンマなのだから。

「そう考え込むなよ、論点はそこじゃない。予言が本物かどうかだ。つまり、この予言をインチキだと仮定して考えると、ミヤビと外がい戚せきどもはグルという図式が成り立つ」

「あっ、予言に合わせて、外がい戚せきの方々がダウトさんに眠ねむり薬ぐすり入りのロゼワインを振ふる舞まったということね。……でも、仲間なら、どうしてミヤビ様を贋にせ者ものだと鑑かん定ていするよう言ったのかしら？　仲間であることを悟さとられないためだったとしても、おかしいわ」

「ああ。連中がグルだと考えると、ほかにも矛む盾じゆん点が出てくる。外がい戚せきどもが、子飼いの使用人を密みつ偵ていとして、自警団フアン・クラブに潜もぐり込ませていたことも不自然だ」

　考察を深めようと、物を漁あさる手を止めてノーリーンに向き直った。

「おそらくミヤビは、密みつ偵ていに気付いていたからこそ、あのステージで、俺だけに聞こえるよう小声で予言したんだろう。注意を促うながすためにな。つまり、あいつらはグルじゃない」

「ということは、予言は本物で、やっぱりミヤビ様は正しよう真しん正しよう銘めいの勇者様……」

「その結論は早いぜ。そもそも俺達は、あの女の予言の構造を把は握あくし切れていない」

「どういうことかしら？」

「未来予知の特オー殊バー技・ス能キルなんてのは、変わり種の多い精神系能力の中でも伝説級レジエンドだぜ。そう簡単に使いこなせるもんじゃない。発現させるには様々な制約や条件があるはずだ。それこそ、おまえさんが《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を使いこなせていないのと似たような感じでな」

「え？　ゴングを鳴らさないと予知できない、とかかしら？」

「どんな予言者だ、それは……いや、おまえさんを例に出した俺が悪かった」

　ダウトは、指を四本立てる。

「俺の実体験と、村で聞いた話から、ミヤビの予言にはいくつか特とく徴ちようがあると推測できる。まず一つ目、予言は総じて、相手の身に降りかかる災難を言い当てている」

「確かにそうだわ。幸せな予言をされた人の話は聞いていないもの」

「そして二つ目の特とく徴ちよう。予知できるのは、間近な未来までだ。俺のケースといい、聞いた話といい、予知される災難は七日以内のものばかりだったろ」

「待って。それは、たまたまということはないかしら？」

「たまたまと言うなら、ヴィンセント伯はくの海難事故はどう説明する？　ミヤビは、旅先にあったヴィンセント伯はくの海難事故を予言しなかった。だからこそ彼は死んだんだ。無論、束そく縛ばくから自由になるため、父の死を予知しながら、あえて黙だまっていたという可能性もある。だが、十年近く幽ゆう閉へいの身に甘んじていた娘むすめが、父親を見殺しにするほど非情になれるとは思えない」

「それは……そうかもしれないけれど……」

「ちなみに、七日以内と考える根こん拠きよはもう一つあるぞ。〝ナマ・ライブ〟の開かい催さい周期だ」

「あ、ちょうど、七日に一度だわ」

「そう。〝ナマ・ライブ〟は、予言を授さずける相手を選せん抜ばつするのに、実に都合がいい。俺の読みどおり、七日以内の災難しか予知できないとなると、相手によっては何の予言もできないわけだからな。だからあの女には、インチキの抽ちゆう選せん会が必要不可欠だったのさ」

「そういえば、無む作さく為いの抽ちゆう選せんというのは噓うそだ、って《贋者の枷ライアー・バインド》が教えてくれたものね」

「ああ。要するに、俺を選んだのも、七日以内に災難に見み舞まわれる未来を予知できたからこそだったんだろう。まあ、鑑かん定てい士し相手に、予言をアピールする狙ねらいもあったかもしれんが」

「え？　でも、それだとおかしいわ。ダウトさんの未来を予知したのは、抽ちゆう選せんの後だもの」

　言いながらノーリーンは、彼女の真ま似ねをして、両手の指でハートマークを作ってみせる。

「そいつはカムフラージュだ。予知は抽ちゆう選せんの前に済ませていたんだよ。客席の全員を対象にしてな」

「でも、ミヤビ様にそんな素そ振ぶりは………………あっ！　あったわ、握あく手しゆ会!!」

「そう。握あく手しゆ会であの女は、客席の全員、一人ひとりと対面し、相手に触ふれる機会を堂々と得ている」

「あの時に、未来予知はすでに行われていたということ？」

「だろうな。これが三つ目の特とく徴ちようさ。おそらく、相手に触ふれないと予知できない。そして四つ目、外がい戚せき連中から逃にげ回まわっていたようだから、自分自身のことも予知できるんだろう」

　一度言葉を切って、溜ため息いき交じりに言う。

「今のところ判明している特とく徴ちようから考えると、ミヤビの特オー殊バー技・ス能キルは《危シツ険クス予・セ知ンス》といった方がいい代しろ物ものだ。だとすると──あの女が勇者になって闇やみの軍勢を討うつという予言は、噓うそになる」

「え……と、つまり、どういうことなのかしら？　二つの特オー殊バー技・ス能キルを開花させているのに、勇者様ではない、ということ？　もう何が何だか……」

「結論を急ぎすぎるなと言ったはずだぜ？　ここから無事に脱だつ出しゆつできたなら、もっと納なつ得とくのいく答えが出せるかもしれないだろ。よさげな掘ほり出だし物ものも見つけたしよ」

　悪童のような笑えみを浮うかべたダウトは、額がく縁ぶちに入った絵画を三つほど持ってくる。

「名のある画家の手で、十年以上前に描えがかれた油絵だ。市場に出せば、いい値がつくぜ」

「まあ！　さっきから何を物色しているのかと思ったら、とんでもないことを……あら？」

　油絵に目を落としたノーリーンが間ま抜ぬけな声を上げて、頰ほおを緩ゆるめる。

「この白いドレスの可か愛わいらしい子、もしかしてミヤビ様かしら？」

　見習い娘むすめの言うように、キャンバスには、白色のエプロンドレスを着た薄うす桃もも色いろの髪かみの女児が描えがかれていた。五歳くらいだろうか。幼くも可か憐れんで、ミヤビにその面おも影かげが見て取れる。

「あ、こっちの絵のミヤビ様は、二歳か、三歳くらいだわ。可か愛わいいなぁ～」

　感かん慨がいひとしおの彼女に、三枚目の絵を見せてやる。

　そこには、母に抱だかれた赤子が描えがかれているのだが、たちどころにノーリーンの様子が一変した。

「えっ…………？」

　瞬まばたきも忘れて、口を両手で押さえている。

「ダウトさん、これってどういう……」

「どうもこうも、見たまんまってことだろうよ。まったく────陳ちん腐ぷな英サ雄ー譚ガだ」

　吐はき捨すてるように答えると、窓の向こうに覗のぞく夕ゆう闇やみに目を向けた。

「さあ、ぼちぼち日も沈しずみそうだぜ。脱だつ獄ごく再開といきますか」




　夜や陰いんに乗じ、上う手まい具合に城館から抜ぬけ出だした二人。

　ところが、さして田舎いなか道みちを進まぬうちに、思わぬ待まち伏ぶせに遭あう。

「──ずいぶんと悠ゆう長ちようにしていたじゃないか。そんなに地下牢ろうは快適だったかい？」

　ハスキーな声が聞こえたかと思うと、ブドウ畑の闇やみの中から、太った白猫ねこが姿を現した。

「グランマさん！」

　ノーリーンが嬉うれしそうにしゃがみ込み、猫ケツ妖ト・精シーを歓かん迎げいする。

「おかげさまで、ダウトさんを見つけられたわ。ありがとう！」

　白猫ねこは、礼などムズ痒がゆいとでも言いたげに、後ろ足で耳の辺りを搔かいた。

　ダウトにしてみれば思うところがありすぎて、素す直なおに感謝する気にはなれない。

「わざわざ俺らの無事を確かめにくるとは、珍めずらしくアフターサービスにまで気を回しているじゃねえか？　それとも、テメェの売った情報に、自信が持てなかったのかい？」

「馬鹿をお言いでないよ。たまたま通とおりかかっただけさ。まったく、口の減らない坊ぼうやだね」

「坊ぼうやはやめろ、ババア」

「それじゃあ昔みたいに、アイスマンと呼んでやろうか？」

　口くち喧げん嘩かを聞いていたノーリーンが「……アイスマン？」と、復唱するように疑問を零こぼしたが、ダウトはあえて取り合わなかった。なにしろ、今はほかにすべきことがある。

「通とおりかかったにしろ何にしろ、俺にとっちゃあ好都合だ。グランマ、情報が欲ほしい！」

　白猫ねこは瞼まぶたを半ばほど閉じ、睨にらんでくる。

「正気かい？　金を取り立てにきたアタシから、文無しのあんたが情報を買いたいだって？　この上ツケられると本気で思っているとしたら、アタシも舐なめられたもんだねぇ」

「ああ正気だとも！　おまえこそ、俺を舐なめてるんじゃないのか？」

　威い勢せいよく言うと、見習い娘むすめの背後に回り、その小さな両りよう肩かたにポンと手を置いた。

「よく聞け、ババア。このノーリーンが、俺のために鑑定料かねを用意してくれている。そこから、情報の代金を差し引けばいい。もう俺とこいつは、連帯保証人みたいなもんなんだよ！」

「やめて、その言い方!?　一いつ瞬しゆんで身を滅ほろぼしてしまいそうだわ!!」

　心底嫌いやそうな顔で振ふり向むき、抗こう議ぎしてきた。正直、ちょっとだけ心が傷つく。

　グランマは利害損失を検討しているのか、財さい布ふの紐ひもを握にぎる彼女の前までやってくると、二足で立ち上がり、ひそひそ話を始めた。やがて「いいだろう商談成立だ」と、前足を組む。

「……おまえの二足歩行、気色悪いから何とかならんのか？　ビジュアル的に関節も変だし」

「余計なお世話だよ！　商談成立だって言ったろ？　さっさと何の情報が欲ほしいかお言い！」

「なら聞かせてくれ、ヴィンセント伯はく爵しやく家のルーツを。眉まゆ唾つばだとばかり思っていたが、外がい戚せきの男まで口にしていたんで気になってな。この地を切り拓ひらいた流る浪ろうの民たみってのは、一体何者だ？」

「……嫌いやなことを訊きくもんだね。そいつは、アタシら妖よう精せいの間じゃあ禁忌タブー扱あつかいさ。同どう胞ほうである森エ妖ル精フの醜しゆう聞ぶんになっちまうんでね」

　見習い娘むすめがキョトンとしながら「森エ妖ル精フ？」と、尋たずねてきたので補足しておく。

「森エ妖ル精フってのは、深い森で暮らす妖よう精せいだ。見た目は人間とほとんど変わらない。耳が尖とがっていて、美形が多いってくらいか」

「グランマさんのような猫ケツ妖ト・精シーとは、ずいぶん違ちがうのね？」

「猫ケツ妖ト・精シーと違ちがうのは外見ばかりじゃないぜ。森エ妖ル精フは非常に閉へい鎖さ的で排はい他た的なのさ。人間にも、闇やみのモノにも、断じて関わろうとしない。そして、その独立性を保てるだけの力が森エ妖ル精フにはあるんだよ。連中、知力系能力や精神系能力の特オー殊バー技・ス能キルに長たけていて、めっぽう強つええ」

「……ちょっと、羨うらやましいかも」

　知力系に憧あこがれる肉体系が、ポツリと本音を零こぼすが、気にしないでやることにした。

「んで、森エ妖ル精フにはもう一つ珍めずらしい特とく徴ちようがある。人間との混血が可能なんだ」

「え？」

「人間と森エ妖ル精フの混血児のことを半妖精ハーフ・エルフっていうんだが、こいつは妖よう精せいにとっても人間にとっても、自種族に対する裏切りと侮ぶ辱じよくの証あかしだって昔からいわれてきた」

「そんな……何だか酷ひどい話だわ。わたし、全然知らなかった……」

「忌き避ひされる存在だけに、半妖精ハーフ・エルフが確かく認にんされた話はまず聞かない。知らないのも無理ないさ」

　ダウトは、口をへの字に曲げている白猫ねこに視線を戻もどして問とい掛かける。

「グランマ、あんたが言いたいのは、このことだろ？　つまり、ヴィンセント伯はく爵しやく家の祖である流る浪ろうの民たみとは──半妖精ハーフ・エルフだった」

「そうした風説もあるってことだよ。何しろ遥はるか昔のことだ。人間との混血も進んで、今さら確かめようがないからね」

「もっともな話だ。普ふ通つうに考えればな」

　目に鋭するどい光が宿る。ようやく、この地の勇者騒そう動どうの本質に、手が届いた気がした。

「グランマ、もう一つ知りたいことがある。十七年前、ロゼッタ伯はく爵しやく夫ふ人じんの死の直後に、ヴィンセント伯はく爵しやく家から消えた侍じ女じよがいるそうなんだが……」

「その侍じ女じよの素す性じようや行ゆく方えを知りたいってかい？」

「いや、そうじゃない。俺の推測が正しければ、その侍じ女じよと一いつ緒しよにいなくなった奴やつが、もう一人いるはずなんだ。そいつのことを知りたい」

「……少し時間を貰もらうよ。構わないかい？」

「ああ、次の〝ナマ・ライブ〟に間に合えばいい。六日後だ」

　ニヤリと笑った白猫ねこは、ブドウ畑に飛び込んでいったかと思うと、すぐに姿を消した。

　こちらのやり取りに感化されたのか、ノーリーンが勢い込んで申し出てくる。

「あの！　わたしにも何かできることはないかしら？」

「もちろん、あるぜ。おまえさんは、楽団から話を聞いてきてもらいたい」

「楽団って、〝ナマ・ライブ〟で演奏していた、仮面の人達かしら？」

「そうだ。村の宿屋にいると思う。そこで奴やつらに確かく認にんしてほしいのさ。十二人分で宿を取っているかどうか」

　少し不思議そうにしていたが、すぐに彼女は力強く頷うなずいてくれる。

　ダウトは、ふと自分を奇き妙みように思った。何だかんだと文句を並べながら、気が付けばこの見習い娘むすめを頼たよりにしているのだから──。














◇◆六◆◇　ラストソング






　我ながら焼きが回ったのではないかと、ミヤビは思う。

　こうして舞ぶ台たいに上がり、大勢の人々の前で歌い、踊おどり、こなれた仕草で愛あい嬌きようを振ふりまく。幼い日に死しに物もの狂ぐるいで磨みがいた技術は、強力な特オー殊バー技・ス能キルを開花させた今となっても衰おとろえていない。なのに、これまで最大の武器としてきた非情さを発揮し切れなくなった自分がいるのだ。

　いくら歓かん声せいと拍はく手しゆの雨を浴びようが、胸の内の苛いら立だちは、日増しに大きくなるばかり。

　原因は考えるまでもない。あいつと出会ったせいだ。惨みじめで哀あわれなあいつに泣かれ、思い知ったのである。すべてを奪うばうつもりが、肝かん心じんなものを取りこぼしそうになっていたことを。

　だからこそミヤビは、このステージに立ち続けてきた。そして、それも大おお詰づめを迎むかえている。

　仮面の楽団が奏かなでる調べに合わせ、風の魔ま法ほうで宙に舞まった。客席を俯ふ瞰かんしながら、役者が揃そろっているか確かく認にんする。

　チケットを送りつけた外がい戚せきのアルフレッドと、その一家は、こぞって姿を見せていた。これまでは、こんな見みえ透すいた挑ちよう発はつに乗るようなことはなかったが、捕とらえた鑑かん定てい士しに逃にげられたことで、不安に駆かられたに違ちがいあるまい。彼がこちらの側につくのではないかと。

　意外なのは、その鑑かん定てい士しの姿を見ないことだ。連れの神官見習いなら、最前列にいるのに。

　──まさか逃にげた？　いえ、あの神官見習いがここにいるのだから、一人だけ逃にげたとは考えにくい。自警団フアン・クラブに紛まぎれ込み、機を窺うかがっているのかも……。

　姿を見せない彼の挙動は不気味だが、プランは続行すべきだろう。なにしろここには、教団内で発言力を持つサミエル司祭がいる。それに、自警団フアン・クラブは想定以上の人数になった。あの鑑かん定てい士しにしろ、外がい戚せきどもにしろ、おいそれと武力行使には及およべまい。何を恐おそれることがあろうか。




　曲が終しゆう盤ばんに近づいた──。

　きっと、自分にとって最後の歌となるその終わりを、ミヤビは声の限り歌い上げる。そして、いつものように短い呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、魔ま法ほうで煙えん幕まくを噴ふん出しゆつさせると、舞ぶ台たいを白一色で覆おおい隠かくした。

　白い煙えん霧むが漂ただよう中、舞ぶ台たい脇わきに座す楽団の方へと歩を進める。そして、十三番目の席に座る仮面演奏者の傍かたわらに立った。しかし、向こうは何の動きも見せない。

「……何をのんびりしているの？」

　仕方なく相手に耳打ちしたが、やはり無反応だ。まさか煙けむりの中で人ひと違ちがいをしたのだろうか。

　視界は最悪だが、何とか目を凝こらす。黒いクロークに身を包んだ演奏者は、白い仮面を被かぶり、薄うす桃もも色いろの髪かみを耳の上で結び、長々と垂らしている。人ひと違ちがいではない。彼女だ。

　だとしたら、なぜ予定どおり動かないのかと、その肩かたを摑つかもうとする──が、逆に摑つかまれたのは、こちらの腕うでだった。

「なっ──!?」

　腕うでを握にぎられたことで分かった。その仮面の演奏者が、男であることに。

　しだいに煙えん霧むが晴れてゆく中、相手は椅い子すから立ち上がると、もう片方の手で、自らの薄うす桃もも色いろの髪かみを摑つかみ取とり、放り捨てる。

「中々よくできたカツラだろ？　馴な染じみの露ろ店てんで買った、あんたの仮コス装プレ一・セ式ツトの一部だよ」

「あ、あなた、まさか……」

　警けい戒かいはしていた。だが、すでに舞ぶ台たい上に居ようとは想定外だ。それも、思いも寄らぬ姿で。

　白い仮面を外した鑑かん定てい士しが、強ごう引いんに細い腕うでを引き寄せ、不敵に笑う。

「先日は世話になったな。その返礼代わりに、再びこのステージで──煙エンカウントだ！」








◇◆七◆◇　亡霊の帰還






　客席で、どよめきが起こった。

　無理もなかろう。煙えん霧むが晴れたかと思えば、突とつ如じよステージ上に出現した灰色髪がみの男が、彼らの崇あがめる勇アイ者ドルの腕うでを摑つかんでいたのだから。

「お、おい！　あれ、この前の鑑かん定てい士しじゃねえべか？」

「んだ！　なして、あいつがまたステージに？」

「ダ、ダウト殿どの、これは一体!?　このサミエル、またもや何も聞いておりませぬぞ!?」

　観客＋プラスαアルフアから次々と疑ぎ惑わくの声が上がるなか、ミヤビは不快そうに腕うでを振ふり払はらう。

「どういうつもりですか？　今日は舞ぶ台たい上まで、あなたを招待した覚えがないんですけど？」

「ああ、そうだろうさ。だから、こうして忍しのび込ませてもらったんだ。あんたを真ま似ねてな」

　珍めずらしく反論に窮きゆうする彼女の脇わきを抜ぬけ、ダウトはステージの中央までくると、まるで舞ぶ台たい役者のように客席まで届く声で語り出す。

「せっかくの〝ナマ・ライブ〟にお邪じや魔まして悪いが、今日はここで、勇者ミヤビの鑑かん定てい結果を話そうと思う。客席の最前列に、俺の依クラ頼イア主ントもいることだしな」

　いきなりステージ上から紹しよう介かいされ、慌あわててノーリーンは右に左にと頭を下げる。

　当然、不満の声も上がったがそれは僅わずかで、大たい概がいの者は闖ちん入にゆう者の言葉に耳を傾かたむけていた。

「理解を得られたようで結構だ。ご覧のとおり、自警団フアン・クラブだろうと誰だれだろうと、実のところ気になっていたってことさ。あんたが本物の勇者なのか、あるいは贋にせ者ものなのか」

　落ち着きを取とり戻もどしたミヤビが「それで？」と先を促うながしてくるので、話を続ける。

「ミヤビの特オー殊バー技・ス能キルは二つだ。大自然を操あやつる《中位四大元素魔法ミドル・ソーサリー》と、間近な災難を予知する《危シツ険クス予・セ知ンス》。どちらも強力なうえに、まるっきりインチキが見当たらない」

　会場中が歓かん声せいに包まれる。いや、客席の一角では落らく胆たんする外がい戚せき達の姿も見えるが、それはさておき、今の一言は彼女を勇者だと証言したに等しい……誰だれもがそう思った。しかし──。

「早はや合が点てんしないでくれ。これは特別なことじゃない。特オー殊バー技・ス能キルは一つの魂たましいにつき一つ。この原則を、こいつは何も捻ねじ曲まげちゃいないんだからな」

　一転して、辺りは水を打ったように静まり返った。自おのずと、ダウトの声に力が籠こもる。

「──勇者ミヤビは、一人じゃない。二人の人間が代かわる代がわる演じた……二人一役ダブルキヤストだ！」

　再び客席が騒そう然ぜんとなる。多くは驚おどろきの声、それに次ぐのは鑑かん定てい士しへの罵ば声せいだ。

　もはや黙だまってはおれぬとばかりに、サミエルがしゃしゃり出てきた。

「ダウト殿どの！　二人の人間が演じたなどと荒こう唐とう無む稽けいですぞ。ミヤビ様は、ずっとステージにおられ、魔ま法ほうと予言の両方をなされておいででした。私はそれを間近で見てきたのです！」

「荒こう唐とう無む稽けいじゃないぜ。〝ナマ・ライブ〟は、歌と踊おどりのパートの後と、握あく手しゆ会のパートの後に、煙えん幕まくの魔ま法ほうでステージを覆おおうタイミングが二度ある。そこで入いれ替かわっているんだよ。歌と踊おどりのパートでは魔導師ソーサラーのミヤビが、握あく手しゆ会のパートでは女シ予ビ言ユ者ラのミヤビが、それぞれ客の前に現れているのさ。おそらく予知の特オー殊バー技・ス能キルは、相手に触ふれなければ発現できないんだろう。だからこそ、面めん倒どうな入いれ替かわりが必要だった」

　順序立てて、幻げん想そう的な偶ぐう像ぞうを解体してゆく。

「おそらく、人前で歌ったり話したりするのが得意なのは、魔導師ソーサラーの方だ。握あく手しゆ会後の予言発表のパートでは、再び魔導師ソーサラーに交代している。予知で得た情報は、煙えん幕まくで入いれ替かわる際にこっそり伝えていると考えるのが妥だ当とうだろう」

「いやいや、煙えん幕まくで入いれ替かわると申されても、舞ぶ台たい袖そでに誰だれかがいれば、私が気付きますぞ！」

「舞ぶ台たい袖そでなんかで待機してねえよ。この入いれ替かわりプランは、客だけじゃなく、あんたまで騙だまさないと意味がないんだからな」

「でしたら、もう一人はどこにいたというのです？」

「今しがた、俺が舞ぶ台たいに現れたのと同じ方法さ。もう一人は仮面を被かぶり、髪かみ型がたを変え、クロークを纏まとって楽器を鳴らすフリをしながら座っていればいい。十三人目の演奏者としてな」

「楽団の一人になりすましていたと!?」

　驚きよう愕がくしたサミエルが、責めるように仮面の演奏者達を睨にらみ、彼らを怯ひるませる。

「楽団に当たるなよ。こいつらは利用されただけだ。大方ミヤビから、大事な客を特等席で見せてあげたいとか言われて、金で丸め込まれたんだろう。まさか、その大事な客ってのが、もう一人のミヤビだとは思いも寄らずに、席と衣い装しようを提供したんだろうさ」

　楽団員達が肯こう定ていするように頷うなずいた。しかし司祭は納なつ得とくがいかないようで、食い下がってくる。

「しかしですなぁ。いくらステージ上で入いれ替かわることが可能だったとしても、そもそも瓜うり二ふたつの人間などいるのですか？　双ふた子ごでもあるまいし」

「そう。ベタな話、双ふた子ごなんだよ、ヴィンセント伯はく爵しやく家のお嬢じよう様さまは」

「バカな……。そんな話、聞いたことがない」

　客席の人々ばかりか、外がい戚せき達ですらも、寝ね耳みみに水といった様子だ。

「そんなに信じられないなら、さっきまで俺が座っていた椅い子すの下を見てくれよ」

　言に従い、渋しぶ々しぶとサミエルは楽団の席へ向かう。そして椅い子すの下を覗のぞき込み、布に包まれた油絵を見つけてきた。半信半疑のまま布を取ると──。

「これは!?　もしや、ここに描えがかれているのは……」

「ああ。生まれたばかりの我が子を抱だいたロゼッタ伯はく爵しやく夫ふ人じんの絵さ。母性が伝わってくる名画だよ。だが、何より注目すべきは──」

「赤子が、二人……」

　まさしく、絵画の中に描えがかれているのは、母親と、その腕うでに抱だかれた双ふた子ごの赤ちゃんだ。

　目を皿のようにするサミエルが、当然の疑問を呟つぶやく。

「でも、なぜ双ふた子ごだったことを隠かくす必要があったのですか？」

「双ふた子ごの片割れは、ある理由から実父であるヴィンセント伯はくの不興を買ったのさ。そして、赤子のうちに密ひそかに間引かれることになった。存在ごと抹まつ消しようするためにな。ところが、伯はく爵しやくの命令を受けた侍じ女じよは、赤子の命を奪うばうことができず、その子を連れて身を隠かくす道を選んだんだ」

　ダウトは、客席のアルフレッドへと目を向ける。

「これが、十七年前に起こった侍じ女じよ失しつ踪そうの真相だ。ロゼッタ夫人の産後の死とは無関係だよ」

　すると、顔をしかめた外がい戚せきの長は、威い勢せいよく詰きつ問もんしてきた。

「貴公は真相だと申されたが、十七年も前のことを、そう断言できるのですか？」

「できるね。確かな腕うでの情報屋に調べさせたんだ。それに話はここからだぜ。あいにく侍じ女じよは、ラバンリュって貧ひん民みん街で亡なくなっちまってたが、連れ出された赤子なら今も健在だからな」

　まるで誘いざなわれるように、会場中の視線がミヤビへと注がれる。

　彼女は動じたふうもなく、いつもどおりの人を食ったような微び笑しようを浮うかべた。

「やだぁ、鑑かん定てい士しさんったら、さっきから憶おく測そくばかりでものを言って。あなたの立場上、ミヤビちゃんを悪者にしたい気持ちは分かりますけど、証しよう拠こがなきゃ話になりませんよぉ？」

「──証しよう拠こなら目の前にあるよ。なにしろ、それこそが伯はく爵しやくの不興を買った原因なんだからな」

　泰たい然ぜん自じ若じやくたるのはお互たがい様。ダウトもまた、堂々とした態度で切り返す。

「ヴィンセント伯はく爵しやく家の祖が、各地を転々としてきた流る浪ろうの民たみだってのは、わりかし有名な話だ。だが、この話には、さらに踏ふみ込んだ説がある。それは妖よう精せい達の間で、公然の秘密のようにされてきた風説だ。……その流る浪ろうの民たみの正体は、半妖精ハーフ・エルフなんじゃないかってな」

「言いがかりだ!!」

　真っ先に吠ほえたのは、アルフレッドだった。椅い子すから立ち上がり、逆上する。

「貴様、伯はく爵しやく家を愚ぐ弄ろうする気か！　よりにもよって半妖精ハーフ・エルフの末まつ裔えいだなどと貶おとしめおって！　事実無根のこととはいえ、このような醜しゆう聞ぶんが教王猊げい下かの御耳に入れば何とする！　一大事だぞ！」

「だよな。伯はく爵しやく家が凋ちよう落らくしたら元も子もない。あんたがお望みの資産も名めい誉よも全部パーだ」

「ぶ、無礼な！」

「そうカリカリしなさんなよ。ヴィンセント伯はくも、あんたと同じように考えたんだ。生まれて間もない我が子を目にした時、この子が人目に触ふれれば伯はく爵しやく家は一大事になる、ってな」

「何だと……？」

「双ふた子ごの片割れには、あたかも先祖返りしたように、祖先の特とく徴ちようが色いろ濃こく現れていたのさ。即すなわち、半妖精ハーフ・エルフの特とく徴ちよう的な尖とがった耳が」

　サミエルが改めて油絵を覗のぞき込んだ。しかし、顎あごに手を当て小さく唸うなる。

「この絵では分かりかねますな。片方の赤子の耳が尖とがっているように見えなくもありませんが……」

「絵はアテにできねえよ。さっきも言ったはずだ、証しよう拠こなら目の前にある。楽団に紛まぎれ込む際にも、長ちよう髪はつを横で結んで耳を隠かくすようにしていたんだ。間ま違ちがいないだろう」

　未いまだ落おち着つき払はらったミヤビに、ダウトは啖たん呵かを切った。

「今度は俺が、あんたに名を尋たずねる番だぜ。あんたは、勇者ミヤビでもなければ、ネージュ・ヴィンセントですらない。いい加減に名乗ったらどうだ、十七年前の亡ぼう霊れいさん？」

　彼女は、フッと短く溜ため息いきをつくと、ベールを取とり払はらい、ふわりとした薄うす桃もも色いろの長い髪かみを搔かき上あげた。そこには──異形ともいえる尖とがった耳が、しっかりと見て取れる。

「お見事でした鑑かん定てい士しさん☆　あたしの名は、ルージュ。──ルージュ・ヴィンセントです」




　会場の動どう揺ようは、鎮しずまる気配を見せない。まやかしの勇者を快く思っていた者も、煩わずらわしく思っていた者も、一様に衝しよう撃げきを受けずにはいられなかったのだろう。

　その幻げん想そうを生み出した少女──ルージュ・ヴィンセントと対たい峙じするダウトは、何か薄うす気き味み悪わるい感覚を覚えながらも、質問をぶつけてゆく。

「──で、ルージュさんよ。あんたは、どうやって自分の出自を知った？　助けてくれた侍じ女じよから聞いていたのかい？」

「死ぬ間ま際ぎわにね。それまでは、彼女が母親だと思っていましたから」

「……いいお袋ふくろさんだったんだな」

「感謝はしています。命の恩人ですから。でも、彼女は病気がちで、惨みじめな貧びん乏ぼう暮ぐらしを余よ儀ぎなくされました。幼い頃ころから、薄うす汚ぎたない酒場で歌い、踊おどり、偽いつわりの笑え顔がおで大人達に媚こびて、小金を稼かせぎ食くい繫つなぐ始末です。作り笑いや、噓うその好意を見破られると、悲ひ惨さんでしたね～。子供の無力さを痛感したというか……まあ、そのうち魔ま法ほうもできるようになったので、少しはマシになったんですけどぉ」

　それは辛つらい過去を思い出すかのような口調だった。しかし──。

「そうやって、色々技術スキルを磨みがきながら生きてきましたが、何だかんだ言って一番ルージュちゃんに向いていたのは、人を騙だますことでした☆　だって、皆みなさんバカなんだも～ん♪」

　少しも悪びれず、小馬鹿にしたような微び笑しようを向けてくる。熟練の詐さ欺ぎ師の顔だ。

「だから悪党に堕おち、オレ勇者詐さ欺ぎにまで手を染めたってわけか。そこまでする理由は何だ？」

「復ふく讐しゆうと財産の奪だつ還かんですよ。それに、ルージュちゃんが勇者として承しよう認にんされれば、世界は忌いみ嫌きらってきた半妖精ハーフ・エルフを認めたことになりますよね？　嗤わらえるじゃないですか！」

「すべてを手にするのが、当然の権利だとでも言いたげだな？」

「もちろんです、ルージュちゃんが長女なので。欲を言えば、この手でヴィンセント伯はく爵しやくを殺したかったんですけどぉ、すでに海の藻も屑くずなので諦あきらめるよりありませんでした。ブーブー」

　可か愛わいい子ぶりながら恐おそろしい台詞せりふを吐はくものだ。肌はだが粟あわ立だってしまう。

「それで、ネージュ・ヴィンセントは、どうやって仲間に引き入れた？　いくら双ふた子ごでも、復ふく讐しゆうをなそうとするあんたに、彼女が手を貸す理由はないだろ？」

「仲間ぁ？　やだもう鑑かん定てい士しさんったら、あり得な～い。あんな引ひき籠こもりの根暗女、仲間にするわけないじゃないですかぁ。あれは、ルージュちゃんの奴ど隷れいですよ。ド・レ・イ♪」

「何だと？」

「ルージュちゃんと同じ顔してるくせに、世間知らずのおバカさんだから、余計にムカつくんですよね。ちょ～っと罪悪感に付け込んで脅きよう迫はくしたら、泣きながら言いなりですよ。かつては父親の軟なん禁きんを受け入れ、今は暗殺に怯おびえて塔とうに閉とじ籠こもるとか、呆あきれた腑ふ抜ぬけでしょ？」

「……血を分けた姉し妹まいを、よくそこまで悪く言えるな？」

「悪く言うも何も、正当な人物評価ですよ。そういえば、あの子はどうしたんですか？　本来でしたら、そこの席に座っていたはずなんですが……もしかして、鑑かん定てい士しさん達に捕つかまっちゃってます？」

「まさか。《危シツ険クス予・セ知ンス》を持った相手を捕つかまえようなんて、面めん倒どうなことはしねえよ。あの娘こが、ここに来られないよう、小細工すればいいだけさ」

「な～る。さては偽にせの情報を摑つかませましたね？　都合が変わったから身を隠かくせ、とか？」

「ご明察だ。《危シツ険クス予・セ知ンス》で予知できるのは、あくまで身の危険に限られる。逆を言えば、危害が及およばない未来のことは何一つ予知できない。彼女は今いま頃ごろ、塔とうの中に隠かくれてるはずさ」

「ヒューヒュー、やりますね。どこぞの直情的でお間ま抜ぬけな外がい戚せきどもとは大おお違ちがいです」

　彼女は、起立したままのアルフレッドを一いち瞥べつしてから、こちらに物言いたげな顔を向けた。

　詐さ欺ぎ師にせっつかれるまでもない。ダウトとて、連中を野放しにする気など毛頭なかった。

「そういやアルフレッドさんよ、あんた言ってたよな。塔とうに籠こもったネージュを外に連れ出そうとする度たびに、予知で勘かん付づかれ、逃にげられてきたって」

「そ、それがどうかしたかね？」

「ネージュが予知できたのは、あんたらが、外出にかこつけて彼女を害そうとしたからだ。そうじゃなきゃ、《危シツ険クス予・セ知ンス》は発現しないんだよ」

「なっ……？」

「あんた、知らず知らず白状しちまってたってことさ。ネージュ・ヴィンセントへの傷害未み遂すい……あるいは殺害未み遂すいを」

　ドサリと、力なく椅い子すに腰こしを落とすアルフレッド。妻や息むす子こ達が、彼に対して何かを喚わめいているが、ああも放心していては耳に入っていないだろう。

　ルージュは豊かな胸に手をやると、大おお袈げ裟さに息をついた。

「ざまあみろって感じですね。胸がスッとしました。でも、ここまで鑑かん定てい士しさんに見み抜ぬかれたとなると、別プランに移行しないとな～」

「別プランだと？」

「こう見えてルージュちゃんってば、周しゆう到とうなんですよ。当然、鑑かん定てい士しさんを騙だませない時のプランも織り込み済みなわけです。正直、実行したくないんですが、背に腹は代えられません」

　ふっと笑ったかと思うと、魔ま女じよは底冷えするような声を出す。

「──そして目もく撃げき者はいなくなったプラン、開始です」

　突とつ然ぜん何を言い出すのかと訝いぶかしんだ隙すきに、彼女は呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

　そして客席を指差すと、その指先から燃もえ盛さかる火球を放つ。まさに一いつ瞬しゆん。矢や弾だまのような速度で発射された火か炎えんの塊かたまりは、爆ばく音おんを轟とどろかせ、客席の一角を黒くろ焦こげにしてしまった。

　ひしゃげた〝パイプイス〟が散らばる中、アルフレッドとその家人が、腰こしを抜ぬかして泡あわを食っている。

　静まり返る会場──しかしそれも束つかの間ま、金切り声が上がると、一気に混乱の様相を呈ていした。

　黒こく煙えんが立ち上る空へと、深しん紅くの魔ま女じよは呪じゆ文もんを唱えて浮うかび上あがる。指先は客席に向けられたままだ。上空から火の雨を降らそうというのだろう。

　正気の沙さ汰たとは思えない。彼女は、この場にいる全員の口を塞ふさぐつもりなのか。

「ダウトさん！」

　堪たまらず、ノーリーンがステージに上がってきた。

「分かってる！」

　ダウトは、宙に浮うかんだ相手を目で捉とらえ、神経を集中させる。

「──っ!?」

　虚こ空くうに出現した鎖くさりは、蛇へびのように踊おどり、肉感的な体を一気に絡からめとった。ところが──巻き付いた鎖くさりに異変が起こる。たちまち火を噴ふき、悉ことごとく灰になって崩くずれ落おちてしまったのだ。

　信じられないとばかりに、見習い娘むすめの顔が強こわ張ばる。

「そんな!?　ダウトさんの《贋者の枷ライアー・バインド》が効かないなんて……」

「いや、効かないわけじゃない。拘こう束そく力が足りないんだ」

「心の揺ゆらぎが弱いということなの？　彼女の噓うそをすべて暴けていないのかしら？」

　あっさりと鎖くさりから解放されたルージュは、自身の周りに次々と火球を出現させてゆく。これまで何度もお客を楽しませてきた火フレ炎イム芸・ア術ートの魔ま法ほうだ。だが、今度ばかりは美しい花火を見せるためでないことくらい、誰だれの目にも明白だった。

　業ごう火かが間断なく降り注ぐ。客席は轟ごう音おんと悲鳴で包まれ、人々は我先にと逃にげ惑まどった。

　いつぞやダウトを襲おそったノッポの使用人も、顔面蒼そう白はくになりながら、主をそっちのけで城外に脱だつ出しゆつしようとしている。片やそんな彼の脚あしを摑つかみ、自身の救助を求めるアルフレッド。

　まさに、客席は地じ獄ごく絵図だ。そんな光景を前にノーリーンが袖そでを引っ張ってきた。

「ゴングを鳴らしてください。《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を使うわ」

「……分かった」

　ダウトは頷うなずくと、今にも腰こしを抜ぬかしてしまいそうなサミエルに振ふり返かえる。

「司祭！　あんたが、こいつをルージュのところまで投げ飛ばすんだ。やれるな？」

　彼は、やや躊躇ためらう様子を見せたが、すぐに奮い立った。

「いいでしょう。さあ、いつでも来なさい、我が愛まな弟で子しよ！」

　頼たのもしく豪ごう語ごすると、サミエルは僅わずかに身を屈かがめ、腰こしの辺りで両の掌てのひらを重ねた。その掌てのひらを踏ふみ台だいにしろというのだ。さながら大道芸の跳ちよう躍やくのように。

　意を汲くんだであろう愛まな弟で子しが、カ──ンというゴングの音を合図に疾しつ走そうする。

「SシHOOOOOOOOヨヨヨヨヨヨヨヨヨOヨOオWウ TIMEタイムだああああ────っ!!」

　気合いの声を上げ、ノーリーンは恩師の構えた両手──ではなく、より足場に適していそうな頭頂部を、力いっぱい踏ふみしめる。

「ぶぎゅっ!?」

「信心の証ハゲを踏ふみ台だいにした──っ!?」

　サミエルが予想外のダメージを負うなか、荒あらぶる見習い娘むすめは大きく跳ちよう躍やくし、宙を舞まう。そして、魔ま女じよの脚あしをその手に摑つかんだ。

　ルージュが仰ぎよう天てんする。よもや、この高さまで跳とんでくる者がいるとは思いもしなかったのだろう。

　標的を捕とらえた小さな戦せん鬼きは、器用にも空中で身を翻ひるがえすと、相手の頭部を両りよう脚あしで挟はさみ込んで、身を回転させる。そして、胴どう体たいを両りよう腕うででロックするや否いなや、一気に体重を掛かけた。

　虚きよを衝つかれたルージュが、空中でのバランスを喪そう失しつしたことは言うまでもない。初手にして最大の好機。そのまま彼女を脳天から舞ぶ台たいへと落下させ、大おお技わざを極きめてみせる。

　重く、鈍にぶい音を立て、ステージの中央が豪ごう快かいに陥かん没ぼつした。

「おいおい、いきなり空中からパイルドライバーかよ。どんな運動神経してんだ、あいつは？」

　味方ながらおっかない奴やつだと、ダウトは肝きもを冷やす。

　ステージ上には、上体をめり込ませたルージュが、真っ逆さまに突つき立たっていた。パンツ丸出しの、あられもない恰かつ好こうで……。もしや、すでに死んでいるのではなかろうか。

　ノーリーンは、彼女の脚あしを摑つかむと、力任せに引ひき抜ぬく──その瞬しゆん間かん、皆みなに緊きん張ちようが走った。

　引き出された魔ま女じよの上半身は、黒光りする硬かたい鎧よろいに覆おおわれていたのだ。それは、打たれ弱い魔導師ソーサラーが自身を守るために使う中位ランクの大地の魔ま法ほう──。

「黒曜石の鎧よろいだ！　その女、まだ戦えるぞ！」

　警けい鐘しようを聞いた見習い娘むすめは、即そく座ざに両りよう腕うでを交差させながら後方に跳とんだ。ほぼ同時に、すでに詠えい唱しようを終えていた魔ま法ほうが解き放たれる。爆ばく炎えんが炸さく裂れつし、小さな体を吹ふっ飛とばした。だが、彼女は転がりながらも起き上がる。ローブの袖そでこそ焼しよう失しつしたが、咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよが功を奏したのだろう。

　当然、黒き装そう甲こうを纏まとった魔ま女じよも立ち上がってくる。兜かぶとの隙すき間まから覗いた口を尖とがらせて。

「やだもう、《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》とか聞いてないんですけどぉ。思わず黒曜石の鎧よろい魔ま法ほう、使っちゃったじゃないですかぁ。好きじゃないんですよねコレ。動きにくいし、可か愛わいくないんだもん。ルージュちゃんに、こんな武骨な魔ま法ほうを使わせた罪は重いですよ、脳味噌筋肉ノーキンちゃん？」

「誰だれが脳味噌筋肉ノーキンだ？　少しばっか可か愛わいいからって調子こいてんじゃねえぞ、糞くそビッチが！」

「いや～ん、頭悪そうだなと思ってたけど、口まで悪いんですね！」

　憎にくまれ口ぐちを応おう酬しゆうしたやにわに、ルージュは詠えい唱しようを始めた。──早い。まさに高速詠えい唱しようとでもいうべきスピードで、瞬またたく間まに魔ま法ほうを練り上げてゆく。彼女の背後に、次々と火球が浮うかび上あがり、辺りに熱風を巻き散らし始めた。

「あれはまずい！　サミエル、ノーリーンに神聖術を！」

「承知！」

　頭頂部に見事な足形を付けたサミエルが、呼よび掛かけに応じて詠えい唱しように入る。防護の神聖術はその特性上、攻こう撃げき魔ま法ほうに比べて詠えい唱しようそのものが短い。既すんでのところで、司祭は愛まな弟で子しの前方に透とう明めいな盾たてを作り出す。間かん髪はつ入れず、数多あまたの火球が怒ど涛とうのごとく襲おそい掛かかってきた。

　無論、いくら神聖術の盾たてで護まもられているからといっても、無傷というわけにはいかない。熱による損傷は相当なものだろう。だが、衝しよう撃げきは防ぎ切っている。

　火球を連続で浴びながらも踏ふみとどまる不ふ撓とう不ふ屈くつの相手に、ルージュが舌打ちする。

「でしたら、これならどうです？」

　魔ま法ほうを切きり替かえ、素す早ばやく詠えい唱しようを終えると、どこからともなく荒あれ狂くるう大波を出現させた。こればかりは、直ちよく撃げきを防いだところで、どうしようもない。

　凄すさまじい水圧に、不可視の盾たてもろとも押し流されるノーリーン。そして濁だく流りゆうはサミエルをも吞のみ込み、師し弟ていをステージから放り出した。しこたま地面に叩たたきつけられ、揃そろって苦く悶もんの声を上げる。司祭に至っては、目を回し、失神してしまったようだ。

「……ふう、しぶといおチビさんでした。さぁ～て、次はあなたの番ですよ、鑑かん定てい士しさん？」

　踊おどるように振ふり向むき、薄うす笑わらいを浮うかべる。もはやステージに残っているのは、彼女を除けばダウトだけ。自おのずと、矛ほこ先さきは定まるというもの。

　しかし、最後の一人に向かい合ったはずの魔ま女じよを衝しよう撃げきが襲おそった。黒曜石の鎧よろいが兜かぶとから真っ二つに割れ、粉々に砕け散る。背後から頭部を強打されたのだ。硬かたい金属性の物体で。

　額を、真っ赤な血が滴したたり落おちてゆく。痛みに顔を歪ゆがませながら、肩かた越ごしに振ふり返かえるルージュ。

　するとそこには、折おり畳たたんだ〝パイプイス〟を手にしたノーリーンが立っていた。金色の髪かみもローブも、ずぶ濡ぬれにしながら。

「どっち見てやがんだ糞くそビッチ？　試合バトルはまだ終わってねえだろが？」

「しつこいうえに、手て癖くせの悪い脳味噌筋肉ノーキンですね。人の家の備品を勝手に武器にして……」

「ああ、この〝パイプイス〟っての気に入ったぜ。すこぶる手に馴な染じむじゃねえか」

　明らかに間ま違ちがった使い方をしているが、ダウトは水を差さずにいた。ルージュという女は、詐さ欺ぎ師でありながらも半妖精ハーフ・エルフの強力な魔導師ソーサラーだ。そんな相手に立ち向かうなら、武器の一つや二つはくれてやるべきだろう。……それが〝パイプイス〟でいいのかという疑問は残るが。

　しかしながら懸け念ねんを余よ所そに、ノーリーンは新武器をブンブンと振ふるい、鎧よろいを失った敵を牽けん制せいしていた。相手がやりにくそうに詠えい唱しようを試みるも、断じてそれを許さない。

　まさしく一進一退の攻こう防ぼうであった。しかし、ついに均きん衡こうが崩くずれる。〝パイプイス〟の間合いから逃のがれた魔ま女じよが、魔ま法ほうを完成させ、頭上に巨きよ大だいな火か炎えんの塊かたまりを出現させたのだ。

「さあ、もう神聖術の盾たてはありませんよ。このステージごと、塵ちりに変えてあげる！」

　死し刑けい宣告のような無む慈じ悲ひな言葉とともに、ルージュはその業ごう火かを解き放つ。刹せつ那な──。

「──姉さん！　もうやめて！」

　身を切るような声を上げ、ステージへ駆かけ上あがってきた少女がいた。薄うす桃もも色いろの髪かみを振ふり乱みだしながらノーリーンの脇わきを抜ぬけ、二人の間に割って入る。

　深しん紅くの魔ま女じよと瓜うり二ふたつの美び貌ぼう──ネージュ・ヴィンセントだ。

「何で──!?」

[image: ]

　蒼あおざめたルージュが、咄とつ嗟さに魔ま法ほうの軌き道どうを変えようとするが、もはや間に合わない。

　だがダウトは、この場に彼女が姿を現した瞬しゆん間かんから、捨て身の覚かく悟ごを決めていると見て取っていた。だからこそ迷わず、すでにその体に飛とび掛かかっていたのである──。

　間かん一いつ髪ぱつ。灼しやく熱ねつの炎ほのおは、ネージュを抱だきかかえたダウトの肩かたを掠かすめ、舞ぶ台たいの一角を焼やき払はらった。危あやうく難を逃のがれたものの、勢い余り、二人してステージから転げ落ちてしまう。

　鈍にぶい転落音と、パチパチと火の粉が弾はじける音が響ひびくほど、いつの間にか辺りは静まり返っていた。騒そう々ぞうしい戦場から一転して──。




　転落した際、ネージュを両りよう腕うでで庇かばっていたぶん、落下のダメージは相当なものだった。

　ダウトは苦痛に顔を歪ゆがめ、またしても痛めてしまった頸けい部ぶを摩さする。

「くそ、また首が痛いてぇ……。癖くせになってねえか、これ？」

　ぼやいていると、舞ぶ台たい上からルージュがこちらを覗のぞき込んできた。これまで見せたことのない悲痛な表情で。

「鑑かん定てい士しさん！　ネージュは!?」

　──悪党のくせに、なんつー顔してんだよ。

　そう言ってやりたい気持ちを抑おさえ、片かた膝ひざ立ちになって答える。

「無事だよ。今ので気絶しちまったみたいだがな」

　寝ね息いきを立てる彼女にクロークを掛かけ、舞ぶ台たい上へと戻もどった。

　もはや確かめるまでもなく、明らかにルージュは戦意を喪そう失しつしていた。一方のノーリーンとて、さすがに今ので肝きもを冷やしたらしく、《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》はすっかり解除されている。

　今この会場で立っているのは、ダウトとノーリーン、そしてルージュの三人だけだ。サミエルもネージュも、意識を失って舞ぶ台たいの下で倒たおれているし、客席にはもう誰だれ一人ひとりとしていない。

　──ある意味、ちょうどいいのかもしれないな。

　ダウトは、まだ動どう揺ようを収め切れていない様子の魔ま女じよに、そっと語り掛かける。

「あんたは、本当に大噓うそつきだな」

「な、何です、今さら……？」

「危あやうく、分かりやすい筋道ストーリーを信じ込まされるところだったぜ。元々あんたは、ニセ勇者だって見み抜ぬかれることを前提に行動していたんだな。目もく撃げき者全員を殺すなんてのもブラフだ」

「はぁ？　変な言いがかりつけないでもらえます？」

「言いがかりじゃねえよ。なにせあんたは、まだ詐さ欺ぎを働いた本当の動機を語っていない」

「いい加減にして！　動機なら、さっき話したでしょ？」

「強がりはよせ。さっきその娘こが割って入ってきた時のあんたの顔で、分かっちまったんだよ。もちろん復ふく讐しゆう心もあっただろう。だがそれ以上に、あんたにはやるべきことがあった」

「やめろ!!」

　柄がらにもなく激げき昂こうするルージュ。そこにはもう、人を食ったような小悪あく魔まの姿はない。

　やっと彼女の本心と話ができる。そう思うからこそ、制止の声を聞くつもりはなかった。

「あんたの動機は、伯はく爵しやく家への復ふく讐しゆうと──ネージュ・ヴィンセントの救済だ」

　断言すると、傍かたわらでノーリーンが頷うなずいてくれる。

「わたしも、先さき程ほどのルージュさんを見て、罵ののしるほど妹さんを嫌きらっていないのではと思ったわ。でもそうなると、わたし達って、もしかして……」

「ああ、最初から利用されてたんだろう。勇者を名乗って騒さわぎになれば、田舎いなかの村落とはいえ教団の目に留まる。そして注目が集まったところで、ニセ勇者であることを無関係の第三者に看破させ、ヴィンセント伯はく爵しやく家の祖先が半妖精ハーフ・エルフだったと暴かせる」

「わたし達の役目が、その第三者というわけだったのね。なら、城館の納な屋やで匿かくまってくれたのも、もしかしたら双ふた子ごの赤ちゃんの油絵を見つけさせるためだったのかしら？」

「だろうな。極きわめつきは先さき程ほどの大暴れだ。こうも大々的になれば隠いん蔽ぺいは不可能。伯はく爵しやく家だって取り潰つぶしは免まぬがれない。そしてネージュを事件の最大の被ひ害がい者として印象づけられ、同情を買える。凶きよう悪あくな姉に財産を奪うばわれ、服従を強しいられてきた哀あわれな妹……実に分かりやすい」

　もはや魔ま女じよは口を挟はさんでこない。恨うらめしげな目で、こちらを睨にらんでくるばかりだ。

「それに伯はく爵しやく家自体がなくなれば、妹が外がい戚せき連中に命を狙ねらわれることはなくなる。もう、予言者の娘むすめを独どく占せんしようなんて考える異常な父親もいないんだから、ようやく彼女は大手を振ふって塔とうから出られるってわけだ。莫ばく大だいな資産を失うのと引ひき換かえになるがな」

「それが復ふく讐しゆうと救済……。でも、そうだとすると……」

「ああ。当然、こう推測できるわけだ。ネージュ・ヴィンセントは、脅きよう迫はくされて二人一役ダブルキヤストを演じていたわけではなく、姉し妹まいは共犯──」

　詠えい唱しようが追つい及きゆうを遮さえぎった。

「おいたがすぎましたね？　あなた達さえ死ねば、余計なことを勘かん繰ぐる奴やつはいなくなる！」

　魔ま女じよは、殺意の籠こもった指先をこちらに定めた。燃もえ盛さかる紅の火球を、今まさに解き放たんとする──が、しかし。

「──《贋者の枷ライアー・バインド》!!」

　ダウトの声に応えるように、再び出現した鎖くさりが彼女の四し肢しを捕とらえ、巻き付いた。

「何度も同じ手を！　こんなもの、また焼やき払はらって──」

　しかし、もう鎖くさりは燃え落ちたりしない。そればかりかルージュの全身を這はい回まわり、雁がん字じ搦がらめにして、錠じようをおろした。

「まさか……封ふう印いんされた!?　あたしが!?」

「やはりサミエルから聞いていたか。なら、説明は要いらないよな？」

　やがて鎖くさりと錠じよう前まえは、黒い粒つぶと化し霧む散さんしてゆく。彼女の胸むな元もとに、鍵かぎ穴あなの刻タト印ウーを残して。

　膝ひざを折って歯は嚙がみするルージュを尻しり目めに、ダウトはノーリーンへと向き直った。

「さて、見てのとおりだよ依クラ頼イア主ントさん。未来型[image: ハート]魔ま法ほう勇者ミヤビは、異世界転生者でもなければ勇者でもない──だが、勇者を騙かたった理由は憶おく測そくの域を出なかった。証しよう拠こもなければ、本人の自白も得られていない」

「え？」

「ルージュ・ヴィンセントは、妹を脅きよう迫はくして悪事の片棒を担かつがせた極ごく悪あく非道なニセ勇者──これが、俺の最終鑑定フアイナル・リポートだ」

　意外そうな顔が二つ、こちらを見上げてくる。

　しかし、さして間もなく金色の髪かみがそっと頷うなずいた。

「はい。ダウトさんの鑑かん定てい結果、確かに承うけたまわりました」

　瞳ひとみに涙なみだを溜ためた深しん紅くの魔ま女じよは、声を押し殺し、只ただ々ただ肩かたを震ふるわせている。己おのれの中を駆かけ巡めぐる激情に、どう反応してよいのか分からないのだろう。無理からぬことだ。生きるため、身を守るために、噓うそを塗ぬり固めてきた彼女には、このような結末など予想できようはずがない。

　すべての噓うそを剝はがされた先に、それを噓うそと知りながら受け入れてくれる不器用な温ぬくもりに出会えるなんて、養母ははが語った御お伽とぎ話ばなしの中でしか聞いたことがなかったのだから。








◇◆結◆◇　白雪






「──予知ができなくなったって話は、本当なのか？」

　翌日、塔とうを訪おとずれたダウトは、開口一番にそう尋たずねた。

　カーテンが張はり巡めぐらされた一室。その窓まど際ぎわに立つネージュが、そっと頷うなずく。

　彼女の予知能力が失われたとの噂うわさを聞きつけたのは、村を発たとうとした矢先のことだった。それで、こうして慌あわてて飛んできたのである。

「もしかしてアレか？　俺が、ルージュの奴やつの特オー殊バー技・ス能キルを封ふう印いんしちまったから、双ふた子ごの……何かこう、不思議なビビッとくるやつで、あんたの《危シツ険クス予・セ知ンス》にも影えい響きようが出たとか……」

　支し離り滅めつ裂れつな論理に、彼女はクスリと笑った。

「おいコラ、笑うな。人が原因を真しん剣けんに考えてるってのに」

「ごめんなさい。でも懸け念ねんには及およびません。私の《危シツ険クス予・セ知ンス》はすでに衰おとろえていましたので」

「衰おとろえていた、だと？」

「しばらく前までは、七日先の未来に起こる災難まで予知することができたんです。それがしだいに、五日先、三日先と、予知できる期間が短くなっていきました。ダウト様を予知した一週間前には、二十四時間先までが限度になっていたんですよ」

　そういえば、予言された内容も、当日の晩ばん餐さんに起こる災難であった。

「一体いつから、そんなことに？」

「それは……私が未来を恐おそろしいものと思わなくなった時から、でしょうか」

「どういうことだ？」

「お恥はずかしい話ですが……ご存知のように私は、父を恐おそれ、叔お父じ様達にも怯おびえ、伯はく爵しやく家の重責や不安から逃のがれたくて、この塔とうに閉とじ籠こもって生きてきました。ですから《危シツ険クス予・セ知ンス》は、未来の脅きよう威いに圧おし潰つぶされそうな私が正気を保つため、神様が預けてくださったものだと思うのです」

「……ふむ、極限状態で特オー殊バー技・ス能キルを開花させるケースに似ているな」

「ええ。でもあの日……私の前に、姉さんが現れました。そして、この塔とうから私を連れ出してくれたんです。一いつ緒しよにステージに立って。皆みなさんに応おう援えんしていただいて。不ふ謹きん慎しんですけど、それがとても楽しくて。そうするうちに……」

「未来への恐きよう怖ふが薄うすらいでいった、か」

　ネージュは晴れやかに頷うなずいた。特オー殊バー技・ス能キルを失ったというのに。

「だからきっと、もう《危シツ険クス予・セ知ンス》は役目を終えたのだと思います」

「なるほど。あんたにも半妖精ハーフ・エルフの血が流れているからな。そういうイレギュラーなこともあるかもしれん。ちとロマンチックな解かい釈しやくではあるが」

「姉さんにも、そう言われました。脳のう味み噌そお花畑のロマンチストだって」

「あの女は、もう少しマシな言い方ができんのかね……」

「それだけじゃないですよ。泣き虫、引ひき籠こもり、根暗女、等身大人形、と散々でした」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんのオンパレードに、げんなりしてしまう。

「でも、そのとおりだったんです。逃にげ隠かくればかりしてきた私と違ちがい、姉さんは過か酷こくな貧しさに耐たえながら、自ら道を切り拓ひらいて生きてきました。同じ家に生まれ、同じ顔をした双ふた子ごだというのに……。姉さんが、私に嫌けん悪お感を抱いだき、嘲あざけり、憎にくむのも当然のことだと思います」

「実際のところ、ルージュがあんたに近づいた当初の目的は、伯はく爵しやく家への報復と、あんたからすべてを巻き上げることだった」

「はい……存じています」

「ルージュが現れた時、恐こわくなかったのかい？　あんたは双ふた子ごの姉がいるなんて聞かされていなかったはずだ」

「正直、とても恐こわかった。けど……姉さんがやってきたのは必然で、その主張も正当なものだと思えたんです。だから、私は自分から姉さんに──」

「おっと、そこまでにしてくれ」

　ダウトは話を遮さえぎった。

「俺は、すでに最終鑑定フアイナル・リポートを依クラ頼イア主ントに伝えている。余計な話は聞かせてくれるなよ」

「でも！　姉さんは、自分の目的を曲げてまで、私を伯はく爵しやく家の呪じゆ縛ばくから解放しようと──」

　人差し指を当て、果実のような唇くちびるを塞ふさぐ。

「何度も言わせるな。あいつの想おもいを無む駄だにする気か？」

　聞くまでもない。彼女は、率そつ先せんして姉に協力を申し出たのだろう。だからこそルージュの憎ぞう悪おは揺ゆらいだ。そして、復ふく讐しゆうと救済という、一見矛む盾じゆんした目標に計画をシフトしたに違ちがいない。

　ネージュの細い肩かたが震ふるえていた。とめどなく、その頰ほおを熱い雫しずくが流れ落ちてゆく。

「私、姉さんに心底嫌きらわれていると思っていました。姉さんにとって憎にくい仇かたきも同然だから、それが当たり前だって。なのに……」

「俺は部外者にすぎない。だが何となくなら、あいつの気持ちが分かる。きっと今のあいつには、そうやって自分のために涙なみだを流してくれる奴やつが、もういなかったんじゃないかな。だからこそ、あんたに出会い、あんたに泣かれて、復ふく讐しゆう者でありながらも姉でありたいと考えた」

「そんなことで……。姉さん、泣き虫は嫌きらいだって言ってたのに……」

「違ちがう。そんなことじゃないんだ。自分のために泣いてくれる人がいるってのは、何より代え難がたいものなんだよ。俺もそうだったからさ」

　ネージュはしゃくり上げながら、意外そうに顔を上げた。

　涙なみだに濡ぬれた顔に見つめられ、ダウトは無む性しように恥はずかしくなってしまう。

「余計なことまで話しちまったな。ここらでお暇いとまさせてもらうよ」

　一方的に言って踵きびすを返かえす。そのまま塔とうの扉とびらを潜くぐろうとして──ふと、足を止めた。

「そうそう、あんたの姉貴から伝言を預かってたんだ」

「え？」

「ネージュには、深く暗い紅色のドレスよりも、明るく白い雪のようなドレスの方がよく似合うから着き替がえなさい、だとさ。俺も、そう思うぜ」

　肩かた越ごしに振ふり向いて微ほほ笑えみかけると、笑えみを返してくれる。涙なみだはまだ止まっていない。でも、その笑え顔がおは凜りんとしていて、頼たのもしさを感じるには充じゆう分ぶんなものだった。




　坂道を下りてゆくと、待ち合わせをしていたノーリーンが声を掛かけてくる。

「ダウトさん、どうだったのかしら？」

「ああ、噂うわさで聞いたとおりだったよ。もう、あの娘こは《危シツ険クス予・セ知ンス》を発現できない」

「どうして……」

「詳くわしくは分からん。だが、開花させたはずの特オー殊バー技・ス能キルが使えなくなる事例は、稀まれに耳にする。ネージュ自身も、神様が一時的に預けてくれたものだったんじゃないかって、言ってたよ」

「そんなことがあるなんて……」

　そう呟つぶやくと、見習い娘むすめは何かに思い至ったようで、希望に満ちた顔をこちらに向けてくる。

「もしかして！　わたしの《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》も、神様が何かの手て違ちがいで一時的に預けてくださっているだけではないかしら？」

「……おまえ、何《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》返品したがってんだ？　そもそも、開花させた特オー殊バー技・ス能キルが使えなくなったケースで、別の特オー殊バー技・ス能キルを使えるようになった話は聞いたことがない」

　呆あきれて答えると、彼女はあからさまに肩かたを落とした。

「そう気を落とすな。そして、いい加減諦あきらめろ」

「気を落としてなんかいないわ。もしかしたらと思っただけだもの。さあ、もう出発しましょう。日暮れまでに山を越こえられなくなるわ」

　そう言って、クルリと回れ右するノーリーン。その背中には、金属製の折おり畳たたまれた物体が、鈍にぶい光を放っていた。

「待て。その背負ってる物は何だ？」

「何って……〝パイプイス〟だわ」

「なぜ、そんな物を背負っている？」

「え？　歩き疲つかれたら座れるし、いざという時は武器になるし、とても便利だもの。それに、こうキュッと手に馴な染じむ感が忘れられなくて……」

「おまえのような奴やつが《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を返品したいだなどと、おこがましいわ！」

　ハッキリ言ってやると、頰ほおを膨ふくらませて「そんなことないもん」と、不平を返してくる。

「そういや、おまえさん。サミエルから、今回の件で口止め料を貰もらってたよな？」

「人聞きの悪い言い方しないでください。お師様から頂いたのは、ご褒ほう美びの金きん一いつ封ぷうだわ」

「どっちでもいい。その金を、まさか〝パイプイス〟につぎ込んだのかよ？」

「違ちがうわ。〝パイプイス〟は、昨日ネージュさんから頂いたの。介かい抱ほうのお礼をしたいと仰おつしやったので、それならと……」

　そういえば昨日の一件で、気絶した彼女を部屋まで運んだのはノーリーンだった。……にしても、まさか〝パイプイス〟をねだられるとは、ネージュは夢にも思わなかったに違ちがいない。

「だいたい、お師様から頂いたお金ならもう────いえ、何でもないわ。行きましょう」

　そう宣言し、見習い娘むすめが歩き出してしまったので、眉まゆを寄せながらも、小さな背中に続いた。




　ダウトは知る由よしもないが、ノーリーンはご褒ほう美びの金きん一いつ封ぷうをすべて使い切ってしまっている。

　先さき程ほど彼がネージュの元を訪ねていた頃ころ、この見習い娘むすめもまた、かの猫ケツ妖ト・精シーの情報屋と会っていたのだ。ダウトへ渡わたす予定の報ほう酬しゆうから、後あと払ばらいになっていた情報料を差し引くために。

「──これ、ちょっと多いね。アイスマンのツケの分を含ふくめても、貰もらいすぎだよ？」

　渡わたした硬こう貨かを数え終えたグランマが、首を傾かしげた。

「あ、その多い分のお金は、わたしが個人的にお願いしたい情報の代金なの。今、それしか払はらえないから、その金額に見合うぶんで情報を頂きたいのだけれど……」

「へぇ、乙おつな真ま似ねしてくれるじゃないか。──で、何の情報が欲ほしい？」

　愉ゆ快かいそうに白猫ねこが問うと、ノーリーンは真しん摯しな目を向けて注オー文ダーを口にする。

「ダウトさんの……いえ、アイスマンさんの情報をください」

「……ホントに変わった娘こだねぇ。あんなろくでなしの情報欲ほしさに金をつぎ込むなんてさ」

「だってあの人、自分のことは、ほとんど話してくれないのだもの」

「確かにね」

「わたし、ダウトさんから〝ニッポン〟のことをたくさん聞いたわ。あの人はとても〝ニッポン〟に精通していて、その知識はニセ勇者の方々を圧あつ倒とうしています。だから──あなたこそ本物の勇者様じゃないんですか、って思い切って尋たずねたこともあるの」

　グランマが「プッ」と吹ふき出だし、大笑いした。

「やめとくれよ。あんな与よ太た郎ろうが、勇者だってのかい？」

「本人にも否定されたわ。でも、わたしはあの人のこと何も知らないから……」

　しかつめらしい姿を見て、情報屋は笑うのをやめると、しゃがれた声で話し出す。

「……いいだろう。商談成立だ。これは、十年ほど前の話になるよ。七王国の北方にある遺い跡せき群に、調査団が入った。アタシは団員の一人と懇こん意いにしていてね、同行したのさ」

　彼女の声こわ色いろは穏おだやかで、懐なつかしそうな語り口調だったが、どこか緊きん張ちよう感も含ふくんでいた。

「道中も調査も順調だった。あの頃ころは、今みたいに闇やみの軍勢の動きが活発化していなかったからね。正直、少し退たい屈くつなくらいだったよ。あの氷の柩ひつぎを見つけるまでは……」

「氷の……柩ひつぎ？」

「そこは寒冷地でもないってのに、それが溶とける様子はまるでなかった。何者かの特オー殊バー技・ス能キルによって作り出されたものだろうって推察されたけど、確かなことは分かっていない。おまけに信じられない発見が続いたんだ。柩ひつぎの中には……人間が一人、眠ねむっていたんだよ」

「え……？」

「学者どもの見立てじゃあ、その柩ひつぎは少なくとも三百年近く経過したものなんだとか」

「三百年前って……勇者様の時代だわ……」

「やがて、柩ひつぎの中の人間は救助され、意識を取とり戻もどした。ところが、そいつは自分が何者か話そうとしない。〝ニッポン〟のことは詳くわしいくせにね。結局名前すら言わないんで、永い眠ねむりで自分に関する記き憶おくを失ったと結論付けられたんだ。それで付いた渾あだ名なが、氷ア漬イけスのマ男ンさ」

「その人が、ダウトさん……」

「当時、調査団の間で噂うわさが流れた……いや、皆みな口々に推測したと言った方が正確だね。アイスマンは、不かえ帰らずの英えい雄ゆうになり損そこねた人間なんじゃないかってね」

「不かえ帰らずの英えい雄ゆう……って、三百年前の勇者様の御一行パーテイのことで間ま違ちがいないかしら？　勇者様と一いつ緒しよに、闇やみの軍勢との最終決戦に挑いどみ、そして誰だれ一人ひとり帰ってこなかった伝説の英えい雄ゆう達……」

「そう。生き残ったアイスマンは、最終決戦の前に御一行パーテイを追放……つまりは、爪つま弾はじきにされて柩ひつぎに閉じ込められた脱だつ落らく者だと、見なされたのさ」

「脱だつ落らく者だなんて……心無い言い方だわ」

「同感だ。だからかね、アイスマンは調査団の前から姿を消した。でも五年後、偶ぐう然ぜんアタシは再会したんだ、鑑かん定てい士しになっていたあの男と。その頃ころにはもう、ダウトって呼ばれてたっけね」

　白猫ねこは言葉を切ると、髭ひげを弄いじりながら目を細めた。

「さあ、アタシの情報はこんなところだよ。値段相応だと思うけど異論はあるかい？」

　ノーリーンは俯うつむき加減の頭を左右に振ふった──。




　旅の空の下、並んで歩くノーリーンが、時折チラチラとこちらを見上げてくる。

「さっきから何だ？　言いたいことでもあるのか？」

「あ、いえ、何でもないわ……。ルージュさんが、少し気になることを仰おつしやっていたから」

　何だか誤ご魔ま化かすような口くち振ぶりだが、ダウトは見習い娘むすめの話にも興味が湧わいた。そういえば昨日、ルージュが護送馬車に乗せられる間ま際ぎわ、二人は言葉を交かわしていたようだったが……。

「実は、覚かく悟ごして尋たずねてみたの。何であんなに〝ニッポン〟に詳くわしかったのか」

　いつの間にか彼女は緊きん張ちようした面おも持もちになっていた。その表情からある程度察しがつく。

「そうか、またジョバンニの時と同様、勇者贋作師フエイク・メーカーが関わってたんだな？」

「たぶん……。半年前、ルージュさんがまだラバンリュの街で暮らしていた頃ころに、見ず知らずの人から貰もらったそうだわ。『異世界手しゆ稿こう』を」

「例の〝ニッポン〟のことが記された書物か。渡わたしてきた奴やつは、どんな奴やつだって？」

「瘦やせた中年女性だったみたい。ジョバンニさんの時は老人だったらしいし、別人かしら？」

「いや、別人でも同じ書物を配ってるんだ、無関係じゃないだろうよ。そもそも、勇者贋作師フエイク・メーカーは死霊魔術師ネクロマンサーだぜ。死し人びとを操あやつって、テメェの代理人に仕立てるなんざお手のものじゃねえか」

「え……。ジョバンニさんもルージュさんも、操あやつられた死人と接していたということかしら？」

　頷うなずいてから、聞き返す。

「それで、やっぱりルージュも、その手しゆ稿こうを焼いちまったのか？」

「いいえ。ある所に預けているみたいで、教団に渡わたすのも吝やぶさかではないと仰おつしやっていたわ」

「ものは言いようだな。あの女のことだ。獄ごく中ちゆうでも、したたかに立ち回る気なんだろうよ」

「下心があるとしても、勇者贋作師フエイク・メーカーの特定に協力いただけるなら、ありがたいわ。あれでいてルージュさん、いい人なのではないかしら。昨日の戦いでも、手加減してくれていたと思うの。被ひ害がいに遭あわれた皆みなさんは軽傷だったし、亡なくなられた方もいなかったもの」

「バカ言うな。あいつは罰ばつを受けるべき悪人だ。勇者の名を貶おとしめたことに変わりないからな」

　いつになく険しい雰ふん囲い気きで断言すると、ノーリーンが遠えん慮りよがちにポツリと言う。

「ダウトさんは、ニセ勇者の方々に、本当に厳しいことを言うわ。ネージュさんのことは……その、大目に見て上げたのに」

「大目に見てなんていねえよ。今回の一件で、ヴィンセント伯はく爵しやく家は十中八九、取り潰つぶされる。深窓の令れい嬢じようが、財も地位も失っちまうんだ。路頭に迷って、どれだけ苦労するはめになるのか想像に易やすい。充じゆう分ぶんな罰ばつだと判断したまでだよ」

「そういえばお師様も仰おつしやっていたわ。爵しやく位い剝はく奪だつ、領地返上の憂うき目めは免まぬがれないだろうって。だからネージュさんには、神官になるようお勧すすめなさっているそうなの。ネージュさんも前向きに検討してくださっているみたいだし、神官見習いのお友達が増えたら、わたし嬉うれしいわ」

「マジか……。事前にその話を聞いていたら、さっき忠告できたんだがな。神官見習いになるにしてもフランシス門下生だけはやめておけ、って」

「フフ、ダウトさんったら、相変わらず冗じよう談だんばっかり」

　冗じよう談だんを言ったつもりはさらさらない。そもそも今回の一件で、詐さ欺ぎ師の片棒を担かつぐような真ま似ねをしたサミエルが、今の地位にしがみつけるとは到とう底てい思えなかった。

「でも、ネージュさん大だい丈じよう夫ぶかしら？　色々なことが移り変わって、戸と惑まどわれるはずだわ」

　ノーリーンが心配そうに言うが、ダウトは殊ことの外ほか、気楽に答えてみせる。

「だとしても、気を揉もむほどのこともないさ。なにしろ、あいつ──いい顔してたからよ」

　きっと彼女は躊躇ためらわず、扉とびらを開け放つに違ちがいない。もう手を引いてくれる姉はいなくとも。

　雪色の名を冠かんする乙おと女めは一人で、広く、果てしない外の世界へと向かうはずだ。何色にも染められる白いドレスを纏まとって。





Episode：02　　Fin.

























◇◆序◆◇　最強の申し子






　メアリ・シェルトンは、我が目を疑った。

　アウラ教団の施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーに籍せきを置く神官見習い──それが、今の自身の立場である。役目柄がら、トリニティ王国の各地に足を運び、意外な出来事に遭そう遇ぐうする機会も多い。しかし、よりにもよって国の中ちゆう枢すうたる教王庁において、とりわけ予期せぬ事態に出くわすとは思いも寄らなかったのだ。

　庁内の回かい廊ろうには、負傷した多数の聖騎士パラデイン達が横たわり、神聖術の治ち療りようを受けている。すでに、手て狭ぜまな救護室のベッドはいっぱいで、怪け我が人にんを収容できるような状態ではない。加えて、人手不足もたたり、見習いのメアリまで駆かり出だされる始末。

　だが、この黒くろ髪かみの神官見習いを驚きよう愕がくさせているのは、こうした惨さん状じようではなかった。屈くつ強きような聖騎士パラデイン達をいとも容易たやすく打ち破った一人の少年の姿に、驚おどろきを隠かくせないでいたのである。

「ありえない。どうして、こんな……」

　疑問のような呟つぶやきは誰だれの耳にも届かない。無論、皆みなの注目を一手に集めるその少年にも。

　小こ柄がらで色白の肌はだをした彼は、獅し子しを彷ほう彿ふつとさせる髪かみをなびかせ、勇ましく仁に王おう立だちしていた。教王庁屈くつ指しの大型施し設せつ──大瀑ばく布ふ修練場の中央で。

[image: ]

　ここはその名のとおり、壮そう大だいな滝たきを背にした建物である。本来は教王の御ご前ぜんにて、聖騎士パラデイン達が腕うでを競きそう神聖な競技場なのだが、現在彼らの悉ことごとくは、回かい廊ろうで苦く悶もんの声を上げていた。今や、教王の眼下に立つのは、この若獅じ子しのごとき少年だけとなってしまったのだ。

「──王様、オレだよ、オレ」

　彼は、展望席に座す老いた教王を見上げながら、変声期前の若々しい声で話はなし掛かける。

「オレ、勇者なんだけど？　分かってもらえた？」

　前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞく爛らん々らんとした目と、その言いざまからは、少しの敬意も感じられない。

　当然、教王の側近達は憤いきどおった。司教の一人が声を裏返しながら咎とがめ立だてる。

「ぶ、無礼者め！　教王猊げい下かの御ご前ぜんにありながら、何という不ふ遜そんな──」

　しかし𠮟しつ責せきはそこまで。遮さえぎるように地鳴りが響ひびいたかと思えば、地面から岩状の巨きよ大だいな角が隆りゆう起きした。そして、その鋭するどい切っ先は、展望台にいる発言者の眼前にピタリと当てられる。

「だ、大地の魔ま法ほう…………」

　腰こしを抜ぬかし、へたり込みながら声を震ふるわせる司教。

「オレは王様に聞いているんだ。オレを勇者と認め、神しん理りの冠かんむりを授さずける気になったか、って。まだ気が変わらないのなら、聖騎士パラデインだろうと司教だろうと、何人でも相手になってやる。オレと互ご角かくに渡わたり合あえる〝ステータス〟の奴やつがいれば、だけどね」

　彼は鋭するどい双そう眸ぼうで、場を取り巻く人々を値ね踏ぶみするように見み渡わたした。

　メアリは咄とつ嗟さに、壁かべの陰かげに身を隠かくす。

　集まっていた聖職者達も、さながら肉食獣じゆうの視界から逃のがれるように身を縮めてしまった。

　困り果てた様子の教王は、物もの憂うげな口調で少年に尋たずねる。

「これ。そなたの言う、すてぇたすとは地位のことか？　なれば余ほどの者はおるまい」

「そういう意味じゃない。オレには見えるんだ。あんたら〝エヌ・ピー・シー〟の実力が」

「えぬぴぃしぃ？　面めん妖ような言葉を使いおって。そなたの言は、理解に苦しむぞ」

「簡単な話、さっきの聖騎士パラデイン達のような低い〝ステータス〟じゃあ物足りないってだけさ」

「図に乗るでない。そなたが倒たおした者達は、我が聖騎士パラデインの中でも最弱の部類にすぎぬ」

「……ふぅん。最弱が五十人もいるんだ。そんなんで大だい丈じよう夫ぶ？」

　白い眉まゆ毛げがピクンと跳はねた。寛かん容ようで知られるこの老王も、カチンときたらしい。

「そなたの心配など無用。むしろ己おのれを懸け念ねんせよ。今は、おいそれと勇者を認めることができぬ世ゆえな」

「どういう意味？　勇者に必要なのは、力の証明だろ？」

　苛いら立だたしげに言った彼は、虚こ空くうから続々と武器を出現させ、踊おどるようにそれらを振ふるう。剣けん、槍やり、斧おの、あらゆる武器に精通していることを誇こ示じしたのだ。先さき程ほど見せた魔ま法ほうと同様に。

　しかし、教王の表情は渋しぶい。

「分からぬか。昨今教団が主体となり、我が国は、ニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンの真まっ只ただ中なかにある。それというのも、オレ勇者詐さ欺ぎなる犯罪が蔓延はびこり、民たみ草ぐさを惑まどわせておるからだ」

「まさか……オレが、そんな詐さ欺ぎ師どもと一いつ緒しよだと言いたいのか、王様？」

　修練場の気温が一気に下がるような気き迫はく……いや、殺意が放たれた。

　さぞかし教王は肝きもを冷やしていることだろう。だが、それをおくびにも出さず、返答する。

「早はや合が点てんするでない。余は、そなたを見定めるのに、専門家の意見が必要だと申しておる」

「専門家だと？」

「即すなわち、このところ噂うわさで耳にする勇者鑑かん定てい士し。その者をここに呼ぶ。王命でな」

　辺りが騒そう然ぜんとなった。教王の裁定に、司教達が面食らっているのだ。無理もない。どこの馬の骨とも知れぬ流れ者の鑑かん定てい士しに、重要な役割を与あたえようというのだから。

　陰かげから成り行きを見守っていたメアリも気が気でなかった。まさか教王の口くちの端はに、あの男が上ろうとは……。

「さすがは一国の王、面おも白しろい提案だ。なら、その鑑かん定てい士しに値ね踏ぶみしてもらうとしようか。〝ニッポン〟に在りながら、この世界へと降り立ったオレ──絶対無む双そう勇者ツクモの真価を！」

　ツクモと名乗った少年は、不敵な笑えみを浮うかべて賛同すると、持っていた剣けんを地に刺さし、その柄つかに両手を置いた。あたかも、軍神が不動の姿を示すように。

　難事の兆きざしを見て取ったメアリは眉まゆを寄せる。そして音もなく修練場を後にしたのであった。








◇◆一◆◇　神域にて






　太い柱が連なる大だい神しん殿でんの長い廊ろう下かに、二組の靴くつ音おとが響ひびく。

　一人は、この荘そう厳ごんな空間に相応ふさわしい楚そ々そとしたローブを纏まとった神官見習い、ノーリーン。片やもう一人は、場に不適切なボロマントを羽織った灰色髪がみの男、鑑かん定てい士しのダウトだ。

「ここの雰ふん囲い気き、どうも苦手なんだよな。仕事じゃなかったら、立ち寄ろうとも思えねえ」

　歩きながらぼやいたダウトに、お返しとばかりノーリーンが不満を態度で表す。

「わたしだって、お役目がなければ、あなたのような不信心な人を、神域に連れてきたりしないわ。でも、教王猊げい下か直々の御指名だから……」

「それな。何だか、ペテンに掛かけられている気分だぜ」

「こっちの台詞せりふだわ。教王庁に現れた勇者様といい、おかしな話ばかり続いているもの」

「そのおかしな勇者様の鑑かん定ていが、俺の仕事ってことだろう。んで、そいつの名前は？」

「絶対無む双そう勇者ツクモ様」

「…………」

　無言でいると、小こ柄がらな彼女は肩かたの辺りまで伸のびた金きん髪ぱつを揺ゆらし、引きつり顔で見上げてきた。

「何かしら？　また名前が気に入らないとか、わたしに言われても困るのだけれど……」

「いや、☆とか[image: ハート]とか入っていないぶん好感が持てるぜ」

「そ、そういうものなのかしら？」

「まあ、ネーミングセンス自体は突とつ飛ぴだがな」

「ネーミングセンスだけじゃないようだわ、ツクモ様は色々と突とつ飛ぴな御お方かたみたいなの。なにしろ、複数の特オー殊バー技・ス能キルを駆く使しして、五十人もの聖騎士パラデインを次々に打ち破ったくらいだから」

「へぇ、判明しているのは、どんな特オー殊バー技・ス能キルなんだい？」

「《連装武器展開マルチウエポン》と《下ロ位ー四・大ソ元ー素サ魔リ法ー》が確かく認にんされているわ。それから、ほかにもあるみたい。人の力量が一目で分かるステがどうのと、一人でブツブツ仰おつしやっているようだし……」

「うげ……確かにヤバそうな奴やつだな。そいつが〝ニッポン〟から来たとか抜ぬかしてるのか？」

「それが、理解に苦しむのだけれど……。ツクモ様が仰おつしやるには、自分は〝ニッポン〟から来たことに変わりはないが、実のところ〝ニッポン〟に居るのだとか……」

「おいおい、苦しむどころか理解不能だぜ。どんな異世界転移だ？　頓とん智ちのつもりか？」

「ちなみに、こうも仰おつしやったそうよ──自分はこの世界の秘密を知っている、って」

　ダウトは訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。

「んで、そいつは何を要求してきてるんだ？」

「神しん理りの冠かんむりです。教王猊げい下かがお持ちの秘蔵の宝物で、それを被かぶって質問をすると、神様が一つだけお答えくださるという伝説があるの」

「世界の秘密を知る奴やつが、一体何の質問があるのやら。ま、直接本人に聞いてみるか」

「努ゆめ々ゆめ失礼のないようお願いします。なにしろこれから向かう教王庁は、霊れい峰ほうの山腹にあって、神域の最さい奥おうと呼ばれる地なの。立ち入りが許されるのは、教王猊げい下かと司教様、各神しん殿でんを管理する司祭様、近この衛えの聖騎士パラデイン、それから施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーに限られるわ。正規の神官の方々すら許されていないのに、見習いのわたしや不信心なダウトさんが入るなんて、畏おそれ多おおいことなんだから」

「じゃあ何でまた、ツクモとかいう得体の知れない奴やつの入庁を許したんだよ、教王は？」

「ツクモ様はその力量を見込まれ、聖騎士パラデインに誘さそわれていたらしいの。それで、猊げい下かの御ご前ぜんで腕うでを披ひ露ろうすることになって……」

「で、先せん輩ぱいになるはずだった五十人の聖騎士パラデインを救護室送りにし、自らを勇者と名乗った、か」

　話しながら歩いているうちに長い廊ろう下かは終わりを告げ、大だい神しん殿でんの裏手へ出た。

　日差しと共に目に飛び込んできたのは、前方に聳そびえる白き尾お根ねだ。

　かつてアウラ神が降り立ったとされる聖なる山は、人々を見守るようでいて、見下しているようにも思える。そんなひねくれた所感を抱いだいたのは、山道の門前で、特とく徴ちよう的な髪かみ型がたをした大男を目にしたからかもしれない。下界へと出で迎むかえに現れた、サミエル・フランシスを。




「いやあ、教王猊げい下かに貴方あなたのことをお話ししたのは、何を隠かくそう、この私でしてな……」

　傾けい斜しやを登りながら、サミエルは恩着せがましそうに話はなし掛かけてくる。

「聞けばダウト殿どのは、未いまだその日暮らしの根無し草とか。ならば友として一ひと肌はだ脱ぬぐのは至し極ごく当然。王命とあらば鑑かん定てい料も申し分ありますまい。いやなに礼には及およびませぬ、及およびませぬぞ」

「感謝しとくよ。にしても意外だな。あんた、ヴィンセントの一件で失しつ脚きやくしたかと思ったぜ」

「ほっほっほっ、ご心配をおかけしましたな。確かに一時、司祭の地位を追われましたが、このとおり復権しておりまする。フェニックスのように蘇よみがえって！」

「……ゾンビの間ま違ちがいじゃないのか」

「ん？　何か言われましたかな？」

「いや、何も」

　しれっと否定する。正直、まったく彼を心配していなかったが（むしろ失しつ脚きやくした方が世のためと思っていたが）、なぜ復権できたのか疑問に思っていると、問わず語りを始めてくれた。

「実は、ヴィンセント伯はく爵しやく家の所領始末で、功を上げましてな。領主不在となった土地を、教団直営の御ご領りようになるよう手を回したのですよ。その働きが認められた、というわけです」

「なるほど。ワインの産地であるヴィンセント地方は豊かだから、収益も大きいもんな」

　転んでもただでは起きないというわけか。相変わらずしぶとい男だ。

　やがて彼はノーリーンと話し始めたので、しばらくは師し弟ていの後に黙だまって続くことにした。




　五、六時間ほどは登っただろうか。ようやく中腹にある王宮へと辿たどり着ついた。

　ここが、トリニティ王国の中ちゆう枢すうにして、アウラ教団の総本山──教王庁。

　西日に照らされているため茜あかね色いろに輝かがやいているが、本来は白はく亜あの宮きゆう殿でんなのであろう。岩がん壁ぺきに建築物が連なる様は、まさに天空の城。神々の楽園に最も近いと言われるだけはある。

　王宮の門では、聖騎士パラデインに所持品を確かく認にんされ、ダウトは短たん剣けんと木き槌づちを預けることになった。

　そうこうする間、先にサミエルだけ中へと通されていたが、程ほどなくして戻もどってくる。

「もう日暮れも近いゆえ、教王猊げい下かへの拝はい謁えつは明朝になりました。謁えつ見けんの場は、庁内でも指折りの景観を誇ほこる、大瀑ばく布ふ修練場になりまする。ツクモ殿どのもお立ち会いいただけるとのことで」

「分かった」

「つきましては、庁内にお泊とまりいただくための部屋をご用意しました。私は所用がありますゆえ、これにて失礼しますが、面識のある者を案内につけましたのでご安心くだされ」

　彼が呼び寄せたのは、見知った顔の神官見習いだった。思わずノーリーンが大声を上げる。

「メアリちゃん！」

「お久しぶり、タンクレディ。ついでに、いつぞやの鑑かん定てい士しも」

　ウェーブの掛かかった黒くろ髪かみの少女──メアリ・シェルトンは、表情一つ変えず会え釈しやくをした。




　サミエルと別れ、メアリに引いん率そつされながら教王庁の回かい廊ろうを進むダウト達。

　隣となりを歩くノーリーンは妙みように浮うかれていて、普ふ段だんは無む頓とん着ちやくな友人も不思議そうに振ふり返かえった。

「ずいぶん御ご機き嫌げんのようだけど、どうかした？」

「何だか思い出しちゃったの。わたし達が出会った頃ころのこと」

　メアリは「ああ」と納なつ得とくしたように頷うなずくが、すぐさま首を傾かしげる。

「いいえ、あの時は逆だったでしょう。教団に来たばかりの私に、あなたが大だい神しん殿でんを案内してくれたと記き憶おくしているけど？」

「そうだけれど……あの時と似ていて懐なつかしいなぁ～って」

「たかが一年前のことを、懐なつかしがるほどでもないでしょうに」

「そんなことないわ。わたし、凄すごく嬉うれしかったのだもの。年の近いお友達がいなかったから。大切な思い出だわ」

「……よくもまあ、こそばゆいことを、恥はずかしげもなく口にできるね。呆あきれるのを通とおり越こして、尊敬の念すら抱いだいてしまいそう」

「え？　そんな……尊敬だなんて……えへへ」

　皮肉が通用せず、ノーリーンは照れ笑いを浮うかべている。

　青春を謳おう歌かするうら若き乙おと女め達を前に、ダウトは抜ばつ群ぐんの疎そ外がい感を覚えていた。話に割り込むのも気が引けたが、せっかく知り合いと会えたのだから、尋たずねておくべきであろう。

「なあ、メアリ。おまえさんが教王庁ここにいるのは、やっぱり癒いやし隊の活動の一いつ環かんなのか？」

「ええ。負傷した大勢の聖騎士パラデインの治ち療りようのため、見習いの私にも声が掛かかったの」

「だったら、おまえさんも見てるんだよな、ツクモって野や郎ろうを。どんな奴やつだった？」

「ノーコメント。私の見解なんて、プロには必要ないでしょう」

「邪じや険けんにすんなよ。なんなら見返りに、おまえの知らないノーリーンのことを教えてやろう」

「はぁ!?　何で、わたし!?」

　すぐ横から奇き声せいが上がる。無論、話を聞き出すための方便だが、当人は気が気でない様子だ。

「メ、メアリちゃん、わたし、もう秘密にしてることなんてないからね？　《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のことを黙だまっていたのだって、騙だまそうと思っていたわけじゃ……」

「慌あわてないで。別に気にしてないから」

　動転する友人を落ち着かせると、メアリは冷ややかな目を向けてくる。

「もう一度言う、ノーコメント。見返りの情報なんて結構。くだらない教え合いっこに、巻き込まないでほしい」

　ダウトはそれ以上食い下がらず、「悪かったな」と一言詫わびた。

　居たたまれない空気になったが、すぐにそれも終わりを告げる。案内人が足を止めたのだ。

「鑑かん定てい士しはこの部屋を使って。タンクレディは隣となりの部屋。ちなみに、夜間の外出は固く禁じられているから。禁を破れば処しよ罰ばつされるので間ま違ちがいのないように」

　脅おどすような口くち振ぶりに気き後おくれしたようで、ノーリーンが僅わずかに声を震ふるわせる。

「わ、分かったわ。どうしよう……教王猊げい下かにお会いするの、緊きん張ちようしてきちゃったわ」

「おいおい、謁えつ見けんは明日だぜ？　今からそんなんでどうする？」

「でもわたし、緊きん張ちようのあまり我を忘れて、猊げい下かの御ご前ぜんでヒンズー・スクワットとか始めちゃったら、どうすればいいのかしら」

「それはそれで見物だな……」

　教王との謁えつ見けん中に、いきなり筋トレを始める姿を想像すると、吹ふき出だしそうになる。

　メアリも同じことを想像したのか、手で口を押さえると、そっぽを向いて肩かたを震ふるわせた。

「そう心配しなさんな。おまえさんが奇き怪かいな行動をとったら、俺が止めてやるか──」

　励はげまそうとした言葉を瞬しゆん時じに飲み込み、弾はじかれたように後ろを振ふり返かえる。

　サッと、物もの陰かげへ立ち去る人ひと影かげが見て取れた。

　──誰だれかに監かん視しされていた？

　一目だけだったが、深々とフードを被かぶったローブ姿の人物だったことは間ま違ちがいない。神官のように見えたが、教団の何者かに監かん視しされているのだろうか。

「どうしたの、ダウトさん？」

　ノーリーンが不思議そうに見上げてきたので、「何でもない」と答えておく。

　胸むな騒さわぎを覚えながらも、ダウトは部屋に入り、明朝に備えて体を休めておくことにした。どうせ今夜も寝ねつけそうにないのだから。








◇◆二◆◇　空中楼閣






　青色を薄うすく引ひき伸のばしたような空の下、ダウトとノーリーンは、円形の大きな建物へと連れてこられていた。流れ落ちる滝たきを間近に臨のぞむ眺ちよう望ぼう──ここが、大瀑ばく布ふ修練場である。

　屋根こそないが、緩ゆるやかに弧こを描えがいた壁かべには芸術的なアーチが施ほどこされており、広い地面を薄うすい砂が満まん遍べんなく覆おおっていた。そして高所に設けられている展望台は、貴き賓ひん席さながら。

　その中でも、とりわけ豪ごう奢しやな席に、教王と思おぼしき老人の姿があった。

　ここまで先導してくれたサミエルは一礼した後、司教達が集つどう高台へと階段を上ってゆく。

　薄うすい砂地に残されたのは、自分達二人を除けば、軽装をした一人の少年だけだ。

　彼は、血色の悪そうな顔をしているが、獅し子しの鬣たてがみを思わせる髪かみが、ひ弱そうな印象を打ち消し、むしろ精せい悍かんに見せている。年の頃ころは、せいぜい十二、三、といったところか。どう見ても生意気盛ざかりの子供に違ちがいない……違ちがいないのだが。

「あの子がツクモ様なのかしら？　わたしよりも年下のようだけれど……」

　ノーリーンもにわかに信じ難がたい様子である。しかし、無関係の子供が紛まぎれ込めるはずがない。

「──皆みな、揃そろったな。余こそが教王、メタトロニオスⅣ世である」

　展望席に座す老人が、声こわ高だかに口火を切った。

　彼に敬意を表すように、聖職者達が一いつ斉せいに片かた膝ひざをついたので、周りに倣ならっておく。

「そなたが勇者鑑かん定てい士しのダウト、並びに担当を務める見習いのノーリーンで相そう違いないか？」

　肯こう定ていの意を示し、無言のまま頭こうべを垂れる。隣となりからは「は、はい！」と、上ずった声が聞こえてきた。見習い娘むすめはかなり緊きん張ちようしているようだが、幸いなことに奇行スクワツトには及およんでいない。

「ならば両名とも、事の次し第だいはすでに聞きき及およんでおろう。早さつ速そくそこな少年──ツクモを、真の勇者か否いなか、真しん贋がん鑑かん定ていいたせ。しかと見定めれば褒ほう美びを取らせよう」

　具体的な報ほう酬しゆう額の提示はないが、仮にも一国の王の言葉だ。それ相応の額を期待していいだろう。

「承うけたまわった。ただ、俺はご覧のとおりの粗そ忽こつ者でね。無作法は許してほしい」

「よい。鑑かん定ていのうえでは咎とがめ立だてせぬ」

　寛かん大だいな王からお墨すみ付つきを得たダウトは、立ち上がり、びしりと鑑かん定てい対象に指を突つきつけた。

「よお、少年。俺はガキだろうと手加減しないぜ。一人の大人として、そして勇者鑑かん定ていのプロとして……ここで、おまえと縁エンカウントだ！」

　生意気そうな子供が相手となれば、初めが肝かん心じん。こう威い勢せいよく啖たん呵かを切れば、怯ひるんでボロを出しやすくなるというものだ。ノーリーンの白い目は、この際無視しよう。無視。

　ところが思おも惑わくとは裏腹に、ツクモは少しも臆おくさない。そればかりか不敵に笑う始末。

「おじさんが勇者鑑かん定てい士し？　どんな大物が来るかと思ったけど、たいした〝ステータス〟じゃないな」

　つい眉まゆが寄ってしまう。なるほど、事前に聞いていたのは、これか。

「お兄さんな。言い間ま違ちがいには注意しろ。一目で相手のことが分かるってんなら、なおさらだ」

「へぇ、オレの特オー殊バー技・ス能キルの一つを知ってるようだね？」

「……一定時間自身の網もう膜まくに解かい析せき力を付ふ与よする、肉体系能力の変わり種《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》だろ？　だが、そいつは本人にしか知覚できない代しろ物ものだ。本当に発現しているのか確かく認にんできんな」

「疑うのか？　あんたがただの人間で、並み程度の〝ステータス〟だってのも分かるけど？」

「俺のことはどうでもいい。おまえさんに訊ききたいのは、世界の秘密ってやつさ」

　彼は腕うでを組んだ。やがて「仕方ない教えてやるよ」と、もったいぶってから話し始める。

「この世界は、つくりものだ」

「つくりもの？　アレか、教団が言っているように、世界は神々につくられたって……」

「違ちがう。この世界をつくったのは神じゃない。オレ達〝ニッポン〟の人間さ」

　神を否定した言葉に、展望席がどよめく。だが不信心者のダウトは俄が然ぜん、話に興味が湧わいた。

「そういや、おまえさんは妙みようなことも言っていたそうだな。自分は〝ニッポン〟に居るまま、この世界にやってきた、だとか」

「別に妙みようなことじゃない。〝ニッポン〟じゃ、よくあることだ。〝ブイ・アール・ゲーム〟は目覚ましい普ふ及きゆうを遂とげているからね。オレみたいな愛用者も少なくないってわけ」

　話についていけないようで、傍かたわらにいるノーリーンが白旗を上げる。

「あ、あの！　ダウトさん！　ツクモ様の仰おつしやる、ぶ、ぶい何とかというのは一体？」

「〝ＶＲゲーム〟または〝バーチャル・リアリティ・ゲーム〟。仮想現実を作り出し、その中で遊ぶ〝ニッポン〟の玩おも具ちやのことだ。要は、現実に存在しない夢の世界を疑ぎ似じ体験できる、とんでもない仕し掛かけの道具だと思えばいい」

　さらりと答えると、ツクモが誰だれよりも驚おどろいた顔を向けてきていた。まさか己おのれの発言を理解できる者などいるわけがないと、高を括くくっていたのだろう。

「え……と、半分も理解できないけれど、まだまだ凄すごい物があるのね〝ニッポン〟には」

　大まかながら見習い娘むすめが納なつ得とくしてくれたようなので、ダウトは再度ツクモに質問で斬きり込む。

「──で、つくりものの世界って意味は、ここが〝ＶＲゲーム〟内の仮想現実ってことか？　おまえさんは〝ニッポン〟に居ながら玩おも具ちやで遊んで、この世界を疑ぎ似じ体験していると？」

「正解だ！　驚おどろいたね、〝エヌ・ピー・シー〟のくせに詳くわしい奴やつもいるんだ」

「次はそうくると思ったぜ。〝ＮＰＣ〟、即すなわち〝ノン・プレイヤー・キャラクター〟は、仮想現実内において欠かせない要素だもんな。さしずめ、おまえさんは〝ＰＣ〟──〝プレイヤー・キャラクター〟ってわけかい？」

「ああ、そうさ。あんた達とオレは、そもそもデキが違ちがう」

　知られざる異国の言葉が飛とび交かうようだったに違ちがいない。再びノーリーンが口を挟はさんでくる。

「何度もごめんなさい。さっきからお二人が何を言っているのか、さっぱり……。ピーだとか、シーだとか、意味が分からないのだけれど……」

　彼女の言は、展望席に座すお歴れき々れきの代弁でもあるようで、教王達も頷うなずき合って同意していた。

　疑問に思うのも当然だ。難解なだけに嚙かみ砕くだいて説明をしてみる。

「こいつは、俺達もすべて、つくりものだって言いたいのさ。玩おも具ちやによって自動的に操作されている存在。魂たましいを持たず、人間らしく振ふる舞まうだけの人間モドキだってな」

「に、人間モドキ？　わたし達が？」

「対してツクモは、〝ニッポン〟の人間が操作する存在、魂たましいを持った分身アヴアタールなんだそうだ」

「まだ判然としないけれど、何だか見下されたみたいで、とても嫌いやな気分だわ……」

　嫌けん悪お感を露あらわにしたノーリーンに、「それは誤解だ」と反論の声が。

「オレは、あんたらを見下しているわけじゃない。哀あわれに思ってるだけだ。自分のことを〝エヌ・ピー・シー〟だと自覚すらできないんだからな」

　またもや展望席が色めき立つ。教王まで人間モドキと嘲ちよう弄ろうされたのだから、やむを得まい。

　ダウトも実に気分が悪かった。己おのれの存在を頭から否定されれば、当然であろう。

「饒じよう舌ぜつに話してくれたおかげで、よく分かったぜ。返礼に、こっちも一つ教えてやるよ」

「へぇ？　何を？」

「おまえが病人だってことをだ。〝ニッポン〟じゃあ、おまえが蝕むしばまれているような思春期特有の精神病を〝チューニビョー〟って言うんだぜ。勉強しておけ糞くそガキ」

　悪しざまに言うと、今度は逆げき鱗りんに触ふれたようで、相手の表情が一変する。

「〝エヌ・ピー・シー〟の分際で知ったふうな口を！　管理者ゲーム・マスターが開示した情報を否定するなんて、とんだナンセンスだな！」

「管理者ゲーム・マスター、だと？　何者だそれは？」

「あんたら〝エヌ・ピー・シー〟にとっては、神も同然の存在さ。オレはこの世界を訪おとずれた時、管理者ゲーム・マスターの指導チユートリアルをしっかり受けている。無知なあんたらとは違ちがう！」

「無知で結構だ。それよりも今、この世界を訪おとずれた時に指導チユートリアルを受けたと言ったな？　どうして〝ニッポン〟で事前に説明を受けなかった？　ゲームを遊ぶ前に？」

「…………」

　激げき怒どしていたツクモが急に押し黙だまった。

「どうした？　胡う散さん臭くさい管理人ゲーム・マスターとやらにお伺うかがいしないと答えられないのか？　訊ききたいことはまだあるんだぜ。この世界を仮想現実だと言い切るおまえが、なぜ神しん理りの冠かんむりを欲ほしがる？」

「……もう黙だまれ。あんたは不ふ愉ゆ快かいだよ」

　あの雄ゆう弁べんだった少年が言葉少なげに話題を遮しや断だんした。これは揺ゆさぶれば何か出そうだ。

「そもそも訊ききたいのはこっちだ。なぜオレを疑う？　〝ピー・シー〟であるオレが勇者なのは当然だろう。三百年前は、別の〝ピー・シー〟を勇者と認め、今でも祀まつり上げているじゃないか！」

　ところが予想外にも、揺ゆさぶられたのはダウトの方だった。途と端たんに表情が強こわ張ばってしまう。

「おまえ……何を言ってる？」

「分からないのか？　三百年前の勇者も、どうせオレと同じ〝ピー・シー〟ってことだよ」

「よせ、勇者を貶おとしめるな！　おまえなんかと一いつ緒しよにされて堪たまるか！」

　内心取り乱したことを悟さとられたのだろう。ツクモが底意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。

「はぁ？　何が違ちがうものか。この世界を救ったといっても、それは〝ブイ・アール・ゲーム〟をクリアしただけのことだ。そいつは、安全な〝ニッポン〟でベッドの上に寝ね転ころびながら、娯ご楽らくで大冒ぼう険けんをしていたにすぎないんだよ！」

「黙だまれ！　ガキだからって、これ以上あいつを侮ぶ辱じよくすることは許さねえぞ！」

　今まで見せたことのない剣けん幕まくに、ノーリーンが固かた唾ずを飲んでいる。

　しかし激げき昂こうしているのは、相手も同じだ。

「許さないのは、オレの方だ！　管理者ゲーム・マスターを罵ののしり、このオレをコケにした罪は重いぞ！」

　彼は高台を見上げ、声を張る。

「王様！　ご覧のとおりだ、グダグダ喋しやべっていたところで埒らちが明かない。オレは、この鑑かん定てい士しに力を見せつける。勇者だと証明できれば、殺してしまっても構わないな？」

　物ぶつ騒そうな宣せん誓せいに騒そう然ぜんとなった。教王が制止を呼よび掛かけるが、彼はまったく聞く耳を持たない。

　──ちょうどいい、この糞くそガキの実力の程ほどを確かめてやる。

　頭に血が上っていたとしか言いようがない。五十人の聖騎士パラデインを蹴け散ちらした相手との私し闘とうなど避さけるべきであるのに、らしくもなくダウトは挑ちよう発はつに乗ってしまう。

「俺も望むところだ。教王よ、入庁する際に預けた武器を一時的に返してもらいたい」

「ダ、ダウトさん！　待って、冷静になって！」

　ノーリーンが諫いさめてくるが、今は聞くつもりはない。

「俺は至って冷静だ。おまえはサミエルのいる展望台に上がってろ」

「全然冷静じゃないわ！　ツクモ様は、聖騎士パラデインを上回るほどの実力者なのに！」

「どうせ、何かしらのインチキがあるに決まってる」

「だとしても、一人では危険だわ！　わたしも、わたしも戦うから……」

　マントを摑つかんで訴うつたえてくる。その懸けん命めいな姿を見て、しだいに頭が冷えてきた。

「……分かった。頼たのむ、一いつ緒しよに戦ってくれ」

　彼女が頷うなずくと、それを待っていたのか、ツクモが鋭するどい目を向けてくる。

「話は決まった？　二人掛がかりだろうと構わないよ。その程度の〝ステータス〟の奴やつが束になろうと意味がないんだよ。あんたらが思ってるより、オレＴＵＥＥＥＥからさ！」

　戦いの気運が高まったところで、教王の遣つかいの者から預けていた武器を受け取った。

「すぐに《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を使うわ」

　小声での提案に頷うなずいて返す。元よりそのつもりだ。ゴングと木き槌づちを取り出し、身構える。

　程ほどなくして、開始の合図を叫さけばんと、教王が大きく息を吸い込んだ。そして──。

「──ラウンド・ワン！　ファイッ!!」

　気の抜ぬけるような裏声で、号令が飛んだ。

　大方〝ニッポン〟文化の影えい響きようを受けてのラウンドコールなのだろうが、言葉の意味を分かっているかは疑わしい。おそらく、ラウンド・ツーは無い。これならゴングの方がマシだ。

　開始直後、ダウトは仕切り直しとばかりに木き槌づちを打つ。軽快な音色が修練場に響ひびき渡わたった。




　ノーリーンの判断は正しい。特オー殊バー技・ス能キルの真しん偽ぎはともかく、ツクモが五十人もの聖騎士パラデインを圧あつ倒とうしたことは確かなのだ。当然、手を抜ぬける相手ではあるまい。初手から全力、これに尽つきる。

「ピーだのシーだの喧やかましいわ！　〝チューニビョー〟は薬でも飲んで寝ねてろ!!」

　雄お叫たけびを上げ、荒あらぶる見習い娘むすめが疾しつ走そうする。標的との距きよ離りがぐんぐんと詰つまっていった。

「この女、〝ステータス〟が跳はね上あがった……？」

　少し驚おどろいたような顔を見せるツクモだったが、動じずに詠えい唱しようを始める。

「きっと《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》だね。でもそれじゃあ、僕に届く前に、串くし刺ざしになっちゃうよ！」

　地鳴りがしたかと思うと、彼女の足元の地面が隆りゆう起きし、岩石の角が襲おそい掛かかってきた。

　話に聞いていた特オー殊バー技・ス能キルの一つ、《下ロ位ー四・大ソ元ー素サ魔リ法ー》に違ちがいない。一定範はん囲いの足場を大きく乱すことで回かい避ひを難しくする大地の魔ま法ほう、巨きよ岩がんの角を放ったのだ。しかし──。

「詠えい唱しようが遅おせぇ！」

　魔ま法ほうが完成するより一足早く、ノーリーンは大きく跳ちよう躍やくし、術者の頭上を飛とび越こえていた。

　先日のヴィンセントの騒そう動どうでは、高速詠えい唱しようを得意とする一級の魔導師ソーサラーと渡わたり合あったのだ。彼女にとって術が効果を発揮する前に、その範はん囲いから逃のがれることなど造ぞう作さもないことであろう。

　敵の背後に着地すると、流れるような動作で向き直り、獲え物ものに迫せまった。もはや魔ま法ほうを使えるような距きよ離りではない。

「丸まる腰ごしで挑いどんでくるなんて面おも白しろい子だね、きみ。なら、お相手願おうか！」

　しかし常勝の少年に怯ひるんだ様子はない。あたかも翼つばさを広げるように両手を伸のばすと、左右の拳こぶしに、黒光りする鉄製手甲ガントレツトが出現した。両の鉄てつ拳けんを打ち鳴らし、迎むかえ撃うたんとする。

「今度は《連装武器展開マルチウエポン》か……」

　かつてジョバンニが使った紛まがい物ものと異なり、目くらましは一いつ切さいない。これで、確かく認にんが難しい《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》を除いても、二つの特オー殊バー技・ス能キルを披ひ露ろうしている。だが鵜う吞のみにはできない。

　なぜなら、この修練場に協力者が隠かくれていれば、やってやれないことはないからである。その人物が、物を瞬しゆん間かん移動させる環かん境きよう系能力《物体転送アスポート》を使えば、彼が《連装武器展開マルチウエポン》を使ったように見せかけられるし、地の魔ま法ほうは特性上、発現する地点を調整できるぶん誤ご魔ま化かしが利きく。現に昨日、怪あやしげな神官を目もく撃げきしているのだ。協力者がいる可能性は極きわめて高い。

　とはいえ、ツクモの体たい捌さばきが見事なことは確かであった。あれではさすがのノーリーンも、得意の投げ技わざや関節技わざにもってゆくのに骨が折れよう。しかしそれは、一対一タイマンならばの話。

「二人掛がかりでも構わないって言ったこと、後こう悔かいさせてやる！」

　ダウトはマントを翻ひるがえし、短たん剣けんを取り出すと、ツクモに向かって投げ放った。

　飛来する刃やいばを、彼はさも当然のように鉄製手甲ガントレツトで叩たたき落おとす。反射的に身を護まもったのだろう。だが、そこに狙ねらいどおりの隙すきが生じた。

　ノーリーンが間合いに踏ふみ込み、跳ちよう躍やくする。ドロップキックを相手の顔面目め掛がけて放った。

　しかしさすがは負け知らずの相手である。首を反らして攻こう撃げきをよけ切った──かに見えた。

「SシHOOOOOOOOOヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨOオWウ TIMEタイムだ!!」

　それすら折り込み済みだったのであろう。彼女は、ローブの裾すそから覗のぞかせた白い両りよう脚あしで相手の頭部を挟はさみ込んだ。そして海え老び反りしながら一気に後ろへ体重を掛かけると、弧こを描えがくように鮮あざやかな後方転回を見せる。

「ドロップキックじゃない！　あれは、フランケンシュタイナーだ!!」

　叫さけぶようなダウトの声を背に、美技は炸さく裂れつした。振ふり子この重しさながら敵をぶん回し、脳天から地面に叩たたきつける。派手に砂さ塵じんが舞まい上あがり、ゴキリッという鈍にぶい音が響ひびき渡わたった。

　頭部への衝しよう撃げきはいかばかりであろう。勢い余って、首までへし折ったのではあるまいか。しばしば頸けい部ぶを負傷する身からすれば、見ているだけでゾッとする殺人技である。

「……にしてもノーリーンの奴やつ、聖職者の卵のくせに、とうとう殺やっちまったんじゃねえのか？」

　蒼あおざめながら見守っていると、背徳の戦せん鬼きは機き敏びんに立ち上がり、ファイティングポーズをとる。気を緩ゆるめる様子は少しもない。依い然ぜん《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》も発現中のようだ。

　すると彼女の警けい戒かい心を裏打ちするかのように、ツクモが平然と立ち上がった。頭ず蓋がい骨こつが粉ふん砕さいするか、首が折れてもおかしくないというのに。

　不死身の少年は、両手を広げて高らかに言う。

「オレとしたことが〝ステータス〟を見誤った。甘く見たお詫わびに、ここからは本気でいく」

　鉄製手甲ガントレツトを瞬しゆん時じに消失させたかと思うと、目の前に、身みの丈たけの倍以上はあろうかという大剣グレート・ソードを出現させた。重々しく地面に突つき立たつ巨きよ大だいな鉄てつ塊かいを見て、ダウトは鼻で笑う。

「何が本気だよ？　《連装武器展開マルチウエポン》だか《物体転送アスポート》だか知らねえが、そんな超ちよう重量級の武器を出したって、ガキの腕うでじゃあ持ち上げることもできねえ。脅おどしにすらならねえぞ」

「……お兄さん、人の話はよく聞きなよ。言ったっしょ、本気を出すって！」

　言うや否いなや、彼の形相が鬼おにのような凄すさまじいものに変へん貌ぼうした。

　身の毛がよだつような戦せん慄りつが走り、一いつ瞬しゆんで修練場の気温が下がったような気がした。これとよく似た感覚を、嫌いやというほど知っている。

「お、おい……まさか!?」

「そうだとも〝エヌ・ピー・シー〟。《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》が、小こ娘むすめの専売特許と思うたか？」

　片手で軽々と大剣グレート・ソードを持ち上げると、荒あらぶる若獅じ子しは雄お叫たけびを上げて突とつ進しんしてきた。

　攻こう守しゆ逆転。今度はノーリーンが迎むかえ撃うつ番だ。迫せまりくる巨きよ大だいな刃やいばを辛かろうじてかわすも、防戦一方になってしまう。それだけ剣けんの速度が速いのだ。加えて、いつもの出で鱈たら目めパワーの優位性を活いかせないため、真しん剣けん白しら刃は取りで対たい抗こうしようにも、力と重量で圧おし潰つぶされかねない。

　何とか反はん撃げきせんと凶きよう刃じんを搔かい潜くぐり、取っ組み合いに持ち込むが、逆にぶん投げられてしまう。

　飛ばされてきた小さな体を全身で受け止めたダウトは、そのまま壁かべに激げき突とつする。体中に痛みが走るが構っていられない。気き掛がかりなのは、すでに息が上がっているノーリーンの方だ。

　もはや猶ゆう予よはなかろう。準備不足は百も承知だが、今仕し掛かけなければ彼女がもたない。

「ツクモ！」

　叫さけぶように声を張り、無敵の怪物と対たい峙じする。

「大方の見当はついたぜ。おまえの特オー殊バー技・ス能キルは、《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》のみだ。《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》は口八丁のデマカセ。ほかの特オー殊バー技・ス能キルは、神官になりすましたおまえの仲間が、この修練場のどこかから、発現させているインチキにすぎない！」

「あ？　何の話だ？　そんなわけなかろう」

　睨にらみ返してくる彼を双そう眸ぼうで捉とらえ、神経を集中させた。《贋者の枷ライアー・バインド》で難敵の無力化を試みる。

　………だが、鎖くさりは出現しない。

　そんなはずはない。内心の焦しよう燥そうをひた隠かくしながら、鎌かまをかけ続ける。

「強がりはよせ。どうせこの世界が仮想現実って話も、皆みんなの気を引くため、おまえが考えた設定なんだろ？　それとも、『異世界手しゆ稿こう』とかいう偽ぎ書しよに記されていたのかい？」

　……まだ鎖くさりは現れない。一ひと欠片かけらも。

「さては、管理者ゲーム・マスターとやらに入いれ知ぢ恵えされたな？　つまらん妄もう想そうを吹ふき込まれたもん──」

　最後まで言葉を続けられなかった。胸に、焼けるような激しい衝しよう撃げきを覚えたのだ。

　目を転じれば、己おのれの胸むな板いたに短い矢が突つき立たっているではないか。衣服を紅色に染め上げて。

「さっきから五う月る蠅さいよ、きみ」

　矢を放ったのはツクモだった。彼が手にしているのは洋弓銃クロスボウだ。《贋者の枷ライアー・バインド》に集中するあまり、相手の《連装武器展開マルチウエポン》に気付かず、不覚を取ってしまったのである。

「ダウトさん──!!」

　ノーリーンの悲鳴が響ひびき渡わたった。彼女は、崩くずれ落おちそうなダウトの体を支えて狼ろう狽ばいしている。もはや、戦意を失い《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》が解除されていることは火を見るより明らかだ。

「そんな！　酷ひどい出血だわ！　ああ、神様……」

「…………取り乱すな。相手の思うつぼだ」

　激痛に堪たえて𠮟しつ咤たすると、少しだけ平静を取とり戻もどしてくれた。顔色は失ったままだが。

　もっとも、青い顔を浮うかべているのは展望席のサミエルも同様である。

　教王が「そこまで！」と制止を命じるが、ツクモは相変わらず耳を傾かたむける様子がない。

「さあ、宣言どおり、二人まとめて殺してやる！」

　洋弓銃クロスボウを消し、再び大剣グレート・ソードに持もち替かえると、狩しゆ猟りよう者が手負いの獲え物ものを追おい詰つめるように、悠ゆう然ぜんと近づいてくる──が、ふいに、その歩みが止まった。彼の顔に警けい戒かいの色が浮かぶ。

　それもそのはず、突とつ如じよ、高台からフードを目ま深ぶかに被かぶった神官が飛び降りてきたのだ。

　正体不明の闖ちん入にゆう者は、ダウト達の傍かたわらに身を屈かがめて着地すると、ぼやきながら立ち上がった。

「──見捨てちゃおうかとも思ったんですけどぉ、鑑かん定てい士しさんにはネージュのことでお世話になりましたからねぇ」

　聞き覚えのある声に、ダウトは何とか顔を上げ、フードから覗のぞく薄うす桃もも色いろの髪かみを見て取った。

「まさか……ルージュ、なのか？」

「えっ!?　ルージュさん!?」

「はい、正解です☆」

　フードの神官──いや、ルージュ・ヴィンセントは、頰ほおに人差し指を当て、おどけてみせる。

　当然納なつ得とくできるものではない。二人揃そろって、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔を並べてしまった。

「あんた、投とう獄ごくされたんじゃなかったのか？　それに、どうしてこんな所にいる？」

「わけあって教王庁に潜せん入にゆう中だったんですよ。おかげで水の泡あわですけどね」

「何だと？」

「これも乗り掛かかった船です。恩返しに助けてあげますから、死にたくなければルージュちゃんの封ふう印いん、ちゃっちゃと解いちゃってください。できるんでしょ、鑑かん定てい士しさん？」

　思わぬ要求に困こん惑わくしてしまう。確かに、彼女に仕し掛かけた《贋者の枷ライアー・バインド》は、ダウトの意志で解除することができる。だが、この危機的状じよう況きようでは脅きよう迫はくも同然ではないか。

「……何が恩返しだ。足元を見やがって」

「文句を言う暇ひまも、迷ってる時間もないと思うんですけどぉ」

　警告され、ツクモに目を向けると、大剣グレート・ソードを地に突つき刺さし、底冷えするような眼めを闖ちん入にゆう者に向けていた。氷のような静かな殺気が声に籠こもる。

「こいつの〝ステータス〟は、人間と妖よう精せいの混ざりもの……半妖精ハーフ・エルフか？　特オー殊バー技・ス能キルを封ふうじられているな。そんな半はん端ぱ者が、よくもまあ───我が戦いくさに水を差してくれたものだなああぁぁっ!!」

　再び様相を変じた彼は、大剣グレート・ソードを引ひき抜ぬくと、怒ど髪はつ天を衝つく勢いで突とつ撃げきしてきた。

「鑑かん定てい士しさん！」

「く、くそっ！」

　叫さけぶような呼よび掛かけに応じ、不本意ながらも《贋者の枷ライアー・バインド》の解除を試みる。痛みに耐たえ、神経を魔ま女じよに集中させると、宙に古めかしい鍵かぎが出現した。

　幻まぼろしのような鍵かぎは、彼女の胸むな元もとに吸いつくように突つき立たつ。鍵かぎ穴あなの刻タト印ウーに刺ささったのだ。そして、カチリと小さな音を鳴らして回ると、硝子ガラス細工さながらにひび割れ、霧む散さんしていった。

　刹せつ那な──小悪あく魔まの微び笑しようが浮うかんだ。素す早ばやい詠えい唱しようが響ひびき渡わたる。すでに攻こう勢せいに入っているせいか、ツクモは闖ちん入にゆう者の異変に対応できていない。

　食わせ者のルージュが、この隙すきを見み逃のがすはずがなかった。たちどころに魔ま法ほうを完成させ、指先から巨きよ大だいな火か炎えん球を放つ。回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能な、絶ぜつ妙みよう極きわまるタイミングで。

　轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。反撃カウンターで炸さく裂れつした紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんがツクモを弾はじき飛とばし、焼やき尽つくしたのだ。

　黒こく煙えんが立ち上る様を見たダウトは、出血で朦もう朧ろうとしながらも問とい掛かける。

「……やったのか？」

「あー、こういう時は、大たい抵ていやってないので、さっさと退散しちゃいましょう」

　あっけらかんと否定したルージュが、やにわに魔ま法ほうの詠えい唱しようを始めると、その足元から風が巻き上がった。上じよう昇しよう気流は、ダウトとノーリーンも巻き込み、三人の体を宙へと飛ばす。

「わ！　わ！　な、何かしらコレ!?　わたし達、飛んでいるわ!?」

「風の飛行魔ま法ほうの効果範はん囲いを増やしたんですよ。慌あわてなくてもコントロールはこちらでします。なので、鑑かん定てい士しさんがバランス崩くずさないよう支えてあげてくださいね、脳味噌筋肉ノーキンちゃん」

「ま、またその呼び方を……！」

　不服があるようだが、見習い娘むすめはその言に従い、肩かたを貸してくれる。

「さぁて、魔ま法ほうの効果範はん囲いを増やしている分スピードが落ちていますから、グズグズしている暇ひまはありません。すぐに浮ふ遊ゆう魔ま法ほうで追ってきますよ、あの子」

　ルージュが不ふ穏おんなことを口走る。しかし、あながち間ま違ちがいとも思えない。

　なにしろ黒くろ焦こげになっていたツクモが、まるで脱だつ皮ぴするように快復してゆくのだ。損傷した皮ひ膚ふが剝はがれ、真新しい肌はだが現れる。確かに、直ちに追つい撃げきにきてもおかしくない。だが……。

「でもツクモ様、まだ動き出さないわ。魔ま法ほうの詠えい唱しように手間取っているのかしら？　どうして？」

　ノーリーンが疑問を口にしたが、魔ま法ほうの専門家の意見は素っ気ないものだった。

「知りません。手間取っているなら好都合じゃないですか。今のうちに、ずらかりますよ！」

「言い方はともかく、提案には賛成だわ。このままじゃ、ダウトさんが……」

　心配そうな見習い娘むすめに「余計な気き遣づかいだ」と反論しようとしたが、唇くちびるが動かなかった。さもあらん、深手を負いながらも《贋者の枷ライアー・バインド》の解除を行ったのだから、とうに限界を超こえていても不思議ではない。

　もはや声一つ出せぬまま、虚うつろだった意識は、さらなる漆しつ黒こくの闇やみへと溶とけていった──。








◇◆三◆◇　勇者談義






　深く、冷たく、暗い。

　まるで底なし沼ぬまの中から、這はい出でてくるような気分だった。徐じよ々じよに思考が働きはじめ、重たい瞼まぶたをゆっくりと開けてみれば、ぼやけた視界の焦しよう点てんがしだいに合わさってゆく。

　──あの永い眠ねむりから覚めた時も、こんな感じだった。すべては変わり果て、俺は取り残されてしまったんだ。また同じことが起こったのだろうか。あんな思いは二度と御ご免めんなのに……。

「──ダウトさん！」

　目の前で名を呼ばれ、朧おぼろげだった意識が完全に覚かく醒せいする。

　大きな瞳ひとみをした金きん髪ぱつの小こ柄がらな娘むすめが、こちらを覗のぞき込んでいた。

「ノーリーン……か？」

「はい！　やっと目が覚めたのね！　ああ神様、感謝します！」

　泣き出しそうな笑え顔がおを見て、ダウトは目をパチクリとさせる。

「変わってないのか？　何も？」

「え？　わたしのことかしら？　何も変わっていないと思うのだけれど……」

　彼女はキョトンとしながら、両の手でローブの裾すそを摘つまんでみせた。

　──よかった、本当に。

　心底安あん堵どし、上体を起こそうとした途と端たん、胸に激痛を覚え「っ……」と、呻うめいてしまう。

　慌あわてた見習い娘むすめが、支えるように寝ねかせてくれる。

「無理をしないで。傷は塞ふさがっているけれど、まだ安静にしていないといけないわ」

「そうだったな……。俺、ツクモの奴やつに、胸を矢で撃うたれて……」

「ええ、大怪け我がしたのよ」

「へっ……今度ばかりは首じゃなくて助かったぜ」

「もう、こんな時まで冗じよう談だん言わなくていいのに」

「あれから、どれくらい時間が経たった？」

「丸二日だわ。ダウトさん、飛行魔ま法ほうで逃にげる際に意識を失って、ずっと眠ねむっていたの」

　驚おどろくほどの時間が経過していた。不ふ眠みん症しようのダウトは、眠ねむれない日が長く続くと、一度に異常に長い睡すい眠みんを取ってしまうことがあるが、今回は相当なものだったらしい。

「ここは、どこだ？」

　尋たずねると、彼女ではなく、別の太い声が答えを返してきた。

「聖せい都とにある私の別宅ですよ。わけあって表向きには空き家ということになっておりますので、ここならばツクモ殿どのに追われることはありますまい」

　そう言いながら部屋に入ってきたのは、熊のように大おお柄がらな司祭、サミエルだった。

「表向きは空き家って、普ふ段だんここをどんな悪だくみに使ってやがる……いや、今はどうこう言えた立場じゃないな。あんたが、俺の怪け我がを治ち療りようしてくれたんだろ？　感謝するぜ」

　彼は、ニカッと立ち並んだ歯を見せて笑う。正直、不気味だ。嫌いやな借りを作ったものである。

　少々気が引けていると、大男の背後から、ヒョイと薄うす桃もも色いろの髪かみをした少女が顔を出した。

「お礼なら、ほかにも言わなきゃいけない相手がいるんじゃないですか、鑑かん定てい士しさん？」

　ルージュは、教王庁に現れた時に着ていたようなローブではなく、出会った頃ころと同じ、裾すそ丈たけの短い深しん紅くのヴィンテージドレスを纏まとっていた。言わずもがな、鍵かぎ穴あなの刻タト印ウーはすでにない。

「あんたには、上う手まく手玉に取られて、封ふう印いんを解除させられたように思えてならんのだが」

「やだもう、鑑かん定てい士しさんったら勘かん繰ぐりすぎですよぉ。あの状況シチユエーシヨンは不ふ可か抗こう力りよくというやつです。ルージュちゃんは、たまたま教王庁に潜せん入にゆうしていただけですから」

「本当か？　脱だつ獄ごくして俺を尾び行こうしていたんじゃないだろうな？　封ふう印いんを解かせる絶好のタイミングを見計らうために」

「残念、ハズレです。ちょ～っと自意識過か剰じようですね。まあ、ルージュちゃんみたいな美少女に、付き纏まとわられたいという願望は分かりますけどねぇ～」

「言ってろ」

「照れちゃって、かわいい☆　なんでしたら、お礼がわりに感謝のキスでもいいですよ？」

　言うや否いなや、瞳ひとみを瞑つぶって唇くちびるを突つき出だしてきた。

　それを見たノーリーンが、真っ赤な顔をして激げき昂こうする。

「な……なんてふしだらな！　感謝のキスだなんて、どういうつもりかしらダウトさん!?」

「俺かよ!?　しねえから、そんなこと！」

　はっきり否定すると、ルージュが「ブーブー」と、口を尖とがらせる。

　相変わらず人を食ったような女だが、噓うそを言っているようにも思えなかった。

「埒らちが明かないから、あんたの話を信じるとしよう。だとすると当然、別の疑問が生じるわけだ。投とう獄ごくされていたはずのあんたが、なぜ教王庁で密みつ偵てい紛まがいのことをしていたのか、ってな」

「野や暮ぼな質問ですね。鑑かん定てい士しさんのことですから、察しはついてるんじゃないですか？」

　そう返されたら、当て推量でも述べるよりない。

「あんた、裏でサミエルと取り引きしたな？　自由を得る見返りに、『異世界手しゆ稿こう』の譲じよう渡とをはじめ、勇者贋作師フエイク・メーカーの情報をすべて渡わたす……つまりは、調査に全面協力するってあたりか？」

　司祭を横目でチラリと見ると、図星とばかりにたじろいだ。

「わ、私としても苦く渋じゆうの決断だったのですぞ。しかし勇者贋作師フエイク・メーカーの正体に迫せまるには、やはり彼奴きやつめが詐さ欺ぎ師に渡わたしている手しゆ稿こうを入手することこそ肝かん要ようと考え、取り引きに応じたのです」

　サミエルは小さな木箱を持ってくると、蓋ふたを開ける。中には、丁てい寧ねいに紐ひもで結ゆわえた紙束が入っていた。これが『異世界手しゆ稿こう』か。古こ文もん書じよのように薄うす汚よごれているかと思いきや、実に上品だ。

　そんな印象を抱いだいていると、魔ま女じよが嘴くちばしを入れてくる。

「案外イケてると思いません？　これはいい値で売れると踏ふんだルージュちゃんは、言いつけを破り、ブラックマーケットのオークションに出品するため仲買人ブローカーに預けていたのでした♪」

「なるほど。ブラックマーケットの仲買人ブローカーともなれば、アウラ教団が権けん威いを振ふりかざそうが、おいそれとは品を差し出したりしない。裏社会は信用が第一だからな。つまり、サミエルが手しゆ稿こうを手に入れるには、あんたを釈しやく放ほうして協力させるよりなかった、というわけか」

「そういうことです。晴れてルージュちゃんは自由の身。そして見合った成果も出せました」

「その成果ってのは、教王庁に潜せん入にゆうしていたことと関係するのかい？」

「もちろんです。以前は完全に見落としていたんですが、仲買人ブローカーから手しゆ稿こうを取とり戻もどして、あることに気付いちゃったんですよ。鑑かん定てい士しさんも分かります？」

　こちらに手しゆ稿こうを渡わたしてきたので、ダウトが紐ひも解とくと、ノーリーンも覗のぞき込んでくる。

「わあ、〝アイドル〟についてたくさん書かれてあるわ……あっ、〝パイプイス〟のこともある。ルージュさんが悪用した知識ばかりが記されているのね」

「悪用とは人聞きが悪いですね。まあ、そのとおりなんですけどぉ……」

　魔ま女じよがヘソを曲げるが、見習い娘むすめは気にしたふうもない。

「きっと、ジョバンニさんの手しゆ稿こうには〝ニート〟や〝ジャージ〟のことが書かれていたのではないかしら」

「だろうな。こいつは全体の一部に違ちがいない。それに、ジョバンニの例からも分かるように、手しゆ稿こうの内容は、出で鱈たら目めとまではいかなくとも誤りが多い。中ちゆう途と半はん端ぱな記述も目立つ」

「でも……この手しゆ稿こうと、教王庁がどう繫つながるのかしら？　似た筆ひつ跡せきの人がいるとか？」

「いや、筆ひつ跡せきはアテにならん。勇者贋作師フエイク・メーカーは死霊魔術師ネクロマンサーだ。屍しかばね人形の術には上位に当たる──屍しかばね従じゆう者しや、という死し霊りよう魔ま術じゆつがある。文字どおり従者同然の高い知能を持つ不死者アンデツドをつくる術だ。反面、同時に使し役えきできる数はせいぜい二、三体。それでも、代筆を任せれば……」

「あっ、筆ひつ跡せきが意味をなさないわ。でもそれなら、一体何に気付いたと言うのかしら？」

「おそらく、紙質だな。手しゆ稿こうには羊皮紙の中でも上質な犢とく皮ひ紙しが使われている。今時国内で、犢とく皮ひ紙しなんて高価なものが流通しているのは、教王庁くらいだろう。自おのずと、勇者贋作師フエイク・メーカーは教王庁に出入りできる限られた人物ではないかという疑いが生じた。違ちがうかい？」

　尋たずねると、ルージュは幼子さながら無む邪じや気きに笑った。

「ヒューヒュー♪　正解です。あっさりとまあ、さすがに本職は違ちがいますねぇ～」

「あんたこそ、詐さ欺ぎ師にしておくにはもったいない目め利ききだぜ？」

「やだぁ～。ルージュちゃん、実はもう足を洗ってるんですよ。そうしたら、鑑かん定てい士しさんのトコで働かせてもらっちゃおうかな～？　きっといいコンビになりますよ、公私ともに」

「なあっ!?」

　ノーリーンが奇き想そう天てん外がいな声を上げた。

「ル、ルージュさんったら、何なのかしら？　藪やぶから棒に、いい加減なこと言い出して？」

「あら、藪やぶから棒でもいい加減でもありませんよ。前に言いませんでした？　鑑かん定てい士しさんって、わりと好みの範はん疇ちゆうだって？」

「その折は、魔ま性しようの女は趣しゆ味みじゃないって、拒きよ否ひられていたと思うのだけれど！　それなのに、今さら蒸むし返かえすなんて、ダウトさんも困っているのではないかしら！」

「ええ～？　鑑かん定てい士しさんが困るわけないと思いますけどぉ？　今しがた、いい目め利ききだって認めてくれたばかりじゃないですかぁ～」

「だ……だからって、コンビを組みたいと言ったわけではないもの！　そんな強ごう引いんな拡大解かい釈しやく、ダウトさんの担当として、わたしが認めないわ！」

「ブーブー！　大口の顧こ客きやくだからって、たかだか一いち取とり引ひき先さきの担当風ふ情ぜいに認めてもらう必要なんてないんですけどぉ？　他人の転職クラスチエンジに口出ししないでもらえますぅ、脳味噌筋肉ノーキンちゃん？」

「脳味噌筋肉ノーキンじゃないわ！　ノーリーンだもん！」

　ベッドの脇わきで繰くり広ひろげられる不毛な応おう酬しゆう。怪け我が人にんからしたら、これは堪たまらない。なぜこんなにも険悪になってしまったのか見当はつかないが、どうにか宥なだめようと試みる。

「おいおい、二人して何をムキになってるんだよ。まずは落ち着いて──」

　しかし、発言できたのはそこまでだった。双そう方ほうより悪あつ鬼き羅ら刹せつさながらの迫はく力りよくで睨にらみつけられ、黙だまらざるを得なくなってしまう。ここまで手に余る事態だとは、もはや助けを乞こうよりない。

　サミエルへ視線を送ると、こともあろうか、彼はこっそりと後ずさってゆくではないか。

「ま、待て司祭！　ここにいてくれ！　さっきの話の続きをしよう！」

「紅茶を淹いれてまいります」

　体ていのよい言い訳と、形ばかりの笑え顔がおを残し、無情にも退散してゆく大男。

　火花を散らす乙おと女めどもに対し、今は布ふ団とんに包くるまることでしか抵てい抗こうを示せそうになかった。




　宣言どおり、司祭が紅茶入りのカップをトレイに載のせて戻もどってくる。まさに見計らったようなタイミングで、阿あ鼻び叫きよう喚かんとした諍いさかいが終結した直後の入室であった。

　逃とう亡ぼうを図はかった薄はく情じよう者に、恨うらめしげな目を向けてやると、彼は何食わぬ顔で微ほほ笑えむ。

「皆みなさん、さぞかし喉のどが渇かわいたでしょう？　紅茶をお飲みなさい」

　女性陣じんが少しの遠えん慮りよも見せず、一気に飲み干した。相当、喉のどに負担をかけていたのだろう。

　無論、喉のどが渇かわいているのはダウトも同様だ。カップを受け取るため、傷の痛みに堪たえながら上体を起こす。すると、壁かべに掛かかった大きな鏡が見え、やつれた姿の自分が映っていた。この衰すい弱じやくぶりは怪け我がのせいだけではあるまい。

　紅茶に口をつけ、ゆっくり喉のどを潤うるおすと、サミエルが待ちかねたように尋たずねてきた。

「それで、ダウト殿どのからご覧になって、ツクモ殿どのはいかがでしたかな？」

「……正直、まだ考えがまとまってない。ただ、奴やつの特オー殊バー技・ス能キルは本物だと思っていい」

　皆みな、一様に驚おどろき顔を並べる。ことさら頓とん狂きような顔をしたのはノーリーンだ。

「でも、ツクモ様と戦っている時、ダウトさんは言っていたわ。あの御お方かたには協力者がいて、《連装武器展開マルチウエポン》と《下ロ位ー四・大ソ元ー素サ魔リ法ー》はインチキだって」

「あれは、奴やつの協力者と思おぼしき怪あやしい神官が教王庁にいたからだ。だが今は、この読みは的外れだったと思っている。なにせその神官の正体は、ルージュだったみたいだからな」

　唐とう突とつに名を挙げられ、深しん紅くの魔ま女じよは自分を指差しながら、瞬まばたきを繰くり返かえす。

「なあ、ルージュ。あんた、教王庁では俺達のことを監かん視ししていただろ？」

「監かん視しだなんて滅めつ相そうもない。予期せず鑑かん定てい士しさん達が現れたものだから、物もの陰かげに隠かくれてずっと様子を窺うかがっていただけですよ」

　それを監かん視しというのではないかと思ったが、今は追つい及きゆうしないでおこう。

「こうなると、ツクモに協力者がいたって線は薄うすくなる。それに奴やつは、ルージュが半妖精ハーフ・エルフの末まつ裔えいだってことや、特オー殊バー技・ス能キルが封ふうじられていたことも言い当てた。つまり〝ステータス〟だの何だのと喚わめいていたが《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》もインチキじゃない。無論《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》もな」

「そ、それでも、《贋者の枷ライアー・バインド》を使ってから判断した方がいいのではないかしら？」

「とっくに使ってるよ。一ひと欠片かけらの鎖くさりも発現しなかったから、使ってないように見えただけだ」

「ええっ!?　一つも噓うそがなかったということなのかしら？　この世界が〝ブイ・アール・ゲーム〟だというお話も本当のことで、複数の特オー殊バー技・ス能キルがあるツクモ様は、本物の勇者様──」

「まだ決めつけるな。ミヤビのケースもある。あの時も、二つの特オー殊バー技・ス能キルは本物だった」

　一例として取り上げると、ルージュが自じ慢まんげに豊満な胸に手を添そえた。

「ふふ～ん。あれは我ながら、斬ざん新しんかつナイスなアイデアだったと自負しています☆」

「バカ言え。双ふた子ごの二人一役ダブルキヤストなんざ、使い古されたインチキだ」

　魔ま女じよが口を尖とがらせるが、歯し牙がにも掛かけず話を続ける。

「それに、注目すべき点がもう一つある。奴やつが首を折られ、黒くろ焦こげにされながらも、何食わぬ顔で立ち上がってきやがったことだ」

　見習い娘むすめが両の手を打ち鳴らした。

「確かに、あの自己回復力も特オー殊バー技・ス能キルとしか考えられないわ！　でも、そうなると特オー殊バー技・ス能キルは五つ。ますます本物の勇者様だという可能性が高くなるのだけれど……」

「どうだろうか。俺には、あの特オー殊バー技・ス能キルこそツクモという人物を知る上での重要なファクターに思えてならん。それに、五つ特オー殊バー技・ス能キルがあるとはいえ、奴やつの弱点は明確だ」

「えっ……あのツクモ様に、弱点なんてあるのかしら？」

「特オー殊バー技・ス能キルが五つあろうが、奴やつが一度に発現できる特オー殊バー技・ス能キルは一つだけだ」

　思い当たる節があるのだろう、「あっ」と言って、娘むすめ二人が顔を見合わせる。

「それで、すぐに浮ふ遊ゆう魔ま法ほうで追ってこなかった……いえ、追ってこられなかったのね」

「ほかにもあるぜ。奴やつは精神的な安定性を欠いている。発現させる特オー殊バー技・ス能キルによって言動が変わるんだ。《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》だけならまだしも、妙みようだろ？　それに、世界の秘密を知っていると豪ごう語ごしながら、神に質問できるという神しん理りの冠かんむりを欲ほしがるのは、やはり腑ふに落ちない」

　ノーリーンは同意するように頷うなずくが、その師であるサミエルは、やきもきとしたままだ。

「弱点や疑問点の話は実に興味深い。なれば、早々に王命を遂すい行こうなさってもらいたいですな」

「分かってる。あんたの顔に泥どろを塗ぬるつもりはない。受けた仕事はやり遂とげるさ」

「では、明日にでも教王庁に戻もどり、鑑かん定てい結果の報告をなさっていただきたい」

　冷ややかな一言に、反論が飛ぶ。

「待って、お師様！　ダウトさんは大怪け我がをしているんですよ？」

「傷なら治ち癒ゆの神聖術で塞ふさぎましたぞ。教王猊げい下かはあの手この手で、勇者の承しよう認にんを先延ばしにしておいでだが、限度がありましょう。これ以上、お待たせすることはできますまい」

　なおも食い下がろうとするノーリーンを、ダウトは片手を上げて制した。

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだ。サミエルの言うとおり、鑑かん定ていは急いだ方がいい」

　こちらの返答を聞いて心配そうな愛まな弟で子しとは対たい照しよう的に、司祭は満足そうだった。

「そう言っていただけると思っておりましたぞ。只ただ者ものではないツクモ殿どのを鑑かん定ていする難しさは、察するに余りありますが何なに卒とぞよしなに。なにぶん私も、よもやと思っておりますので」

　彼は上じよう機き嫌げんに所感を述べ出す。

「もし、ツクモ殿どのが本物の勇者様だとしたら、三百年前の勇者様もあのように浮うき世よ離ばなれしていた御お方かたやもしれませぬな。なにせ、向かうところ敵なしの御ご仁じんです。私が思いますに、かの勇者様が世界を救ったのは娯ご楽らくだった、という彼の見解もあながち間ま違ちがいではなく──」

「おい」

「はい？」

　こちらを見た大男の髯ひげ顔がおが、途と端たんに強こわ張ばった。

「これ以上、根こん拠きよのない憶おく測そくを話すな。世話になった恩を仇あだで返したくない」

　沸わき立たった怒いかりを抑おさえつけて言ったつもりだったが、向こうはあからさまに腰こしが引けていた。

「し、失礼を。私は、教王猊げい下かに明日の鑑かん定ていの件を伝えねばなりませぬゆえ、これにて」

　慌あわてた様子で、サミエルが足早に廊ろう下かへ出てゆくと、ルージュもそれに続くように退室してしまう。「お粥かゆでもつくってきますね」と、狼狽うろたえ気味に言い残して。




　部屋に取り残される形になったダウトとノーリーン。

　凍こおったような静せい寂じやくが室内を支配していたが、見習い娘むすめはベッドの脇わきにある椅い子すに腰こしを下ろすと、覚かく悟ごを決めたように沈ちん黙もくを破る。

「お師様が心無いことを言って、すみません。ツクモ様が三百年前の勇者様を茶化した時にも思ったのだけれど……やっぱりダウトさんは、かの勇者様とお知り合いだったのかしら？」

「…………」

「わたし、実はグランマさんから、ダウトさんの情報を買ったの。あなたが三百年の時を超こえ、眠ねむりから覚めたアイスマンだったという話を聞いたわ。失礼なことをして、ごめんなさい」

「……何度も謝るな。おまえさんが悪いわけじゃない」

　答えが返ってきたためか、彼女は安あん堵どしたように眉まゆを開いた。

「前に、言っていたわよね。教え合いっこの約束をして〝ニッポン〟のことをたくさん聞かされることになった、って。その約束の相手というのが、勇者様だったのかしら？」

「ああ、そうだ。俺はひょんなことから、この世界に来たばかりのあいつに、ここの常識を教えるはめになってな。その見返りに、〝ニッポン〟のことを教わるようになったんだ。一つの事こと柄がらについて一つ、互たがいの世界の情報を交こう換かんしよう、っていうふざけた取り決めさ」

「……そんなことない、とても素す敵てきな約束だと思うわ」

　そう言われると面おも映はゆくなり、つい顔をそむけてしまう。

「おまえ、この話、誰だれかにしたか？」

「いいえ」

「そうか……」

「ダウトさんは、勇者様との約束を守りながら、一緒に旅を続けてきたのね？」

「まあ、当時の俺は旅商人だったからな。あいつにとっても都合がよかったんだろう。女の一人旅は物ぶつ騒そうだからと抜ぬかしやがって、途と方ほうもない長旅に巻き込みやがったんだ」

「えっ……？　女の一人旅？　……勇者様って、女性!?」

「ん？　ああ、そうだが」

「い、意外だったわ……」

「まあ、男おとこ勝まさりな奴やつだったせいか、中性的なイメージで伝わっているから無理もないな。後々つるむようになった連中にも、あいつのことを少年だと誤解していた奴やつもいたし」

「その人達って、勇者様の御一行パーテイ……不かえ帰らずの英えい雄ゆうの方々かしら」

「ああ、この時代では、そう呼ばれているようだな」

「つまりダウトさんは、一番はじめの不かえ帰らずの英えい雄ゆうだった……」

「俺を数に入れるな。グランマから聞いたんじゃなかったのか？　俺は脱だつ落らくした人間だぜ？　だからこそ、このとおり帰ってきているんだ」

　皮肉っぽい言い回しが自じ虐ぎやく的に映ったのかもしれない。ノーリーンの顔に翳かげが射さした。

　バツが悪くなったダウトは、少し話題を転てん換かんしてみることにする。

「いつだったか、死霊魔術師ネクロマンサーの知り合いに手を焼いたって話をしたことがあるだろ？　そいつが、性別を誤解していた奴やつだ。つーか、一いつ般ぱん的な世せ俗ぞくのこと全ぜん般ぱんに関心が薄うすい奴やつだったがな」

「じゃあ、その人は……」

「正しよう真しん正しよう銘めい、不かえ帰らずの英えい雄ゆうの一人だよ。不ふ滅めつ公こうニキティスという大層な名前だったが、奴やつもまた、戦いから帰ってこなかったようだ。まったく、名前負けもいいところだぜ」

「……その御お方かたとは、あまり仲がよくなかったのかしら？」

「当然だ。元々敵同士だったんでね」

「敵って……まさか、闇やみの軍勢？」

「ああ。ニキティスの奴やつが、やたらとしつこく俺達に付つき纏まとうもんだから、あいつが無理やり説得して味方にしちまったんだよ」

「そんなことができるなんて……勇者様ってやっぱり特別な御お方かただったのね」

「いや、特別なんかじゃなかった。あいつは好こう奇き心旺おう盛せいな物好きで、危なっかしくて欠点だらけだったよ。複数の特オー殊バー技・ス能キルが使えるとか、〝ニッポン〟から来たとか、そういった肩かた書がきのような飾かざりものは、むしろあいつを苦しませていたと思う」

「苦しんでいた？　勇者様が？」

「身みの丈たけに余る大きすぎる力を持ったことで、周囲の期待に応えようと必死だったんだよ、あいつ。どれだけ責任に圧おし潰つぶされ、挫ざ折せつしそうになっていたか分からない。断じて、娯ご楽らくや酔すい狂きようでやってきたわけじゃねえ。だからこそ、あいつは他人を強く惹ひきつけてきたんだと思う」

「……ダウトさんも？」

「ん？」

「ダウトさんも、勇者様に強く惹ひかれているのかしら？　三百年経たった今でも」

　その問とい掛かけに面食らった。答えを探すが、すぐにそれは見つからない。

「……どうだろう。なにせ、俺を無理やり氷こおり漬づけにして眠ねむらせたのは、あいつだからな」

「きっと、やむにやまれぬご事情があったのでは……」

「分かってる。だからこそ、簡単には気持ちを割り切れねえんだ」

　ノーリーンは瞼まぶたをそっと閉じて、椅い子すから立ち上がった。

「……違ちがうと思うわ。気持ちが定まっているからこそ、あなたは勇者様を貶おとしめられるのが許せないのではないかしら」

　呟つぶやくように言うと、彼女もまた部屋を後にした。

　金きん髪ぱつが揺ゆれる小さな後ろ姿を見送りながら、ダウトは溜ため息いきをつく。心の中を見み透すかされたような、何とも言い表せない複雑な気分で。




　ノーリーンが廊ろう下かに出ると、壁かべ際ぎわに立つルージュの姿が見て取れた。彼女は、壁かべに背を預け、胸の下で手を組みながら不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

　お粥かゆをつくりにいったはずなのに、手ぶらだ。おそらく立ち聞きしていたのだろう。

　別に咎とがめるつもりはなかったが、こちらと目が合うや否いなや、深しん紅くの魔ま女じよは決まり悪そうに歩き出し、肩かたをかすめて厨ちゆう房ぼうの方へと去ってゆく。

「あ～あ、三百年前の恋れん愛あい引きずってるなんて。脈アリだと思ってたんだけどなぁ～」

　すれ違ちがいざまの彼女の独白。それが見習い娘むすめの胸に、奇き妙みようなしこりを残していった。








◇◆四◆◇　猫の手、魔女の手






　ベッドで横になったまま瞼まぶたを閉じていると、外で小さな物音がした。間を置かず、ハスキーな声が窓越ごしに聞こえてくる。

「寝ねちまったのかい。出直したのが裏目に出ちまったかねぇ」

「起きてるぜ」

　ダウトが目を開けて窓を見やると、そこには品のよい太った白猫ねこが立っていた。

「よお、糞くそ猫ねこ。よくも俺の情報をノーリーンに売りやがったな」

「ご挨あい拶さつだね。アタシは情報屋だよ？　信用できる客が金を持ってきたら商売するさ」

　グランマの正論に、舌打ちせざるを得ない。

「抜ぬけ目めがねえな。その情報屋さんが、こんな所まで突つき止とめて何の用だよ？」

「古い馴な染じみが、くたばると聞いてね。今生の別れでも言ってやろうかと立ち寄っただけさ」

「勝手に殺すな。こちとら地じ獄ごくから追い返されて、元気ハツラツだぜ」

「みたいだね。さっき小こ娘むすめどもが賑にぎやかに修しゆ羅ら場ばってたから、葬そう式しきにはならないと察したよ」

　意外な一言に、思わず眉まゆが寄る。そういえば先さき程ほどグランマは「出直した」と言っていたか。

「見てたのか？」

「ああ、見ていたさ」

「なぜ助けない？」

「なぜ助けなきゃいけない？　女の戦いに首を突つっ込むなんて御ご免めんだね。くわばらくわばら」

　おちょくりに来たのなら追い返そうかと思った矢先、猫ケツ妖ト・精シーが事じ情じよう通つうの顔を覗のぞかせる。

「にしても、災難が続くねぇ。ツクモってのに、ぶっ飛ばされたばかりだってのに」

「やっぱり奴やつのことも知っているんだな。ちょうどいい、奴やつの情報を売ってくれ。今回の報ほう酬しゆうは相当期待できる。後あと払ばらいになるが、あんたの言い値で支し払はらうことができるはずだ」

「商談成立……と、言いたいところだけどね。今回ばかりは、こちらが品しな薄うすなんだよ」

「品しな薄うす？　ツクモの詳しよう細さいを摑つかんでいないってことか？　あいつの本名や生おい立たちとか？」

「アタシが持っている情報は、ツクモって小こ僧ぞうが、田舎いなか町まちのディオ・ダティに現れて以降のものばかりさ。奴やつこさんは町を襲おそった盗とう賊ぞく団を一人で蹴け散ちらし、アウラ教団の目に留まった。それで聖騎士パラデインに勧かん誘ゆうされ、教王庁へ来たらしい。後は、そっちの方が詳くわしいだろ？」

「ディオ・ダティの町……。それ以前の消息は杳ようとして知れない、ってわけか」

「おかしな話だけどね。まるで突とつ然ぜんこの世に現れたかのようだよ」

　ダウトは、戦いの中で彼が見せた特オー殊バー技・ス能キルを鮮せん明めいに思い出しながら、情報屋に要望を出す。

「品しな薄うすだってんなら、新しく情報を仕入れてくれ」

「無理をお言いでないよ？　こちとら商売柄がら、常に新たな情報を漁あさっているんだ。それでも、ツクモの痕こん跡せきを摑つかめない。隣りん国ごくの失しつ踪そう人まで照会してるってのにね」

　これまで、グランマのこうした幅はば広ひろい情報網もうには何度も助けられてきた。しかし今回ばかりは、狙ねらい目が誤っていると思えてならない。

「失しつ踪そう人を調べる必要なんてねえよ」

「何だって？」

「それに、そこまで手間は掛かからないはずだ。動き回ったりしないはずだからな」

「……一体全体どういう見当をつけてんだい、アイスマン？」

「何てことないさ。単シン純プルに考えただけだよ。きっとこいつは──陳ちん腐ぷな英サ雄ー譚ガだ、ってな」




　雲一つない空に朝日が昇のぼり始めた頃、鳥達の囀さえずりに混じって、猫ねこの鳴き声が窓の向こうで聞こえた。新たな情報を仕入れたグランマが、再び姿を見せたのだ。

「────と、いった具合さ。一年も前の情報だが、役に立ったかい？」

「ああ、推測を裏付けられた。さすがグランマだ、マジ頼たよりになるぜ。ヒューヒュー♪」

「……あからさまに煽おだてるってことは、まだほかにも知りたいことがあるんだね？」

「ご明察。一年以内に、教王庁、河口の街コミューン、親子橋、ディオ・ダティ、貧ひん民みん街ラバンリュ、これらの土地をすべて回った聖職者を知りたい。特にコミューンと親子橋はジョバンニの事件の時期に、そしてラバンリュはルージュが暮らしていた半年以上前に限定してくれ」

「そういうのは、記録を当たらないといけないね。領分が違ちがうよ」

「あれ、できないの？　やっぱ猫ねこには荷が重いか……」

「馬鹿言わないどくれ。アタシの《賢き猫の理想郷テイル・ニヤ・ノーグ》は、あの子達が文字を理解できなくとも、視覚情報としてこちらに伝達される。摑つかめない情報なんてありゃしないよ」

　見みえ透すいた挑ちよう発はつをしたが、それを承知で乗ってくれたのだろう。薄うすら笑いを浮うかべた白猫ねこは、身を翻ひるがえし、見てくれに似合わず機き敏びんな動作で屋根伝いに去ってゆく。

　人事は尽つくした。紙一重の時間になったが、これで後こう顧この憂うれいなく教王庁へ赴おもむける。

　ダウトは、ベッドから立ち上がった。しかし途と端たんに足がもつれてしまう。二日も寝ねていただけに感覚がおかしくなっているのだろう。「情けねえ」と、愚ぐ痴ちってボロマントを纏まとう。

　続いて、壁かべに掛かかっていた物体を拝借し、布で包んだ。準備万ばん端たんである。

　部屋を出て、居間を通りかかると、ルージュがだらしなくガニ股またでソファーに寝ね転ころがっていた。起こすのも不ふ憫びんだったため、声を掛かける代わりに毛布を掛かけ、別宅を後にする。

　しばらく歩き、神域前広場に差さし掛かかった辺りで、路上に佇たたずむ馴な染じみの顔を見つけた。彼女──ノーリーンは、こちらに気付くと、すぐさま小走りに駆かけ寄よってくる。

「おはようございます、ダウトさん。お加減はどうかしら？」

「問題ない。いつもより調子がいいくらいさ」

　いけしゃあしゃあと答えたが、怪け訝げんな顔をされてしまった。誤ご魔ま化かすように質問を返す。

「おまえさんこそ平気か？　今日の鑑かん定てい報告、十中八九、またツクモと殺し合いになるぞ」

「平気ではないけれど……覚かく悟ごならしているわ。ほら！」

　そう言って、クルリと後ろを向いた。その背には、板状に折おり畳たたまれた金属塊かいが──。

「パ……〝パイプイス〟だと？」

「ええ。いざ戦いとなれば、今度こそ負けられないもの。最強武器を持参しておくべきだわ」

　どうやら彼女にとって、座って殴なぐれるそれは、紛まがうことなき天下無む双そうの打うち物ものらしい。

　呆あきれながらも、ふと思いつく。別宅より拝借した薄うす型がたの包みと、小さな背中を交こう互ごに眺ながめた。

「……待てよ。案外、役に立つかもしれんな」

「そうでしょうとも！　これ以外の武器は考えられなかったわ」

　胸を張って断言するノーリーン。ところが批判の声は、すぐ頭上から降ってきた。

「──何を言ってるんですか。武器というより凶きよう器きですからね、それ」

　空を飛んで追いついてきたのだろう、ルージュが渋しぶい顔をしながら、ふわりと着地する。

「あー、やだやだ。脳味噌筋肉ノーキンちゃんがそんなの持ってるなんて、ネージュの仕業ですね？　〝パイプイス〟が物ぶつ騒そうだと知っていれば、大量に作らせたりしなかったのに」

　そういえばこの魔ま女じよは、ノーリーンの振ふるう〝パイプイス〟に、頭をかち割られたことがある。嫌けん悪お感を剝むき出だすのも分からなくはない。だが、苛いら立だちの原因はほかにもあるようで……。

「顔を見せるなりカリカリして、一体どうした？」

「よくもまあ、ナチュラルに惚とぼけてくれますね？　ルージュちゃんに挨あい拶さつもなしで、教王庁へ行こうだなんて、あんまりなんですけどぉ？」

「そいつは悪かったな。涎よだれを垂らして爆ばく睡すいこいてたんで、起こすのもどうかと思っただけさ」

「〝アイドル〟は涎よだれなんて垂らしませーんー！」

「……いや、あんた〝アイドル〟じゃなかったろ？　贋にせ者ものだったんだから」

「あ～あ、そういうこと言っちゃいますか？　せっかく、鑑かん定てい士しさんの態度次し第だいでは、ボディ・ガードを買って出てあげなくもないかなぁ、って思ってたのにぃ～」

　思いも寄らぬ申し出に驚おどろいていると、彼女は小悪あく魔まのような顔で詰つめ寄よってきた。

「どうせ、教王庁で穏おん便びんに済ます気なんてないんですよね？　だったら、この提案がどれだけ魅み力りよく的か、想像するまでもないんじゃないですか？」

　確かに、助力は喉のどから手が出るほど欲しい。だが、話が美う味ますぎる。

「──ちょっといいかしら、ダウトさん」

　見習い娘むすめが耳打ちしてくる。大方いい話だから謝って協力してもらえと、進言する気だろう。

「……ルージュさんのことだから、きっと何か企たくらんでいるわ。気をつけてください」

　意外も意外。あのノーリーンから、石橋を叩たたくような助言が飛び出した。昨日の不毛な一ひと悶もん着ちやくが、彼女に対する警けい戒かい心を植え付けたのかもしれない。

　諫かん言げんが聞こえたのか、それとも雰ふん囲い気きから察したのか、魔ま女じよが肩かたを竦すくめてみせる。

「そう怪あやしまないでもらえますぅ？　確かに、善意だけじゃありません。ルージュちゃんにも利があることです。鑑かん定てい士しさんの連れとして教王庁に入れば、後々動きやすいので」

「一理あるな。サミエルだって、何度も裏から手引きするのは難しいだろうし」

「そういうことです。でも、これは理由の半分」

「ん？　もう半分は？」

「下心のある善意とでも言いましょうか。鑑かん定てい士しさんに、助けてくれってお願いされてみたいな、なんて☆」

　ついノーリーンと顔を見合わせてしまう。拍ひよう子し抜ぬけというか、少々勘かん繰ぐりすぎたようだ。

「何だ、そんなことくらいなら構わねえよ」

「本当ですか!?」

　ルージュは、花が咲さいたかのように顔を綻ほころばせると、そっと自身の足元を指差した。

「じゃあじゃあ！　全ぜん裸らで〝ジャパニーズ・ドゲザ〟してください☆　ついでに、靴くつも舐なめてもらえると、愛いとしい男ひ性とから必要とされてるぅ～って実感が湧わいちゃうな♪」

「……帰れ、変態」

「え～～!?　ついさっきと言ってること違ちがうんですけどぉ？」

　文句など馬ば耳じ東とう風ふうに聞き流し、鑑かん定てい士しとその担当は、揃そろって歩き出す。

　置き去りにされては事だと思ったのか、不満を垂れながらも、後からついてくるルージュ。

　そんな彼女の様子を目め端はしで捉とらえ、ダウトは頰ほおを緩ゆるませた。隣となりの見習い娘むすめも同じように微ほほ笑えんでいる。内心、二人とも歓かん迎げいしているのだ。人ひと騒さわがせだがどこか憎にくめない、この歪ゆがんだ魔ま女じよを。








◇◆五◆◇　ステータス






「──絶対無む双そう勇者ツクモは、ニセ勇者……これが、俺の最終鑑定フアイナル・リポートだ」

　大瀑ばく布ふ修練場に響ひびいたその声に、ツクモは耳を疑った。

　鑑かん定てい結果の報告と称しようし、性しよう懲こりもなく再び現れた鑑かん定てい士しは、展望席に座す教王メタトロニオスⅣ世に向かって、敢かん然ぜんと断言してのけたのである。

　彼が連れている神官見習いの娘むすめも、小さく頷うなずいて同意を示した。

　──何なんだ、こいつらは。あれだけコテンパにしてやったというのに、勇者の力が認められないというのか。それとも、あの時の仕返しのつもりで難なん癖くせをつけているのか。ふざけるな。

　開始早々、一いつ触しよく即そく発はつの事態だ。教王が白はく眉びを寄せながら、鑑かん定てい士しに問とい掛かける。

「そなたは何をもってして、ツクモをニセ勇者と断じたのか？」

「それはこいつの要求が、神しん理りの冠かんむりだからさ。この世界を〝ＶＲゲーム〟内の仮想世界だと主張し、管理者ゲーム・マスターから手て解ほどきを受けていると豪ごう語ごしたにもかかわらずな」

「はぁ？　それがどうした？」

　堪たまらず、ツクモは語気を荒あらげて割り入った。すると、向こうも教王を介かいさず応じてくる。

「前にも尋たずねたよな？　なぜ、神しん理りの冠かんむりを欲ほしがるのかと。あの時、おまえさんは答えをはぐらかした。それは、やましいことがあったからじゃないのか？」

　こうまで言われたら話すよりなかろう。痛くもない腹を探さぐられるのは気が進まないが……。

「やましいことなんてあるものか。オレは──故障エラーを修復したいだけだ」

「故障エラーだと？　それも、管理者ゲーム・マスターとやらの指導チユートリアルで教えてもらったのかい？」

「そうだとも。〝ブイ・アール・ゲーム〟は意識を仮想世界に移すことで、疑ぎ似じ体験を成立させている。だが稀まれに故障エラーが生じ、事故が起こることもある。オレはそれに巻き込まれた」

「へぇ。その事故に巻き込まれたことで、おまえさんの身に何が起こったんだい？」

「……一時的な記き憶おくの混乱だ。今のオレは、〝ニッポン〟に居た頃ころの記き憶おくを失っている」

　展望席の聖職者達が一いつ斉せいに狼狽うろたえた。互たがいに「どういうことだ？」と、疑問を口にしながら。

　実に耳みみ障ざわりだ。ツクモは野次を搔かき消けすような怒ど声せいを上げる。

「だから何だ！　神しん理りの冠かんむりで故障エラーの修復方法を知ることができれば、オレは〝ニッポン〟の記き憶おくを取とり戻もどせる。そしてこの世界を、闇やみの軍勢から救ってやるんだ。何も問題ないだろう！」

「あるんだよ少年。俺も他人のことをとやかく言えねえが、要はおまえさんがこれまで語ってきた〝ニッポン〟の話はすべて、管理者ゲーム・マスターって奴やつの受け売りってことになるんだからな」

「でも真実だ。オレにはこの世界で育った記き憶おくはない。管理者ゲーム・マスターの説明は筋が通っている」

「おまえさんにとって、信じるのに好都合な、分かりやすい筋道ストーリーだがな」

　皮肉を含ふくんだ鑑かん定てい士しの言葉で、激情が沸わき立たち、全身が震ふるえ上あがった。

　なぜこんなにも憤いきどおりを覚えるのか……いや、この感情は怒いかりではない。恐おそれだ。

　──落ち着け。相手のペースに乗せられるな。デマカセを言っているのは、こいつの方だ。

「言いがかりだな！　なら、オレの四つの特オー殊バー技・ス能キルをどう説明するつもりだ鑑かん定てい士し？」

　──そうだ。複数の特オー殊バー技・ス能キルこそ、オレが特別な証あかし。〝ピー・シー〟である証明ではないか。

　そう思えば思うほど、力が沸わいてきた。闘とう争そう心を取とり戻もどし、姑こ息そくな鑑かん定てい士しを逆に挑ちよう発はつする。

「もう一度、その身で確かめるか？　最強のオレが、どれだけＴＵＥＥＥＥかを!!」

　一いつ敗ぱい地ちにまみれた相手に凄すごまれては、さしものこの男とて……。

「いいぜ、じゃあ戦やろうか？」

　絶句せざるを得ない。まるで、こうなることを予期していたように、彼は首をコキコキと鳴らしてストレッチを始めた。すぐに「イテテ」と、胸の辺りを押さえる。

「もう、ダウトさんは治ったばかりなんだから、無理しないでもらいたいものだわ。それに教王猊げい下かのご意向を仰あおがないと……」

　連れの少女が、金きん髪ぱつを揺ゆらして展望席を仰あおぎ見みた。

　教王は渋しぶい顔をしながらも頷うなずき、御ご前ぜんでの決けつ闘とう願いを聞き届けてくれる。

　承しよう認にんを得た見習い娘むすめは、頰ほおを赤らめながら「では失礼して……」と一言断ると、ローブの裾すそを摑つかみ、鮮あざやかにそれを脱ぬぎ捨すてた。展望席の老人どもから、どよめき声が上がる。

　衆目の面前で何を血迷ったのかと思っていれば、彼女は半はん袖そでの白いシャツに、丈たけの短い紺こん色いろの穿はき物ものを纏まとった、あられもない姿になった。

　しかし驚おどろくのはまだ早い。主を失ったローブが、砂すな埃ぼこりを巻き上げ、ズンと重々しい音を立てて落下したのだ。そればかりか、脱ぬぎ捨すてられたグローブやブーツまで重たそうに転がる始末。

「わたし、先日ツクモ様に負けてから、ずっと重いの着て鍛きたえていたんですよ！」

「……あんた、マジで脳味噌筋肉ノーキンだったんだな」

　呆あつ気けに取とられ、思わず呟つぶやいてしまう。無む駄だに高重量の神官服が存在していたことにも驚おどろいたが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでいかんともし難がたい実力差を埋うめられると、本気で考えたのだろうか。

「ううっ、ツクモ様にまで脳味噌筋肉ノーキン呼ばわりだなんて……。そんなことを仰おつしやるなら、もう一度わたしの、すて……すてぇたすを、ご覧になってはどうかしら！」

「必要ない。身軽になったくらいで強くなったつもりか？　笑わせるな」

　取りつく島もなく突つっぱねると、なぜか彼女は申し訳なさそうな顔をする。意味不明だ。

「前置きはいい。さっさと武器を取れ。それくらい用意してるんだろ？」

　言うと、フードを被かぶった神官が一人、武器らしき物を持って、鑑かん定てい士し達に近寄っていった。

　彼らが遣つかいの神官から受け取っているのは、先日も目にした短たん剣けんと、木き槌づち。それから、鉄管で作られた板状の奇き妙みような物体──。

「正気か？　そんな武器だか何だか分からん物で、オレと渡わたり合あうつもりかよ？」

　呵か々か大笑しながら嘲あざけると、見習い娘むすめは頰ほおを膨ふくらませて反論してくる。

「さっきから馬鹿にしないで！　これは〝パイプイス〟といって、立派な──」

「知るか！　そんな妙みような玩おも具ちやより、この間の魔導師ソーサラーでも連れきたらどうだ？」

「──そう。じゃあ、お言葉に甘えましょうか」

　返事をしたのは、武器を運んできた神官だった。フードの隙すき間まから薄うす桃もも色いろの髪かみが見て取れる。

「おまえ──あの時の!?」

　こいつは遣つかいの神官なんかじゃない。そうハッキリと分かったが、時すでに遅おそし。再び現れた闖ちん入にゆう者は、すでに呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終えていた。こちらの機先を制するために──。




　そこかしこから噴ふん出しゆつした白い煙けむりが、視界を覆おおった。

「不意打ちで煙えん幕まくの魔ま法ほうとは、また逃にげるつもりか！　今度はそうはさせない──」

　ツクモは、意識を降ろすような感覚に身を任せる。複数の特オー殊バー技・ス能キルを切きり替かえる際に生じる通過儀ぎ礼れいのような体感だ。その間は一秒にも満たない。意識はすぐさま急浮ふ上じようしてくる。

「煙けむりなんて、僕の旋せん風ぷうの魔ま法ほうで吹ふき飛とばせばいいんだからね！」

　詠えい唱しように入るツクモ……だがその矢先、白はく煙えんの中でゴングが鳴った。

　背筋がざわつく。相手は逃とう走そうなど企くわだてていない──己おのれの読よみ違ちがいを悟さとった瞬しゆん間かん、頰ほおを左右から強い力で圧あつ迫ぱくされた。自おのずと、詠えい唱しようが中断されてしまう。

　いつの間にか間合いを詰つめていた見習い娘むすめが、その両りよう脚あしでこちらの頭を挟はさみ込んだのだ。

　──この技わざ!?　鑑かん定てい士しがフランケンシュタイナーとか呼んでいた……!!

「憤フン我ガああぁぁぁぁ────ッ!!」

　体が前方に引っ張られ、大きく弧こを描えがく。そして、脳天から首へと凄すさまじい衝しよう撃げきが走った。

　一いつ瞬しゆん、視界が真っ暗になり、意識が途と切ぎれる……が、それも束つかの間ま。すぐに我を取とり戻もどした。

　もう不覚は取らない。起き上がり、片かた膝ひざ立ちになって、再び意識の降下と浮ふ上じようを繰くり返かえす。

「オレに同じ技わざを二度も喰くらわせたのは褒ほめてやる。でも、後先を考えるべきだったな」

　視界が煙けむりで覆おおわれているのはお互たがい様だが、こちらには虎とらの子この《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》がある。特オー殊バー技・ス能キルによって強化された網もう膜まくは、たとえ人ひと影かげだろうと水面に映った鏡像だろうと、お構いなしに解かい析せきできるのだ。しかも、それは一定時間、視界に残り続けてくれる。

　即すなわち、たった一度、僅わずかな姿さえ目で捉とらえてしまえば、しばらくの間、相手の位置を把は握あくしたも同然。煙えん幕まくによって不利になったのがどっちか、思い知らせてやる。

　早さつ速そく、目の前で人ひと影かげを捉とらえた。おそらく次の技わざを仕し掛かけるタイミングを窺うかがっていたのだろう。

「バカめ！　これで、おまえの姿は丸見え同然──」

　ツクモは言葉が続かなかった。いや、続けられなかったというべきか。《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》によってもたらされた人ひと影かげの情報は、まさに度ど肝ぎもを抜ぬかれるのに充じゆう分ぶんだったのである。

「なっ……この高性能ハイ・スペツクな〝ステータス〟は不死者アンデツドのものじゃないか!?　この女、闇やみの軍勢!?」

　思いがけず戦せん々せん恐きよう々きようしていると、薄うすれゆく白はく煙えんの中から男の声が響く。

「誰だれのことを言ってる？　よく見てみろ」

「──っ!!」

　鑑かん定てい士しの声に促うながされたツクモは、再度目を凝こらし、愕がく然ぜんとする。

　目の前には誰だれの姿もない。あるのは、地面に立った〝パイプイス〟──そして、その背に備え付けられた大きめの鏡だけ……。

　おぞましい〝ステータス〟の持ち主は、ほかでもない。鏡面に映った自分自身だったのだ。














◇◆六◆◇　一握りの真実






　ダウトは、この再戦に臨のぞむ前から……いや、再び教王庁に赴おもむく前から確信していた。

　無敵のツクモを制するには、武力で勝まさろうとするのではなく、掌てのひらで摑つかめるだけの僅わずかな事実を知らしめてやればいいのだと。

　ノーリーンとルージュは作戦どおりに動いてくれた。すべては、サミエルの別宅から拝借してきた鏡を使い、彼自じ身しんを《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》で分ぶん析せきさせることへの布石だったのだ。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんは、戦う直前に《戦ア力ナ測ラ定イ眼ズ》を使われることだった。そうなっては、煙けむりの中での再使用は期待できない。それを防ぐため、ノーリーンにはあえて〝ステータス〟を見るよう、けしかけてもらったのである。反骨者の彼なら、十中八九それを拒きよ否ひすると見み越こして。

　ゴングを打ち鳴らし、功労者の狂きよう暴ぼう化を解いたダウトは、まごつく少年に声を掛かけた。

「悪いな。残ざん酷こくなことをしてるって自覚はあるぜ。おまえさんは、テメェの真実を何一つ聞かされていなかったんだろうからな」

「オレは…………不死者アンデツド、なのか？」

「そうだ。おまえさんは気付いてなかったようだが、五つ目の特オー殊バー技・ス能キルがそれを示している」

「馬鹿な、五つ目だと？　一体何だ、それは？」

「俺が見るに、肉体系能力《不死なる器イモータリテイ》だ。こいつは常時発現していて、身体能力を向上させるばかりか、死に瀕ひんした時に異常な自己回復力を発揮する、不死者アンデツド特有の特オー殊バー技・ス能キルだよ」

「じゃあオレは、闇やみの軍勢のゾンビやスケルトンと同じなのか？　記き憶おくがないのも……」

「不死者アンデツドってのは、自然発生するケースと、何者かに作り出されるケースと、二通りある。低級のゾンビやスケルトンなんかは前者だが、おまえさんは明らかに後者だ。……とはいえ、不死者アンデツドが生前の記き憶おくを有するのは稀まれだ。その点は、おまえさんも例外じゃなかったんだろう」

　何の慰なぐさめにもならないことくらい分かっていた。だが、彼には伝えるべきである。

「懇こん意いにしている情報屋が言ってたよ。一年ほど前、埋まい葬そうされるはずだった子供の遺体が盗ぬすまれたことがあって、その子の風ふう貌ぼうがおまえさんと瓜うり二ふたつだった、ってな」

　グランマが、ツクモの素す性じようを摑つかめなかったのは、失しつ踪そう人など生者を前提にした情報収集を行っていたからにすぎない。調査の対象を死者へと限定した時、彼女の仕事は実に早かった。

「あんた知ってるのか、オレが何者かを？　教えろ、オレは誰だれだ？　誰だれなんだ？」

「……おまえさんのその体は、一年前に病で早世した少年のものだ。だが、おまえさんが……いや、おまえさん達が誰だれなのかは、俺には分からない」

「何を言ってる？　どういうことだ？」

「ここからは俺の見立てだ。おまえさん達を不死者アンデツドにした奴やつは、不くさ腐らずの死し霊りよう魔ま術じゆつを使って、子供の遺体を保管していた。その一つの遺体に、五つの魂たましいを合成して、屍しかばね従者の死し霊りよう魔ま術じゆつを用いたんじゃないだろうか。生者と見分けがつかない、屍しかばねの勇者をつくるために」

　その推測に、本人はもちろん、教王をはじめとした展望席の面々も驚きよう愕がくの色を浮うかべた。事前に説明しておいたノーリーンやルージュでさえ、にわかに信じ難がたいといった表情だ。

「特オー殊バー技・ス能キルは一つの魂たましいにつき一つ。その制約内で、一つの肉体に複数の特オー殊バー技・ス能キルを持たせようと考えたら、この発想は出てこないわけじゃない。だが、やるかどうかは話が別だ。これを実行した奴やつは、恐おそろしいほど死し霊りよう魔ま術じゆつに精通し、そして狂くるってやがる」

　ツクモが頭を抱かかえて震ふるえ出した。己おのれが薄はく氷ひようの上にでも立っているように感じたのであろう。

「な、なら、特オー殊バー技・ス能キルを切きり替かえる度たびに、意識が沈しずんで、また浮ふ上じようするような感覚は、まさか？　オレは……いや、私は……僕は……我は……オデハ………ダレ？　ダレダァァアア!?」

　様子がおかしい。彼は自身の上着を力任せに引きちぎった。白目を剝むき、敵意を撒まき散ちらす。

「何だよこれ、まるでオレが無自覚な〝エヌ・ピー・シー〟みたいじゃないか!?　僕はこんなにＴＵＥＥＥＥのに!!　もうこれ以上、我を惑まどわせるな!!　死にたいのかああぁぁっ!?」

　周囲に、大剣グレート・ソードをはじめ数多あまたの武器を突つき立たててゆく。それだけに留まらず、魔ま法ほうで巨きよ岩がんの角を出現させ、展望席の隅すみを穿うがってみせた。聖職者達の狼狽うろたえようといったらない。慌あわてたサミエルが「猊げい下かお下がりくだされ！」と叫さけびながら、教王を外へと避ひ難なんさせるほどだ。

「ちょっと鑑かん定てい士しさん!?　あの子、複数の特オー殊バー技・ス能キルを同時に発現させてるんですけど!?」

「何だか特オー殊バー技・ス能キルに振ふり回まわされているみたいだわ！　このままだと、ツクモ様が……」

　ダウトは、仲間達の悲ひ愴そうな声を受け、颯さつ爽そうと進み出る。そして狂きよう乱らんする若獅じ子しを一いつ喝かつした。

「この〝チューニビョー〟の糞くそガキがっ！　恥はずかしげもなく暴走こいてんじゃねえぞ！　まだ黒歴史を増やしたいのか？」

「黙だまれ！　僕は絶対に最強なんだ、誰だれの指図も受けない！　黙だまらないと、無む双そうシテ殺スゾ？」

「最強だろうと最弱だろうと関係ねえ。おまえはもう、そんなものにこだわってねえだろ？」

　悪あつ鬼きのごとく変じた少年を正面から見み据すえて、神経を集中させる。

「騙だまされていたとはいえ、おまえさんは七王国を救おうとしていた純真な奴やつだ。そんな奴やつが、己おのれの力の正体を知りながら、それを誇こ示じして、誰だれかを傷つけるわけがねえ」

「チガウ、違ちがう……私はサイキョウ。ゼッタイムソウ、ミンナ、コロス──がああああっ!?」

　数多あまたの鎖くさりが出現し、彼を捕とらえた。「何だコレはっ!?」と喚わめくが、身じろぎもできない。

「俺みたいな一いつ介かいの鑑かん定てい士しにも、ちょっとした芸があってね。噓うそつきの心の揺ゆらぎに反応して発現する特オー殊バー技・ス能キルが使えるのさ。いくら不死者アンデツドに血圧や心しん拍ぱく数がなかろうとも、体内を流れる魔ま力りよくは存在する。心の揺ゆらぎは、その流れを大きく乱すんだよ。もっとも、前はおまえさんにまるで通用しなかったけどな」

「……動け……オレの……体ぁっ！」

「噓うそ八はつ百ぴやくだろうと、信じ込む奴やつがいれば、そいつの中で噓うそは真実になる。そうなりゃ揺ゆらぎは生まれず、俺の特オー殊バー技・ス能キルは役立たずに成り下がっちまうんだ──でもな、今は違ちがうだろ？」

　巻き付いた鎖くさりが、無数の蛇へびのように這はい回まわった。そしてツクモの胸むな元もとに、肩かたに、背中にと、五つの錠じようがおろされてゆく。

　鎖くさりと錠じよう前まえはすべての封ふう印いんを終え、黒い霧きりと化し散っていった。五つの鍵かぎ穴あなの刻タト印ウーを残して。




　拠より所どころとしていた力に絶望し、膝ひざを折った少年が、皮肉げに口角を上げる。

「……妙みような能力でカッコつけちゃって。あんたこそ〝チューニビョー〟だろ？　おじさんな分、なおのこと質たちが悪い」

「んだとぉ!?　童心を忘れないお兄さんと言え！」

　生意気小こ僧ぞうに、減らず口で応おう酬しゆうする。ダウトは少しだけ後ろめたさが薄うすれた気がした。

「その妙みような能力で、おまえさんの特オー殊バー技・ス能キルはすべて封ふうじさせてもらった。《不死なる器イモータリテイ》もな」

「…………」

「不死性や力を失ったんだ、今後どうするかは自分で決めな。生きて勇者を貶おとしめた罪を償つぐなおうが、もう一度死んであるべき姿に戻もどろうが、俺は干かん渉しようするつもりはない」

「もう、ダウトさん！」

　ノーリーンが非難の声を飛ばしてくるが、素知らぬふりでツクモに言う。

「だから考えろ。どんな答えを選ぼうが、そいつはおまえさんの意思だ。誰だれに仕組まれたわけでもなく、噓うそも偽いつわりもない」

　聞き流されてしまうかと思いきや、彼は意外そうな顔をすると、力なく笑った。

「まったく、あんたは……。残ざん酷こくなんだか、お人ひと好よしなんだか、分からないな」

「少なくとも、お人ひと好よしじゃないぜ。おまえさんが答えを選ぶ前に、勇者贋作師フエイク・メーカーのことを聞き出そうと企たくらんでいるもんでね」

「勇者贋作師フエイク・メーカー？　……もしかして、管理者ゲーム・マスターのことか？」

「たぶんな。勇者贋作師フエイク・メーカーは、超ちよう一級の死霊魔術師ネクロマンサーだ。当然、結びつけて考えるさ」

「それじゃあ、オレをつくったのも……」

「そして、噓うそを吹ふき込んだのもだ。この世界を仮想現実だと信じ込ませれば、心臓の鼓こ動どうもなく、食事や排はい便べんが不要の不死者アンデツドも、自身を人間だと思い込むって算段だったんだろ」

　波打つ感情を懸けん命めいに抑おさえた。胸むな糞くそ悪わるいが、今は努めて冷静に質問を続ける。

「勇者贋作師フエイク・メーカーは、『異世界手しゆ稿こう』という書物を使って、詐さ欺ぎ師達に〝ニッポン〟の知識を授さずけてきた。だが、おまえさんは違ちがうんだろ？」

「そうだな。少なくとも『異世界手しゆ稿こう』なんてのは知らない。この世界のことも、〝ニッポン〟のことも、直接指導チユートリアルを受けている。ツクモという名を貰もらったのも、その時だ」

「思ったとおりだ。これまで、奴やつは詐さ欺ぎ師に接する際に、死し霊りよう魔ま術じゆつを使って代役を立てていた。だが、命を吹ふき込んだおまえさんには、初めから顔を知られている。代役の必要はない」

「なるほど。それでオレの口から、是ぜが非でも情報を聞き出したいってわけか」

「おまえさんを騙だまし、ニセ勇者に仕立て上げた張本人だ。義理立てなんざしないだろ？」

　少年は応じるかのようにフッと微ほほ笑えんだ──かと思いきや、がくりと項うな垂だれ、崩くずれ落おちる。

「ツクモ様っ!?」

　ノーリーンが叫さけぶよりも早く、ダウトは倒たおれ伏ふしたツクモに駆かけ寄よった。

　一目で分かる。その体が硬かたくなり、再び物言わぬ屍しかばねに戻もどろうとしていることが。

「掛かかっていた死し霊りよう魔ま術じゆつが解けたのか？　このタイミングで？　だとしたら……」

　──勇者贋作師フエイク・メーカーは、すぐ近くにいる！

　そう口にしようとしたが声を飲み込んだ。彼が唇くちびるを動かし、何かを訴うつたえようとしている。

「ツクモ！　何が言いたい？」

「────」

　口元に耳を近づけ、遺ゆい言ごんともいえるその言葉を受け取った。

　ダウトは二の句が継つげなかった。その一言は、あまりに予想外だったのだ。

　顔を上げ、横たわる少年を見る。あの無敵の若獅じ子しが、もう瞬まばたき一つしていない。

「最さい期ごくらい、こいつに選ばせてやることはできなかったのかよ……」

　祈いのりにも怒いかりにも似たその声は、風が運んだ砂さ塵じんに搔かき消けされ、誰だれの耳にも届かなかった。




　救護室の窓まど際ぎわには、いくつかの椅い子すが並んでいる。

　その一つに座ったダウトは、上着を脱ぬがされ、引ひき締しまった上体を露あらわにしていた。

　胸の包帯を綺き麗れいに取とり換かえてくれたメアリが、溜ため息いき交じりに批判する。

「少し傷口が開きかけていた。治ち癒ゆの神聖術をかけるほどではないけれど、この状態で戦っていたなんて、正気を疑いたくなる」

「俺はたいして暴れちゃいねえよ。実際、大立ち回りを演じたのは、こいつの方だ。なあ？」

　そう言って、傍かたわらに立つノーリーンに視線を向ける。

　見習い娘むすめは、いつもの神官服姿に戻もどっているが、らしくもなく浮うかない顔をしていた。

「タンクレディ？」

「え？」

　上の空だったのか、名前を呼ばれ、ようやく話を振ふられたことに気付いたようだ。

「あ、うん。メアリちゃんがまだ教王庁にいてくれて助かったわ」

　慌あわてて取とり繕つくろおうとしたようだが、まったく話が嚙かみ合あっていない。

　しかしメアリは気にしたふうもなく、友人に話を合わせてくれる。

「何を言っているのやら。私がいたからといって、たいした助けにはならないでしょうに」

「そんなことないわ。手当てしてもらったばかりか、救護室で休ませてもらっているもの」

「ベッド一つ空いていない部屋で、本当に休める？　ありがたがられても複雑な気分……」

　そのとおり、ベッドは聖騎士パラデインの怪け我が人達に占せん領りようされている。といっても、どの顔にも生気があり、重傷の者はいない。むしろ精せい彩さいを欠いているのは、ノーリーンの方だ。

　見けん当とう違ちがいを自覚したのか、彼女は無言で俯うつむいてしまった。そっと、ダウトは尋たずねてみる。

「ツクモのことかい？」

「はい……。わたし、もっとできることがあったのではないかしら……」

「どうにかしてやりたかった、って気持ちは分かる。でも、俺達は神様じゃない。そうしたくても取りこぼしちまうこともあるんだ。いや、むしろその方が多いんじゃねえかな」

「……でも、まだ割り切れないの。ウジウジしていて迷めい惑わくなのは分かっているのだけれど」

「迷めい惑わくなものかよ。おまえさんが、そうやって落ち込んでくれてるおかげで、こちとらヘコまずにいられるんだからな」

　方便ではない。不思議と思えるのだ、気落ちする彼女を見て、自分は冷静でいなければと。

「ダウトさん、ありがとう……」

　やっと顔を上げたノーリーンは、ぴしゃんと自身の両りよう頰ほおを叩たたく。

「よし。ねえ、メアリちゃん！　何かわたしにも手伝えることはないかしら？」

「なら、こっちに来て」

　二人の見習い娘むすめは、せかせかとほかの怪け我が人にんの元へと行ってしまう。

　──ああして体を動かしている方が、あいつらしいな。

　少しだけ気持ちが軽くなったダウトは、すぐ傍そばの窓から見える景色に目を向けた。窓の向こうにバルコニーが設けられているだけあって、中々の眺ちよう望ぼうなのである。

　しかし景観よりも真っ先に目に留まったのは、手て摺すりに座った太めの白猫ねこ──グランマだ。

　事情を知らない第三者に、猫ねことお喋しやべりしているところを見られるのは好ましくない。さりげなく、麓ふもとに広がる美しい聖せい都との街並みを眺ながめているよう装よそおって、バルコニーへと出た。

「早いな、さすがだ」

「平常運転だよ。一応、書面にまとめておいた。首輪に挟はさんでるから持ってっとくれ」

　顎あごを上げる白猫ねこ。言葉どおり、鈴すずなしの赤い首輪には、折おり畳たたまれた紙し片へんが挟はさまっていた。

　紙し片へんに手を伸のばすが、愛あい嬌きようのある猫ねこの姿に感化され、つい顎あごの下を撫なでてやってしまう。

「ゴロゴロ。何の真ま似ねだい？」

「すまん、なんとなく……」

　詫わびながら紙し片へんを手に取る。開いてみると、聖職者のリストだった。提示した条件に合がつ致ちした者達を書き連ねたのだろう。人語どころか文字まで操あやつる猫ケツ妖ト・精シーに、改めて舌を巻いてしまう。

「坊ぼうやが、ニセ勇者の素す性じようだけでなく、勇者贋作師フエイク・メーカーの正体も探さぐっているってのは想像がついている。でもね、そのリストに載のっている名前は十八人分だ。絞しぼり込むには無理があるよ」

「そいつはどうかな。俺には充じゆう分ぶんな情報だよ」

「そうかい。ならアタシは、一足先に山を下りるとするかね。近いうち大だい神しん殿でんで落ち合おう」

　グランマは、どこか愉ゆ快かいそうな顔を見せ、風のように走り去ってしまった。

　すると入いれ替かわるかのように、バルコニーの反対側に位置する廊ろう下かから、大きな足音と、けたたましい声が近づいてきた。

「ダウト殿どの！　ダウト殿どのはおられるか？」

　居留守を使うわけにもいくまい。バルコニーから室内へと戻もどり、返事をする。

「どうした、サミエル司祭？　やけに上じよう機き嫌げんだな？」

「おお、ダウト殿どの、お喜びくだされ。なんと、教王猊げい下かよりお褒ほめの言葉を賜たまわりましたぞ。鑑かん定てい、真まことに見事であったと」

　その報告に、救護室がざわめいた。

　ノーリーンも手を止め、こちらに駆かけ寄よってくる。室内にいる施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーの神官達も、ベッドに横たわる聖騎士パラデイン達も、一様に驚おどろきと称しよう賛さんの声を上げた。何だか、むず痒がゆくて堪たまらない。

「そんなに大おお騒さわぎすることかね？　こっちは仕事をまっとうしただけで──」

「ご覧なさい、このとおりの報ほう奨しよう金をお預かりしておりまする！」

「うおおおおおお────っ!?」

　今度はダウトが歓かん声せいを上げてしまう。袋ふくろの中は金貨でびっしり。大おお騒さわぎすることだったのだ。

「いやはや、猊げい下かに貴方あなたをご紹しよう介かいした甲か斐いがあったというもの。これで、私の評価はうなぎ上り間ま違ちがいなしですぞ!!　笑いが止まりませぬ！　止まりませぬなあ!!」

　有う頂ちよう天てんのサミエルは、憚はばかりなく本音を吐と露ろしているが、この場に純真な愛まな弟で子しがいることを失念しているのではなかろうか。

　露ろ骨こつに野心を剝むき出だしにする大男を見て、一いつ瞬しゆんで浮うかれ気分が消し飛んだ。こうも醜みにくい本ほん性しようを曝さらけ出だされると、こちらは慎つつしまねばと帯を締しめ直してしまう。

　ダウトは思案した後、金貨を二つの袋ふくろに分けた。そして、その一つをノーリーンに手て渡わたす。

「遣つかいを頼たのまれてくれるか？　今から下山して、大だい神しん殿でんでこいつをグランマに渡わたしてほしい」

「え？　今から？　途と中ちゆうで日が暮れてしまわないかしら……」

「悪いな。グランマには、金が入ったらすぐに支し払はらう約束をしちまってるんだ」

「まあ、そうだったの」

「何ならルージュの奴やつに、また飛行魔ま法ほうで麓ふもとまで乗っけてもらったらどうだ？」

「あいや待たれよ。そんなアッシーくん同然のことを頼たのもうものなら、ルージュ殿どのが激げき怒どしますぞ？　ブーブーでは済まぬかと」

　こちらの思いつきを、サミエルがあっさり棄き却きやくした。もっともな見解だ。

「それにしても、ルージュさんはどこに行ったのかしら？　お師様はご存知ですか？」

「ほほっ。彼女には、庁内で調査協力者としての役目を再開してもらっていますよ」

「そうでしたか……。ルージュさんがアテにできないのなら、大急ぎで発たたないといけないわ。それではダウトさん、お師様、お先に失礼します。メアリちゃんも、また今度ね」

　金貨の入った袋ふくろを大事そうに持って、見習い娘むすめが慌あわただしく救護室を出ていった。

　その小さな背中を見送ったダウトは、熊くま男おとこに言う。

「なあ司祭、明日、もう一度だけ教王に会えるよう手配できないかい？」

「はい？　どうしてまた？」

「──勇者贋作師フエイク・メーカーの正体に、目星がついた」

　サミエルは飛び上がらん勢いで吃きつ驚きよう仰ぎよう天てんした。その表情が筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものになる。

「真まことですか!?　さてはツクモめが今いま際わの際きわで、勇者贋作師フエイク・メーカーの名を明かしていたのですな!?」

　大声で喚わめき散らした後になって、はたと気付き、彼は慌あわてて両の手で口を押さえる。救護室にいる面々──メアリをはじめとした施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラー達の、そして負傷した聖騎士パラデイン達の視線を、一手に集めていたことに気付いたのだ。打って変わって、声を潜ひそめ出す。

「そ、それで、勇者贋作師フエイク・メーカーは誰だれなのですか？」

「明日、教王の前で話すよ。安心しな、手て柄がらはあんたのものにしてやる。借りがあるからな」

　しばらく渋しぶい顔をしていたが、彼は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「じゃあ、よろしく頼たのむぜサミエル司祭。メアリも世話になったな」

　上着を持って立ち上がると、軽く片手を振ふりながら救護室を後にした。




　夜の帳とばりが下りてからというもの、ダウトはあてがわれた部屋のベッドで横になっていた。しかし瞼まぶたを閉じていない。それもそのはず、なにせこうして時機の到とう来らいを待っているのだから。

　今夜中に必ず相手は動く。そう予想したからこその待機だったが、すでに夜も更ふけ、もうじき未明になろうとしている。なのに何も起きない。よもや読よみ違ちがえたのかと思った矢先──。

　突とつ如じよ、鈴すずの音が響ひびき渡わたった。高く、優やさしく、心ここ地ちよい旋せん律りつが、直接脳の中に流れ込んでくる。

　間を置かずして、猛もう烈れつな睡すい魔まが襲おそい掛かかってきた。しかし、意識を総動員して眠ねむ気けに堪たえる。常つね日ひ頃ごろ、不ふ眠みん症しように悩なやまされている身だ。睡すい魔まとの付き合いは人一倍。そうそう後おくれはとらない。

　ダウトはベッドから跳はね起おき、外へと身を躍おどらせた。

　残ざん響きようが辺りに木こ霊だましている。どうやら音色は、教王庁全体に響ひびき渡わたったものらしい。やがてそれも、まるで何事もなかったように消えてゆく。

　一転して、教王庁を静せい寂じやくが包んだ。虫の鳴く声と、遠くの滝たきの音以外、何も聞こえない。禁止された夜間外出をしているというのに、咎とがめ立だてる者もいないのだ。それもそのはず、警けい邏ら中の聖騎士パラデイン達は、建物の壁かべや柱を背に眠ねむりこけているのだから。やはり、これは──。

「──鑑かん定てい士しさん」

　ふいに、知った声に呼ばれた。

「ルージュ？」

　振ふり向むいてみれば、薄うす桃もも色いろの髪かみの少女が、こちらに駆かけ寄よってきていた。

「これ、どういうことですか？　奇き妙みような鈴すずの音みたいなのが鳴ったんで、外に出てみたら、皆みんな眠ねむっちゃってて……。もしかして、これ何らかの特オー殊バー技・ス能キルだったりします？」

「ああ。こいつは《上位死霊魔術行使ハイ・ネクロマンシー》に分類される死し霊りよう魔ま術じゆつの一つ──夜や葬そう曲きよくだ」

「上位ランクの死し霊りよう魔ま術じゆつ……ってことは、仕し掛かけてきたのは勇者贋作師フエイク・メーカー本人なんですか？」

「間ま違ちがいない。この死し霊りよう魔ま術じゆつは、広こう範はん囲いにいる人間と動物を無差別に襲おそい、強きよう烈れつな睡すい眠みん欲を搔かき立たてるものだ。そして体力気力とも衰おとろえた者がいれば衰すい弱じやく死しさせる。本来は、屍しかばね人形の素材となる死体を大量につくるための術だが、奇き襲しゆうにも応用が利きく。今みたいにな」

　幸い救護室に重傷者はいなかった。この死し霊りよう魔ま術じゆつで彼らが死者になることはあるまい。

「やってくれたものですね。でも、ルージュちゃんには効かなかったみたいなんですけど？」

「おまえさんの場合、妖よう精せいの血のせいだろう。人間か動物に使うのが、この術の前提になる」

「じゃあ、鑑かん定てい士しさんが平気なのは？」

「平気ってほどじゃないが、不ふ眠みん症しようが幸いしたのと、襲しゆう撃げきを警けい戒かいして気を張っていたからじゃないか。夜や葬そう曲きよくは、用心している相手には効果が薄うすいのさ」

「なるほど。つまり眠ねむりこけてる警けい邏らの皆みなさんは、弛たるんでたってことですね。特に、この人」

　ルージュが顎あごをしゃくる。路上には、見知った大男が仰あお向むけに倒たおれ、いびきをかいていた。

「今夜の警けい邏らは、この人が責任者を買って出たみたいですよ。完全に爆ばく睡すいこいてますけど」

　転がる熊くま男おとこに、冷たい視線を注ぐ深しん紅くの魔ま女じよ。ところが、ふと思い至ったようで尋たずねてくる。

「そういえば、脳味噌筋肉ノーキンちゃんは？」

「あいつなら、日が沈しずむ前に下山させているよ。とっくに大だい神しん殿でんに到とう着ちやくしているはずだ」

「でしたら、あの子は心配なさそうですね。でも、このタイミングで勇者贋作師フエイク・メーカーが動いたということは、もしかして……」

「俺の口を封ふうじる気だろう。教王の前で正体を話される前にな」

「それ、サミエルさんから聞きましたよ。鑑かん定てい士しさん、けしかけましたね？　今夜の襲しゆう撃げき？」

「ご明察。確証が欲ほしかったんでね」

「やっぱり。深夜の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしていただなんて、そんなことだろうと思いました」

「おそらく勇者贋作師フエイク・メーカーは、俺が眠ねむっていないことに気付いているはずだ。だから次に仕し掛かけられる前に、先手を取って奴やつを誘おびき出だす。引導を渡わたすのに、お誂あつらえ向むきの場所があるんでね」

　月下に聳そびえる巨きよ大だい建造物に目を向ける。そこは、哀かなしい不死者アンデツドが二度目の死を迎むかえた場所だ。

「確かに、因いん縁ねんとしても充じゆう分ぶんですし、見通しがよくて広い分、鑑かん定てい士しさんの特オー殊バー技・ス能キルを活いかしやすい。戦略としても申し分ありませんね」

「ついでに、おまえさんの特オー殊バー技・ス能キルを活いかすのにも最適だ」

「あらら？　もしかしてルージュちゃんも、一いつ緒しよに戦うこと前提だったりします？」

「当たり前だ。この期に及およんで、一人で逃にげ出だしたりしないだろ、おまえさん？」

　ルージュは、しばらく目を瞬しばたたいていたが、いきなり黄色い声を上げて跳とびはねる。

「やだぁ～！　散々悪党呼ばわりされてきたけど、こんなに信しん頼らいされてるなんて～。もしかしてこれ、一発逆転ですか？　ヒューヒュー、鑑かん定てい士しさんのハート、ゲットだぜ！」

「ゲットされてねえ！」

　釘くぎを刺さすと、「ブーブー」と口を尖とがらせる。

「ほら、へそ曲げてないで早く移動するぞ。この狭せまい場所で襲しゆう撃げきされたら身も蓋ふたもないぜ」

「分かってますよ～だ。正直言えば、戦力増強に聖騎士パラデインの皆みなさんを起こして味方にしておきたいところですけど……」

「さすがに、そこまでノンビリしていられんな」

「そしたら、警けい邏らの責任者さんだけで妥だ協きようしましょうか。手っ取り早く起こしちゃいますね」

　言うと、ルージュは熟じゆく睡すいするサミエルに馬乗りになり、連続ビンタをぶちかまし始めた。

　確かに、手っ取り早い方法ではある。あるのだが……。まさかの力ちから技わざを見て、ダウトは思わずにはいられなかった。この魔ま女じよにノーリーンをどうこう言う資格などないのでは、と。




　月夜の大瀑ばく布ふ修練場は、廃はい墟きよか遺い跡せきかと見み紛まがうばかりであった。いや、それはここに限ったことではない。教王庁全体が、眠ねむれる宮きゆう殿でんと化しているのだから。

　薄うすい銀色の砂地をゆくダウト。そして、後にはルージュとサミエルが続く。

　万ばん全ぜんの布ふ陣じんとまではいかない。睡すい魔まに襲おそわれた気だるさは残っているし、ことサミエルに至っては、両の頰ほおに真っ赤な手形をつくった痛々しい有あり様さまだ。それでも、不利とは思わなかった。

　修練場の中ほどで足を止めると、振ふり返かえり、闇やみの中へ声を投げ掛かける。

「そろそろ出てきたらどうだ？　俺の口を封ふうじたいんだろ？」

　沈ちん黙もく────。

　だが、夜風が吹ふき抜ぬけたかと思うと、壁かべに施ほどこされたアーチの陰かげから、小こ柄がらな人物が月明かりの下へと歩み出てきた。ウェーブの掛かかった艶あでやかな黒くろ髪かみを揺ゆらして。

「……やっぱそうなのかよ。正直、おまえじゃなきゃいいなって、思ってたんだけどな」

　ダウトは、おちゃらけたように灰色の髪かみを搔かくが、その双そう眸ぼうは鋭するどく来訪者を捉とらえている。

「鑑かん定てい士しと贋がん作さく師として顔を合わせた以上、互たがいに情けを掛かける道理はねえ。これが、俺達の本来あるべき縁エンカウントだ──勇者贋作師フエイク・メーカーメアリ・シェルトン！」

　月光のように白い肌はだをした少女は、普ふ段だんどおり眉まゆ一つ動かさず、こちらを見つめていた。








◇◆七◆◇　マスターピース






　闇やみより現れた神官見習いの姿に、ルージュもサミエルも驚きよう愕がくしている。無理もない、彼女の来訪を予想していたダウトでさえ、平常心とは言い難がたいのだから。しかし賽さいは投げられた。

「俺が眠ねむってなくて驚おどろいたかい？　こちとら無む抵てい抗こうで殺されるのは、真っ平御ご免めんなんでね」

「……何を言っているのやら。私は、夜間外出を注意しにきただけ。寝ね惚ぼけているの？」

　首を傾かしげるメアリ。まるっきり害意のなさそうな様子を見て、サミエルが当とう惑わくする。

「ダウト殿どの、これは変ですぞ。メアリくんが勇者贋作師フエイク・メーカーだなどと、何かの間ま違ちがいでは？」

　しかしダウトは司祭の問とい掛かけには答えず、黒くろ髪かみの少女に向かって指を突つきつけた。

「寝ね惚ぼけてるのはどっちだ？　俺に噓うそが通用しないことくらい知ってんだろ？」

　ジャラリ──。

　彼女の細ほそ腕うでには鎖くさりが出現し、ローブの袖そでごと巻き取っている。
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「俺達を混乱させて、分断しようとでも思ったのか？　無む駄だだぜ」

　噓うそを見破っても、仮面のような表情に変化はなく、少しの揺ゆらぎも見せない。

　むしろ動転しているのは、味方である大男の方だ。

「で、ですが彼女は、開花しかけの特オー殊バー技・ス能キルで神聖術を使い、瀕ひん死しの人を助けたことがあるはず。それで、施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラー所属の神官見習いになったのです。死霊魔術師ネクロマンサーのはずが……」

「いや、おそらくその時に使ったのは神聖術じゃねえ。死し霊りよう魔ま術じゆつだ」

「え……まさか？」

「こいつは瀕ひん死しの人間を助けたんじゃない。死んだ人間を蘇よみがえらせたんだよ。生者と違たがわぬ精せい巧こうなゾンビにしてな。その時に蘇よみがえった奴やつのことを調べてみるといい。とっくに失しつ踪そうしているはずだ」

　小さく拍はく手しゆが鳴った。

　見れば、鎖くさりを外したメアリが、両の掌てのひらを軽く打ち鳴らしている。

「調べる必要はない。アウラ教団はいい隠かくれ蓑みのになると思い、一ひと芝しば居い打った。それだけだ」

　こちらの告発を認める発言だった。しかし自白が取れても、まるで嬉うれしくない。

　歯は嚙がみしていると、傍かたわらのルージュが不ふ謹きん慎しんにも冷やかしてくる。

「はは～ん。先に脳味噌筋肉ノーキンちゃんだけ大だい神しん殿でんへ帰したのは、こういう理わ由けでしたか。あの子、教王庁でも彼女に懐なついてましたもんね。鑑かん定てい士しさんって、案外お節せつ介かいなのかな？」

「やかましい。こんなの、あいつに見せられたもんじゃねえだろ。メアリに勇者贋作師フエイク・メーカーの可能性が浮ふ上じようしたから、事前に手を打ったまでだ。確証まではなかったがな」

　言い返すと、メアリが腑ふに落ちぬといった口くち振ぶりで、質問を挟はさんできた。

「確証がなかった？　馬鹿を言うな。あなたは私のことを聞いたはずだ、被ひ験けん体九十九号から」

「あん？　被ひ験けん体九十九号だと？　……それは、ツクモのことを言ってるのか？」

「ほかにあるのか？　九十九という数字を〝ニッポン〟では〝ツクモ〟ということくらい、あなたも知っているでしょうに。だから愛あい称しようにしていたまで。正式名めい称しようは、被ひ験けん体九十九号。一つの骸むくろに、五つの魂たましいを合成して作り上げた九十九体目の人造勇者だよ」

　あどけない小さな唇くちびるから、おぞましい言葉が次々と零こぼれ出てくる。

　さしもの深しん紅くの魔ま女じよも、嫌けん悪お感を剝むき出だしにした。

「人造勇者ね。まさか、あたし達を焚たきつけたのって、木を隠かくすなら森の中ってわけですか？」

「さすがに察しがいいな、ルージュ・ヴィンセント。そのとおり、あなた方詐さ欺ぎ師は、人造勇者の存在を世間から隠かくすためのカモフラージュだった。そのために『異世界手しゆ稿こう』を、各地に種のようにばら撒まいたのだからね。まだすべてが芽め吹ぶいてはいないが、時間の問題だろう」

　まるで作さく物もつか何かを語るように、淡たん々たんと話す。

「突とつ如じよ、複数の特オー殊バー技・ス能キルを持つ者が現れれば、当然目を引く。だが、贋にせ者ものが蔓延はびこっていれば話は別だ。私はね、最高傑作マスターピースをつくり出すまで、何なん人ぴとの干かん渉しようも受けたくないのだよ」

　ルージュが眉まゆを上げる。掌てのひらで踊おどらされたことが悔くやしくて堪たまらないのだろう。

「お生あい憎にく様さま！　その最高傑作マスターピースのツクモさんなら、鑑かん定てい士しさんに敗れましたよーだ！」

「何を言っている？　アレは最高傑作マスターピースじゃないぞ。傑作シヨウピースにも届かない、ただの失敗作だ」

「──っ！」

「つくりは秀しゆう逸いつだったと自負している。だが、不安定な自じ我がに問題があってね、洗脳を余よ儀ぎなくされたんだ。決定的だったのは、隠いん棲せいさせていたディオ・ダティの町に現れた野盗どもを返かえり討うちにしたことだな。あれで自じ我がは膨ぼう張ちようし、独断専行を始めた。どこで神しん理りの冠かんむりの噂うわさを聞きつけたか知らないが、アレを教王庁で見かけた時は、目を疑ったよ。とんだ出で来き損そこないだ」

　腹の底から、溶よう岩がんのような激情が煮にえたぎってきた。自おのずとダウトは語気が強くなる。

「手前勝手なことばかり抜ぬかすなよ！　死んだ奴やつの名めい誉よまで踏ふみにじるんじゃねえ！」

「あなたの批判はナンセンスもいいところだ。人造勇者の完成は人類全体のためになる。それに死人を弄いじるのは、死霊魔術師ネクロマンサーの特権であり本質だ。死者の名めい誉よなど気にすべきではない」

「ふざけるな！　なら、ツクモの名めい誉よのために教えといてやる！　あの野や郎ろうは、裏切られ、見捨てられながらも、徹てつ頭とう徹てつ尾びおまえの名を口にしたりはしなかった」

「何？」

「よく聞けよ、ツクモの最さい期ごの言葉は──それでも母は売れない、だ」

　初めて彼女の表情が動いた。意外そうに目を見張る。しかし、それも刹せつ那なのことであった。

「噓うそだな。なら、どうやってあなたは、私に辿たどり着つけたと言うんだ？」

「噓うそなものか。複数の情報の断だん片ぺんを繫つなぎ合あわせれば、おまえが浮うかび上あがる。まず、手しゆ稿こうの紙質から、勇者贋作師フエイク・メーカーは教王庁に出入りできる人間ではないかという疑ぎ惑わくが生じた。中でも、俺が最も怪あやしんだのは、教王庁のみならず各地を回ることが多い、癒いやし隊──施ピル療グリ巡ム・礼ヒー員ラーだよ」

　一つの紙し片へんを取り出して、それを広げて見せる。

「そしてこいつは、ここ一年で、勇者贋作師フエイク・メーカーが出現したとされる土地をすべて巡めぐった聖職者達の名めい簿ぼだ。ここに記された十八人、全員が癒いやし隊だった。おまえの名もある」

「強ごう引いんなこじつけだ。それでは私に至っていない。十八分の一の確率を信じた当てずっぽうだったとでも言うのなら、落らく胆たんを禁じ得ないが？」

「答えを焦あせるなよ。言っただろ、情報の断だん片ぺんを繫つなぎ合あわせる必要があるって」

　ピラピラと名めい簿ぼを躍おどらせると、素す早ばやくそれを奪うばったルージュが、「あっ」と驚おどろき声を上げた。

「この名めい簿ぼ……女性の名前は一つだけじゃないですか！」

「そう。ツクモの遺ゆい言ごん──母、に該がい当とうするのは一人しかいないってことだ」

　不ふ愉ゆ快かいそうにメアリの目が据すわった。

「もちろん、言い間ま違ちがいや聞き違ちがいの可能性もゼロじゃない。男が女装してツクモに接していたという可能性もある。だからこそ確証がなかった。おまえが、ここに現れるまではな！」

　冷れい酷こくな相手を見み据すえ、矢や継つぎ早ばやに畳たたみかけてゆく。

「ツクモが出で来き損そこないだと？　今いま際わの際きわでも親を売らなかった奴やつに、どういう評価をしてやがる。贋がん作さく師のくせに、ずいぶんと視みる目がないんだな？」

「黙だまれ。私の目に狂くるいなどない」

「いいや、狂くるってるぜ。その目ばかりか頭の中までな。おまえ自身も、とんだ紛まがい物ものだよ」

　ダウトは眼前の贋がん作さく師に神経を集中させ、《贋者の枷ライアー・バインド》の発現を試みる。

　虚こ空くうより鎖くさりが出現し、相手の四し肢しを絡からめとった。そのまま封ふう印いんに至る──と思われたが。

「これで私のすべてを暴いたつもりとは……嗤わらわせてくれる!!」

　鎖くさりを摑つかむと、メアリはそれを無造作に引き千切った。まるで紙細工も同然に。

「拘こう束そく力が……まるで足りない？」

　それはつまり、彼女が内包する本質を、何一つ暴けていないことにほかならない。

「私のことをどこまで摑つかんでいるのかと、お喋しやべりに興じてやったが、とんだ期待外れだった」

「──だったら！　あなたをぶっ飛ばしてから話を聞けばいいだけですよね、勇者贋作師フエイク・メーカー？」

　果か敢かんに言い放ったルージュが、高速詠えい唱しように入った。

　瞬またたく間まに魔ま法ほうは完成し、敵に向かって突つきつけた指先には火球が出現する。しかし──。

「きゃあっ!?」

　大きく弾はじき飛とばされたのはルージュの方だった。

　魔ま法ほうで黒曜石の鎧よろいを纏まとう暇いとまもなく、背中から壁かべに叩たたきつけられる。

「ルージュ！」

「くっ……つぅぅ……」

　致ち命めい傷しようには至っていないようだが、あの負傷では骨の何本かは折れているのではあるまいか。

　一いち撃げきで魔ま女じよを戦せん闘とう不能に追いやったのは、メアリの影かげから伸のびた、大きな白い蛇じや骨こつだった。

「ひっ!?　影かげから、面めん妖ような大だい蛇じやのようなものが……!?　ダウト殿どの、あれは一体!?」

　狼狽うろたえるサミエルに、慄りつ然ぜんとしながら答える。

「あれは、影かげ潜ひそみの死し霊りよう魔ま術じゆつだ。不死身の兵を操あやつる死霊魔術師ネクロマンサーも、打たれ弱い術者に変わりはない。だからこそ自身の影かげに、手て駒ごまの不死者アンデツドを潜ひそませておく中位ランクの死し霊りよう魔ま術じゆつがある」

「では、あの長い骨は、大だい蛇じやの不死者アンデツドということですか？」

「……影かげ潜ひそみが可能なサイズは、大型動物が関の山だ。だが、上位の死霊魔術師ネクロマンサーが使えば、その限りじゃない。あれは大だい蛇じやなんかじゃなく、おそらくより巨きよ大だいな……何かの尾おだ」

「なっ！　あのサイズで、尻しつ尾ぽですと!?」

　影かげから伸のびた白骨を艶なまめかしく撫なで、化け物の主あるじは薄うすら嗤わらう。

「そういうことだ。《贋者の枷ライアー・バインド》が通用しなかった時点で、あなた方の敗死は確定している」

「そいつは、どうかな？」

　ところが、ダウトも負けてはいない。不敵に笑い返してみせた。

「むしろ《贋者の枷ライアー・バインド》が通用しなかったおかげで、俺は今、ありえないと思って頭から除外していた可能性に、目を向けることができている。そうしたら、色々と合が点てんがいったぜ……」

　強がりでないことに勘かん付づいたのだろう。死霊魔術師ネクロマンサーは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「もういい、死ね。あなたの骸むくろなど不要だ。見るも哀あわれな、惨むごたらしい死を与あたえてやる」

「──どうして？」

　唐とう突とつに、身を切るような声が場に響ひびいた。

　ダウトも、メアリも、弾はじかれたように声の主へと振ふり向むく。

　修練場の入り口から近づいてくる小さな人ひと影かげ。銀色の月が照らし出したのは、ここにいるはずのない金きん髪ぱつの娘むすめだった。

　絹糸のような、か細い声が悲しげに反はん響きようする。「こんなの噓うそだよね？」と。




　予期せぬノーリーンの登場は、白熱した修練場の空気をたちまち凍こおらせた。

　対たい峙じするダウトとメアリを見て、大たい概がいのことは察したに違ちがいない。今にも泣き出してしまいそうなほど顔を歪ゆがめ、小さな肩かたを震ふるわせている。

「ねえ、メアリちゃん？　メアリちゃん？」

　まるで憑つかれたように、黒くろ髪かみの少女へと無防備に歩み寄ってゆくノーリーン。

　ダウトは咄とつ嗟さに、夢遊病者さながらの彼女の腕うでを摑つかんで、こちらを振ふり向むかせる。

「おい！　なぜ、おまえさんがここにいる!?　山を下りたんじゃなかったのか!?」

「え……なぜって……とても嫌いやな予感がしたの。だからわたし、麓ふもとから引き返してきて……」

　虫の知らせのようなものを感じたのか、大した直感だ。そればかりか、教王庁から離はなれていたことにより、夜や葬そう曲きよくにかかることもなかったのである。幸か不幸かは別にして。

「ダウトさん、放してもらえないかしら。メアリちゃんを助けないと。きっと勇者贋作師フエイク・メーカーに騙だまされて、酷ひどいことをさせられているんだわ。だから、ね？」

　──その勇者贋作師フエイク・メーカーが、目の前の女だ。

　しかしその声なき声は、喉のどの奥で押し殺すよりなかった。

　──どう言えばいい？　どう言えば、これ以上こいつを傷つかせずに済む？

　自問し、苦悩するも答えは中々出ない。

　だというのに、その苦しみを嘲あざ笑わらうかのような言葉が、非情な贋がん作さく師から投げかけられる。

「いい加減、夢から覚めたらどう、タンクレディ？　目に見えていたものがすべてじゃない。それくらい、おめでたいあなたでも分かるでしょうに」

　心を引ひき裂さく一言。ノーリーンの瞳ひとみから止とめどなく涙なみだが溢あふれ出だし、頰ほおを濡ぬらしてゆく。

　もはや見るに堪たえない。ダウトは、崩くずれ落おちそうな彼女を庇かばうように抱だき留とめた。

　こうなっては真実を告げるよりあるまい。今しがた摑つかんだ、勇者贋作師フエイク・メーカーの真実を。

「よく聞け、ノーリーン。奴やつはメアリじゃない……いや、メアリ・シェルトンなんて娘むすめは、はじめから存在しなかったんだ」

「何を、言っているの……？」

「死し霊りよう魔ま術じゆつには最さい高こう峰ほうと言われる術がある。死霊魔術師ネクロマンサー自身の魂たましいを、他者の死体に移うつし替かえ、それを繰くり返かえすことで永遠の時を手に入れる、無む限げん反はん魂ごんの死し霊りよう魔ま術じゆつ。おそらく奴やつはそれを実じつ践せんし、自らをも不死者アンデツドとなって今こん日にちまで長らえてきた。不くさ腐らずの死し霊りよう魔ま術じゆつだけじゃ心こころ許もとなかったのか、香こう水すいまで使って死し臭しゆうを消し、神官見習いの少女に成りすましていたんだ」

「そんな……それじゃあ一体……？」

「思えば、奴やつは出会った頃ころから、必要以上に俺を警けい戒かいしている節があった。それに先日、ツクモのことを尋たずねた折に、こう言いやがったんだ。くだらない教え合いっこに巻き込むな、と」

「それ……三百年前の勇者様との約束……」

「そうだ。その時は、てっきり友人のおまえさんから聞いたんだと思った。だが、おまえさんは誰だれにも話していないと言う。だったら、なぜそんな極ごく々ごく限られたことを知り得たのか」

　ダウトは、勇者贋作師フエイク・メーカーを射るように睨にらみつける。

「つまり、おまえは三百年前の俺達をよく知る人物ってことだよ。〝ニッポン〟にも詳しいわけだぜ。俺の最終鑑定フアイナル・リポートは間ま違ちがってるかい？　不かえ帰らずの英えい雄ゆう──不ふ滅めつ公こうニキティス！」

　確信を持って問とい掛かけると、竜たつ巻まきのごとく砂さ塵じんが舞まい上あがった。

　メアリの──いや、ニキティスと断じた死霊魔術師ネクロマンサーの影かげから、巨きよ大だいな塊かたまりが競せり上がってくる。

　砂で視界を塞ふさがれ、思わず舌打ちしてしまった。相手を目視しなければ《贋者の枷ライアー・バインド》は使えない。向こうも二度目の《贋者の枷ライアー・バインド》を警けい戒かいしていたのだろう。だからこそ絶ぜつ妙みようなタイミングで、影かげに潜ひそませていた超ちよう大型の不死者アンデツドを解き放ったのではあるまいか。

　そして、影かげの海から全容を現したそれは、こちらの度ど肝ぎもを抜ぬくのに充じゆう分ぶんだった。

　まさにスケールが違ちがう。巨きよ大だいな体たい軀くは、修練場の四分の一を埋うめ尽つくさんばかり。長い尾おと首、強きよう靭じんな四つの足に、禍まが々まがしい翼つばさ。白骨と化しているが、紛まがうことなき地上最強の種──。

「ドラゴン……いや不死者アンデツドだから、スカル・ドラゴンか！　何て化け物を潜ひそませてやがった」

　ダウトは唇くちびるを強く結び、山のような白き竜りゆうに戦せん慄りつした。こんな怪かい物ぶつと正面から戦っても勝ち目はない。やはり狙ねらうべきは──。

　ニキティスの姿を目で追い、スカル・ドラゴンの頭上で発見する。だが、僅わずかに及およばず。

　黒くろ髪かみの少女は、頭ず蓋がい骨こつにある窪くぼみに身を滑すべり込ませると、両手の五指から光る糸を伸のばし、骸がい竜りゆうの体たい軀くに張はり巡めぐらせた。途と端たん、華きや奢しやな体が入った窪くぼみは膜で覆おおわれ、硬こう化かしてゆく。瞬まばたきする間もなく、それは瘤こぶのような外骨格へと変異してしまった。もはや目視は叶かなわない。

「くそっ、操そう糸しの死し霊りよう魔ま術じゆつか！　中に身を隠かくしたまま直接そいつを操作しよう、ってんだな。《贋者の枷ライアー・バインド》の対策を考えてやがる！」

　吐はき捨すてるように言うと、スカル・ドラゴンの頭ず蓋がいから、声が響ひびいてきた。

「当然だよ。あなたは、私にとって天敵なのだからね、三百年の昔から変わりなく」

「そりゃどうも。おまえは、見てくれだけは変わったな？」

「ええ。私はあの決戦で、幾いく度ど目かの死を迎むかえた。だが生あい憎にく、私の魂たましいは不ふ滅めつでね。あなたが推察したように、無む限げん反はん魂ごんを繰くり返かえし、今は名も知らぬ少女の屍体からだとなっている」

「相変わらず反へ吐どが出るぜ」

「奇き遇ぐうだな、私もあなたを見ていると……虫唾むしずが走る！」

　言うが早いか、主人に操あやつられた骸むくろの竜りゆうは、四つ足で重心を下げると、長い尾おを鞭むちのようにしならせた。縦じゆう横おう無む尽じんに振ふるわれるそれは、あたかも乱れ舞まう白はく刃じんの嵐あらしである。

「うひぃぃぃぃ！」

　絶ぜつ叫きようしながら、飛び退すさるサミエル。

　稲いな妻ずまのごとく尾おが打ち下ろされるたび、轟ごう音おんと砂すな埃ぼこりが噴ふき上あがる。怒ど涛とうの連続攻こう撃げきに巻き込まれた展望席や石いし壁かべは倒とう壊かいし、瓦が礫れきを撒まき散ちらした。

　砂さ塵じんの中、ダウトは走り、転がり、白い閃せん光こうを搔かい潜くぐる。敵の注意がこちらにあるせいか、戦意なく蹲うずくまるノーリーンが捨て置かれているのは幸いだ。

　しかし、ダウトの紙一重の回かい避ひはそう続くわけがない。

　ドン、と巨きよ漢かん司祭の背とぶつかった。揃そろって蒼あおざめた顔で見合ってしまう。互たがいに退路を塞ふさぎ合う形になってしまったのだ。もはや、次はよけ切れまい。ならば──。

「神よ護まもりたまえぇぇぇぇ──っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。素す早ばやく神聖術の詠えい唱しようを終えたサミエルが、不可視の盾たてを二人の頭上に作り出し、打ち下ろされた尾おの軌き道どうを逸そらした。地鳴りのような音を上げ、すぐ脇わきの砂地が陥かん没ぼつする。

　背筋が冷たくなるような光景に、司祭はぎこちない笑えみを浮うかべた。

「ほ、ほほ。こうなりゃヤケクソですぞ。そもそも三百年も昔の不かえ帰らずの英えい雄ゆうが、今ここにいるのが解げせませぬ。是ぜが非でもダウト殿どのより仔し細さいをお聞きしたい……なれど、それは後で結構」

「サミエル……」

「今、言わせていただきたいことは一つ！」

　開き直った彼は、声を張って白き骸がい竜りゆうに訴うつたえかける。

「不ふ滅めつ公こうニキティスといえば、闇やみの軍勢の一いち翼よくを担になう魔ま人じんでありながら、人類に味方してくれた英えい雄ゆうと聞いておりまする。かような御お方かたがなぜ今、我らを仇あだなすのですか？　人造勇者をつくらんとしているのも、人類のためと仰おつしやっていたではありませぬか？」

　しかし、熱弁も空むなしく、スカル・ドラゴンの中から聞こえてくるのは、小さな嗤わらい声だけだ。

「失敬な！　何がおかしいのです？　私は──」

「もうやめろ。そいつは正しよう真しん正しよう銘めいの悪党だ。魔ま人じんなんてのは、まっとうなモンじゃない」

　食い下がろうとする司祭を、ダウトは険しい口調で諫いさめる。

「だいたい、奴やつが人間に味方した理由は、あいつを──三百年前の勇者を、テメェのモノにしたかったからだ」

「な……何ですと？」

「魅み入いられたかのように、勇者という存在に執しゆう着ちやくしていたニキティスは、説得に応じて寝ね返がえった。だがそれは、勇者の味方をした方が好都合だと算段したにすぎない。そうだよな？」

　尋たずねると、冷ややかな声が返ってくる。

「そのとおり。彼女の傍そばに侍はべれば、勇者のすべてを知ることができる。そして、その燃もえ盛さかる日輪のような命が潰ついえた時、彼女の屍体からだは私と一つになる、永遠に──そう決めていた」

「ところが、あいつは終始おまえのモノにならなかった。さぞかしご立腹だったろうな、粘ねん着ちやく質な変態さん？」

「口を慎つつしめ。決戦に臨のぞむことすら許されなかった脱だつ落らく者が！　勇者鑑かん定てい士しなどとほざき、見限られた相手にいつまでも後うしろ髪がみを引かれるとは、実に見苦しい。粘ねん着ちやく質なのはどっちだ？」

　癒いえぬままの傷を抉えぐられ、ダウトは忌いまわしげに眉まゆをひそめた。

「言ってくれるね。だが、慎つつしむ気はないぜ。おまえが、世のため人のため、人造勇者をつくろうなんざ考えるわけがねえ。人類のためとか、心にもねえこと抜ぬかしてんじゃねえぞ！」

「……それは失礼した。なら本心を打ち明けよう。人造勇者作成の目的は、かの勇者という完全無欠の存在を再現し、最後の屍体からだとすること……即すなわち、我が化身アヴアタールの到とう達たつ点だ」

「三百年も経たったってのに、おまえはまだ、あいつを完全無欠だと思い込んでやがるのか？」

「思い込む？　何を言っているのやら。事実だよ。勇者こそ、紛まがうことなき万ばん物ぶつの頂点だ」

「相変わらず、おまえの目は何も見えちゃいないんだな。とんだ節穴だぜ」

「減らず口が。味方の神聖術程度で調子に乗ったか。なら孤こ立りつ無む援えんの恐きよう怖ふを味わわせてやる」

　スカル・ドラゴンが骨しかない両りよう翼よくを大きく広げた。すると、骨と骨の間に、皮ひ膜まくのようなものが張はり巡めぐらされてゆく。驚おどろくことに、翼つばさを再生させたのだ。

　蘇よみがえった両りよう翼よくを力強く羽ばたかせると、凄すさまじい風圧が巻き起こり、巨きよ大だいな体たい軀くが宙に浮うく。

　その豪ごう快かいさに目を奪うばわれた一いつ瞬しゆん、骸がい竜りゆうが滑かつ空くうし、鉤かぎ爪づめのある前足を振ふるってきた。

「なんのおおおお、憤ふん怒ぬ!!」

　サミエルが、見えざる盾たてを前方に展開し、鋭するどい爪つめを阻はばんだ──が、竜りゆうは神聖術の盾たてごとダウトの体を鷲わし摑づかみにしてしまう。宣言どおり、仲間と分断するため、ダウト一人を上空へ拉ら致ちするつもりに違ちがいない。このままでは、術の効果範はん囲いの外に出た途と端たんペシャンコだ。

「──くそっ！」

　咄とつ嗟さに両りよう腕うでを伸のばし、手に触ふれたものを強ごう引いんに摑つかんだ。

　ところが、命いのち綱づなのごとく握にぎりしめたそれに、竜りゆうの飛ひ翔しようを阻はばむほどの力はなく、揃そろって上空へと運ばれてしまう。

「ふぬおおおお!?　ダウト殿どのぉ、何を摑つかんでいるのかお分かりかぁ!?」

　手から伝わるゴワゴワした感かん触しよくの向こうで、惨さん憺たんたる悲鳴が上がっていた。

　何たることか、藁わらにも縋すがる思いで摑つかんだものは、サミエルのデリケートな毛もう髪はつだったのだ。

　貴重な頭とう髪はつを引っ張られる形になった司祭は、両手で自身の髪かみを押さえながら、鬼おにの形相を浮うかべてぶら下がっている。これでは、いつ抜ぬけ落おちてもおかしくない。

「ちっ、頼たよりねえものを摑つかんじまった……」

「はあ!?　今、何と申されたか!?　かような仕打ちを受けて文句を言いたいのは私の方だ！　さっさとその手を放せぇ!!　信心の証あかしが広がるだろうがぁっ!!」

「お、落ち着け司祭！　下を見ろ、下!!」

　怒ど号ごうを上げていたサミエルも、眼下を確かく認にんした途と端たん、息を吞のんでおとなしくなった。

　見えるのは、薄はく明めいに照らされた霊れい峰ほう。教王庁の灯あかりは遥はるか下方にある。すでに二人は、大瀑ばく布ふ修練場の上空を飛んでいるのだ。ここから落下しようものなら、まず助かるまい。

　一転して熊くま男おとこが捨てられた仔こ犬いぬのような目を向けてくる。

「分かってる、離さないよ。だからあんたも自分の毛を摑つかんでないで、俺の腕うでの方を摑つかんでくれ。んで、防護の神聖術を維い持じしたまま、よじ登ってきてほしい」

「しょ、承知。なれど、もはや打開策がありませぬ。こちらの命は風ふう前ぜんの灯ともし火びですぞ」

「いや、一いち撃げき即そく死しなのはお互たがい様だ。ニキティスは死し霊りよう魔ま術じゆつで死体に魂たましいを留とどめている。つまり、特オー殊バー技・ス能キルさえ封ふうじちまえば、一いつ瞬しゆんで葬ほうむることができるんだ。勝ち目は消えちゃいないさ」

「なるほど。不ふ滅めつ公こうが貴方あなたを天敵と呼ぶわけですな」

　正直に言えば、強がりの屁へ理り屈くつだ。仮に今《贋者の枷ライアー・バインド》を仕し掛かけることができたとしても、封ふう印いんまで至れるかは際きわどいように思う。予感がするのだ、ニキティスの本質を理解しているようでいて、まだ何か摑つかみ損そこねている欠片かけらがあるのではないかと。




　──外骨格の内部は暗黒の棺ひつぎのようだと、ニキティスは思った。このまま居続ければ、棺ひつぎの闇やみに溶とけ入ってしまうのではないかという不安がよぎる。それだけ、己おのれの存在は希き薄はくなのだ。

　不死者アンデツドとなり、気が遠くなるような悠ゆう久きゆうの時の中で数多あまたの死を繰くり返かえすうち、本来の自じ我ががどういったものであったのか、しだいに記き憶おくから削そげ落ち、分からなくなっていった。

　果たして自分は、魔ま人じんとして生まれたのか、それとも人間だったのか、それすら朧おぼろげである。

　闇やみの軍勢の一いち翼よくを担になう身となっても、その空くう虚きよさは広がるばかり。すっかり自分というものを失いかけていた……三百年前、勇者と呼ばれるあの人間に出会うまでは。

　はじめは少年だと思ったが、違ちがった。彼女はとても強い女性で、紛まぎれもない勇者だったのだ。

　もしかしたら、かつての自分も、彼女のようだったのかもしれないという、根こん拠きよのない幻げん想そうを抱いだいたのは、いつ頃ごろだろうか。気が付けば──勇者を自分のモノにしようと決意していた。

　同どう胞ほうを裏切り、勇者に近づいたはいいが、結果は惨さん憺たんたるもの。大方、こちらの目もく論ろ見みなど、彼女はとうに見み透すかしていたのだろう。そのうえで、戦力として利用したのではあるまいか。

　それを咎とがめるつもりはない。下心があったのはお互たがい様だし、元より人間と闇やみのモノは相あい容いれぬ存在同士。怪かい物ぶつの本ほん性しようを知ってなお、本気で手を差さし伸のべようと思うわけがない。

　今だって地べたにへたり込んでいるではないか、この屍体からだを友と呼んだ、あの娘むすめも──。




　白み始めた空を背に、舞まい踊おどる竜りゆう影えいが見える。

　砂地にペタリと座り込み、天を見上げるノーリーンは、この異様な光景や、先さき程ほどのことすべてが、夢か幻まぼろしだったのではないかと考えるようになっていた。

　朝日が昇のぼり、翌日になれば、宿舎のベッドで目を覚ますはずである。起き床しようして、日につ課かのランニングを済ませたら大だい神しん殿でんへ向かわないと。もしかしたら、また勇者を自じ称しようする不ふ逞ていの輩やからが騒そう動どうを起こしているかもしれない。そうなればダウトを捜して、鑑かん定ていを依い頼らいしよう。そして無事に役目を終えた後、彼の失礼な態度を愚ぐ痴ちるのだ、気心の知れた親友のメアリに──。

　だからこれは悪い夢に違ちがいない……なのに、どうして涙なみだが止まらないのだろう。

「──いつまで、そうしてるつもりですか？」

　ふいに声を掛かけられ、振ふり向むくと、そこには脇わき腹ばらを押さえて立つ、ルージュの姿があった。

「何て顔してるんですか、みっともない。そんなんで、よく鑑かん定てい士しさんの担当が務まりますね？　ああ、実際務まってなかったか。鑑かん定てい士しさん、しょっちゅうピンチになるしぃ」

　辛しん辣らつな言葉に俯うつむいてしまう。返す言葉も、気力も持ち合わせていない。

　彼女は溜ため息いきをつくと、頭上を見上げた。

「今も絶賛大ピンチですよ。しかも、親しん友ゆう面づらしてあなたを騙だましていた大悪党に追い込まれてます。鑑かん定てい士しさんの相棒を気取ってたんなら、その悪党に何か言いたいことはないんですか？」

「……言いたいことも何も、わたしの声なんて届くはずない」

「あなた……自分のいる場所、ちゃんと見えてます？」

「え？」

　言われて、地面へと目を向ける。

　砂地が様変わりしていた。夥おびただしい数の傷きず跡あとが刻み込まれ、そこかしこが無残にも抉えぐられていたのだ──自分の座っている一点を避さけるようにして。

「ルージュちゃんには、そうは思えないけどなぁ～。これを見る限りですけど」

　ノーリーンは、いつの間にか自分が立ち上がっていることに気が付いた。

　魔ま女じよの言葉に背中を押されるように、再び空へと顔を向ける。ただし今度は、瞳ひとみに力強い輝かがやきを宿して。




　天に向かい、勢いよく二つの小さな影かげが昇のぼってゆくのを、ダウトは見て取った。

「……こいつは驚おどろいた。復活しやがったんだな、あいつ。やっぱ大した奴やつだぜ」

「え？　何ですと？　また何か起こるのですかな？」

　不安げなサミエルに、迷いなく言ってのける。

「ああ、起こるとも。振ふり落おとされないよう、しっかり摑つかまってな」

　不毛な状じよう況きようが一転する瞬しゆん間かんは、すぐそこまで迫せまっているのだから──。




「あ～もう！　めっちゃ疲つかれるんですけどぉ！　脳味噌筋肉ノーキンちゃんってば、どうしてまだ重たいやつ着てるかなぁ！」

　風の飛行魔ま法ほうで大空に舞まい上あがったルージュから苦情が上がった。魔ま法ほうに便乗させてもらっている身としては、反論の余地などない。

「ご、ごめんなさい。着き替がえがなくて……」

「謝るくらいなら、その重量、とことん活いかしちゃってくださいね！」

　そう言ったルージュは、スカル・ドラゴンをも追おい抜ぬき、薄はく明めいの空をさらに高く飛ひ翔しようする。そして、一人分だけ魔ま法ほうを解いた。

　宙に投げ出される形になったノーリーン。だが、すぐに魔ま女じよの意図を汲くむと、落下に身を任せ、体を回転させながら急降下する。死角となる天上からの攻こう勢せいは、不意を衝つくには充じゆう分ぶんだ。

　体に戦意が漲みなぎった。伝えたいことがあるから、伝えなければならないことがあるから、力ずくでも、どんなに見苦しくても、そこに至る道をつくる──。

「憤フン我ガああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────っ!!」

　ゴングの音を聞かずとも、瞬しゆん間かん的に《荒ぶる狂戦鬼ベルセルク》を発現させたノーリーンは、骸がい竜りゆうの頭ず蓋がいにある外骨格に、渾こん身しんの肘ひじ打うちを炸さく裂れつさせる。ダイビング・エルボー・ドロップだ。

　落らく雷らいのような衝しよう撃げきが轟とどろき、白い巨きよ体たいが、大きく仰のけ反ぞった。当然、直ちよく撃げき箇か所しよが無事で済むわけがない。外骨格は卵たまごの殻からのようにひび割れ、四散する。黒くろ髪かみの少女の姿を露あらわにして。

「メアリちゃん……」

　話はなし掛かけると、まるで幻げん覚かくでも見ているような顔をこちらに向け、血の気のない唇くちびるを開く。

「……私の名はニキティスだ。あの鑑かん定てい士しも言っただろ、そんな名前の者は最初からいない」

　ノーリーンは力いっぱい左右に首を振ふる。

「いるわ！　わたしの親友なら、目の前に！」

「いないと言っている。私は魔ま人じんだ。友だの、情けだのは、持ち合わせていない──」

「そんなことない！　だってメアリちゃんは、わたしを傷つけようとしなかったじゃない!!」

　一いつ瞬しゆん、彼女が言葉に詰つまった。僅わずかに瞳ひとみが揺ゆれたかと思いきや、それも寸刻のこと。

「それは、戦意を失っていたあなたを、放置しても無害だと判断したからにすぎない」

「噓うそ！」

「噓うそなものか。現に障害となった今なら、心おきなくあなたを抹まつ殺さつできる。このように！」

　恐おそろしい声で断言した不ふ滅めつ公こうは、右手の操あやつり糸を解くと、ローブの袖そでから細身の骨こつ剣けんを滑すべり出ださせた。暗器を隠かくし持もっていたのだ。

　あっ、と思った時にはすでに遅おそい。完全に虚きよを衝つかれ、突つき出だされた凶きよう刃じんに為す術すべなく身を晒さらしてしまった。

　鮮せん血けつが飛び散り、紅あかい流血が白い刀身を伝い落ちてゆく──しかし刃やいばは、その小さな体に突つき立たってはいない。

　血を流しているのは、間かん一いつ髪ぱつのところで、刃やいばを素す手でで摑つかんだダウトだった。

　彼は力任せに剣けんを奪うばうと、それを投げ捨てる。己おのれの掌てのひらから流れる紅血に見向きもせずに。

「──だったら答えろ、ニキティス。何でおまえ、ほっとしたような顔してやがんだ？」

　今度こそ、少女の瞳ひとみは大きく揺ゆれた。




　この正念場でのノーリーンの参戦は、確実にニキティスを動どう揺ようさせた。それこそ、スカル・ドラゴンの制せい御ぎよまで手が回らなくなるほどに。

　指示を失った骸がい竜りゆうは、一いつ切さい身動きしなくなり、緩ゆるやかに宙を滑かつ空くうするばかり。その隙すきを衝つき、ダウトは前足の束そく縛ばくから脱だつ出しゆつし、よじ登るようにして頭ず蓋がいまで這はい上あがってきたのである。

　登とう攀はんが不得手なサミエルを残してきてしまったが、こうして愛まな弟で子しの危機に既すんでのところで間に合ったのだから、彼も師として不満はあるまい。

「私が……安あん堵どしていただと？」

　そしてダウトの一言は、予想以上に魔ま人じんを狼ろう狽ばいさせている。ここに至って、ようやく表情というものを見せ始めたのだ。

　事なきを得たノーリーンが、決まり悪そうに口を開く。

「ダウトさんの言うとおりだわ。それに、わたしを刺さそうとした時のメアリちゃん、とても辛つらそうな顔をしていて……」

「黙だまれ！　殺すか殺されるかの瀬せ戸と際ぎわで、さっきから何を言っている？　私と和解したいとでも言うつもりか？　我々に共存の道などない。私は、あなた達が忌いみ嫌きらう人造勇者を、これからもつくり続けていくのだからな。最高傑作マスターピースを生み出すために！」

　揺ゆるがぬ意志を聞いても、ダウトは冷静そのものだった。念を押すように問とい掛かける。

「それは、これからもツクモのような悲劇を繰くり返かえすってことかい？」

「無論だ」

　断言する不ふ滅めつ公こう。だが、そんな相手に向かって、ノーリーンが哀かなしそうに首を横に振った。

「そんなの叶かなうはずないよ……」

「……何？　今、何と言った？」

「わたし、今なら分かるわ。メアリちゃんは満足のいく最高傑作マスターピースなんてつくり出せない。ううん、誰だれにもそんなことできないのではないかしら」

　しだいに、語気に熱を帯びてゆく。

「だって！　きっとメアリちゃんが求めたものは、勇者様の御力でも、勇者様の亡なき骸がらでもなく、一人の大切な人との繫つながりだから！」

「馬鹿を言うな。魔ま人じんである私がそんなものを求めているわけ──」

「馬鹿はどっちよ！　賢かしこいくせに、何でそんなことも気付けないのかしら！　メアリちゃんには情があるわ。大切な人と離はなれたくない、一いつ緒しよにいたいっていう、わたし達と変わらない気持ちがあるのに……。それなのに……」

　声が萎しぼんでゆく。不器用だが、今の言葉を伝えたくて、彼女は立ち上がったのだろう。

　その小さな肩かたをポンと叩たたき、ダウトは前に出た。

「俺もこいつと同意見だ。おまえの正体を確信した時、その本質を見み抜ぬいた気になりながら、何かが欠けているようにも感じていた。その欠片かけらの答えが、これだよ」

「やめろ……」

「無自覚だったんだろうが、ノーリーンに気付かされたろ？　最高傑作マスターピースなんてのは幻げん想そうだ。おまえが満足を得られることは金こん輪りん際ざいない。あいつは、もうどこにもいないんだから……」

　引導を渡わたす方もまた、辛つらそうに顔を歪ゆがめた。その残ざん酷こくな言葉は、何も哀あわれな魔ま人じんにだけ向けられたものではない。自分自身の胸にも、棘とげのように突つき刺ささってゆく。

「やめろやめろやめろやめろやめろやめろぉぉぉぉ────────っ!!」
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　まるで、これまで凍こおらせてきた感情を爆ばく発はつさせるかのように、ニキティスが吠ほえた。

　左手の糸まで解いた魔ま人じんは、スカル・ドラゴンの制せい御ぎよを捨てると、袖そでからもう一ひと振ふりの骨こつ剣けんを滑すべり出ださせる。暗器を握にぎりしめるや否いなや、狂くるったように斬きりかかってきた。

「──《贋者の枷ライアー・バインド》!!」

　ダウトが神経を集中させた刹せつ那な、ニキティスの四し肢しに鎖くさりが絡からみつき、華きや奢しやな体たい軀くの上で生き物のように這はい回まわる。その勢いは、先さき程ほどとは比べものにならない。もはや、特オー殊バー技・ス能キルを封ふう印いんし、不ふ滅めつの魔ま人じんを消しよう滅めつさせるのは時間の問題であろう。

　そして、それを誰だれよりも理解しているのは、ほかならぬニキティスだったに違ちがいない。

「……やはり私にとって、あなたこそ三百年前に滅ほろぼしておくべき天敵だったな」

「そいつはお互たがい様だ。俺も三百年前に、おまえとの決着はつけておくべきだったと後こう悔かいしてるよ。なのに、味方に引き入れちまうんだからな。あいつの気き紛まぐれにも困ったもんだ」

「違ちがいない。だからこそ、二度目は御ご免めんだ」

　不ふ穏おんな気配を察したのか、ノーリーンが心細そうに呼よび掛かける。

「メアリちゃん？」

　黒くろ髪かみの少女は、血の通わぬ白い顔に、静かな微ほほ笑えみを湛たたえた。

「この一年、あなたとの時間は悪くなかったよ──ノーリーン」

　次の瞬しゆん間かん、雁がん字じ搦がらめの体を傾かたむけ、宙に身を投げる。

　胸を締しめ付つけるような叫きよう声せいを上げ、ノーリーンが手を伸のばした────が、届かない。

　三百年の妄もう執しゆうに捕とらわれた冥めい府ふの王は、夜明けの柔やわらかな陽光に照らされながら、水煙けむる滝たき壺つぼへと姿を消した。








◇◆結◆◇　今はひとときの……






　正午の日差しの下で見てみると、大瀑ばく布ふ修練場の半はん壊かいぶりはいっそう顕けん著ちよに思えた。

　事もあろうか、スカル・ドラゴンはその最さい期ごに、落下する自身の巨きよ体たいをもってして、修練場の壁かべをこれでもかと破は壊かいせしめたのである。壮そう麗れいなアーチが、今や見る影かげもない。

　早さつ速そく、修しゆう繕ぜん工事は開始され、フランシス門下と思おぼしき神官達が手伝いに駆かり出だされていた。

　何でも、勇者贋作師フエイク・メーカーの打だ倒とうを成なし遂とげたものの、教王庁に与あたえた損害も計り知れないため、サミエルが門下を率いて支し援えんを買って出たらしい。

　彼の行動に下心があるのかどうかはさておき、門下生であるノーリーンもまた、額に汗あせしながら雑務をこなしていた。一休みする工こう夫ふ達に水を勧すすめ、笑え顔がおでコップを手て渡わたしている。

「…………」

　ダウトは離はなれたところで瓦が礫れきに座り、そんな彼女の様子を見守っていた。

　ふと、背後に気配を感じたかと思うと、空から音もなく薄うす桃もも色いろの髪かみをした少女が下りてくる。

「なぁ～に、熱い視線送っちゃってるんですか？　この浮うわ気き者！」

　ブーブーと口を尖とがらせるルージュ。思わず、辟へき易えきしてしまう。

「おまえさんの見解とは相そう違いがありすぎだな。どこからツッコんでいいか──いでっ！」

　文句を言いながら振ふり向むいた途と端たん、首に激痛が走る。

　深しん紅くの魔ま女じよは隣となりに腰こしかけながら、楽しそうに笑った。

「鑑かん定てい士しさんって、マジで首弱いんですねぇ？　あの程度で捻ねん挫ざしちゃうなんて」

「あの程度って、おまえが飛行魔ま法ほうの着地ミスったせいで、グキッとやっちまったんだぞ？」

「文句言わないでくださ～い。こっちだって限界だったんですよ。そもそもルージュちゃんがいなかったら、全ぜん滅めつしていたんですからね？」

　返す言葉もない。

　空中戦でニキティスの制せい御ぎよを失ったスカル・ドラゴンは、崩くずれるように落下を始めた。あのまま落ちれば、誰だれ一人ひとりとして助からなかっただろう。その危機を、飛行魔ま法ほうで救ったのが彼女だった。もっとも重量オーバーが災わざわいし、手て荒あらな不時着となったのは、先のとおりである。

「たっぷり恩に着てください。鑑かん定てい士しさんは、もっと殊しゆ勝しようになるべきです、あの子みたいに」

　またしても妙みような要求をされやしないかと身構えたが、意外にもその語調が真しん剣けん味を帯びた。

「──やっぱり心配ですか？　脳味噌筋肉ノーキンちゃんのこと」

「……いや、そうでもねえよ。あいつは俺が思ってるより、ずっとしっかりしてるからな」

「みたいですね。ああして一いつ所しよ懸けん命めい働いているのは、勇者贋作師フエイク・メーカーのことを忘れるためなのかと思ってましたが、どうもちょっと違ちがったみたいです。ふっ切れたんでしょうか？」

　答え代わりに、ダウトは軽口を叩たたく。

「おまえさんって、案外世話焼きだよな？　なんつーか、いいお姉ちゃんしてるっつーか」

　一いつ瞬しゆん、彼女が頰ほおを染めた。だが柄がらにもないと思ったのか、すぐに小悪あく魔まの笑えみを取り戻す。

「今いま頃ごろ気付いたんですかぁ？　鑑かん定てい士しさんも甘やかせてあげちゃおっかな～。もっちろん、潔いさぎよくルージュちゃんのモノになるんだったら、って条件ですけど──」

「ルージュ殿どのっ!!」

　突とつ如じよ上がった𠮟しつ責せきが、誘ゆう惑わくの言葉を遮さえぎった。遠くからサミエルが大おお股またで近づいてくる。

「ヤバっ、五う月る蠅さいおじさんに見つかっちゃいました。偏へん見けんだらけの独善的なお説教は御ご免めん被こうむりたいので、ルージュちゃんはこれにて失礼。鑑かん定てい士しさん、またお会いしましょ☆」

　ウィンクを残すと、彼女は空を飛んで逃にげ去ってしまった。

　一足遅おくれでやってきたサミエルが、ぼやくように毒づく。

「まったくあの御お方かたは、教王猊げい下かの密命を何と心得ておるのやら」

「密命？　まだ何かあるのかい？」

「いえ、此こ度たびの落着により教団上層部では、ニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンの終しゆう了りようも囁ささやかれているのですが……。なにぶん教王猊げい下かは、各地にばら撒まかれた『異世界手しゆ稿こう』の残りを気にしておいでのようで、この私に命じられたのです。市し井せいを騒さわがせぬよう、密ひそかにすべて回収せよと」

「そういや、ニキティスがそんなこと言ってたな。とんだ置き土産みやげを残してくれたもんだ」

「同感ですな。それゆえルージュ殿どのに、引き続き密みつ偵ていとして手しゆ稿こうを探すよう言いつけたのです。なのに、そうそうに道草とは言語道断。あの方は分かっておらんのです。教王猊げい下かは神の代弁者であり、私は猊げい下かの代弁者──即すなわち、我が言こと霊だまは、神の御み言こと葉ばだということを！」

　ルージュの撤てつ退たいは賢けん明めいだったと言わざるを得まい。ノーリーンの様子も確かく認にんできたし、こちらも長居は無用であろう。小言の止まらぬ司祭を残し、ダウトは忍しのび足あしで退散を決め込んだ。




「──ダウトさん！」

　教王庁の正門に差さし掛かかろうかという頃ころになって、後ろから呼び止められた。

　首を痛めないように振ふり返かえると、そこには息せき切って走ってきたノーリーンの姿が。

　大方、サミエルから立ち寄っていたことを聞かされ、追いかけてきたのだろう。

「……もう、行ってしまうのかしら？」

「ああ。ここでの仕事は終わったからな。最終鑑定フアイナル・リポートも済ませただろ？」

　見習い娘むすめは俯うつむいてしまう。しかしそれは束つかの間まのこと。顔を上げ、凜りんとした瞳ひとみを向けてくる。

「いいえ、まだ全部聞かせてもらっていないわ……メアリちゃんのこと」

「え……？」

「もし見けん当とう違ちがいだったら、ごめんなさい。わたし、思うのだけれど……ダウトさんはメアリちゃんが飛び降りた瞬しゆん間かん、《贋者の枷ライアー・バインド》を解除したのではないかしら」

　尋たずねるべきか否いなか、散々迷ったのだろう。考えを整理するように疑ぎ惑わくを口にしてゆく。

「見み間ま違ちがいだと何度も思ったわ。そうあってほしいという、わたしの願望が見せた幻まぼろしなのかもしれないって」

「…………」

「それでも、あなたに確かめておきたかったの。あの時、滝たき壺つぼに落ちてゆくメアリちゃんの体から、鎖くさりが離はなれてゆくように見えたから。これまでと違ちがって、錠じようをおろさずに」

　ダウトは、観念するように灰色のボサボサ頭を搔かいた。

　お人ひと好よしと思っていたが、中々どうして。この見習い娘むすめもいい目をしている。

「ご明察だよ。おまえさんの言うとおりだ」

「やっぱり！　じゃあ──」

　唇くちびるに人差し指をやって、「しっ」と合図をした。彼女は慌あわてて両手を口に当て、キョロキョロと辺りを見回す。誰だれもいないことを確かく認にんすると、興奮を抑おさえ切れず詰つめ寄よってきた。

「メアリちゃんのこと、助けてくれたのね？」

「勘かん違ちがいするな。助けたわけじゃない。あの土ど壇たん場ばで、ニキティスに選せん択たくを迫せまられただけさ」

　言葉足らずだったのか、首を傾かしげられてしまったので、説明を付け足す。

「奴やつは観念して飛び降りたわけじゃないぜ。賭かけに出たんだよ。特オー殊バー技・ス能キルを封ふう印いんされるのが先か、それとも地上に落下して肉体が滅ほろぶのが先か」

「どういうこと……かしら？」

「不ふ滅めつ公こうの名の由来、無む限げん反はん魂ごんの死し霊りよう魔ま術じゆつを忘れたか？　もし俺の封ふう印いんより早く、身投げして死を迎むかえれば、ニキティスの魂たましいはたちまち、次の肉体に乗り移っちまう」

「あ……」

「また別人になられたら、完全な逃とう亡ぼうを許すことになる。んで、実際のところ封ふう印いんよりも、落下の方が早いと俺は判断した。だからこそ《贋者の枷ライアー・バインド》を解いたんだ。体の自由がきき、死し霊りよう魔ま術じゆつさえ使えれば、奴やつなら肉体を損そこなわずとも、自力で危地を脱だつするだろうと踏ふんでな」

「でも……その後で、別の人の体になられたら、結局メアリちゃんを捜せなくなるわ」

「それはないぜ。間ま違ちがいなく奴やつは、可能な限り今の肉体を維い持じしようとするはずだ」

「え？　どうして、そんなことが言い切れるのかしら？」

　ダウトは口元をほころばせ、「自分で考えてみな」とだけ答えた。

　最後にニキティスは、彼女をノーリーンと呼んだ。それが何よりの証拠ではなかろうか。

　当の見習い娘むすめは目をパチクリとさせていたが、やがて穏おだやかな微び笑しようを浮うかべる。

「難しいことは分からないけれど、嬉うれしいわ。メアリちゃんが、今のままでいてくれたら」

「見てくれはともかく、精メン神タルまで今のままは御ご免めんだ。また殺し合いをしなくちゃならん」

「きっと、大だい丈じよう夫ぶだわ。だってもうメアリちゃんには、ニセ勇者や人造勇者をつくる理由なんてないはずだもの。勇者贋作師フエイク・メーカーは二度と現れない……のではないかしら」

「相変わらず楽観的で吞のん気きな見解だな……ま、今回ばかりは俺も同意見だけどよ」

「もう、すぐにからかうんだから！」

　ノーリーンが頰ほおを膨ふくらませる。お馴な染じみの無む邪じや気きな顔に、心が和なごむ感じがした。

「あと一つ聞きたいことがあるのだけれど、いいかしら？」

「ああ、言ってみな？」

「ダウトさんは、これからどうされるのかしら？　ニセ勇者撲ぼく滅めつキャンペーンの終しゆう了りようも噂うわさされているし……わたしも、いつまであなたの担当でいられるか分からないから……」

　不安そうな顔をしてきたので、あっけらかんとして答える。

「どうもしないぜ。俺は、これからも変わらずにやっていく。依い頼らいがあれば、隣りん国ごくだろうと神域だろうと赴おもむいて、真しん贋がんを鑑かん定ていするだけさ。それが道アイ具テムでも勇者でもな」

　柔やわらかな金きん髪ぱつをくしゃりと撫なでた。

「だから、おまえさんが望むなら、いつでも俺の目を貸してやる。今はひとときのお別れだ」

　迷いなく頷うなずくノーリーンの姿を見ると、ダウトは踵きびすを返かえし、教王庁を後にする。

　流る浪ろうの鑑かん定てい士しは、再び旅の空へと戻もどっていったのだ──。




　大だい神しん殿でんが、再び騒そう動どうに巻き込まれようとは、誰だれしも夢想だにしなかったに違ちがいない。

　なにせここしばらくは、本来あるべき厳げん粛しゆくさを取とり戻もどし、穏おだやかな日々が続いていたのだから。しかし、それも昨日までの話。ついに静せい寂じやくは破られ、今や神しん殿でんは上を下への大おお騒さわぎである。

　神官見習いを務めるノーリーンの姿も、その渦か中ちゆうにあった。こんなに追い込まれるのは教王庁の大事件以来だろうかと、三ヶ月前のことに想おもいを馳はせながら、せっせと手を動かしている。

「まさか、勇者様を自じ称しようする御お方かたが、いっぺんに三十人もいらっしゃるなんて。間に合えばいいのだけれど……」

　まずは自分のできることからしよう。そう考え、三十人分の白さ湯ゆを用意した。後は、これらをトレイに載せて運ばねばならないのだが……一人だと、何往復するはめになるのやら。

　見習い娘むすめが肩かたを落としていると、戸口から猫ねこの鳴き声が聞こえてくる。

　待ってましたとばかりに、扉とびらを開き、太った白猫ねこを招き入れた。

「グランマさん！」

「遅おそくなって悪かったね。ずいぶんとまあ、大勢の胡う散さん臭くさい連中に押し掛かけられてるもんだ」

「くらするぅむ転移、というものだそうで、皆みなさん〝ニッポン〟からやってきた御学友だとか。全員が本物の勇者様なら、この上なくありがたいのだけれど……」

「全員が贋にせ者ものなら、資金を求められてる教団は大損害だね。それで、責任者はどうしてる？」

「お師様は留守になさっているの。ついさっきまでいらっしゃったのに、お出かけになったみたい……。あ、でも、情報料なら、わたしの方で何とかして用立てるわ！　だから！」

「そうかい。じゃあ、お嬢じようちゃんの欲ほしがってた情報を売ろう。あの鑑かん定てい士しの居場所をね」

「ぜひ、お願いします」

「……ここさ」

「はい？」

　白猫ねこは舌をペロッと出した。

「からかって悪かったね。実はあのろくでなしから、自じ称しよう勇者の情報があれば売ってくれって、前々から頼たのまれていてね。ちょっと前に売っちまったのさ。〝クラスルーム〟転移を豪ごう語ごする自じ称しよう勇者の集団が、大だい神しん殿でんに向かってるってさ」

　廊ろう下かから聞こえてくる一組の靴くつ音おとが、とても懐なつかしく感じられる。

　もはや居ても立ってもいられなかった。部屋を飛び出したノーリーンは、ボロマントを纏まとった男の姿を目にし、零こぼれるようなあどけない笑え顔がおを見せる。

　その屈くつ託たくのない笑えみだけで、再会を喜ぶ気持ちは充じゆう分ぶん伝わったのだろう。新たな来訪者は、照てれ臭くさそうに灰色の髪かみを搔かいた。しかし、すぐに誇ほこらかな顔で、手を差さし伸のべてくる。

「さあ、準備はいいかい担当さん？　見み極きわめに行こうぜ、連中の──陳ちん腐ぷな英サ雄ー譚ガを！」

　大きく返事をするノーリーン。見上げんばかりの天てん井じように、元気な声が高らかに響ひびき渡わたった。





Episode：03　　Fin.
















◇◆余◆◇　あとがき






　はじめまして。あるいは、お久しぶりでございます。

　某ぼう司祭の呪のろいにかかり、前まえ髪がみの生はえ際ぎわが怪あやしくなってきた囲かこいです。

　証明写真を撮とり、その出で来き栄ばえに納なつ得とくがいかず、「何だかハゲっぽく見えるんだよね～」とぼやいたら、「っぽいんじゃなくて、そうなんじゃないの？」と返される今日この頃ごろ。

　皆みな様さまはいかがお過ごしでしょうか。私は元気です。




　のっけからデリケートな話題で恐きよう縮しゆくですが、ここでは髪かみにまつわる制作秘話を少々。

　あれは……ちょうどエピソード１が仕上がった頃ころのことだったと思います。

　原げん稿こうを読んだ担当編集者さんより、こんな要望が飛び出してきたのです。

「このサミエル司祭ですが……どうして、こんな髪かみ型がたをしているのか、きちんとした理由が欲ほしいですね」

　要望の真意がまるで分からず、目をパチクリしながら返答する私。

「えっ……と、いや、髪かみ型がたの理由と言われましても、彼の頭頂部はすでに毛根が──」

「ああ、そういうことではなくて。この髪かみ型がたって、モデルがいるじゃないですか」

　そう。賢けん明めいな読者の皆みな様さまはすでにお察しのことでしょうが、司祭の髪かみ型がたにはモデルがいるのです。

　歴史の教科書等に長きに渡わたって肖しよう像ぞう画がが掲けい載さいされ、子供達の手によって落書きの憂うき目めに遭あいやすい偉い人じんベスト10に、毎年ランクインしているであろう宣教師のヘアスタイル……それこそが、司祭の外見的特とく徴ちようを形づくる上での欠かせない要素でした。

　そして担当編集者さんは、そのことを言っているのでしょう。しかし、それがどうしたというのやら。

「仰おつしやるように、確かに宣教師の髪かみ型がたをモデルにしていますが……」

「ええ、そのモデルにした宣教師の髪かみ型がたの理由ですよ。サミエル司祭が髪かみ型がただと言い張る以上、宣教師の髪かみ型がたに正当性がないとおかしくなりませんか？」

「んん……そ、そう、なるのかな？」

「ええ。だから理由付けが必要になるかと」

「な、なるほど、言われてみれば確かに……」

「ですから、読者が納なつ得とくできる、髪かみ型がたの理由を本文に入れてください。で──宣教師って、何であんな髪かみ型がたしてたんですか？」

　──知らんがな。

　声なき声でツッコミを入れながら、爽さわやかにギブアップ。後日の宿題、ということに。トホホ……。

　それから色々と調べてみたものの、これが意外にも難解なこと。

　侍さむらいのチョンマゲの由来ならいざ知らず、宣教師の髪かみ型がた──トンスラは、その由来が定さだかではないようで、謎なぞのベールに包まれたままだとか。

　一説では、荊いばらの冠かんむりを模している、というのもありましたが……肝かん心じんのサミエル司祭がアウラ教の人間なので、荊いばらの冠かんむりは関係がなく、この説を理由にするわけにはいきません。

　悩なやみに悩なやんで辿たどり着ついたのが──。




「ほっほっほっ、世せ俗ぞくの方からすれば奇き抜ばつに見えるのでしょうな。これは、神への信心の証あかしなのです。人の身でありながらも天使の輪を倣ならい、わざと剃そっているのですよ」（本文より抜ばつ粋すい）




　はい。サミエル司祭が言うように、天使の輪を象かたどったヘアスタイル、ということになりました。

　天使の輪だと考えると、ちょっと可か愛わいい感じがしませんか？

　え？　可か愛わいくない？

　そりゃ、そうか。




　さてさて、そんなこんなの珍ちん事じがありながら、本作は形になりました。

　こうしてお手に取っていただけたことに、心よりの感謝を。

　異色のファンタジー・コメディだけに、思わずクスッと笑って楽しい気持ちになっていただけていたら、著ちよ者しや冥みよう利りに尽つきます。前まえ髪がみの生はえ際ぎわで、熱い戦いを繰くり広ひろげている甲か斐いがあるというものです。

　このまま、戦線の後退を余よ儀ぎなくされるのか、それとも力りき戦せん奮ふん闘とうで戦線を維い持じできるのかは、まさに神のみぞ知る！　髪かみだけに！

　…………お後がよろしいようで。








二〇二二年　一月　　　　　　　囲かこい　恭きよう之の介すけ






























その勇ゆう者しゃはニセモノだと、鑑かん定てい士しは言いった
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